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第１章  研究の背景 

第１節 合理的配慮の法制化とその意義 
2016年に施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律(以下、障害者差

別解消法)」によって、行政機関等及び事業者に対しては、障害者に対する不当な差別的取

扱いが禁止され、また合理的配慮の提供の義務ないし努力義務が課された。この障害者差別

解消法は 2021年に改正され、事業者に対しても合理的配慮の提供の義務が課されることと

なった。以下に、改正された障害者差別解消法の第 7条及び第 8条を示す。 

 

(行政機関等における障害を理由とする差別の禁止) 

第七条 行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害を理由として障害者でない

者と不当な差別的取扱いをすることにより、障害者の権利利益を侵害してはならない。 

 

２ 行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害者から現に社会的障壁の除去を

必要としている旨の意思の表明があった場合において、その実施に伴う負担が過重でない

ときは、障害者の権利利益を侵害することとならないよう、当該障害者の性別、年齢及び障

害の状態に応じて、社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮をしなければ

ならない。 

 

(事業者における障害を理由とする差別の禁止) 

第八条 事業者は、その事業を行うに当たり、障害を理由として障害者でない者と不当な差

別的取扱いをすることにより、障害者の権利利益を侵害してはならない。 

 

２ 事業者は、その事業を行うに当たり、障害者から現に社会的障壁の除去を必要としてい

る旨の意思の表明があった場合において、その実施に伴う負担が過重でないときは、障害者

の権利利益を侵害することとならないよう、当該障害者の性別、年齢及び障害の状態に応じ

て、社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮をしなければならない。 
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このように、障害者差別解消法において合理的配慮の提供義務が課されたのは行政機関

等と事業者であり、本研究では以下、行政機関等と事業者を合わせ事業者等と記すこととす

る。 

障害者差別解消法が定める合理的配慮とは、個々の場面における障害者個人の具体的

ニーズに応じて、過重な負担にならない範囲で、社会的障壁を除去するものである。すなわ

ち基本的には、①個々のニーズ、②非過重負担、③社会的障壁の除去という 3つの要素から

なる概念であり、これまで障害者に対して講じられてきたさまざまな措置とは異なる概念

である(川島, 2016)。例えば駅や市役所等に設置されている点字ブロックや、市役所や病院

等の窓口に設置されている筆談器などは、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化に関する法

律」(以下、バリアフリー法とする。)等を根拠とする措置である。これらは、日常生活や社

会生活において、障害者の活動を制限しているバリアを除去する、すなわち③社会的障壁を

除去するという点では合理的配慮と似た措置であると言える(飯野, 2016)。しかし、不特定

多数の障害者に講じられるものであり、必ずしも①個々のニーズに応じてなされているわ

けではない点で、合理的配慮とは異なる概念と言える(飯野, 2016)。 

バリアフリー法等に基づく措置は重要なものである。しかし、それだけで非常に多様な障

害者一人一人が直面する社会的障壁をすべて除去することは難しい。例えば聴覚障害者の

中には、円滑なコミュニケーションのために手話が欠かせない者もいるが、この場合、筆談

器を用意するだけでは社会的障壁を除去できたとは言い難い。このため、手話でのコミュニ

ケーションを求めるという障害者の個々のニーズに応じて、事業者等の事情も勘案しなが

ら、社会的障壁を除去する措置、例えば手話通訳者を用意するなどの措置を講ずる必要があ

るだろう。合理的配慮とは、このような個々の具体的な場面において、特定の障害者から具

体的なニーズが示された際に、そのニーズに応じて、過重な負担が無い範囲で、その障害者

のために社会的障壁を除去する措置のことと言える。 

 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針(以下、基本方針とする。)」でも

確認されている通り、このような合理的配慮の提供と同等の行為は、障害者差別解消法施行

以前から既に社会のさまざまな場面において日常的に行われていた。しかし、川島・星加

(2016)は、こうした行為の多くは、相手の「思いやり」(善意や心くばり)に頼ったものであっ

たとの見解を示している。 

実際、障害者差別解消法施行以前は、阪田(2021)によると、大学教育においても、「授業

担当者の心意気や思いやりに依存した『お願い』方式に基づく障害学生支援制度」になって
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いた大学が存在していたとされる。例えば阪田(2021)は、自身が勤める大学の障害学生支援

制度について、支援担当部署はありつつも、授業担当者には「配慮のお願い」を渡すことし

かできず、お願いに応じるかどうかはその教員の裁量に委ねる制度であったと指摘してい

る。松﨑(2019)も障害者差別解消法施行以前の聴覚障害学生支援について、「かつて聴覚障

害学生支援は、聴覚障害学生にとって教育を受ける権利の保障を大学等側の善意・理解ある

判断に委ねざるをえない不安定な支援であった」と指摘している。このように、合理的配慮

と同じような内容の配慮が提供される場面は以前から存在していたが、そこには被支援者

である障害者が支援者にお願いをするという上下関係があり、故に、支援者の意向によって

提供の可否や提供される配慮の内容が左右されてしまうという不安定な側面があった。し

かし、障害者差別解消法によって合理的配慮が法制化されたことにより、合理的配慮の提供

義務は法的なルールとして社会的に承認され、障害者と事業者等の間の対等な対話によっ

て、提供される合理的配慮の内容を決定する手続きが定められたのである(川島・星加, 

2016)。 

 

第２節 合理的配慮の提供手続き 

 障害者差別解消法及び基本方針において、合理的配慮は障害者の意思の表明に基づき提

供されると規定されている。その後、それを受けた事業者等と障害者による建設的対話で、

提供する合理的配慮の内容を決定し、実際に合理的配慮を提供する流れとなる。 

 

第１項 意思の表明 

 基本方針によると、意思の表明とは、障害者が「具体的場面において、社会的障壁の除去

に関する配慮を必要としている状況にあること」を伝えることとされている。また、障害者

差別解消法の第 7条及び第 8条では、「障害者から現に社会的障壁の除去を必要としている

旨の意思の表明があった場合において」と記されており、事業者等の合理的配慮の提供義務

は、障害者からの意思の表明が行われて初めて発生することとなっている。なぜなら、事業

者等は、そもそも合理的配慮の提供に向けて行動する前提として、障害者の具体的なニーズ

を実際に認識しておかなければならないが、その認識を可能にするためには、当事者間の情

報の非共有性ゆえに、障害者からの意思の表明が基本的に必要となるからである(川島, 

2016)。ここで言う両当事者間の情報の非共有性とは、お互いに相手の事情がわかっていな

いという意味であり、第 1 節の例を再度取り上げると、目の前に聴覚障害者がいたとして
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も、その聴覚障害者が筆談器で十分対応可能なのか、手話によるコミュニケーションを保障

するための措置が必要なのかは、事業者等にはわからないということである。つまり、障害

者からの意思の表明が無ければ、事業者等はどんな合理的配慮を提供すべきかを知ること

ができず、合理的配慮の提供に向けて行動することもできないのである。 

したがって意思の表明とは、具体的場面において、社会的障壁の除去を必要としている旨

を伝えることであり、合理的配慮の提供を求める障害者が最初に行うべき手続きであると

言える。 

ただし、これは決して、意思の表明があった場合においてのみ、合理的配慮を提供すべき

だと謳ったものではない(西村, 2020)。このことは、基本方針において「意思の表明が困難

な障害者が、家族、介助者等を伴っていない場合など、意思の表明がない場合であっても、

当該障害者が社会的障壁の除去を必要としていることが明白である場合には、法の趣旨に

鑑みれば、当該障害者に対して適切と思われる配慮を提案するために建設的対話を働きか

けるなど、自主的な取組に努めることが望ましい。」と記されていることからも明らかであ

ろう。 

 なお、意思の表明に焦点をあてた研究の中には、意思の表明が示す範囲を拡大したものが

存在する。例えば吉川・甲斐・有海・益子(2017)は、聴覚障害学生支援の文脈で、「支援を

利用する・しないといった自己選択・自己決定も含めて、聴覚障害学生が何らかの形で何ら

かの意思を表現、表明していること」を意思の表明ととらえている。ここで言う「何らかの

意思を表現、表明していること」については、吉川ら(2017)の調査結果を踏まえると、単に

現在自分が困っているということを伝えたり、合理的配慮の提供を受けるにあたって漠然

と感じている不安等について相談したりするなど、除去すべき社会的障壁を明確には示し

ていないやりとりを意味すると考えられる。また、有海・羽田野(2022)も「合理的配慮を求

めるための聞こえないことの表明、困り感の表出、相談」を含めたものを意思の表明として

とらえている。もっとも、こうした意思の表明が示す範囲の拡大は、当然すべての研究でな

されているわけではなく、佐々木・長友・吉武・池田・佐藤・松川(2016)のように、「困り

感の表出」という概念を用いて、そこに吉川ら(2017)が言う「何らかの意思を表現、表明し

ていること」等を含め、意思の表明は社会的障壁の除去を必要としている旨を伝えることで

あるととらえている研究も存在している。 

ただし、上述した吉川ら(2017)や有海・羽田野(2022)、佐々木ら(2016)が、揃って困り感

を伝える等、除去すべき社会的障壁が明確には示されていないやりとりを取り上げており、
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詳細は第 3節において述べるが、障害者にとって、社会的障壁の除去を必要としている旨を

伝えることは決して簡単なことではないとされていることから、障害者はこのような訴え

方をすることが多いと推測される。 

 そのため、本研究では、障害者差別解消法及び基本方針に倣い、意思の表明は、具体的場

面において、社会的障壁の除去を必要としている旨を伝えることと定義するが、吉川ら

(2017)や有海・羽田野(2022)、佐々木ら(2016)が指摘している合理的配慮の提供を求めるた

めの聞こえないことの表明、困り感の表出、相談も意思の表明に至るまでの重要な過程とし

てとらえることとする。 

 

第２項 建設的対話 

一方、意思の表明と並んで、合理的配慮の提供における重要な手続きに、障害者と事業者

等による建設的対話がある。建設的対話については、基本方針において、「合理的配慮は、

障害の特性や社会的障壁の除去が求められる具体的場面や状況に応じて異なり、多様かつ

個別性の高いものであり、(中略)代替措置の選択も含め、双方の建設的対話による相互理解

を通じて、必要かつ合理的な範囲で、柔軟に対応がなされるものである。」と記されている。

意思の表明だけでなく、その後に建設的対話が必要な理由として、川島(2016)は、意思の表

明が必要であったのと同様に、障害者と事業者等の間における情報の非共有性があるため、

どのような配慮が必要かつ可能であるかは、両者が対話を通じて情報を交換し、ニーズと負

担に関する双方の個別具体的事情を突き合わせる過程を経なければ、お互いにわからない

からであると指摘している。 

ここで言うニーズと負担に関する双方、すなわち障害者と事業者等の個別具体的事情に

は、前述した障害者の個人的ニーズに加え、合理的配慮を提供するにあたって事業者等に課

される負担も含まれている。前述の通り、合理的配慮の定義には「その実施に伴う負担が過

重でないときは、」という②非過重負担を示す文があり、過重な負担を課される内容の措置

を合理的配慮として提供する義務は、事業者等には課せられていないからである。そのため、

合理的配慮の内容を検討するにあたっては、障害者の個別的ニーズだけでなく、事業者等の

負担も考慮する必要がある。 

ただし、過重な負担という考え方は、合理的配慮の不提供を許容する根拠にもなり得るた

め(川島, 2016)、基本方針はその有無について、個別の事案ごとに、具体的場面や状況に応

じて総合的・客観的に判断されることが必要とし、また事業者等は、過重な負担にあたると
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判断した場合は、障害者にその理由を説明するものとし、理解を得るよう努めることが望ま

しいとしている。つまり事業者等が、一面的・主観的・観念的・抽象的な理由で過重な負担

を持ち出し、合理的配慮の提供を断ることは認められておらず、また真に過重な負担が課さ

れる場合であっても、その旨を障害者に説明することが必要であると言えよう。さらにその

際、基本方針を踏まえると、過重な負担があるから提供できないとするのではなく、代替措

置を検討するなど、双方の個別具体的事情を出し合って、双方にとって必要かつ可能な合理

的配慮を明らかにするために対話を続けていくことが重要と考えられる。 

 川島(2016)が言う「ニーズと負担に関する双方の個別具体的事情を突き合わせる」とはこ

のようなやりとりであると考えられる。 

そのため、本研究では建設的対話を、ニーズと負担に関する障害者と事業者等の個別具体

的事情を突き合わせ、どのような配慮が必要かつ可能であるかを明らかにする対話である

ととらえる。また、意思の表明は建設的対話の口火を切る役割を有する、建設的対話に包摂

される手続きであるととらえる。 

 

第３節 合理的配慮の提供手続きに臨む聴覚障害者が直面

する課題 
 第 2 節で述べた通り、合理的配慮の提供を受けるためには、障害者はまず意思の表明を

し、そして建設的対話を行っていく必要がある。しかし、これまでさまざまな障害種を対象

とした研究がなされており、多くの障害者にとってそもそも意思の表明を行うこと自体が

難しいことであることが示されている。例えば小川(2018)は、発達障害学生は自分自身が何

に困っているのかを十分に自覚できていないことが多く、意思の表明が難しい場合がある

ことを指摘している他、丹野(2019)も成人脳性まひ者の意思の表明の難しさを指摘してい

る。第 2節で取り上げたように、基本方針においても意思の表明がない障害者について記さ

れており、意思の表明が困難な障害者の存在を前提としていることがわかる。 

 同様に、聴覚障害者にとっても意思の表明を行うことは難しく、さまざまな課題に直面す

ることが指摘されている。例えば松﨑(2019)や松﨑・芳賀(2016)は、聴覚障害者は、「弱さ

の情報公開」、すなわち自分が困っていることを自己開示できないことがあり、さらにその

背景には、過去に抑圧及び排除された経験の蓄積による聴者に対する恐怖感や不信感と

いった心理的問題があることを指摘している。ここで言う抑圧について、James(1998)は

「個々の人たちが一定の社会集団に属しているために、政治的・経済的・文化的・社会的な
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人格無視の状態に体系的に従属させられるときに発生する」ものと説明している。例えば聴

覚障害者の場合、聞き返したり、わからなかったりすることを伝えることで、周囲の人々に

迷惑がられたり、言われもない偏見を向けられたりすることがある。そして、こうした経験

が重なると、次第に本当は困っていることがあっても、「聞こえない自分が悪い」と諦めて

しまう、或いは怖くて言い出せなくなってしまうことがある。こうした状態を指して、抑圧

と表現されているわけである。 

また、特に大学に焦点を当てた場合、吉川(2017b)は、次の 2つの理由で、特に意思の表

明が困難になりやすいとしている。1つは、大学入学までの支援利用経験が乏しいため、わ

からないことが常態化し、何に困りどのような合理的配慮が必要か言語化する経験を十分

に持たずに進学しているためである。そして、もう 1つは、自分と周囲の受け取る情報量に

差がある環境におかれるためである。つまり、常に断片的な情報しか得られないため、自分

から発信することができずに受動的な生き方になっていき、ひいては自分の意思を抑圧せ

ざるを得なくなってしまうとのことである。 

 一方、先行研究を踏まえると、聴覚障害者は、意思の表明に続く手続きである建設的対話

を行うにあたっても、課題に直面すると推測される。 

この背景にある原因の一つが、聴覚障害によるコミュニケーションの難しさであろう。聴

覚障害は一般にコミュニケーション障害と言われており、音声言語によるコミュニケー

ションに一定の困難を抱えている。加えて、日本語の意味論的・語用論的な言語理解を苦手

とする側面もある(岩田, 2012)。これに対して、建設的対話は、立場や事情の異なる 2者が

個別具体的事情をすり合わせていくもので、非常に高度なコミュニケーションスキルが要

求される。このため、音声日本語によるコミュニケーションに不便さを抱える聴覚障害者が、

高度なコミュニケーションを要求される建設的対話を行うという難易度が高い図式となる。 

また、鈴木・鈴木(2021)は、現代社会では「合理的配慮について十分に理解されていると

は言いがたい現状がある」と指摘している。同時に、一般の学生を対象とした合理的配慮に

関する認知の実態調査でも、全体として「合理的配慮は必要」との回答が多かったが、個々

の項目では必ずしも必要性が高く認知されていないという“総論賛成各論反対”の結果と

なったとしている。つまり聴覚障害者が建設的対話を行う場合、相手が必ずしも合理的配慮

について理解しているとは限らない環境の中で、自分の立場について理解を求めていかな

ければいけない難しさがあるものと考えられる。 

しかし、この点について、具体的にどのような課題が存在し、どのように課題を解決して
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いくのかについて、網羅的に分析した研究は見当たらない。松﨑(2019)も、建設的対話を行

う聴覚障害者に焦点をあてた研究や実践報告は見当たらず、今後研究していく必要がある

と指摘しており、今後の研究が期待されている状況である。 

 

第４節 意思表明支援をめぐる研究動向 

 第 3節で述べた通り、意思の表明に困難さを抱える聴覚障害学生は多いため、聴覚障害学

生の支援実績が比較的長い大学では、合理的配慮の提供とともに、聴覚障害学生の意思の表

明を促すためのさまざまな働きかけ、すなわち意思表明支援が実施されてきた(吉川ら, 

2017)。 

例えば大森・河野(2015)によると、障害学生に対する「入学前面談」として、聴覚障害学

生の場合、英語や第二外国語などの言語科目の履修におけるヒアリングの扱い等について、

すり合わせの場を設けるなど、意思の表明を促す工夫を行っているとのことだった。また、

聴覚障害学生に限定せず、広く障害学生支援について述べている桑原・中津・垣内・熊谷

(2022)も、「すでに多くの高等教育機関では、(中略)学生自身が主体的に意思表明を実行で

きるよう導く取り組みが行われている」と指摘しており、例えば東京大学などにその事例が

あることを紹介している。加えて、生川(2018)も、日本福祉大学における実践として、合理

的配慮の提供を求める際に学生が提出する「受講に関わる配慮願い」を、学生支援センター

のスタッフの添削を受けながら学生自ら作成していくというサポートを行ったり、「オープ

ンキャンパスにおいて、障害のある生徒のために個別相談会を実施」したりするなど、意思

表明支援にも力を入れていることを報告している。これらから、意思表明支援については、

さまざまな大学で工夫を凝らした実践がなされていることがうかがえる。また、意思表明支

援という言葉は用いていないが、聴覚障害者の就労支援の文脈でも、前田(2021)が自分の聞

こえやコミュニケーション方法等についてまとめた「トリセツ」の作成や活用が、本人の自

己理解や周囲へ必要な合理的配慮を伝えるにあたって有効であることを指摘している。こ

のように、現在、意思表明支援は、多くの場でその必要性が認められ、実践されている状況

にある。 

同時に、意思表明支援に関する研究も行われている。例えば吉川ら(2017)は、聴覚障害学

生の意思表明支援における支援担当教職員の役割を分析しており、聴覚障害学生の意思の

表明を促すポイントを 35個の項目にまとめている。具体的には、①聴覚障害学生が入学し

た直後は、実際に合理的配慮を体験させたり、高校時代の話を聞いたりするなどの積極的な



9 

 

働きかけを行い、聴覚障害学生からのニーズや合理的配慮を受けようとする思いなどを引

き出し、②聴覚障害学生の学年や成長に合わせて、あえて働きかけを我慢することで、聴覚

障害学生の合理的配慮を受ける当事者としての意識や必要な技術を高めるなどが挙げられ

る。 

 さらに、意思の表明の難しさを抱えやすい聴覚障害学生に対して適切な教育的指導や支

援を実施するための基礎的知見を得ること(有海・羽田野, 2022)を目的に据え、聴覚障害学

生の視点から、彼らの支援に対する受け止め方の変遷(吉川, 2017a)や意思の表明に必要な

スキルを獲得するプロセス(有海・羽田野, 2022)の分析も行われている。その一つである吉

川(2017a)は、意思の表明にあたっては「受け身的な生き方から積極的な生き方への転換」

が求められ、意思の表明の前に「自らの意思や行動が抑圧されてきたことに気づき、さらに

抑圧された意思や行動を言語化する作業を根気よく繰り返して」ようやく意思の表明に至

ると指摘している。つまり、聴覚障害学生が意思の表明に至るためには、抑圧された状況か

ら、本人の主体性を回復するプロセスが必要ということである。和田・長谷川(2019)の指摘

を踏まえると、このプロセスは、聴覚障害学生が自信を取り戻し、自らの意志に基づき、責

任を持って行動できるようになるための時間ととらえられ、意思表明支援は本人の主体性

の回復をもたらす役割を有すると言える。 

一方、このプロセスと、意思表明支援の役割を踏まえ、松﨑(2019)は、聴覚障害学生のニー

ズに合わせた意思表明支援や合理的配慮の提供等は、聴覚障害学生にとってのエンパワメ

ントにつながる契機となると指摘している。エンパワメントとは、抑圧されてきた人々自身

が、支援者の助けを借りながら、対話と学習を通して自身がおかれている状況を客観化し、

自覚し、主体的に変革していく過程である(Freire, 1970)。つまり、聴覚障害学生が意思の

表明をできるようになっていくプロセスは、聴覚障害学生がエンパワメントしていく具体

的な姿の一つととらえることができ、意思表明支援は、合理的配慮の提供等と並び、聴覚障

害学生をエンパワメントする役割を有するものととらえることができるだろう。以上を踏

まえ、松﨑(2019)は、今後大学等側はエンパワメントの視点で、聴覚障害学生一人一人が

各々の水準で自分のおかれている状況を客観化し、自覚し、変革することができるように必

要な手立てを明らかにする必要があるとも指摘している。 

 これらのことから、今後は意思表明支援に関する研究を参考に、聴覚障害者が建設的対話

を志向し、そして実践していくようになっていくための支援や、そのプロセスを分析してい

く必要があると言える。第 2節で述べた通り、意思の表明は建設的対話の口火を切る手続き
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であり、実際に聴覚障害者が合理的配慮の提供を受けるためには、建設的対話が欠かせない

からである。しかし研究や実践が盛んな意思表明支援に対し、建設的対話に関する研究や実

践報告は、現時点では見当たらなかった。この点については松﨑(2019)も、「こうした問題

に関する取り組みは見当たらず、そうした状況下で聴覚障害学生に対してどのように対処

したらよいのか事例を集める必要がある」としている。 

加えて、支援を検討する以前の問題として、そもそも建設的対話を行うにあたって、聴覚

障害者が身につけておくべき力についても明らかにされていない状況にあると言える。先

述の通り、意思の表明については、主体性の回復という内在的な変容に加え、「トリセツ」

の作成及び活用に代表されるような、効果的に意思の表明を行う技術の習得が重要とされ

ていた。このことを踏まえると、建設的対話を行うにあたっても、聴覚障害者には何らかの

心理的な変容や技術の習得が必要と推測できる。しかし、現時点では、こうした力を分析し

た研究は見当たらず、今後の研究を待つほかない状況にある。 

 

第５節 エンパワメント研究の歴史と現状 
第 4節では、意思表明支援のあり方を検討するにあたり、エンパワメントの概念が援用で

きることが指摘されているが、現時点ではそのような視点で検討された研究は見当たらな

いことを説明した。そのため、本節では改めてエンパワメントの概念について整理するとと

もに、それらを援用することで得られる効果等について述べる。 

 

第１項 エンパワメント研究の歴史 

エンパワメントは、近年我が国の福祉、医療、教育、経営、社会開発などの幅広い分野で

取り上げられている概念である(村上・山本, 2014)。このうちソーシャルワークの領域で

は、1960 年代の米国におけるアフリカ系アメリカ人への支援を背景に Solomon によってエ

ンパワメントの概念が導入されている(西梅, 2011)。以降エンパワメントの概念は、女性や

障害者、少数民族、AIDS 患者など社会的弱者として差別されている人々へのソーシャル

ワーク実践方法として発展してきた(村上・山本, 2014)。教育や保健・医療の分野でもエン

パワメントは取り上げられてきており(村上・山本, 2014)、高橋・金澤(2010)が途上国のろ

う者のエンパワメントに必要な視点を検討しているなど、数は少ないが聴覚障害者のエン

パワメントに関する研究も存在している。 
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第２項 エンパワメントの概念の概説 

このように福祉や教育など、専門家による支援や指導が注目される分野でよく取り上げ

られるエンパワメントだが、西梅(2011)はエンパワメントとは「利用者の主体性を強調した

過程概念」であり、ソーシャルワーカーの役割は利用者主導の実践を側面的に支援すること

であると指摘している。このため、エンパワメントの取り組みにおいては、たとえソーシャ

ルワーカー等の専門家の支援を活用したとしても、それを活用して個人がどのように主体

性を回復していくのかが焦点となり、当該個人目線でそのプロセスを描くことが重要にな

る。実際に、大木・星(2004)は、専門家による支援や指導は個人のエンパワメントを促進す

る一要素に過ぎないとする結果を示している。加えて、個人のエンパワメントを促進する基

本となる体験として、当事者同士の出会いによる「わかちあい」があることも指摘されてお

り(大木・星, 2004)、他の当事者との出会いなど、専門家による支援に限定されないさまざ

まな要素によって、個人がエンパワメントしていくことが明らかにされている。 

 

第３項 エンパワメントプロセスの研究 

また、エンパワメントを取り上げた研究の中には、個人がエンパワメントされていくプロ

セスに焦点をあてたものがある。例えば肺がん患者のエンパワメントプロセスを分析した

高橋・稲吉(2011)や、炎症性腸疾患患者によるセルフヘルプ・グループにおける参加者のエ

ンパワメントプロセスを分析した大木・星(2004)などである。他には、橋本・岡田・白澤

(2008)がエンパワメントプロセスのうち、特に対象者がエンパワメントされたきっかけに

焦点をあてて、自立生活を送る重度障害者のエンパワメントプロセスを分析している。 

当然、これらの研究で明らかとなったプロセスは 1つ 1つ異なるものである。しかし、た

とえ対象者の属性が異なっていたとしても、そのプロセスには共通の要素が存在すること

が示唆されている(北野, 2015)。例えば、橋本ら(2008)は、エンパワメントプロセスの最初

の段階として、重度障害者がこれまで当たり前だと思っていた「介助関係」、すなわち自分

では何もできず一方的に世話をされる存在であるという認識が覆される経験をすることで、

「他者に依存することによる自立」、すなわち主体的に支援を活用して生きていくことも自

立の一つの形であるという考えや、支援者と対等な介助関係という新しい価値を獲得して

いく過程があることを指摘している。また、大木・星(2004)の分析においても、孤立しがち

な炎症性腸疾患の患者が患者会という当事者が集まる場に参加することでエンパワメント

されていく過程が示されている。ここでは、炎症性腸疾患の症状が排泄にまつわるものが多
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いため、病気について語ることが憚られがちであること、加えて、病は自分一人の体験でし

かないことから、診断を受けて間もない段階では、孤独や孤立感、不安を抱えがちであるこ

とが述べられている。しかし、患者会で自分以外の当事者と出会い、話す経験を通して、孤

独から解放されるようになるとともに、自分の状況を相対化してとらえる視点を獲得する

と指摘されている。 

このように、橋本ら(2008)と大木・星(2004)は、それぞれ異なる属性の対象者のエンパワ

メントプロセスを分析している。しかし、どちらもエンパワメントプロセスの最初の段階で、

諦めていた、或いは孤独で不安だった対象者が、何らかの新たな価値観を獲得している点で

共通している。このため北野(2015)は、こうした共通の要素を含んだエンパワメントプロセ

スの一般化を目指し、以下の 4つの目標に整理している。 

 

目標 1： 本人が、どうせ私は障害者だからと、諦めさせられている希望・社会参加などを自

覚し、明確にする 

 

目標 2： 上記の心理的・組織的・社会的・経済的・法的・政治的阻害要因と対決して、問題

を解決する力を高める 

 

目標 3： 必要な支援(ICFの促進的環境要因)を活用する力を高める 

 

目標 4： 自分の弱さ・恐れ等を他者に投射することなく受け入れ、自分も他者も抑圧しない

あり方を創出する 

 

 このうち、目標 2は専門家等の力も借りつつ、少しずつ ICFにおける阻害要因と対決し、

問題を解決する力を高められるようになることとされている。一方、目標 3は、ICFの促進

的環境要因、つまり専門家や周囲の協力してくれる人々、或いは合理的配慮といった法制化

された制度等を使いこなして、自らが主体となって問題を解決できるようになることとさ

れている。 
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第４項 エンパワメントプロセス研究の活用 

前述したエンパワメントプロセスの研究では、対象者がエンパワメントされたきっかけ

として、患者会への参加やそこでの当事者とのやり取り(大木・星, 2004)、「あたりまえの

ように健常者の人を自分の手と足のように使って」生活している重度障害者の存在を知る

こと(橋本ら, 2008)などを挙げている。逆に言うと、適切なタイミングでこのような機会を

得られれば、対象者のエンパワメントに繋がっていく可能性があることを示唆するもので

あり、明らかとなったエンパワメントプロセスを基に、エンパワメントを促進していくため

の支援のあり方や当事者自身による工夫等を考察していくことが可能であることを示して

いると言える。実際に大木・星(2004)や高橋・稲吉(2011)は、エンパワメントプロセスの分

析から、それぞれ看護や支援のあり方を検討し、有益な知見を提供している。さらに、エン

パワメントプロセスの分析は、対象者を理解する基礎資料となったり(辻・大西, 2012)、対

象者と同じ属性を有する者がエンパワメントする際の有力なモデル(中井・佐々木・山内, 

2012)となったりすることも期待されている。 

以上を踏まえると、聴覚障害学生が建設的対話を志向し、実践していくようになるプロセ

スを分析することは、支援のあり方を検討する上でも、また聴覚障害者が努力したり工夫し

たりすべき事柄を明らかにする上でも有効と言える。また、この分析では、エンパワメント

の概念を援用して考察することができると考えられ、これにより、上記プロセスならびに援

助方法がより詳細に明らかにできるものと考えられよう。 
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第２章  問題の所在 

 以上で見てきた通り、聴覚障害者の建設的対話をめぐっては、聴覚障害者が建設的対話を

できるようになっていくための支援の必要性が指摘されているものの、具体的な方法につ

いては明らかにされていないことがわかった。また、そもそも建設的対話を行うにあたって、

聴覚障害者自身が身につけていくべき力についても明らかにされていなかった。 

 加えて、建設的対話のきっかけとなる意思の表明を行うことの難しさから、これまでは意

思の表明に研究や実践の焦点があてられる傾向にあった。しかし、聴覚障害者が合理的配慮

の提供を求められるようになるためには、意思の表明に続く建設的対話の力を養っていく

ことも重要であり、今後は意思表明支援に限定するのではなく、意思の表明も含めて、聴覚

障害者が適切に建設的対話を行えるようになっていくための支援のあり方を明らかにする

必要があると考えられた。 

 また、先行研究では意思表明支援の基礎的知見を得るために、聴覚障害者が意思の表明を

志向し、実践していくようになっていくプロセスが分析されてきた。このプロセスはエンパ

ワメントプロセスの一つととらえることができ、エンパワメントの概念を援用することで、

これらのプロセスをより詳細にとらえるとともに、対象者のエンパワメントに向けて、どの

ような支援が必要なのか、また、聴覚障害者自身はどのような努力や工夫を重ねていく必要

があるのかを考察することができる可能性が示唆された。 
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第３章  本研究の目的 

第 2章までに述べてきた点を踏まえ、本研究では、聴覚障害者が建設的対話を志向・実践

していくプロセスについて、エンパワメントの概念も援用しながら明らかにするとともに、

適切に建設的対話を行えるようになるために、聴覚障害者自身はどのような努力や工夫を

重ねていくことが必要なのか、また支援者はどのような支援を行っていくことが必要なの

か、それぞれ明らかにすることを目的とする。 

ただし、上記のプロセスを分析するにあたっては、プロセスの最終段階であると考えられ

る「聴覚障害者が、適切に建設的対話ができている状態」とはどのような状態なのか、そし

てそのために、聴覚障害者はどのような力を身につけなければならないのかについて、明ら

かにしていく必要があるだろう。 

そのため、本研究では、まず最初に、建設的対話を行うために、聴覚障害者が身につけて

いくべき力を明らかにする。 

その後、意思の表明が難しかった状態から、建設的対話を志向し、そして実践していく過

程で、聴覚障害者自身がどのような努力や工夫を重ね、どう変化してきたのか、またその過

程でどんな支援を活用してきたのかを明らかにし、これらをもって、聴覚障害者が建設的対

話を志向・実践していくプロセスの解明に繋げる。 

このことは、合理的配慮の提供を求めることに難しさを感じている聴覚障害者やその支

援者に対して、有力なモデルケースを提供することにも繋がるものであり、合理的配慮の提

供手続きに臨む聴覚障害者への知見の提供や、今後の支援に関する研究の発展に、寄与でき

るものと考えられる。 
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第４章  本研究の構成 

本研究は全部で 7 章から構成される。このうち第 4 章までが序論であり、第 5 章が第一

研究、第 6章が第二研究、第 7章が総合考察である。 

 まず、第 1章及び第 2章では、序論として本研究の背景及び問題の所在を述べた。ここで

は、聴覚障害者の建設的対話をめぐっては、意思の表明と同様に困難を示すことが多く、支

援の必要性が指摘されているが、現時点では、その具体的方法はおろか、建設的対話を行っ

ていくために、身につけるべき力についても明らかにされていない状況を指摘した。加えて、

先行研究を踏まえると、聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していくプロセスを分析し、

エンパワメントの概念も援用して考察することは、必要な支援や聴覚障害者がすべき努力

や工夫などの検討に有力な方法であることも指摘した。これらを踏まえ、第 3章及び第 4章

で、本研究の目的及び構成について説明した。 

 次に第 5章では、第一研究として、「聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していくプロ

セス」の最終的な目標像を明確にするために、建設的対話を行うにあたって聴覚障害者が身

につけていくべき力を明らかにした。ここでは、4名の聴覚障害者にインタビュー調査を行

い、得られた語りを KJ法で分析したところ、大別すると 2つの心構えと 3つの技術が得ら

れた。 

 こうした第一研究を踏まえて、第二研究として、第 6章では、第 5章で明らかにした「適

切に建設的対話ができる状態」へ到達していくプロセスとして、聴覚障害者が建設的対話を

志向・実践していくプロセスを明らかにした。ここでは、11名の聴覚障害者にインタビュー

調査を行い、得られた語りを M-GTAで分析した。分析の結果、聴覚障害者が、「聞こえない

自分が悪い」などと自分を否定してしまっていた状態から、信頼できる人との出会いを経て、

少しずつ建設的対話等ができるようになっていくプロセスを説明する結果図やストーリー

ラインが生成され、第一研究で得られた心構えや技術を習得していくプロセスについても

明らかになった。さらに、得られたプロセスを、エンパワメントの概念を援用して考察する

ことで、聴覚障害者が課題を乗り越え、次のステップへ進んでいくために、特に重要となる

ポイントが 3つあることが導かれた。 

 最後に総合考察として、第 7章では、第一研究及び第二研究で得られた成果について概観

し、これらを総合的に考察することで、適切に建設的対話を行えるようになるために、聴覚
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障害者及び支援者が特にすべきことについての提言を行うとともに、今後研究的に取り組

むべき課題について述べた。 

本研究の構成を図 4-1に示す。 

 

第 1章 研究の背景 

・聴覚障害者の建設的対話に関する 

 研究の現状 

・エンパワメントの概念を援用した 

 支援方法等検討の可能性 

第 2章 問題の所在  

第 3章 本研究の目的 

第 4章 本研究の構成 

 

 

 

第 5章 第一研究 

目的：建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力を明らかにする。 

方法：聴覚障害者 4名へのインタビュー調査、得られた語りの KJ法による分析。 

結果：聴覚障害者が適切に建設的対話を行うために習得すべき 

2つの心構えと 3つの技術を明らかにした。 

 

第 6章 第二研究 

目的：聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していくプロセスを明らかにする。 

方法：聴覚障害者 11 名へのインタビュー調査、得られた語りの M-GTAによる分析。 

結果：聴覚障害者が、「聞こえない自分が悪い」などと自分を否定してしまっていた状態か

ら、信頼できる人との出会いを経て、少しずつ建設的対話等ができるようになってい

くプロセスを説明する結果図やストーリーラインを生成した。 

 

第 7章 総合考察 

・第一研究及び第二研究で得られた成果についてのまとめ 

・適切に建設的対話を行えるようになるために、聴覚障害者及び支援者がすべきこと 

（努力や工夫、支援など）についての提言 

・本研究の限界と今後の課題 

図 4-1 本研究の構成 
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第５章  第一研究 

第１節 目的 
第一研究では、聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していくプロセスの分析に向けて、

その最終的な目標像の明確化に繋がる、建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけて

いくべき力を明らかにすることを目的とする。 

 

第２節 方法 

第１項 調査概要 

１．調査協力者 

 合理的配慮の提供を求めるために建設的対話を行うことは、あらゆる聴覚障害者にとっ

て重要であると考えられる。そのため、第一研究では、聴力やコミュニケーション方法で調

査協力者を限定せず、これらに偏りが生じないように幅広い方々に研究協力を依頼するこ

ととした。加えて、建設的対話について、経験に基づいた深い語りを得るために、より多く

の建設的対話の経験を積み重ねてきた方を対象とした。このため、調査協力者は自律的に社

会生活を営んでいる方々に限定し、日本語の理解に困難がある方や社会的活動への参加に

あたって支援が必要な方は、調査協力者から除外するものとした。 

 これらの条件を踏まえた上で、第一研究では、日頃からさまざまな聴者と関わりがあり、

聴者の事情を鑑みながら建設的対話を行う機会が多いと考えられる、聴覚障害教員を中心

に、調査を依頼したいと考えた。そのため、最初に聴覚障害教員に調査を依頼し、また、ご

協力いただいた方に、第一研究の調査協力者として適当と考えられる聴覚障害者をご紹介

いただき、その方にも調査を依頼した。依頼にあたっては、調査概要の説明を行い、研究の

目的に同意していただけた方にご協力いただいた。 

 以下に、調査協力者の属性について示す(表 5-1参照)。 
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表 5-1 調査協力者リスト 

調査協力者 
聴力 

補装具 
コミュニケーション方法 

○：使用する方法  ◎：主たる方法 
右耳 左耳 手話 音声 口話 筆談 

1 50dB 50dB 補聴器  ◎   

2 100dB 57dB 補聴器※左耳 ○ ◎   

3 100dB 100dB 補聴器 ◎  ◎  

4 110dB 110dB 装用なし ◎   ◎ 

 

なお、上記に示した方法により、4名の調査協力者を求めたところ、結果的に今回の調査

協力者は、4名とも聴覚特別支援学校や小学校及び大学に勤める教員となった。また幼児期

を除き、全員地域の学校で通常の学級に在籍しており、聴覚特別支援学校への在籍経験を持

たない者となったため、結果に一定の偏りが生じることが推測された。 

ただし、聴覚障害教員は、児童生徒学生の見本となるべき立場として、建設的対話のあり

方を深く理解しようと努め、日頃から実践しているものと考えられた。また、通常の学級に

在籍していた者は、聴覚特別支援学校に在籍していた者と比較して、聴者とのコミュニケー

ション機会が多く、聴覚障害に対する理解についても必ずしも深いとは限らない環境にい

ることが多いと考えられ、効果的な建設的対話に向けて苦労しながらもさまざまな努力を

重ねてきたと推測された。このため、このような属性を有する調査協力者 4名からは、建設

的対話の理想的なあり方や、そのために必要な技術等に関する、経験に基づいた深い語りが

得られると期待できた。 

逆に、これらの偏りにより、いわゆる「好事例」のみを取り上げることになり、それ以外

のバリエーションについては、十分拾いきれない可能性があると考えられた。しかし、ここ

で行う「身につけていくべき力」の分析は、建設的対話を志向・実践していくプロセスの最

終的な目標像を明確にし、その後のプロセスの分析に資することを目的に実施されるもの

となっており、それ自体が最終的な目的になるものではない。また、目指すべき目標像とし

ては、好事例から得られた語りが、有力な手がかりとなるであろう。 

このため、調査協力者に一定の偏りはあるものの、第一研究の目的を達成する上では、十

分な材料が得られると判断し、他の職業に就業する聴覚障害者や、聴覚特別支援学校への在

籍経験を持つ聴覚障害者への追加調査は実施しなかった。なお、このことによる研究の限界

については、第 7章にて示すこととする。 
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２．データ収集方法 

調査は調査協力者ごとに個別に実施した。調査の形式は半構造化面接であり、より詳細な

語りを引き出すため、調査に先立ってロールプレイを実施する形式とした。具体的には、最

初にある建設的対話の場面を提示し、調査協力者にロールプレイとして模擬的に建設的対

話を行っていただいた。その後、ロールプレイの際にみられた手法や発言等を手掛かりに、

半構造化面接を行い、データ収集を行った。詳細な方法は以下の通りである。 

 

① ロールプレイの実施 

第一研究においては、調査協力者が建設的対話を行うにあたって重要視している力につ

いて、詳細な語りを得る必要があった。しかし、この力は非常に抽象的なものであり、調査

協力者に言語化して語っていただくためには、何らかの工夫が必要と考えられた。これに関

して、中井(2017)は、最初に調査協力者にロールプレイを行っていただくことで、その際に

みられた手法や発言等を手掛かりに、その後のインタビュー調査で調査協力者の詳細な語

りを引き出していた。そのため、中井(2017)の手法を参考に、第一研究においても最初に

ロールプレイとして実際に建設的対話を行っていただくことにした。 

ロールプレイにおいては、情報保障がない研修会に参加するという場面において、研修会

の主催者を相手に、意思の表明及び建設的対話を行い、『必要な合理的配慮が確かに提供さ

れる』という合意へと導くよう依頼した。場面説明においては、下記の資料を提示し、説明

を行った(図 5-1、図 5-2、図 5-3参照)。 

具体的なロールプレイの条件設定としては、まず研修会主催の母体となる団体として、調

査協力者にとって比較的イメージが容易な、学校教員らによって構成された「○○ダイバー

シティ教育研究会」という架空の研究会を設定した。この研究会については、会員約 300名、

年会費 5000円で、さまざまな活動を行っている設定とし、また調査協力者自身がこの研究

会の会員である設定とした。加えて、本ロールプレイにおいて実際に参加を希望することと

なる研修会を主催するのは、「多様な性の在り方を考える会」という、この研究会の下位組

織の一つであるという設定とした。これらの設定により、手話通訳やパソコンノートテイク

(以下、PC テイクとする。)など、準備が大掛かりになりがちな合理的配慮について、研修

会主催者だけでは提供が困難だが、研究会の力を借りれば提供が可能な状態を作り、調査協

力者が研究会の存在も視野に入れた交渉を行うことを可能にしていた。 

また、研修会は、約 60名の参加者が講師の話を聞く形式で実施され、スマートフォンや
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携帯電話の禁止等のルールがあるという設定とした。これにより、例えば「人が多いため、

座席によっては講師と自分の距離が遠く、聞き取れないかもしれない」、「スマートフォンの

音声認識アプリを使いたいが、使用禁止のルールがあるので、事前に話をしておこう」と

いったように、調査協力者が、自身が直面する社会的障壁や必要な合理的配慮を予想して建

設的対話に臨むことができるようにした。 

なお、研修会の主催者役は共同研究者に依頼した。研修会の主催者の設定について、例え

ば調査協力者が「手話通訳をお願いします」と言った際に、研修会の主催者が「承知しまし

た。」といったように、調査協力者からの要望に対し、研修会の主催者がすぐに承諾してし

まうと、この時点で合意に至ってしまい、調査協力者の手法や発言等を引き出すことが難し

いと推測される。そのため、研修会の主催者は、調査協力者の要望に対して戸惑う対応をす

る設定とし、要望がなかなか認められない困難な状況から、どう合意を導くのかを観察でき

るようにした。 

 

② 半構造化面接の実施 

①の要領でロールプレイを行った後、半構造化面接を実施した。ここでは、ロールプレイ

において研修会の主催者役を依頼した共同研究者には退席いただき、調査協力者と研究者

の 1対 1で個別にインタビューを行った。 

インタビューの内容は、まずロールプレイの内容を踏まえて「今回の建設的対話のロール

プレイを行うにあたって大切にしていた内容」や「その理由」などについて尋ねた。その後、

「職場や私生活において、建設的対話を行うにあたって大切にしている内容」や「そう考え

るきっかけとなったエピソード」を中心に自由に語っていただく形式とした。その際、さら

に詳しく聞きたいポイントにおいては、必要に応じてロールプレイの際に調査協力者が

行った手法や発言等を取り上げつつ、インタビューガイドに基づき追加の質問を行った。 

インタビューの方法は、Zoom を使用した遠隔調査または貸会議室での対面調査であり、

調査協力者が希望する方法で実施した。調査時間は、研究の説明及びロールプレイの実施を

含めて 1 時間 30 分を設定し、調査協力者の同意を得た上で、ビデオカメラ又は Zoom の録

画機能を用いて動画データを記録した。4名の合計調査(ロールプレイ及び半構造化面接)時

間は 350分であり、平均 87.5分であった。 
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図 5-1 ロールプレイの条件設定(研究会の設定) 

 

 

図 5-2 ロールプレイの条件設定(研修会の設定) 

 

 

図 5-3 ロールプレイの条件設定(研修会のルール) 
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３．調査期間 

調査実施期間は 2022 年 1月から 3月までの 3ヶ月間であった。 

 

４．倫理的配慮 

実施にあたっては、データ管理方法、個人情報の取り扱い、インタビューガイド等につい

て、所属機関の研究倫理委員会における承認(承認番号：2021-15)を得るとともに、調査協

力者に対して書面で研究参加の同意を得た。 

 

第２項 分析方法―KJ法― 

１．分析方法の選択 

 分析は、KJ法を用いた。KJ法とは、質的データをまとめて、新しい知見を発見していく

手法として、文化人類学者の川喜田二郎によって開発された質的研究法である(サトウ・春

日・神崎, 2019)。 

 KJ法は、特に仮説の生成に威力を発揮する手法である(田中, 2010)。田中(2010)による

と、KJ 法は、質的データの情報量が膨大で混沌としている場合でも、質的データの情報を

図解という形で簡潔かつビジュアルな形に圧縮することができ、またデータのグループ分

け、図解、叙述化のプロセスで、研究者が主観を積極的に活用することで新たな発想や仮説

を生み出すことができる手法であるとされている。すなわち、KJ 法は得られた質的データ

を単純にグループ分けすることが目的の手法ではなく、その手続きから新たな意味や隠れ

た意味を見いだし、図解という形で表す手法である点に特徴がある。 

 第一研究において、KJ 法が分析方法として適切であると判断した理由は以下の通りであ

る。 

 第一研究において明らかにする建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべ

き力は、第 1 章で述べた通り、その詳細が明らかにされておらず、有力な仮説も存在しな

い。そのため、仮説検証型の研究は難しく、まず有力な仮説を生成する必要があり、質的研

究法による分析が必要と判断した。 

加えて、個々の聴覚障害者は多様な存在であり、一人一人直面する社会的障壁や必要な合

理的配慮が異なる。このため、建設的対話の内容は異なり、インタビュー調査によって得ら

れる質的データも多様なものになると予想された。そのため、多様な質的データをまとめて、

新しい知見が得られる、すなわち一般的な建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけ
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ていくべき力についての有力な仮説を生成できる手法である KJ法を選択した。 

 

２．分析手順 

 個々のインタビュー調査を終えた後、インタビュー調査の逐語録の作成を行い、すべての

インタビュー調査を終えた後、分析を開始した。 

逐語録の作成は、前半のロールプレイ、後半の半構造化面接それぞれに対して行った。こ

のうち、手話でお話しいただいた調査協力者の逐語録の作成に関しては、手話を日本語に翻

訳した逐語録を作成した後、当該調査協力者に内容の確認を依頼することで、逐語録の信頼

性を確保した。 

分析では、まず作成した逐語録を繰り返し読み、建設的対話を行うために聴覚障害者が身

につけていくべき力を語っている内容であると研究者が判断した内容について、付箋に書

き出しラベルを生成した。ラベルの生成が一通り完了した後、内容的に類似したラベルをひ

とまとめにして、そのグループを代表する名前をつけた。一通りグループ分けが終わると、

さらにこれらのグループをまとめ、新たなグループを生成した。「最終的に 7個程度のグルー

プができれば、この作業は終了する」としたサトウら(2019)の記述を参考に、最終的に 5個

のグループに分かれるまで、このグループ分け作業を繰り返した。その後、生成した 5個の

グループを模造紙上に配置し、図解化を行った。 
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第３節 結果 

 本節では、建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力について、KJ 法

による分析で得られた結果について述べる。 

 

第１項 分析結果 

調査に先立ちロールプレイを実施した結果、単に必要な合理的配慮を要請するのみでな

く、研修会の主催者に対して気遣うような発言を行ったり、代替案を複数提示していったり

するなど、調査協力者のさまざまな手法や発言等が確認された。このようなロールプレイの

内容を踏まえて半構造化面接を行った結果、建設的対話を行う際の具体的な技術や必要な

心構え、ロールプレイ場面以外のさまざまなケースにおけるエピソードなど、多彩な語りを

得られた。以上を踏まえ、半構造化面接で得られたデータについて、KJ法により分析した。 

一般には、KJ法により生成されたグループを、その階層から大カテゴリー、小カテゴリー

などと呼称することが多いが、第一研究では分析の結果、グループの階層が最大で 7階層と

なった。そのため、第一研究では、最終的に生成された最も階層が高いグループを Lv1 グ

ループと示し、Lv1グループを構成する下位グループを Lv2グループ、それを構成する下位

グループを Lv3グループといったように、グループの階層を Lv数で表記した。 

分析の結果、逐語録から 595個のラベルが得られた。そのラベルの類似性からグループ分

けを行い、さらに得られたグループとグループ分けの際に余ったラベルからグループ分け

を行う作業を繰り返した結果、最終的に Lv1グループが 5個、Lv2グループが 17個、Lv3グ

ループが 43個、Lv4 グループが 80個、Lv5グループが 63個、Lv6グループが 5個、Lv7グ

ループが 5個得られた。 

得られた Lv1 グループは、建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力

として、技術習得の基盤となる「心構え」に関する内容と、建設的対話を効果的に進めるた

めの「技術」に関する内容の 2 つに大別できた。以下、各 Lv1 グループの内容について記

す。なお、説明内の【 】はグループ名を示している。 

まず、「心構え」としては、Ａ・Ｂ2つの Lv1 グループに大別できた。心構えＡは、【過去

の経験の活用意識】であり、「過去の経験から知識や技術を見いだし、次の建設的対話に活

用していく」意識を持つことの重要性を示す 118個のラベルが分類された。一方、心構えＢ

は、【障害者と事業者等による合理的配慮の協働検討意識】であり、「合理的配慮は双方の個

別具体的事情を踏まえ、お互いが合意し、協働して作り上げていくものである」とする意識



26 

 

や、そのために必要と考えられる事項に関する 71個のラベルを分類することができた。 

次に「技術」は、Ａ・Ｂ・Ｃ3つの Lv1グループに大別できた。このうち、技術Ａは、【相

手の協力を引き出す技術】であり、相手を尊重し、相手と協働できる関係性を築いていく技

術を示す 220個のラベルが分類された。技術Ｂは、【自分のことを相手に伝える技術】であ

り、自分に必要な合理的配慮を確実に相手に伝え、提供されるようにしていく技術を示す

144個のラベルが分類された。技術Ｃは、【技術Ａ・Ｂの高度融合技術】であり、相手に十分

に配慮しつつ、自分にとって必要な合理的配慮の提供を求める手法で交渉に臨む技術を示

す 42個のラベルが分類された。 

 表 5-2 に各 Lv1 グループの名称と、それぞれに含まれる Lv2 以下のグループ数及びラベ

ル数を示した。 

 

表 5-2 得られた Lv1グループ 

Lv1グループ 
Lv2 

数 

Lv3 

数 

Lv4 

数 

Lv5 

数 

Lv6 

数 

Lv7 

数 

ラベル 

数 

心構えＡ 過去の経験の活用意識 2 6 19 11 3  118 

心構えＢ 
障害者と事業者等による合理的配

慮の協働検討意識 
8 11 7 2   71 

技術Ａ 相手の協力を引き出す技術 3 12 32 28 2 5 220 

技術Ｂ 自分のことを相手に伝える技術 2 8 17 22   144 

技術Ｃ 技術Ａ・Ｂの高度融合技術 2 6 5    42 

 

 なお、調査の結果、調査協力者 4 名は、法律で記された合理的配慮の提供を求める行為

は、法律の範疇を超えたさまざまな支援を求める行為の一部ととらえていることがうかが

えた。そのため、第一研究では調査協力者のとらえ方を忠実に表現すべく、「支援」と「合

理的配慮」という用語を使い分けて用いることとした。以下、これらの定義について示す。 

・支援 

 筆談やコミュニケーション上の配慮など、聴覚障害者に対するさまざまなサポートのこ

とを示す。ただし、文脈によっては聴覚障害者が他者に対して行うサポートも含む。 

・合理的配慮 

各種支援のうち、障害者差別解消法に基づき、事業者等によって提供される、社会的障壁

を除去するための手段を指す。 
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第２項 各心構え・技術の説明 

 本項では、各心構え・技術についての詳細な分析結果について述べる。本項において、

グループ名は【 】、調査協力者の具体的な発言は「 」で示す。 

 

１．心構えＡ【過去の経験の活用意識】 

建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力を尋ねた結果、特に心構え

Ａ【過去の経験の活用意識】、すなわち過去の経験から知識や技術を見いだし、次の建設的

対話に活用していく意識を持つことに関して、表 5-3のような回答が得られた。 

ここに示す通り、調査協力者の回答は 2つの Lv2グループに分類された。 

 

① 【過去の経験を合理的配慮申請に活用する】 

まず、4名の調査協力者全員から、【過去の経験を合理的配慮申請に活用する】、すなわち

自分が困ってしまった状況など、過去の経験を踏まえて、合理的配慮の提供を求めるべき場

面や適切な交渉方法を見いだしていくことが重要であり、自身も実践してきたとの語りが

得られた(ラベル数 100個)。 

このうち、最も多くの語りが得られたのは、【合理的配慮申請に伴う注意点発見へ活用す

る】というものであった(ラベル数 56個)。ここでは、【相手が合理的配慮についてイメージ

できていない状態で交渉すると失敗する】(ラベル数 10個)など、合理的配慮の前提となる

支援手段や依頼内容について、十分な理解をうながすことが重要とする考えや、【自分が支

援申請することは、相手や他の人にとっても役に立つものととらえる】(ラベル数 7 個)、

【今後の関係性は不透明なので、高圧的な言い方はすべきでない】(ラベル数 2個)といった

建設的対話場面で留意すべき基本的な注意点が語られていた。加えて、【他者と交流して、

力を高めていくことが必要】(ラベル数 24個)等、対話場面のみではなく、普段から支援に

関する知識やノウハウを吸収していくことが重要とする語りも得られた。 

また、過去の経験については、【合理的配慮申請を行う場面や相手像のイメージへ活用す

る】(ラベル数 8 個)ことも重要と語られていた。その他、【過去の合理的配慮申請経験を、

必要な合理的配慮申請知識・技術習得へ活用する】(ラベル数 24個)、【過去の困り経験を、

合理的配慮の提供を求めるべき場面判断へ活用する】(ラベル数 12個)など、これまでの経

験をもとに、どのような形で対話を進めればよいのか、どういった場面で自分に支援が必要

になるのかを考え、より効果的な対話へと発展させていることがうかがえた。 
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② 【活用できる経験を作り出す】 

一方、ラベル数こそ 18 個と決して多くはないが、3 名の調査協力者から、先述したよう

な経験を自ら作り出していくことが重要であり、そのようにしてきたとする語りが得られ、

これらを【活用できる経験を作り出す】に分類した。 

具体的には、【支援を求める経験をどんどん積み重ね、新たな知見・教訓を得ていく】(ラ

ベル数 10個)ことが重要とのことであり、「どんな失敗も次への糧になる、何らかの教訓を

もたらしてくれる」、「配慮を求めずに参加して、失敗したというのも一つの失敗経験になる」

など、【チャレンジしたら、成否にかかわらず何らかの知見、教訓を得られる】(ラベル数 4

個)に分類される前向きな発言も得られた。加えて、ただ経験を積み重ねるだけでなく、【自

分が行った対話について内省し、自分が行った対話を今後の支援申請に生かしていく】(ラ

ベル数 8個)ことも重要であると語られており、失敗を恐れず積極的に支援を求めるととも

に、そこから得られた教訓を今後に生かそうと内省していく調査協力者の姿が明らかに

なった。 

 

表 5-3 心構えＡ【過去の経験の活用意識】の構成 

Lv2 Lv3 Lv4 Lv5 Lv6 
ラベル 

数 

過去の経験を合理的配慮申請に活用する 100 

 

合理的配慮申請に伴う注意点発見へ活用する 56 

建

設

的

対

話

時 

相手組織の事情や考え方によって、求めることができる合理的配

慮の内容や交渉のあり方は、大きく変わる 
12 

 

組織によって合理的配慮に対する理解や考え方が異なる 6 

相手組織の事情により合意が極めて難しい合理的配慮の方法やその条

件がある 
6 

 相手の事情を覆すべく強い主張をしても失敗する 2 

相手が合理的配慮についてイメージできていない状態で交渉する

と失敗する 
10 

 

相手が支援に興味を向けていない状態ではうまくいかない 6 

 

各自が自分の問題に一生懸命な間は、手話を学ぼうとはしてく

れない 
3 

支援経験が不足していたり、潜在的な差別意識が残っていたり

する相手だと、望ましい水準での合意は難しい 
3 

相手が支援についてイメージできていない状態で交渉してもうまくい

かない 
4 

自分が支援申請することは、相手や他の人にとっても役に立つも

のととらえる 
7 

 支援は聴覚障害者だけでなく、さまざまな人にとって便利・役立つも 5 
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のととらえる 

今後の関係性は不透明なので、高圧的な言い方はすべきでない 2 

普

段 

他者と交流して、力を高めていくことが必要 24 

 

他の運動から支援の考え方や方法を学び、手話通訳実現に生かしてい

く 
9 

相手を手話(通訳)の世界に引き込むため、自分には手話を教える力が

必要 
5 

最初は自分(たち)で、情報保障のノウハウを蓄積しておく 3 

大学を育てるために情報保障の方法やその運営のノウハウを蓄積した 3 

自分だけですべてを考えて行動することはできない 2 

手話を教えることで、相手の持っているさまざまなスキルと交換でき

る関係性を築けた 
2 

過去の合理的配慮申請経験を、必要な合理的配慮申請知識・技術習得へ

活用する 
24 

 

合理的配慮の提供を求める経験を重ねることで合理的配慮申請に

必要な知識・技術を習得した 
7 

これまでの経験が今日の支援交渉の方法や考え方を構築している 2 

具

体

例 

失敗経験から、(自分の場合は)交渉において電話が適切でないと

判断した 
5 

公的な会議にタイピング通訳をつけたことで、非公式な部分での

通訳が大切だと知った 
3 

(実践を重ねることで)自分について確実にわかってもらうために

効果的な説明方法を明らかにしてきた 
3 

(タイピング通訳を配置したことで)、公的な会議で行われている

ことの実態を知った 
2 

情報は情報を持っている人のところに集まることに気づいた 2 

過去の困り経験を、合理的配慮の提供を求めるべき場面判断へ活用する 12 

 

これまでの経験から、自分が詰んでしまった状況を想起する 6 

これまでの経験があるから自分が詰む状況を想定できる 3 

詰む状況を想定して、情報保障を求めるべき場面を把握していく 3 

合理的配慮申請を行う場面や相手像のイメージへ活用する 8 

活用できる経験を作り出す 18 

 支援を求める経験をどんどん積み重ね、新たな知見・教訓を得ていく 10 

 

チャレンジしたら、成否にかかわらず何らかの知見、教訓を得られ

る 
4 

何事(支援申請・参加)も、やらないよりもやった方が良い(成果に

なる) 
4 

自分が行った対話について内省し、自分が行った対話を今後の支援申請

に生かしていく 
8 

 

自分が行った対話について内省し、自分の問題点を見いだす 6 

交渉について内省することで、自分の問題点や次にすべきことを

見いだせる 
2 
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２．心構えＢ【障害者と事業者等による合理的配慮の協働検討意識】 

建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力を尋ねた結果、特に心構え

Ｂ【障害者と事業者等による合理的配慮の協働検討意識】、すなわち「合理的配慮は双方の

個別具体的事情を踏まえ、お互いが合意し、協働して作り上げていくものである」とする意

識や、そのために必要と考えられる事項に関して、表 5-4のような回答が得られた。 

ここで示す通り、調査協力者の回答は 8つの Lv2グループに分類された。 

 

① 合理的配慮のあるべき形として重要な意識 

 まず、1名の調査協力者から、合理的配慮は【両者が協働して作り上げる】(ラベル数 13

個)ものであり、【双方の個別具体的事情を踏まえる】(ラベル数 2個)ことが重要ととらえ、

この考えに則って建設的対話を行ってきたとの語りが得られた。 

 このうち、【両者が協働して作り上げる】に関しては、「合理的配慮は人と人とが一緒に

なって作り上げるもの」、「建設的とつくのは、合理的配慮はお互いに納得できるよう交渉し

て合意するものだから」との語りが得られた。また、【双方の個別具体的事情を踏まえる】

に関しては、「合理的配慮は個別具体的事情の中で必要かつ適切な配慮を考えていくこと」

であり、「今回の対話でも、個別具体的事情を考えていった」との発言が得られた。これら

は、1名の調査協力者による発言ではあるが、合理的配慮のあるべき形について明確な考え

を持ち、それに則って建設的対話を行うことが、重要ととらえられていることがうかがえた。 

 

② 合理的配慮のあるべき形を実現するために必要な意識 

 また、①で述べた調査協力者を中心に、他の調査協力者からも、上述した合理的配慮のあ

るべき形を実現するためには、【(対話の)方法を工夫する】(ラベル数 5個)ことや【自分も

相手も育てていく】(ラベル数 21 個)こと、【どんな状況でも相手を尊重する】(ラベル数 8

個)ことなど、意識すべき事項が 6つ挙げられており、自身もこれらを心掛けてきたと語ら

れていた。 

 その中でも、【方法を工夫する】に関する発言は 5個と少なかったが、「(求める支援の)内

容というよりはやり方が大切」、「(支援の)内容も大事だが、それを伝えてわかってもらう人

間関係が必要」などと、ただニーズを伝えるのではなく、相手に伝わるよう工夫することが

重要ととらえられていた。 

 6 つの事項のうち、最も多くの語りが得られた【自分も相手も育てていく】については、
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「実際に合理的配慮として、相手が提供できるかどうかはまちまち」、「相手が方法は知らな

いが積極的な(姿勢を持っている)場合、もっとできるよう育ててあげた方がいい」、「この会

は(マイノリティーに対する支援をテーマとしている団体なので)情報保障をつける力を身

に付ける必要がある」等、相手である事業者等や実際の対話相手が、合理的配慮を提供する

力を高めていくことや、そのためにサポートしてあげることの重要性について語られてい

た。 

 

表 5-4 心構えＢ【障害者と事業者等による合理的配慮の協働検討意識】の構成 

Lv2 Lv3 Lv4 Lv5 
ラベル 

数 

両者が協働して作り上げる 13 

 お互いが一緒に協力して合理的配慮を作り上げていけるプランを作って

いく対話をすることが大切 
5 

お互いが歩み寄っていくことが大切 4 

 

対話とはズレのある状態から少しずつ擦り合わせていく中で、価

値観等を合致させていくプロセスである 
2 

お互いにどんな人かを知ろうとする最初のスタートが大切 2 

双方の個別具体的事情を踏まえる 2 

自分も相手も育てていく 21 

 

相手を育てていく 15 

 

自分が求める合理的配慮を提供してもらうためには相手の成長も

必要である 
9 

 

継続的な関係なら、単に相手だけに任せるようにお願いをする方法は

すべきでない 
3 

相手の人となり、関係性を踏まえ、「育てる」方法を使う 2 

相手も人間として回復してあげることが大切 2 

相手によって提供できる合理的配慮の内容は変わってくる 2 

自分が抑圧されている状態から脱出することが必要 1 

自分の情報を伝える 11 

 

自分にとって必要な合理的配慮を予め把握しておくことが重要 6 

 
自分にとって支援が必要となるさまざまな状況を想定しておく 4 

自分にとって必要な合理的配慮の内容は予め把握しておく 2 

自分が聞こえていない(支援が必要な)状態であることは自分から言うべ

き 
5 

どんな状況でも相手を尊重する 8 

 
たとえ尊厳を守らない相手でも(難しいことだが)自分は相手を尊重す

る、尊厳を守る 
3 
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対話をしていただけることに感謝の気持ちをもって対話をする 2 

相手を知る 7 

 まずは相手について知ることが大切 6 

方法を工夫する 5 

両者は対等ととらえる 4 

 

両者は持ちつ持たれつ、支援し合っている関係性である 2 

(いかなる時でも相手を尊重し、深く知っていくことで、)両者が尊厳を

守った対等な交渉を実現していくべき 
2 

 

３．技術Ａ【相手の協力を引き出す技術】 

建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力を尋ねた結果、特に技術Ａ

【相手の協力を引き出す技術】、すなわち相手を尊重し、相手と協働できる関係性を築いて

いく技術に関して、表 5-5のような回答が得られた。 

ここに示す通り、調査協力者の回答は 3つの Lv2グループに分類された。 

 

① 【建設的対話を行う条件整備をする】 

 ラベル数こそ 220個中 15個と少ないが、まずは【建設的対話を行う条件整備をする】、す

なわち相手が建設的対話を行えるようになるよう、条件を整えていくことが重要であり、自

身も実践してきたと語られていた。 

 表 5-5 の通り、条件整備のために必要な技術は大きく 3 つ語られていたが、その中で最

も多くの語りが得られたのは、【対話相手(個人)とではなく、相手組織と交渉できるよう工

夫する】(ラベル数 7個)という技術に関するものであった。ここでは、「『代表者や事務局に

聞いてみてもいいですか？』と提案する」、「『上の人に聞きましょうか？』と提案すると、

主催者の反応が変わる場合がある」等、対話相手(個人)とではなく、相手組織との交渉を持

ち掛けることで、実際に交渉が上手く進んだとする経験談等が語られていた。これらから調

査協力者は、建設的対話においては、個人との対話では上手く合意に至れない恐れがあるこ

とに気づき、事業者等と対話するための技術を見いだしてきたことがうかがえた。 

 

② 【相手の情報を引き出す】 

 【相手の情報を引き出す】ことの重要性やそのための技術に関するラベルは 76個得られ

た。 
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 調査協力者からは、「相手を知る中で、『お互いに結びつくもの』『対話の中身となるもの』

が見つかる」等の発言が得られており、相手の事情を伺う中で、自分のニーズと事業者等側

の事情が上手く一致する方法を探したり、合理的配慮の提供を実現するために検討すべき

事項等を見つけたりすることが重要と考えられていた。 

 また、具体的な技術に関する語りは 3 つの Lv3 グループに分類されたが、この中で最も

多く語られていたのは、【対話相手の情報を把握する】(ラベル数 56 個)というものであっ

た。 

 これに関しては、対話相手について把握すべき情報や、把握するための方法についてのさ

まざまな語りが得られたが、特に【非言語情報を収集、活用する】(ラベル数 19個)と【発

言に込められた相手の状況を把握する】(ラベル数 21個)に多くの語りが集中していた。 

 このうち、【非言語情報を収集、活用する】に関しては、「違和感を示す反応は、非言語で

の反応の方が多い」、「困っている表情は、(事業者側がどのようにして支援を提供すればい

いかわからないなど、何らかの)ニーズを持っているという意味である」など、【相手の感情

(困っている等)は非言語情報(顔の表情等)として表れる】(ラベル数 4個)とされていた。そ

して、こうした情報を活用して、「説明に対し、迷惑そうな顔等なら、別の交渉の進め方を

する必要がある」、「説明に対し、『嬉しい』『(自分が上手く対応できておらず)申し訳ない』

という顔なら、交渉が進めやすい」といったように、【自分が提案・説明した際の相手の表

情から次の交渉の進め方を考える】(ラベル数 6個)ことなどが重要と語られていた。 

 また【発言に込められた相手の状況を把握する】に関しては、例えば「『研究会の判断で

す』という返事があっても、嘘かもしれない」、「主催者も本当にわからず、とりあえず難し

いと言っている場合もある」など、【対話相手の発言が、本心であるかどうか慎重に見極め

る】ことの重要性を示したラベルが得られた(ラベル数 4個)。さらに、例えば相手は予算が

厳しい、聴覚障害者への支援を知らないのかもしれないと、【対話相手や相手組織に、何ら

かの問題が発生しているから断っているかもしれないと考える】(ラベル数 11個)といった

ように、【対話相手に合理的配慮や交渉について難色を示されても、冷静に対話相手の事情

を確認する】(ラベル数 17個)ことの重要性を示すラベルも得られた。 

 これらの技術に関する語りから、調査協力者は、音声によるコミュニケーションには困難

さがありながらも、自分が入手できる情報や自分の想像力を最大限に活用した技術を開発

することで、巧みに相手の情報を引き出してきたことがうかがえた。 
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③ 【「合理的配慮を提供しよう」感を引き出す交渉をする】 

建設的対話を行う条件を整備し(【建設的対話を行う条件整備をする】)、相手の情報を

引き出した後(【相手の情報を引き出す】)、最後に、【「合理的配慮を提供しよう」感を引

き出す交渉をする】、すなわち、相手が「合理的配慮を提供しよう」と考えるようになる

ように、工夫をして交渉を進めていくことが重要であり、自身も実践してきたとする回答

が 129個見受けられた。 

 これは、【相手の反応を踏まえて交渉を進める】(ラベル数 17個)、【対話相手が対話しや

すい雰囲気を作る】(ラベル数 31個)、【相手の合理的配慮の提供に対する使命感を引き出す

交渉をする】(ラベル数 5 個)、【提案する支援方法に関する相手側のメリットを説明する】

(ラベル数 3個)、【相手の合理的配慮の提供に対する負担感を軽減する交渉をする】(ラベル

数 47個)、【相手の合理的配慮の提供に対する達成感・充実感を引き出す交渉をする】(ラベ

ル数 26 個)といった Lv3 グループに分類でき、これらの技術が重要であり、自身も実践し

てきたとのことだった。 

このうち、【対話相手が対話しやすい雰囲気を作る】については、特に【対話相手を嫌な

気持ちにさせない話し方をする】(ラベル数 20個)という技術に関する語りが多く得られた。

ここでは、「『おたくダイバーシティやってるんでしょ？』みたいな言い方はしたくない」な

ど、高圧的で、相手の主義を用いて責めるような言い方はすべきでなく、自分もそうしてし

まわないよう注意しているといった発言が得られた。他に、「相手が断りたくて断っている

わけではないことは自分もわかっていると伝える」など、【断らざるを得ない相手へは、共

感的理解を示していく】(ラベル数 6個)ことの重要性を指摘した語りも得られた。 

また、最もラベル数が多かった【相手の合理的配慮の提供に対する負担感を軽減する交渉

をする】に関しては、調査協力者がこれまでの経験の中で生み出してきたと考えられる実に

さまざまな手法やその理由についての語りが得られた。例えば、「手話通訳でも UDトークで

も相手が知らないものとして、情報を小出しにしていく」、「初めての人には、最初に気楽な

感じで、ちょこちょこと手話通訳の役割を説明する」などして、【対話相手を驚かせたり、

押しつけになったりしないように気をつけて話を進める】(ラベル数 10個)ことが重要との

ことだった。加えて、「会えるのなら会って、機械を見せて『こんな風にできるんです』と

説明する」など、【相手に手っ取り早くわかりやすく伝えられる、「実際に支援を見せる」と

いう説明方法を活用する】(ラベル数 9個)ことも、相手の負担感を軽減する有効な方法であ

ると語られていた。 
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 そして、【相手の合理的配慮の提供に対する達成感・充実感を引き出す交渉をする】に関

しても、調査協力者の経験を踏まえた具体的な方法についての語りが得られた。例えば「タ

イピング速度について聞き、タイピングスキルは通訳に使えますよと情報提供する」などと、

相手がまだ持っていることに気づいていない支援スキルを、こちらから指摘して、相手には

合理的配慮を提供する力があることを伝えることで、合理的配慮の提供に対する前向きな

気持ちを引き出したとの語りが得られた(【相手がまだ気づいていない支援スキルを発掘し、

その情報を提供する】：ラベル数 3個)。また、たとえ相手がノウハウを持っていなくても、

自分から支援に関する情報を提供し、相手が「できる」と実感できるよう支援していくこと

も重要であると語られていた(【支援に関するさまざまなノウハウを提供し、できないと思

い込んでいた主催者に「できる」ことを実感させていく】：ラベル数 4個)。 

  

表 5-5 技術Ａ【相手の協力を引き出す技術】の構成 

Lv2 Lv3 Lv4 Lv5 Lv6 Lv7 
ラベル 

数 

「合理的配慮を提供しよう」感を引き出す交渉をする 129 

 

相手の合理的配慮の提供に対する負担感を軽減する交渉をする 47 

 

相手のネックとなっている部分を把握し、それをカバーできる案

を提案する 
11 

 

相手のネックになっているものをカバーできる案を考えて提案する 4 

相手のネックになっているポイントを把握する 3 

相手の声色や言いよどみから相手のネックを察知する 2 

お金の話など、合理的配慮の提供にあたって相手が気になりそうなこ

とを予め想定して交渉に臨む 
2 

対話相手を驚かせたり、押しつけになったりしないように気をつ

けて話を進める 
10 

 

情報提供の際は、相手を驚かせたり、押しつけになったりしないよう

に気をつける 
4 

相手は情報保障の対応が初めてであるという前提で話を進める 3 

相手を驚かせないよう気楽な感じで手話通訳の説明をする 3 

相手に手っ取り早くわかりやすく伝えられる、「実際に支援を見せ

る」という説明方法を活用する 
9 

一度の対話で結論を出すことが難しい場合は、無理に結論を出さ

ず、一度持ち帰る 
4 

無料のものに対しては、自力で実施できる支援方法を提案し、相手

に「このくらいは何とか譲歩してもらえませんか」とお願いする 
3 

非言語情報がない日本語(メール)で説明する時も、相手が答えや

すいように、丁寧に説明する 
3 

先にメリットデメリットの情報を説明し、その後相手に選んでも 3 
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らう 

組織の内部に入り、内部の状況を踏まえ手話通訳をつけられる方

法を探す 
2 

対話相手が対話しやすい雰囲気を作る 31 

 

対話相手を嫌な気持ちにさせない話し方をする 20 

 

高圧的な、相手を脅す・刺激するような発言は可能な限り避ける 9 

「怒り」を示す以外の方法を考える 4 

対話相手を嫌な気持ちにさせないように気をつける 2 

自分が相手の主義を用いて合理的配慮の提供を求める主張をする方法

は上手い方法ではない 
2 

発言の受けとめ方は人によって違いがあり、それがトラブルを招くこ

ともある 
2 

話しやすい雰囲気を作る 5 

 

自分の人となりを説明する自己開示を行い、相手が話しやすくなるよ

うにする 
3 

話しやすくなる雰囲気を作る 2 

断らざるを得ない相手へは、共感的理解を示していく 6 

相手の合理的配慮の提供に対する達成感・充実感を引き出す交渉をする 26 

方

法 

相手の興味関心に合わせた情報提供を行う 19 

 

手話を教える際は相手の問題意識、興味関心に合った内容にする 6 

最初の情報提供では、相手が気になるであろう基本的な情報を選抜し

て提供する 
6 

支援に関するさまざまなノウハウを提供し、できないと思い込んでい

た主催者に「できる」ことを実感させていく 
4 

相手がまだ気づいていない支援スキルを発掘し、その情報を提供する 3 

相手のニーズに合わせた情報提供を行って相手を育てることで、

相手の合理的配慮の提供に対する積極的な姿勢を引き出す 
5 

目

的 

相手の合理的配慮の提供に関する充実感・達成感をうまく引き出

し、継続的に合理的配慮の提供に取り組んでもらえるようにする 
2 

相手の反応を踏まえて交渉を進める 17 

 

相手の反応を踏まえて適したアプローチ方法を検討する 6 

相手の考え方・姿勢を引き出すために自分の情報を公開する 5 

相手が持つ情報に合わせた話をする 4 

相手の反応に合わせて自己開示する 2 

相手の合理的配慮の提供に対する使命感を引き出す交渉をする 5 

 

支援の実情を伝えて、相手の「なんとかしなきゃ」という思いを引

き出す 
3 

合理的配慮の提供を求める時は、合理的配慮の提供を求める/提供

することが当然であるような言い方で求める 
2 

提案する支援方法に関する相手側のメリットを説明する 3 

相手の情報を引き出す 76 

 
対話相手の情報を把握する 56 

 発言に込められた相手の状況を把握する 21 
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方

法 

 

対話相手に合理的配慮や交渉について難色を示されても、冷静に対話

相手の事情を確認する 
17 

 

対話相手や相手組織に、何らかの問題が発生しているから断っ

ているかもしれないと考える 
11 

 

主催者は手話通訳の実施方法や、建設的対話において何

を話せばいいのかわかっていないことが多いと考える 
3 

主催者は、私がどんな人物かわかっていない状態であ

り、怖いと思っているかもしれないと想像する 
3 

さまざまな考え方や条件を背負った相手がいると理解

する 
3 

自分と相手の前提となっている考え方には、ズレがある

と考える 
2 

相手が上手く対応できない、交渉がうまく進まない背景につい

て考えを巡らせる 
6 

 
相手が合理的配慮の提供を断った時、その相手も組織に

抑圧されているかもしれないと考える 
4 

対話相手の発言が、本心であるかどうか慎重に見極める 4 

非言語情報を収集、活用する 19 

 

自分が提案・説明した際の相手の表情から次の交渉の進め方を考える 6 

相手の感情(困っている等)は非言語情報(顔の表情等)として表れる 4 

非言語情報(表情、体の動き等)を活用することを頭に入れて、観察し

つつ話を進める 
4 

相手の反応など、価値観のずれを揃えるための情報の存在を意識して

交渉を進める 
3 

質問で情報を引き出す 7 

 質問を重ねて相手の詳細な状況を把握する 5 

内

容 

合理的配慮関連経験・情報量・ニーズを把握する 5 

交渉における相手の人物像を把握する 3 

相手組織の情報を把握する 11 

内

容 

雰囲気を把握する 7 

 

周囲の「わからないことは調べる」雰囲気を踏まえ、メールにキーワー

ドを載せた 
3 

相手が調べることを期待し、聴力や音声認識アプリなどのキーワード

を載せる 
2 

合理的配慮の提供を求める相手・組織の雰囲気を把握している 2 

目的や思いを把握する 2 

目

的 
相手の合理的配慮提供の実力や負担の大きさを見極める 2 

自分と相手との関係の継続性を見極める 6 

 
継続的に一緒に助け合っていく関係性になる相手であるかどうか

見極める 
2 

建設的対話を行う条件整備をする 15 

 対話相手(個人)とではなく、相手組織と交渉できるよう工夫する 7 

 
交渉が行き詰まったら、事務局等に迂回して交渉する方法を提案・

調整する 
3 
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双方に適したタイミングで話を持ちかける 4 

 

双方にとって都合の良いタイミングを見つけて、聴覚障害等につ

いて説明する時間を取ってほしいとお願いする 
2 

忘れられないように、節目となるタイミングを見つけて、定期的に

自分についての説明を行う 
2 

相手が交渉に応じれば OKという姿勢で交渉に臨む 4 

 

４．技術Ｂ【自分のことを相手に伝える技術】 

建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力を尋ねた結果、特に技術Ｂ

【自分のことを相手に伝える技術】、すなわち自分に必要な合理的配慮を確実に相手に伝え、

提供されるようにしていく技術に関して、表 5-6のような回答が得られた。 

ここに示す通り、調査協力者の回答は 2つの Lv2グループに分類された。 

 

① 【自分の障害や必要な合理的配慮を確実に伝えるための入念な準備をする】 

技術Ｂを構成する 144個のラベルのうち、【自分の障害や必要な合理的配慮を確実に伝え

るための入念な準備をする】ことの重要性やそのための方法について語られたラベルは 81

個あった。 

このうち、最も多くの語りが得られたのは、【早期から支援申請行動を実行する】という

技術に関するものであった(ラベル数 25個)。具体的には【交渉前に、自分が望む情報保障

について、「こうしたい」と、ある程度目標や落としどころを決めておく】(ラベル数 5個)

ことや、【自分から、今回必要な合理的配慮の内容を明らかにすべく、情報収集に努める】

(ラベル数 15個)ことが重要との語りが得られた。特に後者について、調査協力者からは「参

加者数の情報は、あくまで参考程度だが、自分の取るべき行動を考えられる」などの語りが

得られており、例えばイベントに参加する時は、イベントの参加者数や内容、会場の広さな

どの情報が、合理的配慮の内容を考える際に役に立つことがうかがえた。 

また【前理解を求めておくための素地を作っておく】、すなわち支援を求めた時にスムー

ズにいくよう、普段から周囲の人や支援者に働きかけて、前理解を求めておくための素地作

りを行っておくことの重要性やそのための技術についても多くの語りが得られた(ラベル

数 23個)。ここでは、「(スムーズな支援申請には)普段の距離が大切になってくる」、「自分

が困った時に求める支援が、(周囲の目線で)かみ合えば大きな問題にならない」、「(周囲の

目線で)かみ合わなかったときに『なんで？』と思われてしまう」などの語りが得られ、支
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援を求めた時にスムーズに認められるためには、日頃から周囲の理解を得ておくことが重

要であるととらえられていた(【支援を求めた時に周囲にスムーズに認めてもらえるよう、

支援の必要性について、日頃から周囲の理解を得ておく】：ラベル数 6個)。また、素地を作

るための方法については表 5-6に示した通りであり、「異動が決まったら、異動先の教務の

先生にすぐにメールをする」、「毎年 4月に『思い出してもらうため』と言ってガイドブック

を配る」など、さまざまな方法についての語りが得られた。 

 

② 【自信をもって必要な行動を起こす】 

 一方、【自信をもって必要な行動を起こす】、すなわち自分の行為に自信をもって、自分に

とって必要な合理的配慮を得るための行動を起こしていくことが重要であり、自身も実践

してきたとする回答が 63個見受けられた。 

 ここでは、【素地を生かして自然に求める】、すなわち作った素地を生かしつつ、自然な流

れで合理的配慮の提供を求めてきたとする語りが得られた他(ラベル数 9個)、「私は後輩が

いるので、後輩のために他の人のために良くなればいいなと思っている」などと、【支援申

請原動力を確保する】、すなわち支援申請(や素地作り)を行う原動力を確保してきたとする

語りが得られた(ラベル数 29個)。 

 さらに、普段は先述したように素地を生かして自然な流れで、或いは技術Ａで述べた相手

に十分配慮した方法を用いて、建設的対話を進めることが重要とされていたが、同時に【必

要な時は粘り強く交渉していく】、すなわち強く合理的配慮の提供を求めざるを得ない場面

も存在し、そうした場面では、粘り強く交渉を続けていくことも重要とする語りが 22個得

られた。調査協力者は、強く求めるべき相手の例として、お金を徴収されるものや公的な機

関のセミナー等を挙げていた。また、「教員採用試験の時は強く支援を求めるべきだった」

との語りもあり、例えば試験など、自分にとって非常に重要な場面では、普段よりも強く合

理的配慮の提供を求めるべきと考えていることがうかがえた(【譲歩せずに強く合理的配慮

の提供を求めていかざるを得ない場面であるか否か、相手組織の特徴や自分にとっての重

要さから見極める】：ラベル数 9個)。そして、「教頭にキャンセルされても、直接文科省に

通訳が欲しいと訴えた」、「聴覚支援学校の特徴を踏まえて合理的配慮の提供を求めること

の正当性を訴える」といった語りも得られたことから、特に必要と判断した際には、普段は

あまり使うべきではないとした方法も含めて、自らが有する力をすべて活用して、譲歩する

ことなく強く合理的配慮の提供を求めていくべきととらえ、実践してきたことがうかがえ
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た(【特に必要と判断したときは、譲歩することなく強く合理的配慮の提供を求めていく】：

ラベル数 13個)。 

 

表 5-6 技術Ｂ【自分のことを相手に伝える技術】の構成 

Lv2 Lv3 Lv4 Lv5 
ラベル 

数 

自分の障害や必要な合理的配慮を確実に伝えるための入念な準備をする 81 

 

早期から支援申請行動を実行する 25 

 

自分から、今回必要な合理的配慮の内容を明らかにすべく、情報収

集に努める 
15 

 

参加するイベントの状況や自分が取るべき行動を考えるための参考と

なる情報を収集する 
8 

ポスターから URL やメールアドレス等を探し、さらに情報収集しよう

とする 
5 

想定した詰み状況を踏まえて、合理的配慮を考えるにあたって必要な

情報を確認していく 
2 

(支援申請や素地作りは)早い段階から始める 5 

 

相手と出会う以前から交渉を始め、合理的配慮が提供される雰囲気を

作っておく 
3 

(自分について周知を図る諸行動は、)新しい職場が始動する前から起

こし始める 
2 

交渉前に、自分が望む情報保障について、「こうしたい」と、ある

程度目標や落としどころを決めておく 
5 

 

最終的に自分の望む情報保障について、「こうしたい」とある程度目標

を決めて交渉に臨む 
3 

事前にある程度落としどころ・シナリオを考えて交渉に臨む 2 

前理解を求めておくための素地を作っておく 23 

目

的 

支援を求めた時に周囲にスムーズに認めてもらえるよう、支援の

必要性について、日頃から周囲の理解を得ておく 
6 

方

法 

素地作りのために、自分にできることを、自分からどんどん行って

いく 
9 

助けてもらったらお礼をするなど、お世話になっている人との繋

がりを大切にしていき、何かあった時に頼れる人間関係を作って

いく 

5 

人の良いところをとにかく見つけていく 3 

コミュニケーション方法を事前に準備する 17 

 

さまざまなコミュニケーション方法の中から、自分にとっての重

要性やその場の状況を踏まえ、最も適したコミュニケーション方

法を考え用いる 

9 

 

その場において、お互いに負担のない、交渉に最もぴったりな方法を

用いる 
7 

「しっかりと交渉する必要がある」と判断した際は、手話通訳を連れ 2 
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て交渉に臨む 

どんな場面でもしっかりとコミュニケーションがとれるよう、普

段から状況に合わせたコミュニケーション方法の選択肢を準備し

ておく 

8 

 

急な場面でもその場で自分がコミュニケーションできるよう、普段か

らさまざまな状況に合わせたコミュニケーション方法を考える 
5 

メールや対面でのやりとりなど、状況に合わせたさまざまなコミュニ

ケーション方法があることを認識しておく 
3 

確実にできる方法を洗練しておく 16 

 

相手に正しくわかりやすく伝わる資料を目指し、相手の意見を収

集し、試行錯誤を重ねる 
7 

 

ガイドブックの質向上のため、積極的に意見を収集し、改善する 4 

相手に読んでもらえるガイドブックとなるよう、デザインの試行錯誤

を重ねていく 
3 

自分の特性を踏まえた説明ツールを作成する 5 

 

長きにわたって使い続けることができるガイドブックを作り上げる 3 

自分は「説明する」ことが苦手な人間である等、自分の特性を認識して

おく 
2 

自分の聞こえや必要な情報保障についてまとめておく 4 

自信をもって必要な行動を起こす 63 

 

支援申請原動力を確保する 29 

 

自分だけでなく、他の人にとっても役立つのだという思いを、支援

申請をする原動力とする 
20 

 
「他の人のため」という感じだと、行動を起こしやすい 16 

「自分のため」だと支援を求めることが難しい 4 

相手が障害者を受け入れられる組織へと成長していけるよう、私

が支援しているのであると考え、行動を起こす 
9 

 

自分が相手に対して情報提供といった形で支援していると考える 7 

相手組織が障害者を受け入れ一緒に活動できるようになることを最終

目的におく 
2 

必要な時は粘り強く交渉していく 22 

 

特に必要と判断したときは、譲歩することなく強く合理的配慮の

提供を求めていく 
13 

 

交渉を進展させるべく、相手の主義を根拠にして、合理的配慮提供の

必要性を訴えていく 
5 

聴覚支援学校の特徴を踏まえて合理的配慮の提供を求めることの正当

性を訴える 
2 

譲歩せずに強く合理的配慮の提供を求めていかざるを得ない場面

であるか否か、相手組織の特徴や自分にとっての重要さから見極

める 

9 

 
文科省のセミナーに通訳がつかないということに納得できないという

気持ちをもつ 
3 

素地を生かして自然に求める 9 

 必要になった時は、その場で、自然な流れで声をかけて、聞き直し 5 
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たり、席の移動を行ったりする 

合理的配慮が確実に提供されるよう根回しをする 3 

 

５．技術Ｃ【技術Ａ・Ｂの高度融合技術】 

建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力を尋ねた結果、特に技術Ｃ

【技術Ａ・Ｂの高度融合技術】、すなわち相手に十分に配慮しつつ、自分にとって必要な合

理的配慮の提供を求める手法で交渉に臨む技術に関して、表 5-7のような回答が得られた。 

ここに示す通り、調査協力者の回答は 2つの Lv2グループに分類された。 

 

① 【自分も相手も納得・妥協できる選択肢を複数用意し、順番を工夫しつつ提示してい

く】 

 調査協力者からは、【自分も相手も納得・妥協できる選択肢を複数用意し、順番を工夫し

つつ提示していく】ことが重要であり、自身も実践してきたとの語りが得られた(ラベル数

28 個)。 

 この技術に関して、調査協力者の語りは大きく 3つのポイントに分類された。 

 まず【支援方法の選択肢(オプション)を複数用意して提案していく】ことが重要とのこと

だった(ラベル数 5個)。これに関しては、「結局、オプションをいくつか用意しておくこと

が、実感として大事」などの語りが得られており、調査協力者は実体験を通して、この技術

の有効性に気づいたことがうかがえた。 

 次に、【自分にとって最も望ましい選択肢から提案する】ことが重要であるとのことだっ

た(ラベル数 7個)。ここでは、「最初に手話ができるかどうか尋ね、無理な場合他のオプショ

ンを提案していく」、「(交渉の際)手話通訳は無理っていうのはわかっていた(けれど最初に

ほしいと伝えた)」などの語りが得られており、選択肢を複数用意したら、最初は自分が最

も望むものを提案すべきと考え、実践してきたことがうかがえた。 

 そして、【自分が十分納得できる支援方法を複数用意・提案し、相手に選択の余地を与え

る】ことが重要とのことだった(ラベル数 16個)。ここでは、「相手に余地を与え、かつ自分

で納得できるものを用意できていれば、最良」といった語りが得られており、自分にとって

も相手にとっても負担なく納得できる方法を提案することを目指してきたことがうかがえ

た。また、これに関しては、「自分の求める情報保障はこれであると、あまり強く持ちすぎ

ないことも大事」、「方法を限定すると、それができないともう終わりだってなって詰む」と
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の語りも得られており、【自分の求める支援方法について、「この方法でないとダメ」「こう

すべき」とある方法に固執しすぎない】ことも重要であることがうかがえた(ラベル数 8個)。 

 

② 【焦らず実績・前例を作り、少しずつ自分が望む合理的配慮を実現させていく】 

調査協力者からは、【焦らず実績・前例を作り、少しずつ自分が望む合理的配慮を実現さ

せていく】ことも重要であり、自身も実践してきたとの語りが得られた(ラベル数 14 個)。 

 表 5-7の通り、これもさらに 3つの Lv3グループに分類された。まず、【最初は相手に譲

歩し、「支援をやっていこう」という関係性を確実に築き上げる】ことが重要とのことだっ

た(ラベル数 11個)。これに関しては、「一度 OKが出ると、それが前例になって、続いてい

く」、「通訳費の交渉の際、事務費としてなら出せると言ってきたので、そこから始めた」と

いった語りが得られた。 

次に、「多分 2回 3 回目は、聞きたくなくても行く」、「言った以上(土俵に乗ってもらった

以上)行くということが大事」といった語りが得られたことから、相手とは継続して関わっ

ていくことが重要であり、自身も実践してきたことがうかがえた(【相手と協力関係が築け

たら、今後も継続して関わっていくようにする】：ラベル数 2個)。 

 最後に、【実績を重ね、少しずつ自分が欲しい支援に近づけていく】(ラベル数 1個)に関

しては、手話通訳者の報酬について、「最初は 600円(少額)だったが、そこから少しずつ塗

り重ねていった」という経験談が得られた。このグループにはラベルは 1個しか存在しない

が、自分にとって必要な合理的配慮の提供を得るための重要な技術であると考えたため、1

つのグループとして独立させた。 
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表 5-7 技術Ｃ【技術Ａ・Ｂの高度融合技術】 

Lv2 Lv3 Lv4 
ラベル 

数 

自分も相手も納得・妥協できる選択肢を複数用意し、順番を工夫しつつ提示し

ていく 
28 

 

自分が十分納得できる支援方法を複数用意・提案し、相手に選択の余地

を与える 
16 

 
自分の求める支援方法について、「この方法でないとダメ」「こうす

べき」とある方法に固執しすぎない 
8 

自分にとって最も望ましい選択肢から提案する 7 

 

現実的に可能かどうかはさておき、最初に自分が最も望む支援方

法を伝える 
4 

自分にとって望ましいものから順に、自分が妥協できる支援方法

を提案する 
3 

支援方法の選択肢(オプション)を複数用意して提案していく 5 

焦らず実績・前例を作り、少しずつ自分が望む合理的配慮を実現させていく 14 

 

最初は相手に譲歩し、「支援をやっていこう」という関係性を確実に築き

上げる 
11 

 

相手が可能とした条件でひとまず納得し、実績・前例を作る 6 

最初は「一緒にこの社会矛盾について考えよう」という関係性を作

る 
3 

相手と協力関係が築けたら、今後も継続して関わっていくようにする 2 

実績を重ね、少しずつ自分が欲しい支援に近づけていく 1 
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第３項 Lv1グループ間の関連 

第一研究では、上記の 5つの Lv1グループ間の関係を次のように関連づけた。 

心構えＡ【過去の経験の活用意識】について、調査協力者は、例えば過去の経験から、【相

手組織の事情により合意が極めて難しい合理的配慮の方法やその条件がある】という注意

点を見いだしてきたことが示されたが、これは心構えＢの【相手を知る】ことの必要性や、

技術Ａの【相手の情報を引き出す】に関する具体的技術習得のきっかけになっていると言え

る。そのため、心構えＡは、心構えＢや、技術Ａ、Ｂ、Ｃの必要性を見いだし、習得してい

く基盤となる心構えであると言える。 

また第一研究では、具体的な技術についての詳細な語りが得られた。調査協力者がこれら

の技術を重要ととらえ実践してきたのは、心構えＢ【障害者と事業者等による合理的配慮の

協働検討意識】に関して述べられた、合理的配慮のあるべき形を実現するためのさまざまな

重要事項を認識しているからと考えられる。そのため、心構えＢは技術Ａ、Ｂ、Ｃの必要性

や正しさを裏付ける心構えであると言える。 

最後に、技術Ｃ【技術Ａ・Ｂの高度融合技術】は、主に相手に関する技術である技術Ａと、

主に自分に関する技術である技術Ｂを高度に融合させた技術となっていた。そのため、技術

Ｃは技術Ａ・Ｂを高度化させた上位の技術であると言える。 

以上を踏まえ、これらの Lv1グループの関係性を図 5-4に示した。 

 

  



46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者と事業者等による合理的配慮の協働検討意識

(
 「合理的配慮は双方の個別具体的事情を踏まえ、お互いが合意し、 

 協働して作り上げていくものである」との意識を持つ 。
) 

 

 

 

過去の経験の活用意識 
 (過去の経験から知識や技術を見いだし、次の建設的対話に活用していく意識を持つ。) 

          

 

図 5-4 建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力 

   ※      ：影響の方向を示す。 

―重要な意識― 

【両者が協働して作り上げる】 

 

【双方の個別具体的事情を踏まえる】     

―必要なこと― 

【方法を工夫する】【両者は対等ととらえる】 

【相手を知る】【どんな状況でも相手を尊重する】 

【自分の情報を伝える】【自分も相手も育てていく】 

【活用できる経験を作り出す】 【過去の経験を合理的配慮申請に活用する】 

 

心
構
え
Ｂ 

 
 

心
構
え
Ａ  

 技術Ｃ  

技術Ａ・Ｂの高度融合技術 

(相手に十分に配慮しつつ、自分にとって必要な合理的配慮の提供を求める手法で交渉に臨む。)  

 

 

【自分も相手も納得・妥協できる選択肢を複数用意し、順番を工夫しつつ提示していく】 

【焦らず実績・前例を作り、少しずつ自分が望む合理的配慮を実現させていく】 

 技術Ａ  

相手の協力を引き出す技術 

( 
相手を尊重し、

相手と協働できる関係性を築いていく。
 )  

 
【「合理的配慮を提供しよう」感を 

引き出す交渉をする】 

【相手の情報を引き出す】 

【建設的対話を行う条件整備をする】 

 

 

 技術Ｂ  

自分のことを相手に伝える技術 

( 
自分に必要な合理的配慮を相手に伝え、

提供されるようにしていく。
 )  

 

【自信をもって必要な行動を起こす】 

【自分の障害や必要な合理的配慮を 

確実に伝えるための入念な準備をする】 
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第４節 考察 

第１項 第一研究で得られた結果のまとめ 

 第一研究では、「建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力」について

分析した。調査協力者から得られた語りを KJ法によって分類した結果、心構えＡ【過去の

経験の活用意識】、心構えＢ【障害者と事業者等による合理的配慮の協働検討意識】、技術Ａ

【相手の協力を引き出す技術】、技術Ｂ【自分のことを相手に伝える技術】、技術Ｃ【技術Ａ・

Ｂの高度融合技術】という 5 つの Lv1 グループが得られ、これらの関係性を示した図を作

成することができた。これらの結果から、建設的対話を行う際の心構えとして、まず①合理

的配慮は双方の個別具体的事情を踏まえ、お互いが合意し、協働して作り上げていくもので

あること、そして②これを実現するためには、建設的対話において両者が対等な存在である

ことを理解し、相手を知ったり自分の情報を伝えたりすること等が必要と認識されている

ことがわかった。そのうえで、これらの認識を具現化するためには、さまざまな技術が必要

であることが語られていた。すなわち①相手の協力を引き出す技術や②自分のことを相手

に伝える技術、そして③これら 2つの技術を高度に融合し、相手に十分に配慮しつつ、自分

にとって必要な支援を求める手法で交渉に臨む技術であり、これらを習得し、実践していく

ことが必要と考えられていた。さらに、これらの心構えや技術を習得するために、調査協力

者は、積極的に支援を求める経験を積み重ね、そこから新たな知識や技術を見いだすととも

に、次へ生かしていこうとする姿勢も有しており、これらも重要な心構えの一つになると考

えられた。 

吉川(2017a)は、支援に対する受けとめ方の最終段階として、「共生的変革段階」にいる聴

覚障害者は、「よりよい支援のために、通訳者や支援者に働きかけるばかりでなく、調和を

保ちながら関係調整」を図っていくようになるとしている。これらは、第一研究により明ら

かになった「相手に配慮しつつ、自分にとって必要な合理的配慮の提供を求める手法」やそ

の背景にある心構えと共通する姿勢と言えよう。加えて、有海・羽田野(2022)でも、過去の

経験の活用は意思表明スキル獲得のきっかけとなることが指摘されており、これらを踏ま

えると、第一研究で明らかになった心構えや技術は、調査協力者のみならず、広く聴覚障害

者全般に重要なものとみられ、建設的対話を行うために身につけていくべき力の内容とな

ると考えられた。 
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第２項 法律に照らした結果の解釈 

 第一研究で明らかになった「建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき

力」を、障害者差別解消法及び基本方針に照らしてみたところ、結果として得られた心構え

や技術の中には、障害者差別解消法や基本方針に示された事項を具現化したものが多く含

まれていた。しかし、これにとどまらない内容についても多く見受けられており、全体で大

きく 3つに大別することができた。以下、これらについて詳細に考察する。 

 

１．障害者差別解消法や基本方針に示された事項を具現化したもの  

 障害者差別解消法にともなう基本方針では、合理的配慮の基本的な考え方として、「(合理

的配慮は)多様かつ個別性の高いものであり(中略)双方の建設的対話による相互理解を通

じて、必要かつ合理的な範囲で、柔軟に対応がなされるものである」と記されている。ここ

から合理的配慮は、障害者或いは事業者等が一方的に決定するものではなく、むしろ両者の

協働により決定されていくものと考えられていることがわかる。第 1章で述べた通り、これ

はニーズと負担に関する障害者と事業者等の個別具体的事情を突き合わせ、どのような配

慮が必要かつ可能であるかを明らかにしていく対話(建設的対話)を通して決定されていく

ことになる。しかし、個々の場面においてどのように建設的対話を進めていけばよいのかを

示した資料は存在せず、その詳細は当事者である障害者や事業者等の試行錯誤に委ねられ

ている現状にある。このため、第一研究で明らかにする内容は、法律やその関連文書で示さ

れた事項を、具現化した心構えや技術になることが期待された。 

これに対し、第一研究では、1 名の調査協力者から、「合理的配慮は人と人が一緒になっ

て作り上げるもの」、「合理的配慮は個別具体的事情の中で必要かつ適切な配慮を考えてい

くこと」などと、合理的配慮のあるべき形として、【両者が協働して作り上げる】、【双方の

個別具体的事情を踏まえる】という要素があると明言する語りが得られた。直接的な言及は

なかった他 3名の調査協力者も、例えば技術Ｃの【自分も相手も納得・妥協できる選択肢を

複数用意し、順番を工夫しつつ提示していく】に関して「相手に余地を与え、かつ自分で納

得できるものを用意できていれば、最良」、「相手が絶対にできないことを求めていたら、絶

対に折り合いがつかない」と語っており、やはり上記の 2要素を重要ととらえ、それを実現

する様々な技術を開発してきたことがうかがえた。 

この認識は、上述の合理的配慮の基本的な考え方でも示されている「双方の建設的対話に

よる相互理解」や「(双方の)個別具体的事情を突き合わせ、どのような配慮が必要かつ可能
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であるかを明らかにしていく対話」を具現化したものであり、調査協力者 4名全員が自らの

経験の積み重ねによって、いみじくも建設的対話で求められている対話のあり方を見いだ

していた点は、大変興味深いことといえよう。 

加えて、調査協力者は常に支援を求める相手となる事業者等や対話相手を尊重し、その事

情を知ろうとする心構えでいることを重要ととらえていた。このため、対話においても、決

して一方的に自分のニーズを押し通すことを良しとしていなかった(【相手を知る】、【どん

な状況でも相手を尊重する】)。この考えは、得られた技術にも色濃く反映されており、表

情などの非言語情報から相手の思いを推察したり(【非言語情報を収集、活用する】)、或い

は相手を脅すような発言をせず、逆に自己開示をして話しやすい雰囲気を作ったりする

(【対話相手が対話しやすい雰囲気を作る】)など、巧みな技術で相手の事情を引き出してい

た。さらに彼らは、技術Ｃとして示された通り、相手に十分に配慮しつつ、自分のニーズも

しっかりと伝えるという高度な技術も見いだしていた。これらの心構えや技術から、4名の

調査協力者は、基本方針が掲げる「両者が協働して作り上げる」という合理的配慮のあるべ

き形を実現するため、相手を最大限尊重し、強引にならないよう相手の事情も引き出しつつ、

その上でしっかりと自分のニーズを伝えようとしてきたことがうかがえた。 

ただし、明らかに合理的配慮の提供義務を果たしていくべきと考えられる場面や、自分に

とって非常に重要な場面など、どうしても合理的配慮の提供が必要な場面では、上述のよう

に事業者等の事情を考慮に入れて対話をしつつも、譲歩せずに強く支援を求めていくこと

も重要であるととらえられていた。そして、これらの場面では、相手の特徴や主義を根拠に

してニーズを伝えるなど【必要な時は粘り強く交渉していく】技術や、【合理的配慮が確実

に提供されるよう根回しをする】技術が必要となるとのことだった。これらの技術は、たと

えなかなか合理的配慮の提供が認められない困難な状況であっても、確実に自分のニーズ

を伝えようとする調査協力者の強い思いが生み出した、非常に有効な技術と言えよう。 

しかし、これまでに述べてきた通り、聴覚障害者にとって、自分の持つニーズを明らかに

し、支援を求めていくことは容易なことではないと指摘されていた。実際、特に上述した強

く支援を求めていくべき場面での交渉等は、聴覚障害者にとって大変勇気がいる行為であ

ると推測される。これに関して、調査協力者は、支援を自分のためだけのものととらえず、

後輩のためになるととらえたり、自分がまだ合理的配慮の提供が難しい事業者等を支援し

ていると考えたりすることで、それを原動力に、自信をもってニーズを伝えられるようにし

ていた(【支援申請原動力を確保する】)。 
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他にも、建設的対話が行き詰った時、調査協力者は、障害者差別解消法が事業者等に合理

的配慮の提供義務を課しているのに対し、実際の対話相手は「事業者等」ではない特定の「個

人」であること、「個人」との対話では上手く合意に至れない恐れがあることを理解し、「事

業者等」との対話を可能とする技術(【対話相手(個人)とではなく、相手組織と交渉できる

よう工夫する】)を用いるなどして、上手く交渉を進めていたことがうかがえた。 

以上の結果から、調査協力者は障害者差別解消法や基本方針が示す抽象的な事項を具現

化した心構えや技術を開発してきたことが明らかになった。そしてこれらの心構えや技術

は、今後、聴覚障害者が建設的対話を行う際に、自分のニーズを伝えるなど、障害者差別解

消法や基本方針が示す事項を実践するために大変有効な内容になると考えられた。 

 

２．建設的対話をスムーズに行うための準備に関するもの 

一方、第一研究の結果、調査協力者が合理的配慮の提供を得るために行っている内容は、

事業者との建設的対話場面のみに限定されるものではなく、むしろその前段階となる「準備」

に多くの労力を割いていることがわかった。 

このことは、インタビュー調査で得られた語りの量にも反映されており、例えば、技術Ｂ

【自分のことを相手に伝える技術】の中では、【自分の障害や必要な合理的配慮を確実に伝

えるための入念な準備をする】等、実際の建設的対話を行う前に実施している内容について

語られているラベル数が 81個存在していて、建設的対話場面に関するラベルが分類された

【自信をもって必要な行動を起こす】の 63個の 1.3倍近い量となっていた。 

ここで語られていた内容としては、例えば、普段は補聴器を装用することでコミュニケー

ションを行っているが、場面によっては、雑音が大きかったり、複数の人が同時に話したり

するなど、補聴器のみでは情報を得づらい場面も存在するので、事前にそうした場面につい

ても想定しておき「補聴器が使えなくなった時のオプションを用意しておく必要がある」な

どとされていた。また、イベントの規模によっても、取り得る情報保障の手段が変わってく

るため、参加するイベントのポスター等を情報源に、参加人数等の手がかりを調べてから交

渉に臨んでいるとの語りも得られた。この他にも、互いにスムーズに話ができるよう【コ

ミュニケーション方法を事前に準備する】、交渉を始める前にいわゆる「根回し」を行うな

ど、【前理解を求めておくための素地を作っておく】等の技術も活用されており、これらが

あることによって、はじめて互いの個別具体的事情を反映した建設的対話が成り立ってい

るととらえられていた。 
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３．合理的配慮の提供ができる事業者等へと育てていくことに関するもの 

もう一点、第一研究の結果からわかることは、建設的対話の過程で調査協力者が、単に自

身のニーズを伝え、求める合理的配慮を得ているのみでなく、自ら事業者等を育てる視点に

立ち、社会の中に少しでも合理的配慮の提供ができる事業者等を増やしていこうとする心

構えと、それを実現する技術を有しているという点である。 

これまでにも繰り返し述べてきた通り、障害者差別解消法及び基本方針における建設的

対話とは、ニーズと負担に関する双方の個別具体的事情を突き合わせる対話とされている。

これはすなわち、事業者等側も障害者に対して合理的配慮の提供にともなう負担について

伝えたり、その解決策を模索したりする必要があることを意味している。 

しかし、調査協力者 4名は「主催者は私に対して何を話せばよいかわかっていないことが

多い」など、主催者によっては、必ずしも建設的対話の舞台に上がるための準備ができてい

ない場合があるという実態について理解し、その状況に寄り添おうとしていた。加えて、「主

催者も上の人からお金は難しいと言われているかもしれない」といったように、対話相手や

事業者等の事情にも思いを巡らせ、そうした困難を抱える対話相手の負担をいかにして取

り除き、前向きな対話に持っていけるかを模索している様子が見て取れた。 

中でも、ある調査協力者は「(合理的配慮に合意してもらえるよう)相手にも成長してもら

う必要がある」、「相手が方法は知らないが、積極的な場合、もっとできるよう育ててあげた

方がいい」と語っていた。これらの語りから、彼らは、現状では、まだ合理的配慮の提供や

建設的対話に不慣れな事業者等がいることを認識し、自ら率先してその啓発に関わること

で、そのような事業者等を育て、社会の中に合理的配慮の提供ができる事業者等を増やして

いこうとする意識がうかがえた。 

こうした心構えは得られた技術にも色濃く反映されていた。例えば技術Ａ【相手の協力を

引き出す技術】に関しては、たとえ相手から難色を示されてもその背景にある事情を探り、

「相手が断りたくて断っているわけではないことは自分もわかっていると伝える」といっ

た【断らざるを得ない相手へは、共感的理解を示していく】技術や、「相手の声色や言いよ

どみから、相手のネックを把握し、それをカバーできる情報を提供する」といった【相手の

合理的配慮の提供に対する負担感を軽減する交渉をする】技術が見いだされていた。これら

の技術からも、調査協力者は、自ら率先して相手の事情を引き出し、対話相手が抱える課題

と自身のニーズをすりあわせることで、必要な合理的配慮を実現していること、そして、将

来的にその相手が、自分以外の障害者を含む対象と適切に建設的対話ができるよう育てて
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いこうとしていることがうかがえるだろう。 

特に技術Ｃに分類された、いきなり無理に事を進めることはせず、実績・前例を作り、少

しずつ自分が望む合理的配慮を実現させていく技術(【焦らず実績・前例を作り、少しずつ

自分が望む合理的配慮を実現させていく】)は、この考えを具現化した技術となっていた。

調査協力者は、相手がまだ不慣れな時は、いきなり自分が理想とする合理的配慮の提供を求

めるのではなく、まずは「一緒にこの社会矛盾について考えようと、土俵を作ってから話を

したらいい」と、焦らず関係性を構築すべきととらえていた。そして、継続的に関わってい

く中で、例えば“比較的用途に融通が利きやすい事務費で通訳費用を捻出してもらう”など、

相手が可能とした条件で妥協することで、実績や前例を作っていくようにしているとのこ

とだった。こうすることで相手は成功体験を得て成長していき、その結果、少しずつ自分が

望む合理的配慮を提供することが可能になっていくことを、彼らは経験から理解してきた

ことがうかがえた。 

以上を踏まえると、聴覚障害者が建設的対話を行うにあたっては、まず障害者差別解消法

や基本方針に示された内容を具現化した心構えや技術を習得し、実践することが必要と言

える。そして、それだけでなく、建設的対話をスムーズに行うための準備や、自分が事業者

等を育てて、社会に合理的配慮の提供ができる事業者等を増やしていくことも重要ととら

え、これらを実現する技術を習得し、実践していくことが求められていると言えよう。 

 

第３項 第一研究の限界と第二研究に向けて 

前述の通り、第一研究の結果、障害者差別解消法や基本方針が示す合理的配慮のあるべき

形と、その実現のために、建設的対話を行うにあたって聴覚障害者が持つべき有力な心構え

や技術について、多くの具体例と共に明らかにできた。 

ここから、第一研究は、聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していくプロセスの分析に

向けて、その最終的な目標像の明確化に繋がる、建設的対話を行うために聴覚障害者が身に

つけていくべき力を明らかにすることを目的としていたが、その目的は達成されたと言え

るだろう。 

また、得られた結果のうち、特に【自分も相手も納得・妥協できる選択肢を複数用意し、

順番を工夫しつつ提示していく】等が分類された技術Ｃについて、この技術を習得している

状態は、すなわちエンパワメントプロセスの最終目標である「自分の弱さ・恐れ等を他者に

投射することなく受け入れ、自分も他者も抑圧しないあり方を創出する」ことが達成されて
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いる状態の具体例と言えよう。そのため、第一研究で明らかとなった心構えや技術を習得し

ている状態は、確かに適切に建設的対話が行えるようになった状態であり、エンパワメント

がなされた状態であると言えるだろう。同時に、聴覚障害者がこれらの心構えや技術を習得

していく過程を明らかにし、エンパワメントの概念も援用しながら考察を行うことも十分

可能であると考えられる。例えば、聴覚障害者が適切に建設的対話を行えるようになってい

くために、聴覚障害者自身はどのような努力や工夫を重ねていくことが必要なのか、また支

援者はどのような支援を行っていくことが必要なのか、それぞれ考察していくことができ

るだろう。 

 また、第一研究では、心構えＡ【過去の経験の活用意識】がこれらの心構えや技術の習得

基盤となっており、4名の調査協力者は積極的に合理的配慮の提供を求める経験等を数多く

積み重ねていき、そこで新しい知識や技術等を見いだすことを繰り返す中で、これらの心構

えや技術を習得してきたことが明らかとなった。しかし、これまで述べてきた通り聴覚障害

者にとっては、意思の表明を行うことさえ決して簡単なことではない。そのため、まだエン

パワメントプロセスにおける最初の目標である「本人が、どうせ私は障害者だからと、諦め

させられている希望・社会参加などを自覚し、明確にする」に挑戦している段階の聴覚障害

者にとって、失敗するリスクもある中で、積極的に合理的配慮の提供を求める経験等を数多

く積み重ねていくことは非常に難しいことと言える。また、第一研究の調査協力者 4名も、

最初からこのようにできたわけではないと推察され、彼らがどのようなプロセスをたどっ

てここに到達したのかを明らかにすることは、多くの聴覚障害者にとって有益な知見とな

るだろう。したがって、今後は聴覚障害者が適切に建設的対話を行えるようになっていくた

めに必要な知見を得るために、これらの心構えや技術の習得に至ったプロセスの分析がな

される必要があるだろう。 
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第６章  第二研究 

第１節 目的 
第二研究では、第一研究の結果を踏まえ、聴覚障害者が適切に建設的対話を行えるように

なるために必要となる取組や支援についての基礎的知見を得るため、聴覚障害者が建設的

対話を志向・実践していくプロセスを明らかにすることを目的とする。 

 

第２節 方法 

第１項 調査概要 

１．調査協力者 

第一研究と同様に、合理的配慮の提供を求めるために建設的対話を行うことは、あらゆる

聴覚障害者にとって重要であると考えられる。加えて、聴覚障害者が建設的対話を志向・実

践していくプロセスの具体像は、個々の聴覚障害者によって大きく異なると考えられる。そ

のため、合理的配慮の提供を求める聴覚障害者に広く共通するプロセスを明らかにするた

め、聴力やコミュニケーション方法、経歴、年齢、職業、補聴器・人工内耳の装用状況で調

査協力者を限定せず、これらに偏りが生じないように幅広い方々に調査協力を依頼するこ

ととした。加えて、建設的対話を志向・実践していくプロセスについて、経験に基づいた深

い語りを得るために、より多くの建設的対話の経験を積み重ねてきた方を対象としたいと

考えた。このため、調査協力者は自律的に社会生活を営んでいる方々に限定し、日本語の理

解に困難がある方や社会的活動への参加にあたって支援が必要な方は、調査協力者から除

外した。 

これらの条件に基づき、ろう者学を専門とする大学教員からの紹介も踏まえた上で、建設

的対話を行ってきた聴覚障害者で、第二研究の調査協力者として適当であると判断した聴

覚障害者に協力を依頼した。依頼にあたっては、調査概要の説明を行い、研究の目的に同意

していただけた方にご協力いただいた。 

 最終的な調査協力者は、聴覚障害者 11名であった。以下にこの属性について示す(表 6-1

及び表 6-2参照)。  
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表 6-1 調査協力者リスト 

調査 

協力

者 
年齢 

聴力 
補装具 職業 

コミュニケーション方法 

○：使用する方法  ◎：主たる方法 

右耳 左耳 手話 音声 口話 筆談 その他 

01 47歳 100dB 100dB 補聴器 団体職員 ◎ ○ ○ ○  

02 38歳 100dB 57dB 
補聴器 

※左耳 
学校教員 ◎ ◎    

03 26歳 60dB 60dB 補聴器 
大学院生 

臨床心理士 
○ ◎    

04 29歳 108dB 110dB 装用なし 研究員 ◎   ○  

05 57歳 100dB 100dB 補聴器 
学校教員 

(聴覚特別支援学校) 
◎ ◎ ◎   

06 33歳 
100dB 

以上 

100dB 

以上 
装用なし 団体職員 ◎   ○  

07 45歳 50dB 50dB 補聴器 
学校教員 

(聴覚特別支援学校) 
○ ◎    

08 46歳 100dB 100dB 装用なし 弁護士 ◎ ○  ◎  

09 45歳 113dB 113dB 装用なし 大学教員 ◎   ◎  

10 47歳 100dB 100dB 
補聴器 

※左耳 
コンサルタント ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

11 29歳 90dB 80dB 補聴器 
大学院生 

大学教員 
○  ○   

※「その他」には、音声認識アプリ(UDtalk)を使うとする回答があった。 

 

表 6-2 調査協力者の経歴 

調査 

協力者 
経歴 

幼児期 小学校 中学校 高校 

01 聴覚特別支援学校 聴覚特別支援学校 聴覚特別支援学校 聴覚特別支援学校 

02 幼稚園や保育園 通常の学級 通常の学級 通常の学級 

03 幼稚園や保育園 通常の学級 通常の学級 通常の学級 

04 
聴覚特別支援学校 

→幼稚園や保育園 

通常の学級 

通級指導教室 
通常の学級 通常の学級 

05 幼稚園や保育園 通常の学級 通常の学級 通常の学級 

06 幼稚園や保育園 通常の学級 特別支援学級 通常の学級 

07 幼稚園や保育園 通常の学級 通常の学級 通常の学級 

08 聴覚特別支援学校 
聴覚特別支援学校 

→通常の学級 
通常の学級 通常の学級 

09 聴覚特別支援学校 通常の学級 通常の学級 通常の学級 

10 幼稚園や保育園 通常の学級 通常の学級 通常の学級 

11 
幼稚園や保育園 

難聴幼児通園施設 

通常の学級 

通級指導教室 

通常の学級 

通級指導教室 
聴覚特別支援学校 

※「→」は途中で転籍したことを示す。 
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２．データ収集方法 

 調査は調査協力者ごとに個別に実施した。調査の形式は半構造化面接であり、調査協力者

が意思の表明が難しかった状態から、建設的対話を志向し、そして実践していくことができ

るようになっていく過程で体験してきた事柄や、自分自身の見方・考え方が変わるきっかけ

になった出来事等について尋ねた。 

 具体的には、最初に研究者から聴覚障害者が建設的対話を志向し、そして実践していくこ

とができるようになっていくまでには何らかの成長のプロセスがあると推測されることを

指摘し、調査協力者の辿ってきたプロセスについて尋ねた。その後、語っていただいたプロ

セスを踏まえて、インタビューガイドに基づき、成長のきっかけとなったと考えられるエピ

ソードや過去に合理的配慮の提供を求めるにあたって、直面した課題・トラブルなどについ

て、自由に語っていただく形式とした。その際、さらに詳しく聞きたいポイントについては、

インタビューガイドに基づき、追加の質問を行った。また、インタビュー調査を実施する前

にインタビュー調査の内容や質問項目をまとめた資料を送付し、調査協力者により詳細な

内容の語りをしていただけるようにした。 

インタビューの方法については、Zoom を使用した遠隔調査または貸会議室での対面調査

を提示し、調査協力者が希望する方法で実施した。その結果、11名の調査協力者全員が Zoom

を使用した遠隔調査を希望されたため、インタビューの方法は、Zoom を使用した遠隔調査

となった。調査時間は、研究の説明を含めて 1 時間 30分を設定し、調査協力者の同意を得

た上で Zoomの録画機能を用いて動画データを記録した。11名の合計調査時間は 921分であ

り、平均 83.7分であった。 

 

３．調査期間 

調査実施期間は 2022 年 7月から 9月までの 3ヶ月間であった。 

 

４．倫理的配慮 

実施にあたっては、データ管理方法、個人情報の取り扱い、インタビューガイド等につい

て、所属機関の研究倫理委員会における承認(承認番号：2021-15)を得るとともに、調査協

力者に対して書面で研究参加の同意を得た。 
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第２項 分析方法―修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ― 

１．分析方法の選択 

 分析方法は、「修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ(以下、M-GTAとする。)」を

用いた。M-GTAは、インタビューデータの使用に適した質的研究法であり、理論、すなわち、

人間行動の説明モデルの生成を目的とする研究法である(木下, 2020)。この研究手法は社

会学者である木下康仁によって開発された。 

 M-GTAの特徴について、木下(2020)は以下のように指摘している。 

M-GTAは、データに密着した分析により、限定された範囲での人間の社会的相互作用、す

なわち人と人との直接的なやり取りに関する理論の生成を目指す手法である。M-GTAは、現

在非常に多くの領域で用いられており、当初からの対人援助領域、看護・保険領域、ソーシャ

ルワークや介護などの社会福祉領域での活用に踏まえ、学校教育や言語教育、さらには死生

学や情報学などの領域でも用いられている。このように具体的な研究テーマは多岐にわた

るが、全体的に共通して、人と人との直接的な関わり合い(社会的相互作用)が展開されてい

る実践的専門領域が研究テーマとなっている。 

上述の M-GTAの目的達成のため、M-GTAでは分析テーマと分析焦点者という 2つの視点が

導入されている。分析テーマとは、そのデータ分析で自分が明らかにしようとする問いにあ

たる。これを設定することは、研究者にとって、M-GTAを用いて、自分はなぜ、何を明らか

にしようとしているのかを明確化することとなり、その結果、分析結果である人間行動の説

明モデルが、設定した分析テーマについての説明と予測に有効な限定された理論となる。一

方、分析焦点者は分析テーマが結論に至るよう導きとなる分析上の用語で、解釈における社

会的相互作用の視点を確保するために用いられる概念である。すなわちデータの解釈にお

いて、「誰にとって」の解釈であるかを明確化するものである。こうした基礎的立場の設定

により、研究する人間としての研究者を主題化し、自分の明らかにすべきものを問いの形で、

分析プロセスにおいて一貫して保持できるようになっている。また M-GTAは、分析結果の実

践的活用を重要とする立場をとっている。すなわち、生成された理論は完成したものではな

く、理論として導かれた分析結果は、現実場面に応用されることでその有効性が評価される

という考えをとっており、理論生成後に、応用が検証となり、さらに理論が精緻化されてい

く展開が想定されている手法となっている。 

 以上が M-GTAの特徴である。実際の分析では、分析テーマや分析焦点者の視点を常に踏ま

えて、分析ワークシートと呼ばれる概念生成のための体系化されたフォーマットを用いて



58 

 

概念やカテゴリーを生成し、分析結果を結果図とストーリーラインによって示すこととな

る。 

 以上を踏まえ、第二研究において、M-GTAが分析方法として適していると判断した理由は

以下の通りである。 

第二研究において明らかにする聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していくプロセス

には、聴覚障害者が意思の表明ができなかった状態から、少しずつ成長し、建設的対話を志

向し、実践できるようになっていくというプロセス的性格があると考えられる。 

加えて、上述のプロセスにおいて、エンパワメントの概念を援用すると、聴覚障害者は一

人で成長していくのではなく、支援者の助けを借りながら、支援者との社会的相互作用を通

して成長していくと考えられる。この支援者については、例えば看護師や介護者などのわか

りやすい存在ではなく、個々の聴覚障害者によって支援者の具体像は異なると考えられる

が、聴覚障害者が自身の成長の助けとなる支援者とみなす存在には、共通する属性があると

推測される。つまり、上述のプロセスは、聴覚障害者と支援者との社会的相互作用によって

変容していくプロセスであると言える。したがって、第二研究で明らかにするプロセスは、

M-GTAを用いて分析することが可能であると言える。 

さらに、M-GTAは限定された範囲内において優れた説明力を持つ理論生成を目指すもので

あり、分析結果の実践的活用を重要とする手法であるため、個々の聴覚障害者の語りから、

建設的対話を志向・実践するすべての聴覚障害者に共通し、実践が可能なプロセスの生成が

期待できる。すなわち、本研究の目的である、聴覚障害者が適切に建設的対話を行えるよう

になるために必要となる取組や支援についての考察に有効なプロセスの生成が期待できる

ため、M-GTAを選択した。 

 

２．分析テーマと分析焦点者の設定 

先述の通り、M-GTA では半構造化面接によって得られたデータに密着した分析を行うため、

分析テーマと分析焦点者を設定する。木下(2020)によると、分析テーマと分析焦点者は研究

を開始した時点で設定するが、grounded-on-data の原則に立脚し、収集したデータを分析

していく中で、データ側の視点においてより適切なものへと修正する必要があるとされる。 

第二研究において、当初分析テーマは「聴覚障害者が、『合理的配慮』(権利として認めら

れた配慮)の提供が受けられるようになっていくプロセス」、分析焦点者は「『合理的配慮』

の手続きに臨む聴覚障害者」と設定した。その後、半構造化面接によってデータを収集した
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ところ、調査協力者の語りは法制化された合理的配慮の提供を求めるというよりも、それも

含めて自分の力を十分に発揮するための手立てを考え、求めていくことに重きが置かれて

いた。加えて、分析テーマは誰もが同じ意味で理解できるよう、専門用語を用いず平易な表

現にする必要がある(木下, 2020)とされているため、分析テーマを「聴覚障害者による、自

らの力を十分に発揮するための手立ての習得プロセスの研究」に、また分析焦点者を「自ら

の力を十分に発揮するために行動する聴覚障害者」にそれぞれ修正し、分析を開始した。分

析を開始した後も修正を重ね、結果として、最終的な分析テーマは「聴覚障害者が、自らの

力を十分に発揮できる理想的環境の実現を、志向・実践していくプロセスの研究」とした。

また分析焦点者は変わらず「自らの力を十分に発揮するために行動する聴覚障害者」とした。 

 

３．分析手順 

 すべての半構造化面接を終えた後、分析を開始した。分析では収集したデータの中で、特

に自分に自信を持てず、意思の表明を行うことさえできなかった状態から、自分の意思を表

明することや、相手と建設的な対話をしていくことの重要性に気づき、実践をしていく様子

が体系的に語られていた調査協力者 11のデータから読み込みを行った。 

 その後の分析は、分析ワークシートを用いて行った。第二研究で用いた分析ワークシート

は、竹下(2020)が示す分析ワークシートを参考にしたものである。分析ワークシートは「概

念名」「定義」「ヴァリエーション(具体例)」「類似例」「対極例」「原因例」「結果例」「理論

的メモ」の 8個の欄で構成されるものであり、Microsoft-Wordで作成した。 

まず、分析テーマと分析焦点者の視点からデータを最初にみていき、関連すると思われる

部分に着目し、それを上述した分析ワークシートのヴァリエーション(具体例)欄に転記し

た。次に、その箇所に着目した理由や分析焦点者にとっての意味を考え、解釈した内容を簡

潔な文章で定義欄に記入し、定義をさらに凝縮した言葉を概念名欄に記入した。この際、そ

の定義とした理由や、関連してでてきた疑問等は、理論的メモ欄または Microsoft-Wordの

コメント挿入機能を用いて記録した。 

ワークシートを立ち上げた後は、定義に照らしてデータの中の、定義では同じだが内容で

は異なる具体例を探していき、一定の具体性・多様性を説明できる定義と概念名になるよう、

具体例の比較をしながら定義や概念名の修正も行った。 

分析ワークシートは 1 つの概念ごとに 1 つ作成しており、新たな概念の生成と、仮説概

念のデータでの裏付け探し、具体例追加による定義と概念名の再検討という複数の概念的
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作業を、同時並行的に行った。さらに、概念生成と並行して概念間の関係の検討も同時に行

い、検討結果を類似例、対極例、原因例、結果例に記入した。 

概念が一定数生成され、概念間の関係の整理ができてきた段階で、概念相互の関係性を言

語化し、分析テーマを意識しながらサブカテゴリー、コアカテゴリーの生成を行った。カテ

ゴリーの生成開始とともに、結果図及びストーリーラインの作成も開始した。分析テーマに

対する答えの形を意識して、修正を重ねていき、結果図とストーリーラインの作成をもって

結果の確定とした。  
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第３節 結果 

本節では、聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していくプロセスについて、M-GTAによ

る分析で得られた結果について述べる。 

 

第１項 分析結果―全体のストーリーラインと結果図― 

半構造化面接を行った結果、幼少期から現在に至るまでのさまざまな人との出会いや直

面した問題、問題を乗り越えるために努力したエピソードなど、多彩な語りが得られた。こ

のデータについて、M-GTAにより分析した。分析の結果、6コアカテゴリー(内 1コアカテゴ

リーは概念から昇格)、6サブカテゴリー(内 2サブカテゴリーは概念から昇格)、31概念(カ

テゴリーに昇格した概念を含む)を生成した。生成したカテゴリーや概念の関係を、結果図

(図 6-1)及びストーリーラインにより提示する。(コアカテゴリーを『 』、サブカテゴリー

を【 】、概念を［ ］で示す。)また、生成したカテゴリー及び概念の一覧を表 6-3に示す。 

 

１．全体のストーリーライン 

聴覚障害者の中には、信頼できる人がおらず、孤独を感じている者もおり、困難に直面し

たとき、［聞こえの諸悪の根源化］を行い、［聴者社会への呪縛的同化］を試みるなど、自分

が悪いという考えに陥ってしまうことがある。しかし［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］

を得るなど、【心理的安定基盤との接続】を確立して、［成功他者からの希望の湧出］をして

いくなどして、次第に【自己輪郭の内外的ピント調節】を行い、【活躍する自己像への志向】

を高めていくようになる。その中で［環境調整実践意識の芽生え］が生まれると、『理想へ

の挑戦的前進』を実施していくようになり、これによって、さらに【環境調整観の多角高度

化】が促進されていくといったように、『環境調整観の成長』と『理想への挑戦的前進』を

相互に高め合っていく。 

一方で、聴覚障害者にとって、常に『環境調整観の成長』をし、『理想への挑戦的前進』

をすることは決して容易なことではなく、自分のために環境を変えてしまって本当に良い

のかという［拭い切れない憚り感］の存在や、また『理想への挑戦的前進』を続けるうちに、

［解決できない違和感事例への直面］を経験することなどによって、理想的な環境を実現す

ることや自分自身の価値についての『自信崩壊のクライシス』に直面することもある。 

 この時、聴覚障害者は、［環境調整しない自分の正当化］をしつつ［自分調整によるその

場しのぎ］をするという『立ち止まっての自己リソース内解決』を行って自分を守りつつ、



62 

 

ある時はタイミングを見計らって、またある時はふとしたきっかけを得て偶発的に、【成長

源の模索】、【知識技術の試運転】、【成功の有効的活用】のサイクルからなる『スパイラル成

長』を行うことで、『環境調整観の成長』をさらに促進し、『理想への挑戦的前進』や『立ち

止まっての自己リソース内解決』のより効果的な方法の習得に繋げていく。 

このように、聴覚障害者による、自らの力を十分に発揮できる理想的環境の実現を、志向・

実践していくプロセスとは、『心理的安定基盤との接続』に基づく『環境調整観の成長』と

『理想への挑戦的前進』の相互作用的成長に加え、『自信崩壊のクライシス』直面時に、『立

ち止まっての自己リソース内解決』を行うことで自分を守りつつ、『スパイラル成長』によ

る『環境調整観の成長』と『理想への挑戦的前進』及び『立ち止まっての自己リソース内解

決』の促進を中核とするプロセスである。 

 

 調査の結果、調査協力者の語りは、自分が十分に力を発揮できる理想的な環境を目指して、

環境に対して働きかけていこうと考えるようになり、実践してきたとする語りが中心と

なっていた。調査協力者は、合理的配慮の提供を求めるという行為を、自分が十分に力を発

揮できる理想的な環境を実現するための手段の一つとしてとらえていた。 

 そのため、第二研究では調査協力者のとらえ方を忠実に表現すべく、「環境調整」、「支援」、

「合理的配慮」という用語を使い分けて用いることとした。 

 また、調査協力者は、常に「環境調整」をしてきたわけではなく、他者を頼らずに、自分

にできる範囲の工夫で解決を図ってきたこともあったとのことだった。そのため、「環境調

整」と対比する概念として「自分調整」という用語を用いて、これを表現することとした。 

 以下、各用語の定義について示す。 

・環境調整 

自分が十分に力を発揮できる理想的な環境を目指して、環境に対して働きかけることを

示す。 

例えば、周囲の人に手話を教えて、自分が力を発揮できる環境を作り上げていくことや、

自分の聴覚障害について説明して、周囲の理解が得られやすい環境を作っていくことなど

がこれに含まれる。また、以下に述べる「支援」や「合理的配慮」の提供を求めることも、

環境調整の一つととらえられる。 

・支援 

 筆談やコミュニケーション上の配慮など、聴覚障害者に対するさまざまなサポートのこ
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とを示す。ただし、文脈によっては聴覚障害者が他者に対して行うサポートも含む。 

・合理的配慮 

各種支援のうち、障害者差別解消法に基づき、事業者等によって提供される、社会的障壁

を除去するための手段を指す。 

・自分調整 

 自分にできる範囲の工夫でひとまず直面している問題の解決を図ることを示す。 

環境調整とは対になる概念であり、環境調整が自分が十分に力を発揮できる環境の構築

を目指しているのに対して、自分調整は今自分が持っているリソースや解決方法の範囲の

中で、ひとまず直面している問題への解決を図ることを目的にしている。例えば、板書や友

達のノートを見て授業内容の理解に努めたり、相手の口形がよく見える位置に立って、口話

(読唇)ができるようにしたりすること等が、これにあてはまる。 
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２．結果図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 結果図 

※    ：促進作用を示す。 
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表 6-3 カテゴリー・概念一覧表 

番

号 

コ
ア
カ
テ

ゴ
リ
ー
名 

番

号 

サ
ブ
カ
テ

ゴ
リ
ー
名 

番

号 
概念名 概念の定義 

1 

心
理
的
安
定
基
盤
と
の
接
続 

  

1 
真っ直ぐ見てくれる

人との繋がり 

分析焦点者が、自分を価値ある存在として真っ

直ぐ見てくれる人との繋がりを得る。 

2 
安定源となる“一緒

仲間”との繋がり 

分析焦点者が、「自分と同じだ」と安心できる

仲間との繋がりを得る。 

3 
多様者協力チームへ

の参加 

分析焦点者が、多様な人々が共存・協力し合っ

ている集団に参加し、自分もその一員としてい

ていいんだと思い始める。 

4 
成功他者からの希望

の湧出 

分析焦点者が、社会で十分に力を発揮している

他者の姿から、「自分もできるかも」と思い始

める。 

5 棚ぼた的知識習得 
分析焦点者が、自分から行動したわけではない

が、周囲の働きかけにより、新たな知識を得る。 

6 
自分以外目線からの

学び 

分析焦点者が、自分以外の目線での見え方や苦

労などを知ることで、新たな知見を得ていく。 

7 
成長のための積極的

外部情報収集 

分析焦点者が、自分が成長するための有力情報

を、積極的に探しに行く。 

8 
問題解決法の自己探

索 

分析焦点者が、自分が直面した問題について、

他者に頼るだけでなく、自分自身の力でできる

解決や整理を試みる。 

2 

環
境
調
整
観
の
成
長 

1 

自
己
輪
郭
の
内
外
的
ピ
ン
ト
調
節 

9 等身大の自分の把握 

分析焦点者が、現在自分が置かれた状況を客観

視することで、本来の自分の力や直面している

問題の真の原因を見いだす。 

10 
聞こえのあるがまま

の受容 

分析焦点者が、自分の聞こえや、聞こえない・

聞こえにくい自分そのものをあるがままに受

け入れる。 

11 人間的価値の保持 
分析焦点者が、自分は 1人の人間として価値の

ある存在だと認識する。 

12 社会目線の自己分析 

分析焦点者が、社会や人々のあり方を知り、そ

の目線から自分自身についての理解を深めて

いく。 

2 同右 13 
活躍する自己像への

志向 

分析焦点者が、自分が社会で十分に力を発揮し

ていくことを望み、そのためには環境調整が必

要だと感じるとともに、これを求めて働きかけ

ていくことの必要性を理解していく。 

3 

環

境

調

整

観

の

多

角

14 
環境調整実践意識の

芽生え 

分析焦点者が、自分の本来の力を発揮していく

ために、環境調整をしていこうと思い始める。 

15 
Win-Win 支援観の確

立 

分析焦点者が、一見、聴覚障害者のためにある

と思われる支援が、実は支援提供側にとっても

価値のあるものだと認識する。 

16 
“支援 for all”観

の確立 

分析焦点者が、支援やそれを求めることは、自

分だけでなく、みんなのためになると認識す

る。 
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高

度

化 

17 
“支援=責任遂行基

盤”観の確立 

分析焦点者が、自分が社会的責任を果たすため

には支援が必要であり、自分は支援を求めてい

く責務があると認識する。 

18 余裕のある対応姿勢 
分析焦点者が、精神的優位に立ち、心に余裕の

ある対応をするようになる。 

3 

理
想
へ
の 

挑
戦
的
前
進 

  19 理想への挑戦的前進 
分析焦点者が、描いた理想的環境の実現を目指

して、果敢にチャレンジしていく。 

4 

自
信
崩
壊
の 

ク
ラ
イ
シ
ス 

  

20 拭い切れない憚り感 

分析焦点者が、力が発揮できる環境にしたいと

思う一方で、本当にそうしていいのかという思

いが拭えずに悶々とする。 

21 
解決できない違和感

事例への直面 

分析焦点者が、「これは違う」と違和感はある

のに、上手く解決できない事態に直面して悶々

とする。 

5 

立
ち
止
ま
っ
て
の 

自
己
リ
ソ
ー
ス
内
解
決 

  

22 
環境調整しない自分

の正当化 

分析焦点者が、何らかの壁にぶつかったとき

に、環境調整をしない自分に対して、それを正

当化できる理由を見いだそうとする。 

23 
自分調整によるその

場しのぎ 

分析焦点者が、自分にできる範囲の工夫で何と

かその場をやり切ろうとする。 

24 
聞こえの諸悪の根源

化 

分析焦点者が、直面する諸問題に対し、自分の

聞こえを原因ととらえ、何とか自分を納得させ

ようとする。 

25 
聴者社会への呪縛的

同化 

分析焦点者が、聴者のように聞き、話さなけれ

ばならないと自分を追い詰め、実践していく。 

6 

ス
パ
イ
ラ
ル
成
長 

4 

成
長
源
の
模
索 

26 モヤモヤ感の具体化 
分析焦点者が、現在抱えているモヤモヤした

困った感を具体化していく。 

27 改善法の模索 
分析焦点者が、主に失敗経験をきっかけに、う

まくやるにはどうすればいいのか考えていく。 

5 同右 28 知識技術の試運転 
分析焦点者が、必要と考えた知識や技術の実践

に挑戦し、これらを習得していく。 

6 

成
功
の
有
効
的
活
用 

29 知識確信体験 

分析焦点者が、自分で考えたり学んだりした知

識や技術について、実体験を通してその正しさ

を確信し、前向きな気持ちになっていく。 

30 
成功体験による知識

技術アプデ 

分析焦点者が、成功体験を踏まえて、知識や技

術の更なる高度化を図っていく。 

31 過去の内省的整理 

分析焦点者が、今持っている知識を踏まえて過

去を内省し、自分の価値や今後必要な技術など

を再確認する。 
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第２項 カテゴリー・概念の説明 

 本項では、全体のストーリーラインと結果図を構成するコアカテゴリーとサブカテゴ

リー、概念について、その関係性を踏まえ結果として説明する。 

 

１．心理的安定基盤との接続 

 『心理的安定基盤との接続』というコアカテゴリーは、分析焦点者が安心感を得られる存

在と繋がり、そこから環境調整を志向していくなど、さまざまな肯定的な動きのきっかけを

得ていくプロセスを示している。プロセスの詳細は以下の通りである。 

 分析焦点者が環境調整を志向していく最初のきっかけは、自分を真っ直ぐ見てくれる人

(［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］)や「自分と同じだ」と思える仲間(［安定源となる

“一緒仲間”との繋がり］)と出会ったり、多様な人々が共存・協力し合っている集団へ参

加(［多様者協力チームへの参加］)したりすることである。こうした繋がりは分析焦点者に

安心感をもたらす。そして、こうした繋がりを得た分析焦点者は、社会で十分に力を発揮し

ている他者と出会い、「自分もできるかも」と思い始めたり(［成功他者からの希望の湧出］)、

或いは繋がった人たちからアドバイスを得たり(［棚ぼた的知識習得］)していく中で、少し

ずつ環境調整について考え始めるようになっていく。 

 また、最初に環境調整をしようと思い始めた後も、分析焦点者は、繋がった人からサポー

トを受けたり、時には繋がりを積極的に活用したり(［自分以外目線からの学び］、［成長の

ための積極的外部情報収集］)、またある時は、自分自身の力で問題解決を図ったり(［問題

解決法の自己探索］)することで、環境調整観を更に高めたり、必要な知識や技術の習得に

役立てたりなど、さまざまな動きへと繋げていく。 

 以下に、本コアカテゴリーを構成する上述した 8個の概念について説明する。 

 

概念１［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］ 

 ［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］とは、分析焦点者が、自分を価値ある存在として真っ

直ぐ見てくれる人との繋がりを得ることである。 

 以下に、本概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を掲載したが、ここから、真っ

直ぐ見てくれる人との繋がりを得ることは、自分の価値観を確立したり、自分は価値のある

人間だと認めたり、或いは自分の力で行動を起こしたりするなど、さまざまな肯定的な動き

を支える基礎的役割を担っていることがうかがえた。 
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 なお、語りの末尾に付与した番号はインタビュー語録からの引用箇所を示している。例え

ば(09-11:383-388)は、調査協力者 09のインタビュー語録 11ページの 383行目から 388行

目を引用したことを示している。 

 

・それともう一つは、抑圧しないぞと気をつけるだけではなくて、親は具体的にどうやって対話を進めるのかまで考

えて進めてくれました。「あなたはどうしたいの？ 私はこうしたいと思っているよ」と立場をはっきりと分けて、

対話をするといったことを頭に入れて気をつけて話を進めてくれましたね。そのことで、私にとって両親は、抑圧

ではなくて、対話を進める方法を考えて進めてくれたので、両親は私の優しさのモデル、基礎になってくれたのだ

と思っています(09-11:383-388)。 

 

・もう一つ、トラウマはあったけど、母が頑張って交渉をしてくれて、私には権利がある、という姿勢を見せてくれ

たので、後々、なんだろう、よかったというか母に対する感謝というかがあったから、自分はろうだからといって

否定されることがあっても、それは間違いなんだって証明してもらえたと思っています。だから、後々になって振

り返れば、感謝しているというか、それが正しかったんだなって思います(06-3:86-90)。 

 

・この生徒会の顧問の先生は、本当に素晴らしい人でした。人間的に尊敬できる人でした。その人と話していて、本

当に人生論について、深く話すことができる先生だったと思っています。だから、その話の中で、私が見本になれ

るような行動をすることが大切。そうすれば他の生徒にも自然と広がって、先生たちも安心して、校則を変えても

よいと言ってもらえるようになるかもしれないとアドバイスをしてもらったんです(01-6:204-209)。 

  

 一方、本概念の中で「真っ直ぐ見てくれる人」が誰かについては、上述した親、学校の先

生に加え、大学の先輩、ろうの先輩、職場の同僚など、多岐にわたっていた。他方で、これ

らの属性の人物と出会うことが、必ずしも肯定的な動きを支える基礎的役割を担うわけで

はないとする語りも得られた。 

 

・私が小 3になるまでは、親は私と関わるときに、親は自分の考えを先行させていました。つまり私の立場や考えは

置いておいて、親が考えて決めて進めていたんです。でも、私が小 3 の時に、親は「今まで通り自分たちの考え方

で先行して進めてしまったら、私が将来つぶれてしまうのではないか」と思ったんです(09-7:226-229)。 

 

文中のカギ括弧内の語りは、親の視点で語られた言葉となっているが、本人の視点からは

「たとえ親であっても自分を価値ある存在として真っ直ぐ見てくれなければ、自分は壊れ

てしまっていたかもしれない」と述懐している語りととらえることができる。 

ここから、分析焦点者にとっては、特定の属性の人物との出会いというよりも、自分を価

値ある存在として認めてくれる人との繋がりを得ることが重要であり、このことによって、
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分析焦点者は、自身を肯定し、自ら行動を起こすなど、自身の成長に繋がるさまざまな動き

が取れるようになっていくと言える。 

 

概念２［安定源となる“一緒仲間”との繋がり］ 

［安定源となる“一緒仲間”との繋がり］とは、分析焦点者が、「自分と同じだ」と安心

できる仲間との繋がりを得ることである。 

  以下に、この概念に含まれるヴァリエーションの一部を示す。ここに「嬉しかった」

「ホッとした」と語られている通り、“一緒仲間”との繋がりを得ることで、調査協力者は、

孤独感から解放され、安心感を得ていくことが見て取れた。 

 

・私もやっぱり嬉しかったですよ。ずーっとやっぱり一人ぼっちだっていう思いが、こうなんだろう。聞こえるつも

りで生きてはきましたけど。でもやっぱり聞こえないっていうのはもちろんわかっているので、ずーっと自分は一

人ぼっちと思っていたので、やっと仲間ができるって思ってすごくうれしかったですね(02-3:83-89)。 

 

・そうなんです。聞こえる世界で私だけが聞こえないということが、苦しかったですね。けれども大学に入ってから、

聞こえない仲間と会って、「同じだ！ 聞こえない。同じだ同じ！」となって。同じような悩みを持っていて、共感

できるような仲間がいる、よかったぁとホッとしたということですね(08-6:187-190)。 

 

 なお、この際特徴的だったのは、「自分と同じだ」と安心できる仲間として語られていた

のは、すべて聴覚障害者であり、聴者について言及した調査協力者はいなかった点である。

しかし、この一方で、聴覚障害者との出会いが、すべて安心感をもたらすわけではないとす

る語りも得られた。 

  

・小学校と高校では、聞こえないのは私一人だけで、中学校の時に聞こえない友達、先輩、後輩に会ったんですけれ

ども、先輩の中でも口話の人が多くて、手話で話すというのは…友達同士で話す時は手話や指文字をするけれども、

聞こえる…授業とか学校の友達と話す時は、声をつけた指文字をする友達に囲まれていました(06-1:8-12)。 

 

・全聴教はね、今度是非参加してみてほしいんですけど、あのね、ちょっと怖いんだよ。怖いんだよっていうか、な

んていうか、難聴の側から参加すると、やっぱりギャップがあるからね、ろう学校に勤めている人が勿論多いし、

やっぱりろう教育っていうのが大きな柱としてあるから、やっぱり自分とは、全然環境が違うんだよね。うん。だ

から、ほしいのはもちろん手話通訳だし、必要なのは日本手話だしっていう土俵でそもそも話をしているから、そ

れこそ自分の居場所なんてないって思った時もあったんだけど(02-13:452-457)、 
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これらは、聴覚障害者と出会ったが、自分と同じとは思えず、安心感を得るきっかけには

ならなかったと述懐している語りである。これらから、分析焦点者にとっては、単に聴覚障

害者との出会いというよりも、「自分と同じだ」と安心できる人との繋がりを得ることが重

要であると言える。 

また、以下の語りからは、［安定源となる“一緒仲間”との繋がり］が、自信の確立や安

心して環境調整をしていくための基盤となっていることがうかがえた。 

 

・やっぱり、高校に入って、同じ仲間に出会って、やっぱりその、なんていうんだろう。こういう聞こえにくい自分

でも全然やっていける。人としての自信みたいなものが、ちょっとついたので、その自信があったからこそそれが

きっかけになって、じゃあ自分が過ごしやすいためにはどうしようかって言う風には考えるようになったと思いま

す(11-3:79-82)。 

 

・合理的な配慮の交渉や説明も、一人ではなくて、みんなで行った方がいいと思いますね。数は一人よりもたくさん

で行くのも一つの手段ですよね。実際に、合理的配慮が必要で、お願いの交渉をするのは私一人だけですけど、そ

の後ろに仲間がたくさんいてくれると、安心できますね。だから、行けるんです。もし後ろに仲間がいなかったら、

一人では交渉に行けなかったと思いますね。バックにいろんな人がいてくれるから大丈夫って思えるのは、精神的

な面でも大きいと思います(04-9:317-322)。 

 

これらから、分析焦点者にとって、ただ聴覚障害者と出会うのではなく、自分と同じだと

安心できる仲間との繋がりを得ることが、自信の確立や、安心して環境調整を行っていくよ

うになるための重要な基盤となっていることがうかがえた。 

 

概念３［多様者協力チームへの参加］ 

 ［多様者協力チームへの参加］とは、分析焦点者が、多様な人々が共存・協力し合ってい

る集団に参加し、自分もその一員としていていいんだと思い始めることである。 

概念２［安定源となる“一緒仲間”との繋がり］は重要だが、聴覚障害者は多様な存在で

あり、「自分と同じだ」と感じる人とのみ出会うわけではない。しかし、以下のヴァリエー

ションに見られる通り、聴力が軽い人や重い人、或いは自分と違って手話でコミュニケー

ションをとる人など、多種多様な聴覚障害者がいることを知り、また自分がそんな多様な集

団に参加していくことも、安心感や自信に繋がったとされていた。 

 

・そうですね、聴覚障害の多様性っていうのを知りましたね。聴覚障害というと全く聞こえないだけだと思っていた

ら、補聴器を使えば聞こえるとか、手話ができるとか、手話ができる中でも声出す出さないがまちまちだったりと
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か、手話も特徴が一人一人みんな違うとか、あぁ本当に聞こえないってそれだけじゃなくて、聞こえ方もコミュニ

ケーション方法も考え方もまちまちなんだなって分かりましたね。 

 (中略) 

 そうですね。まず一番大きかったのは本当にシンプルで、聞こえない自分でもこの社会の中で生きていくことがで

きる、これがわかったことが一番大きかったですね。それから、聴覚障害の多様性を知ったことが、今の仕事にも

すごく繋がっていると思います。やはり社会の中ではまだまだ、例えばテレビだったら字幕があれば OK って思っ

ている人も多いんですよね。でも実際は字幕だけじゃなくって手話を必要としている人もいるし、聞こえやすさを

求めている人もいるし、本当に違うということを説明できますし(10-9:305-318)。 

 

・そうですね。で、出会った当時、私はもちろん手話ができないので、もうそれこそ筆談で、彼らとはやりとりをさ

せてもらって。で、あのやっぱりもっとこうスムーズにお話がしたいと思って、手話を覚えたいと思って、で、私

が住んでいる県には、学生の団体があったので、そこを紹介っていうか、入れてもらって、で、その、さっきの二

人は完全にろうなんですよね。なんだけど、私は難聴で、最初は「あ。聞こえない仲間」って思ったんだけど、だ

んだん、「あ。私とは違う」「一緒じゃない」って思い始めてて、やっぱりまったく聞こえない人、ある程度聞こえ

るではやっぱり違うってこうわかってはくるんだけど、でもその学生の団体の仲間は、すごく軽度な人からもちろ

ん重度の人までいろいろいたので、まぁそういう中で私はいさせてもらったので、「あ。私でもそこにいていいん

だ」って思わせてくれたし、あの～なんだろう？ いっぱいいたから、聞こえない人も、いろんな人がいるんだなっ

てのをそこで知れたので、もちろん合う人合わない人いるし、それはなんだろう。聞こえる人、聞こえない人関係

なく、聞こえない人もいろんな人がいるんだなぁと思って、そういう経験はさせていただきました(02-3:101-113)。 

 

 また、以下のように、ただ多様な人がいる環境に参加するだけでなく、多様な人が協力し

合って、力を発揮することが当たり前の集団におり、自分もその一員として居られたという

経験が、自分に対する自信や、「人に頼っていいんだ」、「環境調整をしていいんだ」といっ

た前向きな気持ちに繋がるきっかけになっていたとする語りも得られた。 

 

・聞こえる人も聞こえない人も一緒にいれる場を作ろうよっていう雰囲気がサークルの場にあったので、なんかその、

そう情報保障が手話サークルが一番多分初めだったかもしれないです！ 今思い出しました。喋ってて。手話サー

クルの場で、いつも毎週例会があって、「今日はこういう内容で進めますよ」とか、全体の進行で「じゃあもう終わ

ります」「じゃあ今日食事会行く人～」みたいな感じで、質問を司会者の人がするときに、手話をワーッてこうつけ

るだけじゃなくって、全部黒板に書いてたんですよ文字を、言った言葉を。パワーポイントみたいに要点が先に黒

板に書かれてはあるけど、例えば前半の企画、で何々って書いてあるけど、「前半の企画始めます」って始めますっ

ていうこのはじめますって手話を表したときに、サポート役の人が「始めます」ってその場でリアルタイムで書い

てたんですよ！ それが、「あぁ！ こんなに書いてくれるんだ！」みたいな。なるほどね！ みたいな。なんかそ

れが、できるだけ一言一句というか、その場にいる手話がわからない人もわかる人も聞こえる人も聞こえない人も、

全員わかる場にしようっていうのが、その雰囲気の、サークルの大事なところだったので、だから多分大学の授業

よりも手話サークルの場で一番初めに情報保障を受けたんだと思います。しかもそれをなんか自然とやってたの

で。「へぇ！」みたいな感じで(03-7:233-247)。 
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・ろうが当たり前ですし、ろうだから通訳をつけるのは当たり前でした。ろうだけじゃなくて、盲の方やろうプラス

ほかの障害、盲ろう者とか、ろうの肢体不自由者とか、精神障害の方とか、いろいろな学生さんと出会いました。

試験の時間を延長したりとか、休憩時間も、歩くことが健常者と比べて時間がかかるので、トイレ等々も含めて、

休憩時間を延長してほしいと申し出たら、休憩時間について、時間通りに戻らなくてもいいとの許可が出たりとか、

もういろんな、一人一人の要望に対して丁寧に対応する専門のセンターがあったんです。障害学生支援室のような

ね。あるでしょ。ちゃんと権利として求めて、上の方々、学校の先生も声なしで手話で話していて、堂々と生活や

授業をしていました。外部の先生の時も、自然と書いてください、手話通訳をつけてくださいということがもう当

たり前って感じでした。ろうだけじゃなくて、盲の人や聞こえる人も同じで、例えば黒人の方とかも「黒人だけど

関係いでしょ」とか、高齢者で足が悪い方とかも「自分は助けが必要なんだ、スロープが必要なんだ」って言って

いるのを見て、なるほど、当たり前のように頼んでいいんだという考え方に変わっていきました(06-3:93-106)。 

 

 このように、多様な人々が共存・協力し合っている集団に参加し、自分もその一員として

いていいんだと思える経験を得ることは、自分の価値を見いだしたり、環境調整を志向して

いったりするきっかけになっていることがわかる。 

 

概念４［成功他者からの希望の湧出］ 

［成功他者からの希望の湧出］とは、分析焦点者が、社会で十分に力を発揮している他者

の姿から、「自分もできるかも」と思い始めることである。 

 以下に、この概念を生成する際に用いたヴァリエーションを示すが、調査協力者からは、

最初から「自分は何かができる」などと希望を持っていたわけではなく、モデルとなるよう

な存在との出会いがきっかけで、このような思いが生まれてきたとの語りが得られていた。 

 

・まぁそうですね…やっぱりその、僕の一番のきっかけというのは、聞こえない先輩？ 先輩がいたんですけれども、

その先輩、たまたま僕が部活動が卓球部だったので、卓球の関係で知り合ったんですけど、その先輩がやっぱり聞

こえる人の中でも、聞こえる人の中でもすごい、なんだろう、上手くやっていっているというか、すごい、なんか

そういう風ななんか…卓球も上手かったし、なんか人としてすごいなんか関わりが上手い人だったので、そういう

人と関わるようになって、ちょっと憧れから始まった感じですかね。なんかその辺から自分も何かできるんじゃな

いかと思うようになったと思います(11-3:92-98)。 

 

・参加したときに、歳が近い女性がいて、私が 16，17 歳ぐらいで、彼女が二十歳。歳が近くて、他の方もいらっしゃっ

たけど、30 代、40 代、50 代の方でして。彼女は歳が近くて、英語が好きで得意で、ペラペラで、すごい、英検っ

てどう？って聞いてみたら、「英検は文字、テロップを出してくれる配慮がある」って言ってくれて、私はへぇ！

と、聞くというのは聞くだけだと思っていたので、「違う違う。申請すれば、画面のテロップを見てやる方法があ

る」と言ってくれてなるほど！と。それを聞いた後に日本に帰って、留学への興味が湧きたったんです(06-1:27-

33)。 
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 また、以下に示す通り、他の障害種の方からもさまざまな学びを得たとの語りが得られて

おり、モデルとなり得るのは、同じ聴覚障害者だけではないことも明らかになった。 

 

・他の視覚障害者の方とか、車いすの方とかは、すごく冷静に客観的に自分の障害を話したりとか、どうすれば相手

に気持ちよく受け入れてもらえるのか、実現するのか、(それを実現する)話し方っていうのがあるんですね！ そ

ういう話し方を学んだっていうのが大きいのかなって思いますね。自分以外の聞こえない人だけではなくて、他の

障害のある人たちと出会うことで、そういう場所での気持ちの伝え方とか、提案の仕方とか、相手に共感してもら

える話し方とか、それを新しく学ぶということが多かったと思います(10-12:414-420)。 

 

 これらを踏まえると、分析焦点者は、社会で十分に力を発揮している他者との出会いを通

して、少しずつ「自分もできるかも」と思い始めたり、実際の交渉における適した話し方な

ど、さまざまな学びを得ていったりしていくと言える。 

 

概念５［棚ぼた的知識習得］ 

 ［棚ぼた的知識習得］とは、分析焦点者が、自分から行動したわけではないが、周囲の働

きかけにより、新たな知識を得ることである。 

以下に示す通り、調査協力者は、真っ直ぐ見てくれる人(［真っ直ぐ見てくれる人との繋

がり］)や、自分と同じだと思える仲間(［安定源となる“一緒仲間”との繋がり］)と出会っ

たり、多様な人々が共存・協力し合っている集団へ参加したり(［多様者協力チームへの参

加］)した後、繋がった人たちから偶然「自分が困っていることは、自分から伝える必要が

あるよ」などとアドバイスをもらったことがあるとのことだった。 

 

・アドバイス、なるほどね。アドバイスの一つとしては、「自分にとって必要なことは自分から言う必要があります

よ」と、「言わなかったらみんなわからないから、何に困っているのか、何が必要なのか、自分から言うことが大事

ですよ」って言ってもらいましたね。すごくありがたいアドバイスでした。(08-4:128-134)。 

 

・大学に入って、聞こえない先輩たちに会って、聞こえないってことは情報が足りてないんだっていうことを、切々

と聞かされて、「あっそうなんだ」っていう感じで、それを補うためには、ノートテイクっていう、情報保障ってい

うのがあるんだよって言われて、へぇ～って、だから私は全然抵抗もなくそれを受け入れられて(02-9:323-328)、 

 

・また、国語の先生だったので、「自分の気持ちを言葉にかえる必要がある」っていうことを教わった気がしますね。

当時は全く聞こえなくてコミュニケーションが取れなかったんですよね。だから先生とのコミュニケーション方法

は全部手紙だったんですよ。書いて、出して、返事をもらって、読んで、っていう手紙でのやりとりだったので、

手紙を書くことによって自分の気持ちを言葉で表現する練習にもなったのかなぁと思います(10-6:201-206)。 
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 (08-4:128-134)で「すごくありがたいアドバイスでした」と語られていることから、こう

したアドバイスを得ることは、調査協力者の成長に大きく寄与していたことがうかがえた。 

これらから、分析焦点者は、人との繋がりができたことで、自分から行動したわけではな

いが、周囲の働きかけにより、新たな知識を得ていくことがあり、これは成長の大きなきっ

かけになっていると言える。 

 

概念６［自分以外目線からの学び］ 

 ［自分以外目線からの学び］とは、分析焦点者が、自分以外の目線での見え方や苦労など

を知ることで、新たな知見を得ていくことである。 

以下に、この概念に含まれるヴァリエーションの一部を示す。これらから読み取れる通り、

調査協力者は、例えば協会や学会の運営者など合理的配慮を提供する立場や、仕事として職

場定着支援を行う立場など、合理的配慮の提供を求める聴覚障害者とは違う立場を経験し

ていた。そして、調査協力者はそれらの立場で得られた経験から、例えば自分が合理的配慮

の提供を求める際の注意点を見いだすなど、自らの力を十分に発揮できる理想的環境の実

現を、志向・実践していくために役に立つ知識を得てきたと語っていた。 

 

・逆に自分がいろいろと合理的な配慮を求められるという立場も、何個か経験はしてきてるので、その辺りから自分

が逆に求めるときはその辺りを気をつけた方がいいかなっていう学びを得る。そういったことが積み重なってきて

いるのかなと思います(07-1:12-14)。 

 

・今までは自分中心にいろんな取り組みをやってきましたけど、相手の事を考えるもそうですけど、退いて見る、退

いて見ることってすごい大事だと思いますよね。今も僕もなかなかうまくいかないことも多くて、いろいろ悩んで

はいるところもあるんですけれども…なんでしょうね…レベル高いかもしれませんけど、自分じゃない、第三者的

な立場から、何かの…ここの関係を考えると言いますか。なんか、言ってること伝わるかなぁ…自分と相手じゃな

くて、自分が第三者となって、そこをどううまくコーディネートするか、そういうことを考える取組っていうのも

あっても面白いのかなぁって思いますし、それは今僕がそういう感じの会に関わらせていただいて、すごい勉強に

なっていることも多いので、そういう意味ではすごい、そういう取り組みは、新しい視点とか、見えるところが違っ

てくると思うので、面白いかもしれませんね(11-13:465-474)。 

 

・今、職場定着支援というものがあって、そういう仕事をしていく中で、仕事を紹介して採用が決まった障害者に対

して、会社に行って職場定借支援をすることがあるんです。だけど、上手くいっていないところと、上手くいって

いるところの違いを比べると、やっぱり基本的な挨拶ができているかどうかとか、普段からお互いに支え合うよう

に意識しているかどうかとか、そのあたりが違いますね。失敗するところは、挨拶もしてないとか、普段のコミュ

ニケーションがないとか、一方的に配慮を求めるだけですね。でも上手くいく方は、お互いに仲間として協力し合
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う関係がありますね。配慮が必要だとなった時に、上司とうまく関係ができているからスムーズにいっていると思

いますね。そういう普段からの関係づくり、それをもう少し意識してほしいと思います(01-12:399-408)。 

 

・今私難聴協会で活動してますけど、やっぱりそこでの活動がベースになっているので、いろいろ企画をやるために

必要なこととか、もしこういうひとが参加したらどういう配慮が必要なのかなぁって、なんだろう、自分が配慮す

る側もやっているので、はい。そうですね。それはよく考える。 

(質問)配慮をする立場になるっていうことが大事なんですか。 

・大事だと思います。大事だと思う。えっと、難聴協会、もちろん学生の時もそうだったんだけど、弱視の、難聴と

弱視の人が参加するってこともあったんです。だから、パソコン通訳の文字で、普通黒に白の文字が出てくると思

うんだけど、その子は黒に黄色が良いって言ったの。で、字も大きい方がいいって。わかったって、パソコン通訳

に調整してもらって、黒に黄色で字も大きくしてもらってやるっていうのも一緒にやらせてもらったし、あと難聴

なんだけど、足、なんか歩くのも上手じゃない人がいて、だからみんなで運動系の活動をする時も、気をつけなきゃ

いけないってのもあったし、あと今難聴協会にいても、なかなかその～ね。もうおじいちゃんおばあちゃなんになっ

ていろいろできないことも増えてきてるから、あ～してほしいこうしてほしいっていろいろ言われるから、やっぱ

りやり方もそれに合わせていかきゃいけないなっていうのがあるので。そうすると、やっぱり、普通の企画の運営

じゃないから。あ、いやいや私にとってはそれをやること自体普通だからいいんだけど、でもそれを知らない人に

とっては、もう何も知らない状況で、え？聞こえないから配慮するってどういうこと？みたいな、やっぱり想定さ

れてないことを言われるって大変なんだろうなってことはわかるので、本当にこのあいだの白澤先生との話でも

あったんだけど、やっぱり何か企画を運営する中に、新たに入れるっていうのを考えた時に、スクリーンがあるん

だったらこういう方法もありますよとか、スクリーンがないんだったら自分の iPad 持っていきますよとか、その

会の何だろう、そっち側が見えれば、交渉の仕方が全然変わってくるので、そういう意味では、自分がやっぱり企

画を担当してきたことが、本当に無駄じゃなかったって思ってますね(02-16:550-574)。 

 

・ロジャーというものを知らない人にとってみれば、こっちの方（聴覚障害者）のニーズというのが何なのかがわか

らないケースもあるんだなということが、そのとき私にもわかったんですね。もっと具体的に言うとね、ロジャー

を使用したいというニーズが言われたんですよ、この方（聴覚障害者）からね。こっちの方（団体）はマイクを使

いたいのかというふうな理解の仕方をしてて、いやいやそうじゃなくて、マイクを使ってもらいたいという理解を

しなきゃいけないのに、何かその辺がこの人（聴覚障害者）は自分の発表のときに使いたいと言ってるんだけど、

そんな話はこっちは聞いてないとか、なんかいろいろ質疑応答のときのやりとりなんかを含めるとロジャーの使い

方みたいなものの説明も必要になりますよね。あるいは会場になる部屋の音響設備みたいなものの状態も含めて、

一番良い解決方法は何というのを考えなきゃいけない状況があったんだけど。おそらく彼（団体の一人）1 人だっ

たらそこまでは考えが及ばなかったと思うので、そのあたりについては一番いいのではないかなという方法を、

ちょっと助けて、情報提供したという経緯があります(07-2:65-76)。 

 

上に記したヴァリエーションのうち、特に(07-2:65-76)や(02-16:550-574)から、調査協

力者は合理的配慮を提供する立場を経験することで、実は支援を求める相手は、支援につい

て知らないケースがあることや、知らないが故に交渉がこじれてしまうケースがあること

に気づいてきたことが見て取れる。さらに、(01-12:399-408)のように、職場定着支援に携
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わっていく中で、ただ一方的に支援が必要だと主張するのではなく、相手の事情も尊重した、

相手と協働できる関係性を作っていくことの重要性に気づいてきたとする語りも得られた。 

これらから、分析焦点者にとっては、合理的配慮の提供を求めるなど、環境調整を行う自

分目線の見方・考え方のみでなく、さまざまな立場の経験を重ねることが重要であることが

わかる。これにより分析焦点者は、相手を尊重し、相手と協働していくことの必要性を学ぶ

など、自分にとって理想的な環境を実現するために必要な知見を得ていくと言える。 

 

概念７［成長のための積極的外部情報収集］ 

 ［成長のための積極的外部情報収集］とは、分析焦点者が、自分が成長するための有力情

報を、積極的に探しに行くことである。 

以下に示したヴァリエーションの通り、先に述べた［棚ぼた的知識習得］のような偶発的

な知識習得も重要であるが、それだけではなく、本を探して読む、必要な知識を習得するた

めにサークルに入って運営ノウハウを学ぶなど、調査協力者からは、さまざまな行動を起こ

して、情報を収集していったとする語りが得られた。 

 

・私は、まぁ相手ですよね、相手に議論で打ち負かされてしまうのが嫌、負けず嫌いだったので、どうしたらいいか

と考えて、中学生の時だったと思うんですけれども、本屋に行って、説得術の本を買って、読んだんです。中学生

の時に。普通中学生は読まないですよね。本屋に行って、ビジネス本コーナーに僕は行って、本を探していると説

得術の本があるって気づいて、へぇと思って手に取って読んだんです。自分の意見を通すためには、まず相手の話

を聞くとか、そういう説明技術を高める技術が載っていたんです。読んで読んで、何回も読んで、このようなビジ

ネス関係の本も僕は読んだんです。生徒の時に読んだんです。実際に会社の社長になった人の話とか、普通は生徒

は読まないですよね。そういうのを読んだんです(01-8:256-264)。 

 

・大学に入った後、手話サークルを立ち上げる必要はあるけど、私は集団活動の経験が無くてですね、その時に私は

考えて、○○市にある市民手話サークルに入って、その時私は手話はまだわからなかったけれど、とにかく何度も

通って、そこで役員にも立候補したんです。そこで運営のノウハウを盗んでいったんです。「予算の準備はこうやっ

ているのかぁ」、「役員の組織はこのように作るのかぁ」、「みんが衝突したとき上手く調整して落ち着かせるために

はこんな方法があるのかぁ」といったことを観察して収集して、組織マネジメントを自分から学び、知ることがで

きたから、大学 2年生の時に大学内で手話サークルを立ち上げることができたんです。つまり、私は組織の運営方

法を見通せたから、できた、成功できたということですね(09-7:198-206)。 

 

・あの時に僕のモデルになったのはね、花園大学ですね。花園大学と、それから大阪教育大学だったかなぁ、が積極

的にやっていた。で、お～こんな風に頑張っているんだったら、と思ってやり方を聞いたら、楽しくやっていると。

「そうか～」みたいな感じで、3回生の時はもうちょっと楽しくやり始めた(05-5:156-159)。 
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 また、以下に示す通り、本を読んでいてもわからない時には、情報を持っている人に相談

しに行くなど、複数の方法を活用しているとする語りも得られた。 

 

・それと、さっきの本で、「こんな方法があります」と例が本に載っているんですね。でもさっきみたいな本があっ

て、例があったとしても、実際に病院に行ってどう話せばいいかなんてことは、本には載ってないんですよ。だか

ら、ろうの先輩、技大ならいっぱい事例を持っていたり、合意に至るまでの話し合いも得意な先生がいると思いま

すが、そう言う人に相談しますね。本当に、技大には相談に来る人が多いと思いますよ(04-13:455-459)。 

 

ただし、以下のようなヴァリエーションも得られた。これらでは、外部から積極的に情報

を収集してくることは重要であるが、例えば話が上手な聴者の姿からテクニックを学ぼう

としても、情報保障など何らかの支援が無ければその話を聞くことができず、学びたくても

学べないことが指摘されていた。このため、この調査協力者の語りでは、こうした情報収集

の際にも、さまざまな支援を活用してテクニックを学んでいったとされていた。ただし、他

の調査協力者の語りも踏まえると、常にこのように上手くいくわけではなく、環境調整を志

向・実践していく力をつけるために、環境調整を行う必要があるという循環論法的ジレンマ

に陥ってしまい、前に進めなくなってしまうケースもあったとのことだった。こうした動き

については、後述する『自身崩壊のクライシス』において詳しく述べる。 

 

・周りを見て盗んでいきましたね。これはろうからは盗めるんですけれども、聞こえる人から盗むのは通訳がないと

難しいですよね。メールを見ることはできるんですけれども、会議の時とかは通訳とか UDtalk とかを見ながら、

「そういう言い方をするのかぁ」みたいな感じですね(06-14:486-489)。 

 

・なのでそこからは、他の人の言い方、上手に話す人を見たり、なんというか突然ぶった切ってしまうのではなくて、

「あぁこの提案はいいと思うよ。でもこのあたりはどうかな？」とか、「こういう形でやってしまうと、別のあのあ

たりが難しいんじゃないかなぁ」みたいな、なんか具体的なものは思い浮かばないんですけれども、言い方がうま

い、相手を傷つけない話し方で指摘をする例をいろいろと見て、「あぁなるほど。そう言ってくれると聞き入れて

くれるんだ」というのを見たんです。それは、職場に入ってからも同じで、通訳がいるからいろんな人と話ができ

るんですね。私の上司がほかの職員さんに説明している様子を見たりとかね。「あぁそういう言い方！ そういう

言い回し！ そういう説明方法がいいんだ！」っていうのを盗んでいくことができたからかなぁというのがあると

思います(06-14:476-484)。 

 

ただ、いずれにしても、分析焦点者にとっては、自分が成長するための有力情報を、積極

的に探しに行くことが重要であり、実際にそうすることで、多くの知見を得ている様子が見

て取れた。 
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概念８［問題解決法の自己探索］ 

 ［問題解決法の自己探索］とは、分析焦点者が、自分が直面した問題について、他者に頼

るだけでなく、自分自身の力でできる解決や整理を試みることである。以下に本概念を構成

したヴァリエーションの一部を示す。これらから、調査協力者は、聴覚障害に起因して直面

した問題について、自分で考え、解決策を見い出している様子が見て取れる。これらの行動

は、これまで述べてきた［棚ぼた的知識習得］など、他者との関わりや他者の助けによって

知識や技術を得ることを否定する概念ではなく、むしろそうして得た知識や技術を自分の

ものにするために、あるいは他者から得た知識や技術のみでは埋められない穴を埋めるた

めに、並行して用いられているものだということがわかる。 

 

・そのモヤモヤした気持ちを自分の手帳に書くだとか、言えないなっていう感覚をしっかりこう持っておくというか。

言えなかったことをどこかに吐き出すっていうことは、それは他人に喋るってだけじゃなくて、自分の中で振り返

るっていうのをしてたかなとは思います(03-10:346-349)。 

 

・で、その時に、じゃあ自分の聞こえに対してどういう風な伝え方がいいのかとか、後自分が聞こえにくかった時に

どういう風に声掛けをしたらいいのかとか、その辺を結構いろいろと考えた経験があって(11-5:169-171)。 

 

・で、聞こえる友達に教える時は、お互いに視線を合わせて、ゆっくりと話してもらえると、私は理解できるんです

ね。つまり、私にとって聞こえる人とのコミュニケーションでは、うまくいく条件が少ないということです。はっ

きりとわかりやすく口の形を見せて話してくれたら、口形読み取りで理解できるという、厳しい条件が私にはある

んです。私にはそういった条件があることが分かりました(09-8:271-275)。 

 

これらから、分析焦点者は、他者との関わりに加えて、自分自身の力でできる解決や整理

を試みることで、後述する［モヤモヤ感の具体化］などを行っていることがうかがえた。 
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２．環境調整観の成長 

 『環境調整観の成長』というコアカテゴリーは、分析焦点者が、自分が十分に力を発揮で

きる理想的な環境を実現したいという思いを芽生えさせ、そして、その思いをさらに発展さ

せていくプロセスを示している。プロセスの詳細は以下の通りである。 

 前述した『心理的安定基盤との接続』を確立した分析焦点者は、さまざまな支援者との関

わりを通して、少しずつ客観的な自己像を正確に把握し、受け入れていく(【自己輪郭の内

外的ピント調節】)。その結果、分析焦点者は次第に「自分も本来の力を発揮していきたい」

と思うようになり、またそのためには自分にとって理想的な環境を作っていく必要がある

ことに気づいていく(【活躍する自己像への志向】)。こうして自分自身や自分の気持ちにつ

いて整理がなされたことで、分析焦点者は、本来の力を発揮するため、実際にその環境を

作っていこうと思い始め(［環境調整実践意識の芽生え］)、勇気を出して行動を起こし始め

ていく(『理想への挑戦的前進』)。 

 また、実際に理想的な環境を作ろうと何度も行動を起こしていく等、さまざまな経験を重

ねる中で、分析焦点者は環境調整の意味や価値を多角的にとらえられるようになっていく

(【環境調整観の多角高度化】)。そして、これによって、分析焦点者は自信や余裕をもって、

環境調整を行えるようになっていく(『理想への挑戦的前進』)。 

 以下に、本コアカテゴリーを構成する上述した 3個のサブカテゴリーと、それぞれのサブ

カテゴリーを構成する後述の計 10個の概念について説明する。 

 

サブカテゴリー１【自己輪郭の内外的ピント調節】 

 【自己輪郭の内外的ピント調節】というサブカテゴリーは、分析焦点者が、さまざまな支

援者との関わりを通して、少しずつ客観的な自己像を正確に把握し、受け入れていくプロセ

スを示している。プロセスの詳細は以下の通りである。 

 分析焦点者は、さまざまな支援者との関わりを通して、本当の自分の力を過小評価するこ

となく把握し、環境が原因で今までの自分は損をしていたことに気づくとともに(［等身大

の自分の把握］)、自分の聞こえをあるがままに受け入れたり(［聞こえのあるがままの受

容］)、自分を一人の人間として価値ある存在だと認識したり(［人間的価値の保持］)して

いく。さらに、例えば「社会において、人には皆苦手なことがあり、助け合っていること」

に気づくなど、社会について知ることでも、分析焦点者は自分の置かれた状況を社会と比較
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して検討することで、社会において自分は特別な存在ではなく、力を発揮するために環境を

変えていっても構わないとの認識を深めていく(［社会目線の自己分析］)。 

 以下に、本サブカテゴリーを構成する上述した 4個の概念について説明する。 

 

概念９［等身大の自分の把握］ 

 ［等身大の自分の把握］とは、分析焦点者が、現在自分が置かれた状況を客観視すること

で、本来の自分の力や直面している問題の真の原因を見いだすことである。 

 以下に本概念を構成するヴァリエーションの一部を掲載する。これらから、調査協力者は、

支援を受けたことなどをきっかけとして、自分が「わからない」場面に遭遇したときに、そ

の原因は自分だけにあるのでなく、環境にも起因しているのではないかと気づくように

なっていた様子が見て取れる。その結果、実は自分はこれまで環境によって損をしてきたこ

とや、環境が整いさえすれば自分も力を発揮できる可能性があること等に思い至っている

ことがわかる。 

 

・今聞こえてるものが 10 だと思ってたので、でもわからないっていう感覚が出てきたときに、このわからない理由

が、私の知識不足とか理解度がそのスピード的に追いついていないのか、それとも情報の単なる聞き落としなの

かっていうことはあんまりこう考えたことなかったんで。手話を始めてからとか支援を実際受けるようになってか

ら、「私こんなに聞き落としてるんだ」っていうことに気づいた(03-6:206-210)。 

 

・やっぱり自分ができないっていうのが、まぁ得意不得意があるから、いろんなことできるできないはあるんだけど、

やっぱり講義に参加してわからないのは、頭が悪いからだけでは決してなくて、情報が足りてないから、足りてな

いっていうか正しく伝わってないからだって言うのも、だんだんやっぱり知識と共にわかってくるから、やっぱり

聞こえにくい、情報が漏れるということは、みんなと平等に学べてないっていうのも、やっぱりだんだんわかって

くるから、そういうのが結構関連づけて、理解はできるようになってきたかなぁ～とは思いますけどね～(02-

15:520-526)。 

 

・さっき少し言いましたが、合理的配慮というのものは、自分がほかの人よりも優遇されるものだと思っていたけれ

ども、そうではなくて、もともと自分は損をしている状況で、その格差を是正するためにあるんだということに気

づかせてくれたのが大学なんです(06-4:113-116)。 

 

さらに以下に示すように、このように自分の本来の力を正確に把握していると、自分が力

を発揮できていない状態となってしまった時に、その状態に気づくことができ、それを変え

るために環境調整をしていこうと思えるようになったとの語りも見られた。 
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・結構ね、自分は本当はどのくらいできるのかとかね、客観的に知るのは大事だろうねぇ。で、まぁ就職しました。

そしたら、もちろん言っていることはわかりませんよ。言っていることはわからないですけれども、えーとね、今

自分は自分の力を発揮できていないということがわかるわけ。自分の本当の背丈を知っているので、就職すると小

さくなるわけ。能力発揮できないからね。だから、例えば職場でも要求するわけですよね。通訳が欲しいとか、会

議の時に欲しいとか。そしたら、通訳がついたら、自分はこれくらいのことができるようになると説明できる(05-

12:401-417)。 

 

・それからは、自分から申し出る、お願いすることができるように変わっていきましたね(06-4:121-122)。 

 

逆に、わからない原因が自分にあるのか環境にあるのかはっきりしなかった時や、聞こえ

ない自分が悪いと考えてしまっていた時(後述する［聞こえの諸悪の根源化］をしていた時)

は、支援を受けるなどして環境を変えていこうとは思えなかったとのことだった。以下にそ

のヴァリエーションを示す。 

 

・卒業式、高校の卒業式の時に、私の母が「卒業式くらいは手話通訳をつけたらいい」と言ってきた時に、私は提案

に対して「いやいやいや、いらないいらないいらない」って言いました。なんか特別な配慮…あ、合理的配慮のイ

メージは、みんなよりもずるい、優遇されるみたいなイメージを持っていたため、対等でありたいと。本当は、も

ともと私が不利な立場にあるから、それを是正するためだけど、その時はわからなかった。対等な立場から、さら

に優遇されるからいらないみたいな気持ちをもっていて、「手話通訳？ いらないいらない」(06-2:37-43)。 

 

・ちょっとおじいちゃんで声がボヤ～っとしていると、これはちょっと内容、ついていけない。元々お話されてる内

容に馴染みがなかったりするから、私が聞き取れてないだけなのか、それとも内容が難しすぎて理解が追いつかな

いのか、どっちなんだろうみたいな戸惑いはあったので、何かこう、聞き取りにくいというよりは理解できないっ

ていう、そんな感触はちらほら授業の中であったかなとは思います(03-2:64-68)。 

 

ここから、分析焦点者は、自分自身が置かれた状況を客観視することで、自分自身につい

ての理解が曖昧な状態から、自分の本当の力や直面している問題の原因を分析的にとらえ

られるようになっていくと言え、このことが、環境調整を志向するきっかけにもなっている

と言えよう。 
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概念 10［聞こえのあるがままの受容］ 

 ［聞こえのあるがままの受容］とは、分析焦点者が、自分の聞こえや、聞こえない・聞こ

えにくい自分そのものをあるがままに受け入れることである。 

 以下に示すヴァリエーションの通り、サークル仲間から、自分の聞こえについて自然と考

えさせてくれる質問を受けたり、自分以外の聴覚障害者と出会い、生活を共にしたりするな

ど、安心して関われる人たちとのさまざまな交流(『心理的安定基盤との接続』)がきっかけ

となって、少しずつ自分の聞こえの状態や、聞こえない・聞こえにくい自分そのものを受け

入れていったとする語りが得られた。 

 

・手話サークルの中でほぼ聞こえる人たちばっかりではあるんですけど、「それって授業困らない？」みたいなこと

を、結構こう聞いてくれたりとか、「聞こえないってどういうこと？」みたいな想像を周りの人がちょっと働かせ

てくれる機会がちょこちょこ出てきたので、それで、「私の聞こえなさってどういうことなんだろう？」っていう

体験の振り返りみたいなのが、多分徐々に始まってたのかなと思います(03-7:223-227)。 

 

・この大学に入って、まず 1 つ目は、自分以外の聴覚障害者の存在を知って、出会って。私はそれまで自分以外の聞

こえない人たちがどうやって生活しているのか、コミュニケーションしているのか全く知らなかったんですね。で

も技大はみんな聞こえない学生ですよね。どんなふうに生活して、どうやってコミュニケーションしているのか、

初めて知って驚いて、聞こえない人の文化も少しずつわかってくるようになって、そうした自分以外の聞こえない

人と出会うっていうこと、これが一つ目です。それからもう一つは、大学の授業の中でバリアフリーという言葉を

学んだり、またディズニーランドをテーマとした授業があったんですね。こうした授業の中で、社会の課題を解決

するためにはどうすればいいのか、これを考えて最終的には提案をするっていう内容の授業があったんです。この

2 つがきっかけで、聞こえない自分としてスタートすることができましたし、今の仕事に繋がっているって思いま

す(10-2:52-62)。 

 

 また、自分の聞こえをあるがままに受け入れたことは、支援を求めるなどの環境調整をし

てもよいと思えたきっかけになっているとのことだった。以下にそのヴァリエーションを

示す。 

 

(質問)最初から支援試して良いやぁと思える人っていうのは思ったよりは少ないみたいで、先生がそういう気持ちに

なれた何かきっかけとか、あと、多分これかなと思うものってありますでしょうか。 

・やっぱり、小中高の時から、自分は聞こえにくいということを自分の中でわかってたからというのが大きいかなと

思います。やっぱり、何もなかったら厳しいなぁっていうものを、自分の中に感じてたので、それが大きかったっ

ていうのと(11-7:232-237)。 

 

 ここから、分析焦点者は、支援者との関わりを経て、自分の聞こえや、聞こえない・聞こ
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えにくい自分そのものをあるがままに受け入れていくと言え、さらにこのことが、その後環

境調整を志向していくにあたっての重要な基盤の一つになっていることがうかがえる。 

 

概念 11［人間的価値の保持］ 

［人間的価値の保持］とは、分析焦点者が、自分は 1人の人間として価値のある存在だと

認識することである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を掲載する。これらから、例えば

聞こえない人に出会ったり、手話のできる聞こえる人々と協働したりする体験などをきっ

かけとして、「何もできない」、「聴者よりも劣っている」等と否定的にとらえてしまってい

たところから、少しずつ「自分は価値のある存在だ」と自信を持ち始めている様子がうかが

える。 

 

・やっぱり、高校に入って、同じ仲間に出会って、やっぱりその、なんていうんだろう。こういう聞こえにくい自分

でも全然やっていける。人としての自信みたいなものが、ちょっとついたので、その自信があったからこそそれが

きっかけになって、じゃあ自分が過ごしやすいためにはどうしようかって言う風には考えるようになったと思いま

す(11-3:79-82)。 

 

・実際に聞こえない人たちと本当に出会うことで、まずは手話という方法があることを知りましたし、それから聞こ

えなくても普通に一人暮らしをしているとか生活ができるとか、聞こえなくても学ぶことができるとか、聞こえな

くても恋愛ができるとか、結婚できるとか仕事ができるとか、これまでずっと聞こえないことが理由で何もできな

いって思っていた私には、すごく世界が開かれたような、そういう感じがありましたね(10-9:295-300)。 

 

・手話ができる聞こえる人がたくさんいたので。僕は聞こえる人は本当は賢いのかどうかわからなかった。というの

はね、聞こえる人の会話は僕には基本的にはわかりませんよね。ほんだら、自分は到底太刀打ちできない会話をし

ていると僕は思ってた。手話使ってしゃべっているのを見たら、「おんなじや！」みたいな。そう変わらないという

ことに気がついた。実は背丈はおんなじやというね(05-9:305-311)。 

 

また、上に掲載した(11-3:79-82)のヴァリエーションから、「聞こえにくい自分でも全然

やっていける」などと、自分についての自信を持つことは、「自分が過ごしやすいためには

どうしようか」といったように、環境調整を志向する気持ちが芽生えるきっかけになってい

ることがうかがえる。 

ここから分析焦点者は、自分を否定的にとらえてしまっていた状態から、少しずつ自分は

1 人の人間として価値のある存在だと認識していくと言え、この動きも［聞こえのあるがま
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まの受容］と同様、その後環境調整を志向していくにあたっての重要な基盤の一つになって

いると言えよう。 

 

概念 12［社会目線の自己分析］ 

 ［社会目線の自己分析］とは、分析焦点者が、社会や人々のあり方を知り、その目線から

自分自身についての理解を深めていくことである。 

 以下にこの概念に含まれるヴァリエーションの一部を示す。これらは、いずれも実は社会

の中では、聴覚障害のある自分のみでなく、障害のある人もない人も、皆苦手なことや難し

いことを持っているということに気づき、自分の置かれた状況と比較的に検討しているこ

とがわかる語りとなっている。そして、こうした気づきを得ることで、実は合理的配慮の提

供を受けることや、そのために環境調整をしていくことが、特別なことではないという考え

に繋がっていることがうかがえる。 

 

・弁護士になってから思っていることの一つとして、コミュニケーションで苦労しているのは実は聞こえない人だけ

じゃなくて、聞こえる人の中にもたくさんコミュニケーションが難しい、大変だと思っている人がいるということ

があります。例えば知的障害の方とか精神障害の方とか、自閉症や脳性麻痺で話せないとか、何らかの形でコミュ

ニケーションが大変な人はたくさんいるんです。かつ、障害が無い人も、性格とかこれまでの人生経験とかでコミュ

ニケーションが苦手、上手くないという人はいっぱいいます。依頼者もそう。みんなコミュニケーションに苦労し

ているんです。なので、それをずっと見ていて、お互いさまと言いますか、みんな何らかの形での大変さがあるん

です。だからお互いさまと思えるようになったのかもしれません(08-7:236-244)。 

 

・障害者が必要なことに、合理的配慮という言葉がついていますけど、障害が無い人たちにも苦手はありますよね。

苦手、しんどい、やるのが大変、というものは誰かが代わりにやればいいのにね。そういう、誰かが代わりに助け

ることを配慮とは言わないと思います。もし普通の障害のない人だったら、合理的配慮とは言いませんね。でもこ

れと、合理的配慮は似ていると思います(04-12:406-410)。 

 

これらに加えて、以下に示したヴァリエーションを踏まえると、成功他者との出会いや、

法律に関する知識の獲得、多様な人々が対等に力を発揮している環境での活躍(［多様者協

力チームへの参加］)などを通して、この社会では、人々が自分の力を発揮するために理想

的な環境を作っていくことは広く認められており、そのための制度もあることを知ってい

くことは、調査協力者が支援を受け入れていくにあたっての、大きなきっかけになっていた

と考えられる。 
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・彼女と会って、英検のリスニングには文字があると教えてもらって、自分がお願いするよりも、制度として英検を

実施する団体が用意をしてくれているということに対して、それだったらお願いしやすいと思いましたね。制度が

ないところにお願いするのではなくて、もうすでにあると言いますか、選択肢として出ているのを見て、なるほど、

お願いしていいんだ、それを使ってもいいんだという気持ちになって、英検も受けたいという気持ちになりました

ね(06-6:208-213)。 

 

・あ、それこそやっぱり権利、権利だから、権利だからいいんだよって繰り返し言われたのもあるし、あとやっぱり

障害者差別解消法とか、法律でもちゃんと認められるようになってきてるから。まぁ頭の中の知識としては、受け

入れているので(02-11:369-371)。 

 

・ろうが集まってくる大学に私も入って、そこでやっぱりすごく影響を受けましたね。ろうが当たり前ですし、ろう

だから通訳をつけるのは当たり前でした。ろうだけじゃなくて、盲の方やろうプラスほかの障害、盲ろう者とか、

ろうの肢体不自由者とか、精神障害の方とか、いろいろな学生さんと出会いました。試験の時間を延長したりとか、

休憩時間も、歩くことが健常者と比べて時間がかかるので、トイレ等々も含めて、休憩時間を延長してほしいと申

し出たら、休憩時間について、時間通りに戻らなくてもいいとの許可が出たりとか、もういろんな、一人一人の要

望に対して丁寧に対応する専門のセンターがあったんです。障害学生支援室のようなね。あるでしょ。ちゃんと権

利として求めて、上の方々、学校の先生も声なしで手話で話していて、堂々と生活や授業をしていました。外部の

先生の時も、自然と書いてください、手話通訳をつけてくださいということがもう当たり前って感じでした。ろう

だけじゃなくて、盲の人や聞こえる人も同じで、例えば黒人の方とかも「黒人だけど関係いでしょ」とか、高齢者

で足が悪い方とかも「自分は助けが必要なんだ、スロープが必要なんだ」って言っているのを見て、なるほど、当

たり前のように頼んでいいんだという考え方に変わっていきました(06-3:93-106)。 

 

同時に、以下に示す通り、調査協力者は、例えば先生からのアドバイスなどをきっかけと

して、この社会では、自分が今困っていることは、他の人にはわからず、自分が支援を求め

ようと考えるならば、自分から積極的に支援を求められるよう、その力を高めていく必要が

あることに気づいたとのことだった。この気づきも、調査協力者が支援を求めていくための、

大きなきっかけになっていたと考えられる。 

 

・初めてノートテイクっていうのを知って、大学の先生に、自分はノートテイクをつけて、講義を受けたいっていう

話をしたときに、私が言うと断られる。断られるんだけど、ろうの先輩が説明すると「いいですよ」と言われるこ

とが多くて、そういう経験をしたので、何回もしたので、私の中では、やっぱり自分の説明がダメなのか、何がダ

メなのかっていうのを、卒論の研究をしたのが一つあって、はい。そこで、やっぱり、ろうの人とか、重度の人だ

と、見て、あぁ配慮が必要だってわかるらしいんです。先生たちは。だけど、軽度だと、その～資料が欲しいとか、

ノートテイクが必要だということは、わからないっていう結果が分かって、じゃあやっぱり自分は言わなくちゃい

けないんだって言うことをそこで学んだんですね、私は(02-1:9-17)。 

 

・大きいのは、小さい時からろうの先輩がやっているのを知っていたから、自然と自分がすることを当たり前だと思っ
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ていたというのがあると思います。健聴の人には、言わないと分からないですから。言わないと分からないのが当

たり前ということで、自分から言うことが当たり前だと思っていました(04-5:162-165)。 

 

・この先生が言ってくれたことは、「A さんは見た目は他の生徒と変わらない。だから A さんが聞こえないことも分か

らないし、聞こえなくて困っていることもわからないし、どんなサポートが必要なのかもわからない」って言って

くれたんですね。この時に初めて、聞こえないって見て分からないんだってことに気づいたんです。その話を聞い

て、すぐ私は学校の校長先生の所に行って、自分は実は聞こえないこと、聞こえなくて困っていること、でもどう

したらいいのかわからない、そういった状況を全部正直に話をしたんですよ(10-1:32-38)。 

 

 また、以下のヴァリエーションが示すように、本人を取り巻く社会の不完全さを理解して

いることで、必要な支援が認められないなど、辛い状況があったとしても、原因は自分にあ

るのではなく、社会の側にあると考えることができ、それが自分自身を守ることにも繋がっ

ていることがうかがえる。 

 

・でも本当に社会は、トップが OK と許可を出せば、OK になることがたくさんありますよね。下の者が反対していて

も、トップが「うん」って言ったらできるから、そうだなぁと思って。それはたぶんろうの世界でも、今まであっ

たんだと思いますね。上が変われば、下も変わってという形で。たまたま今は看護師のトップ層が、ろうのことを

知らないんですよ(04-9:288-291)。 

 

 以上を踏まえると、分析焦点者は、この社会では、人々が環境調整していくことは広く認

められており、かつこれは自分が率先して行う必要があることを知っていくことで、少しず

つ自分は環境調整をしていってよい存在だと認識し始めるなど、社会の目線から自分自身

の価値やすべきことについての理解を深めていくと言える。同時に、社会の側にも不完全な

部分があるという事実を知ることで、現状の問題点を正しく把握することができ、このこと

が自分自身を必要以上に責めることなく、守る働きに繋がっていると見られた。 

 

サブカテゴリー２【活躍する自己像への志向】 

 【活躍する自己像への志向】というサブカテゴリーは、［活躍する自己像への志向］を昇

格する形で生成された。したがって詳細の説明は次の［活躍する自己像への志向］の項目で

述べる。 
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概念 13［活躍する自己像への志向］ 

 ［活躍する自己像への志向］とは、分析焦点者が、自分が社会で十分に力を発揮していく

ことを望み、そのためには環境調整が必要だと感じるとともに、これを求めて働きかけてい

くことの必要性を理解していくことである。 

 以下に、この概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を示す。ここでは、成功他者

との出会いが大きなきっかけとなり、そこから希望を得て(［成功他者からの希望の湧出］)、

自分も彼らのように力を発揮していきたいという考えが芽生えていることがうかがえる。 

 

・まぁ そうですね…やっぱりその、僕の一番のきっかけというのは、聞こえない先輩？ 先輩がいたんですけれど

も、その先輩、たまたま僕が部活動が卓球部だったので、卓球の関係で知り合ったんですけど、その先輩がやっぱ

り聞こえる人の中でも、聞こえる人の中でもすごい、なんだろう、上手くやっていっているというか、すごい、な

んかそういう風ななんか…卓球も上手かったし、なんか人としてすごいなんか関わりが上手い人だったので、そう

いう人と関わるようになって、ちょっと憧れから始まった感じですかね。なんかその辺から自分も何かできるん

じゃないかと思うようになったと思います(11-3:92-98)。 

 

・OB が、大学で頑張ってる OBがたくさん来てくれて講演をしていました。その中で、「大学は情報保障がない、ちゃ

んと準備していないから、そういう学習環境で、自分が勉強していくためには、自分から配慮を求めていく必要が

ある」と言われたんです。配慮について、具体的な内容は何かというと、ノートテイクとか、それから…ボランティ

アの通訳とか、そういうのを求めて大学と交渉する必要があるという話を聞いたんです。なるほどと思いながらそ

の内容、その話を聞いて、自分も大学に入ったら交渉が必要だと思うようになったんです。ただ、大学だけじゃな

くて、聞こえる、一般の社会に参加する時も、そのように自分から交渉していく姿勢が必要になったと思います。

で、実際にその人たちの話を聞いて、へぇ、自分も大学に行って、ろうを受け入れたことが無い大学を選んで、自

分が行って切り拓いて学べる環境を作りたいと思ったんです(01-4:113-123)。 

 

・参加したときに、歳が近い女性がいて、私が 16，17 歳ぐらいで、彼女が二十歳。歳が近くて、他の方もいらっしゃっ

たけど、30 代、40 代、50 代の方でして。彼女は歳が近くて、英語が好きで得意で、ペラペラで、すごい、英検っ

てどう？って聞いてみたら、「英検は文字、テロップを出してくれる配慮がある」って言ってくれて、私はへぇ！

と、聞くというのは聞くだけだと思っていたので、「違う違う。申請すれば、画面のテロップを見てやる方法があ

る」と言ってくれてなるほど！と。それを聞いた後に日本に帰って、留学への興味が湧きたったんです(06-1:27-

33)。 

 

 また、合理的配慮の提供などの支援を受けた際に、それによって自分が快適に情報を得ら

れたり、主体的にその場に参加できたりすることに気づいたことで、自分が力を発揮するた

めには、このような支援が必要だと感じるようになっていったとも語られていた。以下にそ

のヴァリエーションを示す。 
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・なんか二年生の時に、もう何のときか忘れちゃったんですけれども、やっぱりすごく疲れて、自分が聞くのがね、

でやっぱりノートテイクの字を追っていた時に、私はこっちを見て勉強した方が疲れないと思ったことがあって、

やっぱり聞くと、何て言ったのかっていうのを、頭の中で私は復唱して、あ、こう言ったこう言ったってやるんで

すけど、それをやめたら楽になるぞっていうのを二年目の時に気づいて、で、ノートテイクとかそれこそパソコン

テイクがついている時は、そっちを優先して見たり、情報を得ようっていう風になって、はい。そこから私の中で、

情報保障ってやっぱり必要。文字の情報って必要なんだなっていうことが、はい。自覚したというか(02-2:72-79)。 

 

・まず、その場に流れてる音の情報がきちんと入るっていう何か喜びみたいなのを、多分「授業をしっかり受けなきゃ」

とかそんなんじゃなくて、「この場にいて、何もしなくても、自分が努力しなくても、すべての情報が入ってくるん

だ」っていう、嬉しさみたいなのを、多分初めて知ったので、それが、今まで、何ていう…8 割で我慢ではないけ

ど、それでもう満足してた部分が、「この 2 足りないんだ！」ってことに気づかせてくれたきっかけではあるし、

「もうこの 2 をもうちょっと工夫して、何かを両方取れれば、もっと楽しいとかもっとこういい体験ができるかも

しれない」っていう希望を持ってたのは、あるかなと思います(03-8:263-269)。 

 

・さっき話した中で、クラスメイトと議論ができるようになったとか、自分は話してなくて向こうで授業の感想とか

を話しているのを見れるとかですね。だから今までは本当に先生の話だけを集中して聞く、先生の話だけを読み

取っていたのが、クラスメイトと一緒に感想や質問を話し合ったり、ほかの人の話している様子を見たりして、そ

こから新しい気づきが生まれてくるというのが授業中にたくさんあったので、情報が見れる、手話で情報が見れる

というのはこんなに変わるんだと思ったんです。学ぶことができるんです。先生からも、先生の話もありますし、

先生の話も分かるし。周りとの議論もできる。コミュニケーションの壁なく学ぶことができる。学ぶことの楽しさ

を覚えたんです(06-8:264-271)。 

 

さらに、調査協力者からは、大学の支援担当職員との関わりを経て、少しずつ、「支援は

自分から考え求めていっていいんだ」という考えに変わっていったとする語りが得られた。

以下にそのヴァリエーションを示す。 

 

・きっかけになっているかはわからないですけど、情報保障とかパソコンテイクとか、自分のつけたいものだけにつ

けても全然かまわないよって、その時の大学の支援のコーディネーターの職員、職員さんかな、職員さんに言われ

た。多分、恐らく僕がそういうことを、結構相談したか、ポロっと言ったのかと思うんですけれども、実際例えば

ある決まった講義は、別に正直要らないかなみたいな話をしたときに、それだったら外しても構わないし、自分の

好きなようにというか、自分が必要だと思うことを要望したらいいと言ってくれたので、あぁじゃあそうしようか

なって思って、考えるようになったのかなって思いますね(11-8:278-292)。 

 

・今でもなんか、なかなか「せっかくやってもらえてるのにそれを取り消しにするのはなぁ」ってちょっと遠慮しちゃ

う部分があるので、「それは遠慮しなくていい」っていうふうに繰り返し言われていたのと、ちょっと話というか

時期がぽんと飛ぶんですけど、今、手話通訳が入ってる授業が一つあって。手話通訳さんに、「もう少しここはこう

いうふうに通訳して欲しかった」とか「ここが見えづらかった」とかそういう要望を私が伝えられるように、Google

フォームでもうポンと文章を打って、支援ルームに届く、で支援ルームから手話通訳さんへ伝えられるっていうそ
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の流れがもうできているので、そこは、前よりはこう話しやすくなってるというか、いつでも自分がぱっと思った

ことを書き込んで伝えられるっていう仕組みは大学院入ってから整ったので(03-11:362-370)。 

 

その他、調査協力者からは、自らの経験を振り返った結果、改めて、支援は自分から考え

求めていくことが大切だととらえるようになったとする語りも得られた。ここから、他者と

の関わりに加えて、自分自身で考えることでも、新たな気づきを得ていく場合があることが

うかがえた。以下に、そのヴァリエーションを示す。 

 

・じゃあマイノリティーである我々が、すごしやすい社会に変えていくためには、自分が動き始めることがやっぱり

大事なのかなぁって思うので。支援して…支援が十分にできる環境が整っていることだけが、良いことなのかと言

われると、そういうわけではないのかもしれない。その場はいいかもしれないけど、そのあとを考えると、自分で

考えてって経験も大事なのかなぁとは思います(11-13:436-440)。 

 

 このように調査協力者は、さまざまなきっかけを経て、自分の力を発揮していこうという

思いを芽生えさせてきたことがうかがえる。ただし、きっかけはさまざまであるが、これま

でに掲載したヴァリエーションはすべて、調査協力者自身が自然と力を発揮していきたい

と思うようになっている点で共通している。 

 一方で、以下に示すヴァリエーションのように、半ば義務的に力を発揮していこうと考え

るようになったとする語りも得られた。 

 

・その校長先生って、私の大学の言語過程の、大先輩。だから難聴学級とかの経験もあるし、もちろんろう免ももっ

ている校長先生で、やっぱり私が難聴だっていうので、難聴の先生でも、やっぱり普通学校で働けるっていうのを

俺は証明したいんだって言ってくれる人だったので、はい。その影響も少なからずあると思います。 

 (中略) 

 まぁ、考え方が変わったっていうか、すごいプレッシャーでしたよ。やっぱりね、身近に難聴の先生って当時はい

なかったので、はい。つくばにね、Ａ先生はいるんですけど、当時は知らなかったので。そういう意味でも、自分

がやんなきゃいけないんだって思って、すごいプレッシャーだった記憶があります(02-6:209-218)。 

 

 この語りでは、調査協力者は力を発揮していかなければならないとプレッシャーを感じ

ており、また身近に難聴の先生がいてほしかったという思いが見受けられる。そのため、分

析焦点者にとって、このような形で力を発揮していこうと考えるようになることは、時に過

度な負担となってしまう恐れがあると言える。したがって、このような形を否定するわけで

はないが、［成功他者からの希望の湧出］をきっかけにするなどして、自然と力を発揮して
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いきたいと思うようになっていくことが理想的であるとは言えるだろう。 

 また、先ほどの(03-8:263-269)など、支援を受けることが［活躍する自己像への志向］の

きっかけとなっていたヴァリエーションは複数存在したが、同時に以下に示すヴァリエー

ションのように、支援を受ければ必ず［活躍する自己像への志向］に繋がるわけではないと

する語りも得られた。 

 

・講義とか講演会とか行って、「ほうなるほど。勉強になった！」と、所謂納得したり腑に落ちたり発見したりという

経験が僕にはない。だって高校の時授業分からないんだから、自分で参考書見て勉強しているだけやから、授業を

聞いて自分の気持ちが揺さぶられるという経験がない。だからノートテイクを見たところで、ちっとも何の影響も

ない。むしろ座らされて、ノートテイクしている人に気を遣って。そんなんやったら、まだ僕参考書見て勉強した

方がいいやんみたいな風になっていくわけですよね(05-4:115-120)。 

 

・その時は正直、手話通訳…私は手話が得意ではなかったということもあって、手話通訳が読み取れなくて、初めて

つけたので少し戸惑いもあって、だからその時は特に感じるものはなかったです(06-7:248-250)。 

 

 これらの語りに共通するのは、支援はあるが、それが本人にとって快適な情報収集等に繋

がっていないという点である。したがって、ただ支援を受けるだけでは［活躍する自己像へ

の志向］のきっかけになるとは限らず、自分が快適に情報を入手できたり、主体的にその場

に参加できたりする支援を受けることが重要だと言えよう。 

また、以下に示す通り、自分に対する自信がもてていない状態だと、力を発揮しようとは

考えられなかったとする語りがあり、ここから【自己輪郭の内外的ピント調節】を行い、自

分の価値等を見いだし、自信をつけておくことが、［活躍する自己像への志向］の条件になっ

ていることが示唆された。 

 

・なんか、話がちょっと逸れちゃうかもしれませんが、あの～、その、ちょうど中学校くらいまでは、どちらかとい

うと自分の聞こえにくさということを、すごい悩んでいて。なんかその、前を向けないって言うんですかね。自分

から何かをしようとか、行動しようということは考えられなかったんですけど(11-3:75-79)。 

 

 以上を踏まえると、分析焦点者は、さまざまなきっかけを経て、自分が社会で十分に力を

発揮していくことを志向していくようになっていくと言える。この際、自然と志向するよう

になっていくことが理想的であり、またこの動きは、【自己輪郭の内外的ピント調節】を行

い、自分の価値等を見いだし、自信をつけておくことが前提になっていると考えられる。  
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サブカテゴリー３【環境調整観の多角高度化】 

【環境調整観の多角高度化】というサブカテゴリーは、分析焦点者が、環境調整の意味や

価値を多角的にとらえられるようになっていくプロセスを示している。プロセスの詳細は

以下の通りである。 

自分自身を客観的にとらえ、力を発揮していくためには環境調整が必要と気づいた分析

焦点者は、本来の力を発揮するため、実際に環境調整していこうと思い始めていく(［環境

調整実践意識の芽生え］)。 

そして、実際に理想的な環境を作ろうと何度も行動を起こしていく等、さまざまな経験を

重ねる中で、分析焦点者は、一見、聴覚障害者のためにあると思われる支援が、実は支援提

供側にとっても価値のあるものだと認識したり(［Win-Win支援観の確立］)、支援やそれを

求めることは、皆のためにもなることに気づいたり(［“支援 for all”観の確立］)、或い

は自分が社会的責任を果たすためには支援が必要であり、自分は支援を求めていく責務が

あると考えるようになる(［“支援=責任遂行基盤”観の確立］)など、環境調整の意味や価

値を多角的にとらえられるようになっていく。その結果、分析焦点者は余裕や自信をもって

環境調整を行えるようになっていき(［余裕のある対応姿勢］)、理想的な環境の実現を目指

して、さらに行動を起こすようになっていく。 

以下に、本サブカテゴリーを構成する上述した 5個の概念について説明する。 

 

概念 14［環境調整実践意識の芽生え］ 

 ［環境調整実践意識の芽生え］とは、分析焦点者が、自分の本来の力を発揮していくため

に、環境調整をしていこうと思い始めることである。 

 以下にこの概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を示す。ここでは、理想的な環

境ならば、自分は本来の力を発揮できるが、逆にそうでない現状では、自分は苦しく、力も

発揮できないことを知ったことで、何とかこの環境を理想的なものへ変えていこうと考え

始めていることがうかがえる。 

 

・成長したい！ やりたい！という気持ちもあります。合理的配慮がないと自分が成長できない、仕事ができないと

いうことを知るところから、何があれば自分はできるのかと考えて提案するようになったと思います(06-9:295-

297)。 

 

・やっぱり、情報があるとできることがあるということが、さっき話した通りわかったので、そういうことができる
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状況、環境になってほしい、なる必要がある、ないと自分の力が発揮できない、活躍できないということがわかっ

たので、自分が必要な環境になるように、手話で話してほしいと言ったりとか、手話通訳をつけてほしいと言った

りとか、わからないときは質問してと言ったりとか…できることを知ったから、こうなるために必要なことは何か

というところがわかってきたんだと思います(06-8:287-292)。 

 

・支援を受けられるようにというか、支援を求めるようになったきっかけが、先ほど言った、手話サークルの先輩が、

ロールモデルになる人がいらっしゃったっていうことと、あと、実際授業の中で、授業とか課題の中で、肉体的に

しんどくなってきたっていう。ずっと耳で聞いてるから聴力も落ちるし、しんどいし。これは何とかせねばならな

いっていうのを徐々に徐々に感じ始めたっていうこと(03-7:217-221)。 

 

 また、次に示すヴァリエーションから、力を発揮したいと思っており、そのためには環境

調整が必要だという強い思いがあれば、たとえ周囲の理解が得られない状況であっても、一

生懸命環境調整をしようと行動を起こしていける場合もあることが示唆された。 

 

・インターンの時も手話通訳をつけて行きたいと、自分から希望して、連れてきて、一緒に回っていたんですけど、

病院から見ると、「手話通訳が必要なの？ 甘いね」と見られてしまって。まぁわかりますよ。構いませんよ。でも

私にとっては病院で見て回るときに、手話通訳が無かったら、何もわからないです。話していても、その雰囲気を

掴めません。だから、私は自分で判断して、手話通訳をつけたんです(04-6:184-189)。 

 

 ここから、分析焦点者は、自分が本来の力を発揮していきたいという思いと、それができ

ていない環境を認識することで、自分が力を発揮していくために環境調整をしていこうと

いう思いが芽生えていくと言える。 

 

概念 15［Win-Win支援観の確立］ 

［Win-Win支援観の確立］とは、分析焦点者が、一見、聴覚障害者のためにあると思われ

る支援が、実は支援提供側にとっても価値のあるものだと認識することである。 

以下にこの概念を構成するヴァリエーションの一部を示す。ここでは、相手に筆談を頼ん

だ結果、相手も筆談を通して考えが整理されたといったように、実際に支援を求めていった

中で、自分がお願いした支援が、実は支援を提供する側にとっても価値のあるものになって

いた体験があったことが語られていた。調査協力者は、こうした体験を得たことで、支援は

自分にとっても支援を提供する相手にとっても価値のあるものだと気づいたとのことだっ

た。 
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・そうですね。配慮を求めることが、相手の時間を取るとか、相手に苦労をかけるってことだけじゃないんだってい

うふうには思いました。実際書いてもらうっていう作業って、こう手を使うっていうことになるので、ひと手間か

かるんですけど、その書くことで相手も自分の考えが見て「整理されたわ」っていう感覚にもなるし、より 2 人で

わかりますしたっていうふうに共有できる確証があったりとか(03-16:544-548)、 

 

・自分ができると表明することで、自分が助けてもらうだけじゃなくて、自分の組織の人たちも、これまでは「あ～

あの人はかわいそう」とか「できないから、どう助けてあげたらいいのかなぁ」と自分と周りの人の間に距離があっ

て、周りの人たちも困っていたけれど、通訳がいるから一緒に対等にできる！ お互いに助け合えることがあるん

だ、いろいろとできることがあるんだということを知ったのも大学ですね(06-4:117-121)。 

 

 さらに、こうした気づきを得たことで、例えば「筆談は相手にとっても必要だから」など

と考えて、遠慮せずに支援を求めていくことができるようになったとする語りが得られた。

以下にそのヴァリエーションを示す。 

 

・「相手にとっても筆談は必要だから」と、そう思った後は、私は遠慮はいらないなぁと。お互いにコミュニケーショ

ンをとるために筆談は必要なので、お願いすることに対して遠慮はいらないと思いましたね(08-3:92-94)。 

 

 そして、調査協力者からは、支援を求める際にこの認識を活用し、「相手にもメリットが

ありますよ」と説明することで、相手の理解を促し、より提供されやすくなるよう工夫して

いたとする語りが得られた。以下にそのヴァリエーションを示す。 

 

・自分の意見を通すためには、自分の意見、自分にとってメリットがあるということを説明するだけでは通らないん

です。その意見、自分の意見を、相手が受け入れた場合にどんなメリットがあるのか、そういうことを説明する方

が、相手に受け入れてもらえやすいんです(01-10:341-344)。 

 

 これらから、分析焦点者は、自分がお願いした支援が、実は支援を提供する側にとっても

価値のあるものになっていることを認識することで、遠慮せずに、したたかに支援を求めて

いくことができるようになっていくと言える。 
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概念 16［“支援 for all”観の確立］ 

［“支援 for all”観の確立］とは、分析焦点者が、支援やそれを求めることは、自分だ

けでなく、みんなのためになると認識することである。 

 以下にこの概念を構成するヴァリエーションの一部を示す。ここでは、例えば会議場面に

おいて、自分が通訳などの支援を受けることで、自分だけでなく、他の人も自分と話ができ

るようになっており、また全体としてみた時も、参加者全員が情報を交換できる有意義な会

議になっていたことに気づいたという体験などが得られた。こうした体験から、調査協力者

は、自分が支援を求めてそれを受けることは、自分にとって価値があると同時に、相手やそ

の場にいる皆にも恩恵をもたらしうる、価値のある行動だと認識していったとのことだっ

た。 

 

・そうですね。配慮を求めることが、相手の時間を取るとか、相手に苦労をかけるってことだけじゃないんだってい

うふうには思いました。実際書いてもらうっていう作業って、こう手を使うっていうことになるので、ひと手間か

かるんですけど、その書くことで相手も自分の考えが見て「整理されたわ」っていう感覚にもなるし、より 2 人で

わかりますしたっていうふうに共有できる確証があったりとか、あと子どもに関わってる場合はちょっと違うなと

思う部分が、「じゃあ先生のためにこれしてあげる。僕こんなことできる」みたいな感じで、自分の有能感みたいな

のを、子供自身が感じられる。相手の役に立つことができるんだみたいな、何かそういう嬉しさを体験する、何か、

何かきっかけとして悪くないなとは思う(03-16:544-552)。 

 

・自分が参加できるようになることで、他の人も、私から意見をもらえる、私に活躍してもらえるという、対等な立

場で仕事や授業の役割分担ができる状況になるので、聞こえる人にとっても、どんな配慮が必要なんだろう？とか、

書いてあげないといけないとか、何をやってあげないといけないのかがわからないから、距離をとってしまうとい

うことは違っていて、通訳がいるから聞ける！ お願いできる！ 意見を聞いたり話し合ったりできるという良い

面があるので、合理的配慮は結局自分のためだけじゃなくて、みんなのためになるっていうことを知ったんです。

私が聞こえる人の中に入っていくときに、聞こえる人たちにパソコンでの入力をお願いすると、自分の仕事とパソ

コン入力の負担がかかってしまうから、専門の人を雇うことで、みんなが仕事に集中できますよね。専門の人に任

せることで、安心してできる。お互いに助け合うことができていいなぁということがわかったんです。会社として

は通訳費の負担という面があるかもしれないけれども、全体的に見て、話し合いができて、また聞こえない人や障

害のある人と一緒に働くことで、多様性の理解もできて、いい効果になっていると思いますね(06-10:341-353)。 

 

 また、次に示すように、こうした認識を活用し、「他の人にとっても役に立ちますよ」と

説明することで、支援を求めた経験があるとのことだった。ここから、この認識を活用する

ことで、よりしたたかに支援を求める交渉ができるようになっていくと考えられた。 

 

・私だけじゃなくて、他の人たちも、今コロナ禍でオンラインになっていますから、字幕は私のようなろうだけじゃ
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なくて、それ以外の人の助けにもなりますよね。例えば子供の世話をしていて、子どもがワーってなって子どもの

相手をしていても、字幕を見たらわかるんですよね。こんな風に、字幕は私のようなろうだけじゃなくて、聞こえ

る人にとっても良いみたいな、提案をして説明した方が、相手ができると、お金とか人員的にできる提案を先にし

てあげて、相手が OK と言ったところで、手話通訳も欲しいんですと提案するみたいな交渉技術も少しずつ高めて

いっていましたね(04-14:480-487)。 

 

 そのため、分析焦点者は、自分が支援を求めて、自分の力を発揮していくことは、自分に

とって価値があるのと同時に、相手やその場にいる皆にもよい効果をもたらしうると認識

することで、自信をもって、よりしたたかに環境調整をしていくことができるようになって

いくと言える。 

 

概念 17［“支援=責任遂行基盤”観の確立］ 

［“支援=責任遂行基盤”観の確立］とは、分析焦点者が、自分が社会的責任を果たすた

めには支援が必要であり、自分は支援を求めていく責務があると認識することである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。ここでは、支援は、例えば会社

に貢献するなど、自分が社会的責任を果たすために必要であり、故に自分は支援を求めてい

く責務があるととらえていることがうかがえた。 

 

・障害の程度から言うと、なんか、1 から 10 まですべて支援を必要とする立場にないので、ちょっとお答えとして

は、ちょっとどうだろうな、お答えにならないかもしれませんけど、仕事という面で言うならばね、基本にあるの

は、向こうが提供するというよりは、こっちの本来の能力を発揮するために、あちらからも、提供してもらうとい

う Win－Win の形になることが基本なのかなと私は思ってるんですね。障害のある社員がその提供を受けてって何

のための提供なんだって言ったら、こっちの本来持っている力を発揮する、であちらに利益を提供する、労働力を

提供するためのものっていうのが基本だと思うので、例えば聞こえにくいという立場で教員の採用試験を受けたの

であれば、自分の聞こえにくいとか、今までの経験含めて、聞こえない子供とのコミュニケーションも含めて、私

だったらいろいろな力を発揮できるというところを売りにして、あちらにその利益を提供する、そういう Win-Win

の関係になることを目指して、いろいろな交渉とかも始まるのかなと思いますね(07-9:310-321)。 

 

・昔の自分の場合は思っていたのかもしれないけれど、会社に入ってからは、コミュニケーション面の支援が無い場

合は、私は困るし、私だけじゃなくて会社も困ってしまいますよね。(支援が無いと)私は会社の役に立たなくなっ

てしまう、その結果会社も仕事の効率が下がってしまい、会社としても困ってしまいますね。私が必要とする支援

を受けれた場合は、私は会社の役に立つ、仕事をすることができる、その結果会社も喜ぶ、お互い様なんです。会

社のためにも支援を求めることが当たり前という気持ちになっていいと思います。言いにくいことだけど、お互い

のためだから(08-10:348-354)。 
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 なお、次に示す通り、上記のようなとらえ方は、実際に社会に出て働き始めてからできる

ようになっていくことがうかがえた。 

 

・正直自分が学生の時に、そこまで気がついてたかというと自信はないですね。やっぱり働き始めてお金をもらう立

場になって、ちょっとずつちょっとずつ気づいてきたことかもしれませんね。 

 (中略) 

 あのね大学の学生の場合は、どこまでやっても自分のためのものですよね。うん、学びにしろ調査にしろ、いろい

ろな交流にしろ、時間も自分の好きなように、場所も自分の好きなように、限界はありますけどね、設けていって

いいんだけど、仕事として始めたら、それは自分の個人としての活動なのか、仕事としての活動なのかというわか

れ目が出てきます。例えば研究会に参加すると言っても、自分の個人の活動で参加するのと、自分の勤務時間とし

て参加するのとでは意味が違ってくるので、その辺り、仕事としてやるということと、個人として活動するという

ことが、わかってくるんですよね、お金をもらい始めると。逆に、どう言ったらいいんかなぁ…周りに求める…な

んていうんだろう…同じ職場の人に対しても、仕事として求めるんだったら、やっぱりその時間も気を使わなきゃ

いけないし、場所も気を使わなきゃいけないし、内容にしても、こちらの個人としての活動でやるのと同じ勢いと

熱量で求めてたんじゃ、こっちは何でそこまで付き合わなあかんねっていう気持ちにさせてしまうんで。そういっ

た経験を経てくると、やっぱり仕事って何のためかって言ったら時間と自分の力、労働力を与える見返りに、お金

をいただくっていう、そういう、まあ、ある意味ドライな関係ですよね。そういうふうに考えることができるよう

になったということがあると思います(07-10:347-368)。 

 

これらから、分析焦点者は、社会で働く経験を重ねていく中で、自分が社会的責任を果た

すためには支援が必要であり、自分は支援を求めていく責務があると認識していくと言え

る。そして、このような認識を持つことで、堂々と環境調整をしていくようになっていくと

言える。 

 

概念 18［余裕のある対応姿勢］ 

 ［余裕のある対応姿勢］とは、分析焦点者が、精神的優位に立ち、心に余裕のある対応を

するようになることである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。ここでは、調査協力者は支援を

求めていくにあたり、堂々と、心に余裕のある対応をしていることがうかがえた。 

 

・支援も恐る恐る「お願いします…」ではなくて、お互いのために必要なんですと、もっと堂々と求めていいと思い

ます(08-11:366-368)。 

 

・通訳者に対しての批判も同じで、「わからない！」と怒って批判することはできますが、ちょっと立ち止まって考え

てみると、何のために批判するのか？といった目的が大事なのではと思います。通訳者にとっての意味って何で
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しょう、それを考えるのと同じことです。だから、私は通訳者に批判はせず、「わからないなぁ」と思った時は、批

判ではなくて具体的に質問します。けれど、質問する時に、「その通訳表現がわからないのだけれど、何かそういう

表現となった背景はありますか」と、相手の背景を必ず含めて質問するんです。もしかしたら、例えば講演の発表

者の話すスピードが速いのかもしれない、通訳者がたまたま別の理由で通訳ができなかったのかもしれない、いろ

いろな背景があるのに、それを私が知らないまま指摘することはできません。だから背景は何かを聞いて、相手に

教えてもらって、「なるほど」と、もし発表者の話すスピードが速かったということであれば、「わかりました。私

から改めて発表者の方々にゆっくり話してください」と私はお願いすることができます。こんな感じでしっかりと

建設的対話を続けていくことができます(09-10:353-364)。 

 

・だから、丁寧に一緒に仕事をするために、これらが必要ってなった時に、自分から「これが欲しい」だけではなく

て、この方法…例えば手話通訳を用意する時に、「あそこにお願いすればいい」とか、「通訳を用意してください！」

だけだとみんなわからなくて戸惑ってしまうので、「あそこならば通訳を用意できる」、「あそこならば字幕を用意

できますよ」と言ってあげる、情報を一緒に提供してあげるんです。内容によっては、すべてに通訳をつけること

を求めるのではなくて、例えば内部での打ち合わせだけとか、字幕や文字起こししたものを読む方法でも大丈夫で

すよと言ったりとかね(06-11:394-401)。 

 

 このうち、特に(08-11:366-368)では、調査協力者が、支援は自分にとっても支援を提供

する相手にとっても役立つものだとの認識を確立させていることが見て取れる(［Win-Win

支援観の確立］)。したがって、これまで述べてきたさまざまな支援観を確立させているこ

とで、［余裕のある対応姿勢］をとることが可能になっていると言える。 

 

３．理想への挑戦的前進 

 『理想への挑戦的前進』というコアカテゴリーは、分析焦点者が、思い描いた理想的環境

の実現を目指して、果敢にチャレンジしていくプロセスを示している。プロセスの詳細は以

下の通りである。 

前述した［環境調整実践意識の芽生え］が起こった分析焦点者は、思い描いた理想的環境

の実現を目指して、果敢にチャレンジしていく。こうした行動を起こすことは、分析焦点者

が環境調整の意味や価値を多角的にとらえられるようになるきっかけにもなる。そして【環

境調整観の多角高度化】を果たしていくにつれて、分析焦点者は、さらに果敢にしたたかに

チャレンジしていくようになっていく。 

 本カテゴリーは、［理想への挑戦的前進］が昇格する形で生成された。以下、この概念に

ついて説明する。 
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概念 19［理想への挑戦的前進］ 

［理想への挑戦的前進］とは、分析焦点者が、描いた理想的環境の実現を目指して、果敢

にチャレンジしていくことである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。これらから、調査協力者は、自

らが理想とする環境を想定して、それが実現されるよう果敢に行動を起こしていることが

うかがえた。 

 

・で、例えば会社の説明会で、参加が義務のものはこれまでも通訳がついていたんですけど、任意参加で参加したい

人はどうぞ～という感じの説明会は、私が参加するかどうか確認して、前もって私が参加したいと申し込んでから

通訳を準備する方法でした。しかし、ほかの職員は当日欠席することができる、はじめは行く予定だったけどなん

か忙しくなったから欠席するということがありますね。それとコロナ禍が始まってから、録画を始めたんです。任

意参加だけど、録画が保存されるから後で見られますよっていう感じに大きく変わって、その時に私達はどうす

る？ってことになりまして。私たちが参加するしないに関係なく、職場全体としてどうぞという説明会や研修の場

合は、通訳をつけてほしいと言ったらわかりましたということで、今は、参加するしないにかかわらず通訳をつけ

てくれるっていう形になりました(06-5:152-161)。 

 

・その研修では、最後には感想などのアンケートを提出しました。そのアンケートの内容は…まずは研修の内容はど

うでしたか？という質問がありました。それに対して私は、聞こえないので手話通訳をつけてもらえるようお願い

しましたが、結局ありませんでしたので、残念ながら講師の話の内容を掴むことができませんでしたということを

書きました。その結果、私はしっかりと仕事をすることできないかもしれないという不安があるということを、書

いて説明しました。で、実際に予算の面で厳しいところもあるかもしれませんが、私のために手話通訳をつける意

味とは何か、つまり私に手話通訳をつけるのは、私が情報を得るためだけではありません。私に手話通訳をつけて

しっかりと情報を受け取れるようにすると、その結果私はしっかりと研修の内容を理解することができるようにな

りますよね。それは、ハローワークへ来てくださるお客さんに対するサービスの内容や質の向上に繋がっていきま

す。つまり、最終的には、私だけのものではなくて、来てくださるお客さんのためになるのです。それは、ハロー

ワークの組織全体の利益になるんです、と書いて、研修の担当者に渡しました(01-1:32-44)。 

 

・で、なるほどと思って、僕にとってのモデル、聞こえる人で手話ができる人のモデルは、その先輩の 4 回生の人。

「このような人になるべき」というね、理想、聞こえる人の理想形みたいなのを、僕が勝手に作った。で、2 回生

になった時に、新歓ありますよね。ビラを配って集めてくるときも、急に難しいことを要求するわけ。手話を覚え

てもう、今日は手話勉強会 3 回目だから、今日から手話使ってしゃべりなさいって。「聞こえないやつがいたら、

指文字でいいから手話使え！！」ってことを要求した。そしたら、誰も残らなくって、みんなやめてしまった(05-

4:141-147)。 

 

・ともかく文科省と交渉して予算をとる必要があるから、時間がかかるために、すぐに手話通訳はつけられないけど、

代わりにノートテイクのお金を出しますね」と言われました。 

 (中略) 
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 だから初めから断られた、ということは無く、時間はかかるけど、その代わり、まずはノートテイクはどうか？と

いうことで支援してもらいました。で、最初は友達のノートを貸してもらう方法で勉強をしていたんですけれども、

でも頼りきりじゃなくて、自分からも積極的な姿勢を見せることが必要だと思っていました。だから、大学に入っ

たその日から、まじめに講義に参加して、休みませんし、抜けることもありません。席もわざと目立つように、一

番前の席に座っていました。もちろん、一番前に座っていても、私には話は分からないんですね。私は完全なろう

なので。話は分からないけれど、とにかく前に座って、アピールするようにしていました。これをいつも意識して

いたんです。 

 (中略) 

 このように、教授会での議論の時に、印象が良くなるように、意識しながら戦略的に、そのために勉強を進めてき

たんです。そういう…何というかなぁ…大学側が、仕方なく付けてあげるのではなくて、いやいやあの学生の為な

らばつけてあげるべきといったように思わせるような姿勢が大切だなぁと思っています(01-5:160-189)。 

 

・自分のチーム内での毎週行う会議の時は、同じチームのみんなに頼んで、Google Document を使って、UDtalk はそ

の時はなかった、広まってなかったので、きいて文章を打ってリアルタイムにそれを見るという方法をとっていま

した。またその時も、みんな文字を全部聞いて打つのではなくて、簡単にまとめて大事なポイントだけで構わない

ですと、ですますも省いてくださいと説明をして、何回も聞く言葉は短い名前を作ってとか、人の名前も頭の１文

字だけみたいな形に変えるといったように、一緒に工夫をしてやっていました。チームにも参加していって、私が

何か質問があるときは文字で打つというのはあったけど、通訳が認められることはなかったですね(06-4:140-

147)。 

 

このように、さまざまな手段を用いて、理想的環境を目指して行動していたとのことだっ

た。 

その中でも特に、(01-1:32-44)や(01-5:160-189)、(06-4:140-147)から、調査協力者は、

理想的環境を実現するために、懸命にしたたかに自分にできることを重ねてきたことがう

かがえる。例えば(01-1:32-44)では、「手話通訳は組織のため、お客様のためになる」とい

う論理を持ち出して交渉していた。(01-5:160-189)では、自分にできる工夫をしたたかに実

践し、支援提供者である教授会からの好印象を勝ち取っていた。(06-4:140-147)では、理想

とする環境調整が行えない厳しい状況でも、自分が主導となって、現状で可能な環境調整を

考え、それをお願いすることで、少しでも理想とする環境に近づけていっていた(自分調整

の戦略的な活用)。なお、自分調整については後述する概念 23［自分調整によるその場しの

ぎ］で詳しく述べる。 

同時に、これらのヴァリエーションからは、これらの行動を起こすことができた理由を読

み取ることもできた。例えば(01-1:32-44)では、調査協力者は手話通訳を組織全体の利益の

ために必要だと考え、行動を起こしており、［“支援=責任遂行基盤”観の確立］がこの行動

の背景にあると言える。また(05-4:141-147)では、調査協力者は自分が会話に参加できるよ
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うになるために手話が必要と考え、要求しており、［環境調整実践意識の芽生え］がこの背

景にあると言えるだろう。つまり、これらの行動を起こすことができた背景には、『環境調

整観の成長』も寄与していると言える。 

また、以下の語りから、これらの行動を起こすことができた背景の一つに［多様者協力

チームへの参加］があることがうかがえた。 

 

・今の職場の場合はやっぱり先輩がいて、理解者がたくさんいますし、また担当している仕事の中に、ろうのサポー

トがあるので、特別にろうに対する理解がある職場だと思います。情報保障が必要という考えを持っているところ

に私は入ったので、お願いすると前向きに考えてくれるのかなぁと思っています(06-5:172-175)。 

 

 したがって、分析焦点者は、『環境調整観の成長』等に伴って、自らが理想とする環境を

想定して、それが実現されるよう果敢に、そしてしたたかに、さまざまな工夫を考え、行動

を起こしていくようになると言える。 

 

４．自信崩壊のクライシス 

 『自信崩壊のクライシス』というコアカテゴリーは、分析焦点者が、これまで築き上げて

きた自信や価値を揺るがされる事態に直面するプロセスを示している。プロセスの詳細は

以下の通りである。 

分析焦点者は、環境調整を、「他人に迷惑をかけてはならない」といった自分自身の規範

と反する行為ではないかととらえてしまったり(［拭い切れない憚り感］)、勇気を出して環

境調整しようとするも、断られてしまい、かつ自分もどうやって交渉していけばいいのかわ

からなくなってしまったり(［解決できない違和感事例への直面］)など、これまで築き上げ

てきた自信や価値を揺るがされる事態に直面してしまうことがある。 

 以下に、本コアカテゴリーを構成する上述した 2個の概念について説明する。 

 

概念 20［拭い切れない憚り感］ 

［拭い切れない憚り感］とは、分析焦点者が、力が発揮できる環境にしたいと思う一方で、

本当にそうしていいのかという思いが拭えずに悶々とすることである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。ここから、調査協力者が「自分

のためだけに環境を変えてしまって本当にいいのか？」、「自分は聞こえが軽く、支援を受け
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てもいいのか？」、「自分が聞こえない、場に参加できていないことが可視化されてしまうの

ではないか？」などと、環境調整を進めていくことに対して、本当にそうしてもいいのかと

いう疑問や不安が湧いてきて、悶々として立ち止まってしまう様子が見て取れる。 

 

・ましてやさっき前例のないことは良いことだなんて言ったけど、今までなかったことをね、させている自分ってど

うなん？っていう。もちろんやっぱり葛藤っていうのかね、あるんだけど…うん。はい(02-10:355-357)。 

 

・僕は聞こえが軽かったこともあったので、支援必要かなぁ？どうかなぁ？というところはちょっと迷ったとこが

あった(11-7:229-230)。 

 

・そうですね。なんといいますか、私のためだけにやってもらうというのは、学校に申し訳ないといいますか、目立っ

てしまうのも嫌でしたし、手話通訳がないと私は生きられないみたいな感じで見られてしまうというか、聞こえる

人の中で生活しているのに、そこに参加できないみたいなことが、可視化されてしまうんじゃないかという悩みが

あったと思います(06-7:240-243)。 

 

 また、以下の語りからは、相手に支援をお願いすることで、「その分、自分はもっと頑張

らないと」と、支援を受ける自分の責任を過大にとらえてしまい、それに押しつぶされてし

まうことがあることもうかがえた。 

 

・相手にお願いすることで、それに見合った成果を私が出さなきゃいけないってプレッシャーが結構かかる。「これ

を質問したから」とか「これをこういうふうにお願いしたから、じゃあそのパフォーマンスをしっかりしてね」っ

ていうふうに圧がかけられているように感じる。あの…他の人、他の人よりもできなくちゃみたいな感じですかね。

なんか配慮をお願いするっていうので、1 回負荷がかかっ…相手に負荷がかかるから、他の人にはその負荷がない

のにこのぐらいのパフォーマンス、でも私はお願いした分だけもっとやらなきゃっていう感じが出てくる。なんで

周りと同じ…出来でいいんだっていう何かを感じにはなりにくくて。相手にお願いした分、私ももっとやらな

きゃっていう…別に悪い循環ではないと思うんですけど、結構自分の首を絞めている感覚になる(03-16:564-572)。 

 

 さらに、以下のヴァリエーションが示す通り、周囲に迷惑をかけたくないと思い、支援を

受けることは申し訳ないと思ってしまうこともあるとのことだった。 

 

・なんか支援をしてもらうこと自体が、申し訳ないと思ってたんですよね。文字は必要だってわかってるんですけど、

そういうことをさせているのがなんか申し訳なくって、うん。自分なんか特に大体聞こえているのに、なんか本当

に申し訳ないなっていう気持ちがずーっとあって(02-10:352-355)。 
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・必要は時は、もうしょうがないから、紙とペンを持っていて、それらを取り出して、「筆談をお願いします」って

やっていましたね。必要な時はもうしょうがないんです。でも相手に対して、「相手は面倒だろうなぁ」、「申し訳な

いなぁ」という気持ちがありましたね。遠慮をしてしまうことが多かったですね(08-2:71-74)。 

 

このように、聞こえの軽さや、前例が無いことなど、理由はさまざまであるが、共通して

分析焦点者は、環境調整していくことに対して、本当にそうしてもいいのかという悩みが生

じ、またそれを上手く解決することができず悶々としてしまうことがあると言える。 

 

概念 21［解決できない違和感事例への直面］ 

［解決できない違和感事例への直面］とは、分析焦点者が、「これは違う」と違和感はあ

るのに、上手く解決できない事態に直面して悶々とすることである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。ここから、調査協力者は、自分

が必要と考えていた環境調整を進める中で、相手にはっきりと断られてしまうなど、自分の

力ではどうにもできない事態に直面し、ショックを受けた経験があることがわかる。 

 

・えっとね、まずね。あの～学校っていうシステムがそもそもわかんなかったんだよね。だから、初任研の研修に行

くって言っても、情報保障を誰を相手に交渉したらいいかもわからないし、実際自分が交渉していいのかもわから

ないし、っていうのがあったし。どうやって交渉したらいいか、なんだろう、手段としても分からないし、そうい

うところで通訳を欲しいって言ってた割に、私は誰に向かって言ってたんだろうって今でも思うし、でもまぁ、教

育委員会から情報保障認めませんって言われたときはさすがにショックだったし、そうだねぇ。だからやっぱりわ

かんないのが一番つらかったかなぁ(02-12:420-426)。 

 

・とりあえず、インターンが終わった後、その看護婦長の人たちと会って、話をしたんです。前もってメールで終わっ

た後に話がしたいですと伝えておいて、相手もわかりましたということで、会いました。どうでしたか？と聞かれ

て、私は、そうですね、もし手話通訳が無かったとしたら、いろいろと思うところは向こうにもあったと思います

けど、情報が分からない、漏れてしまっていて、問題が起こってしまわないように、わたしはやっぱり手話通訳が

一緒にいる方がよいですと、皆さんに話をしたんです。けれどもその方たちはみんな、「え？ 通訳をつける？ お

金は？」と。お金は？と言われたら、病院持ちですかねぇと。そしたら、無理かなぁと思って…ちょっと難しい…

全く無理かぁと分かってしまった時、心が折れてしまいましたね。どうしようって(04-6:191-199)。 

 

 また以下の語りから、調査協力者が、あるべきとイメージする状況に対して、そうなって

いない現状に直面するとともに、解決方法がわからず悩んでしまった様子も見て取れる。 

 例えば(03-9:297-307)のように、話し合いのうえで納得してある支援を受けたが、実際に

はその手段のみでは上手く問題が解決されていないことに気づき、しかしどうすればよい
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のかわからず困惑した経験などがあったとのことだった。 

 

・実際に合理的配慮を私が受け始めて、難しい…難しいというか、これが私が引き受けていく苦労なのかなって思っ

たことが…例えばスペイン語のリスニングの課題をみんなは毎週解いているけれども、私は代替課題でスペイン語

の何か映画を見て、スペイン語の書かれた質問を読んで、スペイン語で答えるみたいな、筆記のワークを解いてい

く課題に変わったんですけど、なんか、私だけしかその課題をやっていないので、困ったときにあの課題のここっ

てどういう意味だったっていうふうに周りに聞けないんですよ。みんなと同じことをしてるわけじゃないから、

困ったときに、ちょっと頼りづらいっていう。配慮を受けることでなんか寂しいなってちょっと思ったのは、あり

ますね。それは、映画見て「すごく面白かったんだよ」っていうふうに伝えたいんだけど、その映画見てないから、

なんかこうちょっと悔しかったり、「私だけかぁ」みたいなのがありました(03-9:297-307)。 

 

・そしたら、「いやいや、受かるはずだよ！ 私より点数高いよ！」って言われて、私の方が上？ 私が落ちたのはな

んでだろうと思って。そのあと、学校の先生に聞いたら、「あぁ、あの学校は聞こえない子を断ってきたことが今ま

で何度かあるね」って言われて、はぁ…と。先生も仕方ないっていう感じで…難聴学級の先生なんですよ！ 難聴

の子どもたちを教えている先生が「そうそう、仕方ないよね」って言ってきて、私はすごくショックで。ショック

だよね(06-2:61-66)。 

 

・だから残念ながら、その人は、まぁ多分その先生の面白さを理解できなかったのか、伝えきれなかったのかわから

ないけども、少なくとも僕にとって全く面白くなかった。かと言ってどうしていいか僕にもわからない。いきなり

大学入って、いきなり手話覚えて「僕は聞こえないんだ～」という自覚がない、まだね。そういう状況。「どうした

ものかぁ」とストレスがいっぱい(05-4:124-128)。 

 

 ここから、分析焦点者が環境調整していくにあたっては、上記のような「これは違う」と

違和感はあるのに、上手く解決できない事態に直面することがあり、それによって悩んだり、

時には深く傷ついてしまったりしてしまうことがあると言える。 

 

５．立ち止まっての自己リソース内解決 

『立ち止まっての自己リソース内解決』とは、分析焦点者が、前述した『自信崩壊のクラ

イシス』など、何らかの問題にぶつかった時に、上手く対処して自分の自信や価値を守って

いくプロセスを示している。プロセスの詳細は以下の通りである。 

前述した『自信崩壊のクライシス』など、何らかの問題にぶつかった時、分析焦点者は、

無理に理想的な環境を実現しようとしなくて構わない、今は自分にできる範囲の工夫をす

るだけで構わないと自分を納得させ(［環境調整しない自分の正当化］)、例えば友達にノー

トを見せてもらうなど、困っている現状を解決するために自分ができることを行っていく



104 

 

(［自分調整によるその場しのぎ］)ことで、自分の自信や価値を守っていく。 

また、『心理的安定基盤との接続』ができていない頃の分析焦点者は、例えば先生の話が

聞き取れないなどの問題に直面した時、聞こえない自分が悪いととらえ(［聞こえの諸悪の

根源化］)、聴者のように聞き、話そうと必死に努力することで(［聴者社会への呪縛的同

化］)、「もうどうしようもない」とすべてを諦めてしまわないように、自分を守ろうとして

いくことがある。 

以下に、本コアカテゴリーを構成する上述した 4個の概念について説明する。 

 

概念 22［環境調整しない自分の正当化］ 

［環境調整しない自分の正当化］とは、分析焦点者が、何らかの壁にぶつかったときに、

環境調整をしない自分に対して、それを正当化できる理由を見いだそうとすることである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。ここでは、調査協力者には、環

境調整をすべきであるとは認識しつつも、それができない自分を肯定的にとらえられる理

由を見つけだして、正当化している場合があったことがうかがえた。 

 

・あ、まぁ、んーまぁ本人がやっちゃダメってのは学生の時に経験しているので、良くないのはわかってるんですけ

ど、そこは、そこはね、頼れなかったっていうのがある。自分で「良いやできる」って思っちゃった部分もあるし

…(02-7:246-248)。 

 

(質問)雇っていただいた恩があるということで、何か起こっても自分が我慢しちゃえばいいやみたいな。恩がありま

すからみたいな考え方も、やってしまうかもしれないと思うんですけれども、それまた違うんですかね。 

・でも  ぶっちゃけ初めはありましたね。そういうこと。やっぱり我慢しながらやってた部分があったので。それこ

そ経験の繰り返しじゃないですけど、特に初めの居酒屋さんのアルバイトの時は、結構自分の中で我慢してた部分

もあったし(11-10:341-347)。 

 

・我慢してます。我慢してるというか、言わなくても、なんとかなってしまう部分もあるので、仕事をする上で直接

聞かなくても、書面でわかるから、そこから補えばいいやっていう、結局、多分高校のときと同じような思考回路

になっている気もする、だなぁと思っていて。もっと多分相手にきちんと伝えれば、さっきの 8 を超えた理解とか

パフォーマンスができるのかもしれないけれども、その相手が忙しい、働いてると。で、大学の先生とかだと、そ

れが義務というか配慮してもらうための考える時間って、当然としての義務としてあると思うんですよ。けど、お

忙しい同じスタッフの方々に私の何かするための時間をとってもらうっていうのが、ちょっと気が引ける。本当は

必要なんだろうけど(03-15:511-518)。 

 

 このように、環境調整する方がよりよいことはわかっているが、例えば(02-7:246-248)の
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「自分で『良いやできる』って思っちゃった」に代表されるように、自分自身の力だけでも

ある程度解決できるという思いや、(11-10:341-347)の「雇っていただいた恩がある」から

といったように、相手に対する気遣いを理由に持ち出して、環境調整をしない選択をし、そ

れを正当化することがあるとのことであった。 

また以下の語りが示す通り、あまり状況の改善が望めないような場合には、一定のところ

で妥協することで、自分自身を守ったり、周囲とのバランスを保ったりしている様子も見ら

れた。 

 

・で、先生に関しては、高校みたいに担任の先生と密な関係があるってわけでもないから、「伝えても何が変わるん？」

「何も意味がないやろう」ぐらいには思ってたので、そんなに何かこう伝えた記憶がないですね(03-4:122-124)。 

 

・これまでもお話したことと似ていると思いますが、私的には無理、諦める時は諦めるっていう気持ち。できる！ 成

功する！ と過剰な期待はしないです。提案して、提案してみて、成功したら OK って感じですし、難しいって場

合は「そうですよね～」と引き下がる。という心の準備と(04-10:329-332)、 

 

 これらの語りの中では、社会や相手に対して過度に期待しない方がよいことや、どうして

も環境調整を行うことが難しく、また自分の力で何とかなりそうな場合は、無理に環境調整

を進めるのではなく、適度なところで諦めることもまた大切と話されていた。 

 ここから、分析焦点者は、環境調整をすべきと認識していたとしても、時には環境調整を

しない自分を正当化できる理由を見いだし、環境調整をしない選択をとることもあるし、時

にはそれが重要であると考えていることがわかった。 

 

概念 23［自分調整によるその場しのぎ］ 

［自分調整によるその場しのぎ］とは、分析焦点者が、自分にできる範囲の工夫で何とか

その場をやり切ろうとすることである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。ここでは、調査協力者には、先

生の話が聞き取れないなど、本来は支援を求めるなどの対応をすべき場面において、その選

択をあえてせず、しかし問題を放置するわけではなく、自分にできる範囲の工夫でその場を

乗り切ってきた経験があることがうかがえた。 

 

・手話通訳を求めるとか、文字通訳を求めるとかは無かった、やっている人はいなかったです。となりの友達にノー
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トを見せてもらうとか、わからない時に自分から質問するくらいでした(06-1:12-14)。 

 

・私は小さい時からずっと聞こえる環境の中にいて、話す時は声で喋っていましたし、相手が話す時も耳、補聴器で

はなくて口の形を読み取るだけでした。補聴器で聞くことは私にとっては効果が無かったんですね。だから口形読

み取りだけで、でも子供の時から、口形読み取りだけでは限界があると思っていたんです。だから小中校の時は、

先生の話が分からなくても構わないと切り捨てて、教科書だけを読んで理解できるという方法になっていました

(09-8:261-266)。 

 

・また、席取りをちょっとここ聞こえにくいなっていうのを自分で判断して、できるだけ早めに授業に行って、自分

の希望するところに座れるようにするっていう、何とか自分で受けやすい環境を整えるっていうことだったかなと

思います(03-2:53-55)。 

 

・そうですね、自分でやる…何か自分でやるとかっていう、前向きな姿勢じゃなくって、もうとりあえずやるしかな

いぐらいの。授業数多いし、大学の授業は面白いから、なんか誰かに頼むって、人・プロセス必要だから面倒くさ

いっていうのもあって、何かこう自分で乗り越えたいとかっていうよりも、何かこう頼むとか伝えるって面倒いよ

なっていう(03-6:187-190)。 

 

 概念 20［拭い切れない憚り感］で述べた通り、調査協力者は、周囲に迷惑をかけたくな

いと思い、支援を受けることは申し訳ないと思ってしまうなど、何らかの理由で環境調整を

したくないと感じたり、環境調整をすることに迷いや葛藤を抱いたりしていた。こうした時

に、無理矢理環境調整をしていくことは精神的にも負担の大きいことであろう。ましてや解

決する術を持たない段階で、「わからない」場面に直面すると、為す術がないまま心の傷だ

けが残ってしまうものと考えられる。このため、調査協力者の多くは、何とかこうした事態

から身を避けようと、友達にノートを見せてもらう、わからない時に質問をする、教科書を

読んで理解するなど、今の自分にできること、すなわち自分調整を活用して、その場の自分

を守ってきたと言える。 

 ここから、自分調整は、環境調整の負担から逃げるための行為と一方的に非難されるべき

ものではなく、むしろ環境調整をしない選択をした際に、直面した問題に対して、自分なり

に何とか対処しようと努力した結果、生まれてきた重要な行為であると言えよう。 

 そんな自分調整について、調査協力者は、何度も自分調整を行っていく中で、先程のよう

な自助努力による方法だけでなく、少し周囲の人も巻き込んでいくような、より効果的な自

分調整の手段を編み出してきたと語っていた。以下にそのヴァリエーションを示す。ここで

は、周囲の協力を得やすくするために司会やリーダーを買ってでたり、日ごろから周囲の友
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人に聞こえないことを伝え、わからなかったら教えてほしいことなど、ニーズを伝えたりし

ておくことで、必要な支援が得られやすくしていることなどが述べられていた。これらは、

自助努力のみならず、周囲の人々の協力も得ている方法であるが、現在自分が持っているリ

ソースの中で、何とかやりくりしてその場を少しでも快適にしようと努力している点で、上

記のヴァリエーションと共通していると考えられる。 

 

・私が話を回す、場をまわす。なんとなく司会者になると、話をちゃんとわかっていないと司会ができないので、「何

とかさん、こう言いましたか？」みたいな感じでちょっと質問を投げかけることで、やり過ごす(03-5:149-151)。 

 

・何故かというと、高校の時までは、自分がはたらきかけて、相手を変えるというプロセスが多かった。「僕な、耳聞

こえないからな、わからんとこ教えてな」とかね、「ゆっくり喋ってな」とか、「宿題どこか教えてな」っていう、

自分のペースで助けを求めるっていうやり方をしてきた。だから、自分が前に進む時はとりあえず自分の力で、人

の力を自分なりに采配して、調整していた。不十分ではあるけどね(05-3:87-92)。 

 

・あの、あんまり言うとから皮肉とか自慢みたいになるから嫌なんですけど。それはあるかな。なんか英語のディベー

ト大会とかも、なんか率先してリーダーになるみたいなのは、あのリーダーになりたかったわけじゃなくて、リー

ダーになった方がその場に参加しやすいっていうふうに多分徐々に思ってたんだと思います。 

(質問)はぁ、なるほど。そういった形でなんでしょうか。リーダーになって、頑張ってこられて、今振り返るとその

経験って、どうですかね、やっぱり生きてきてますかね。 

・生きてはいると思います。ただもうちょっと手抜きしても、その場にいられるだけでいいみたいな環境が欲しかっ

たなあっていうふうには思いますけど。絶対リーダーになることで、その場へのコミットメントみたいなのが絶対

高くなるので、生きてはいると思う。できないからこそ、そこに関わろうとしなきゃその場に居れないみたいな、

なんかどういうモチベーションって言った、名付けたらいいかわかんないですけど(03-5:157-168)。 

 

 このように見てくると、調査協力者は、環境調整のみならず自分調整の力についても少し

ずつ成長させてきていることがわかる。しかし、同時に、こうした状況のことを「不十分で

はあるけどね」と語るなど、自分調整のみでは、自分の力を十分に発揮することはできな

かったり、自分に大きな負荷がかかっていたりすることを認識していて、いつかは環境調整

に踏み出さなければいけないことを承知している様子であった。ここから、自分調整を行う

ことが、より進んだ環境調整を行うための一つのステップとなっていることがうかがえた。 

さらに、概念 19［理想への挑戦的前進］でも述べた通り、調査協力者の多くがこうした

自分調整を、理想的な環境を実現していくための布石としても活用していた。以下に、該当

する概念 19［理想への挑戦的前進］のヴァリエーションを再掲する。ここでは、本来は手

話通訳を配置するなど、何らかの環境調整を求めたい場面であったけれども、それが叶わな
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い状況があったため、今後、少しでも周囲の人に環境調整を行っていってもらえることを

願って、現状のリソースの中で最大限に情報を得られる方法を考え、実現していった様子が

見て取れる。これらは、自分調整として行われている行為が、次の環境調整のための布石と

なっている例であり、戦略的に自分調整を用いている例の一つと言えよう。 

 

・自分のチーム内での毎週行う会議の時は、同じチームのみんなに頼んで、Google Document を使って、UDtalk はそ

の時はなかった、広まってなかったので、きいて文章を打ってリアルタイムにそれを見るという方法をとっていま

した。またその時も、みんな文字を全部聞いて打つのではなくて、簡単にまとめて大事なポイントだけで構わない

ですと、ですますも省いてくださいと説明をして、何回も聞く言葉は短い名前を作ってとか、人の名前も頭の１文

字だけみたいな形に変えるといったように、一緒に工夫をしてやっていました。チームにも参加していって、私が

何か質問があるときは文字で打つというのはあったけど、通訳が認められることはなかったですね(06-4:140-

147)。 

 

これらを踏まえると、自分調整は分析焦点者にとって、環境調整をしない選択をした際に、

その場の解決を図るための方法であり、自分の自信や価値を守る重要なものと言える。さら

に、こうした自分調整を積み重ねることで、分析焦点者は自分のリソースをさらに高め、よ

り効率的な自分調整の手段を編み出していくとともに、自分調整の限界と環境調整の重要

性に気づき、理想的な環境を実現するために、自分調整を活用できるようになっていくこと

がうかがえた。 

 

概念 24［聞こえの諸悪の根源化］ 

 ［聞こえの諸悪の根源化］とは、分析焦点者が、直面する諸問題に対し、自分の聞こえを

原因ととらえ、何とか自分を納得させようとすることである。 

 以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。これらから、調査協力者は、さ

まざまな問題に直面したときに、それは聞こえない自分が悪いという理由を持ち出して、諦

めていた経験があることがうかがえた。 

 

(質問)そうですよね。なかなかそういう方法使っていただいてってなってもわからないことって多いと思うんですよ

ね。高校生のときは、そういう授業の形に対してどんなふうに思ってましたか。 

・わからなくてもしょうがない。聞こえない自分が悪い。聞こえないから仕方ない、自分が悪いみたいな考え方でい

ていたと思います(06-7:229-233)。 

 

・具体的に言うと、高校生までの私は、聞こえないために毎日毎日さまざまな場面でバリアを感じていたんですね。
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コミュニケーションだとか、学校の授業を受けるだとか、病院に行くとか、普通の何でもないおしゃべりとか電話

とか、そうしたことが少しずつ聞こえなくなっていく中でできなくなっていくという現実があって、いろんなバリ

アがあって、それが全部聞こえない自分が悪いんだって思い込んでましたし、聞こえないことが原因だと思ってい

たんですね(10-2:63-68)。 

  

ただし、以下の語りが示す通り、環境調整を志向するようになってからでも、問題に直面

したときに、聞こえない自分が悪いという理由を持ち出して何とか納得させようとするこ

とはあることがうかがえた。 

 

・2 つ病院の就職試験は受けたんですけど、どちらも落ちてしまって…同級生はほとんど合格しているんですけど、

ろうだからかなぁと思って。仕方ないなぁとは思いましたね(04-6:199-201)。 

 

 なお、調査協力者は、同じと思える仲間(［安定源となる“一緒仲間”との繋がり］)や自

分を価値ある存在としてみてくれる人(［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］)がいなかった

り、或いは周囲から聞こえないことが原因だと指摘されたりしたことが、聞こえない自分が

悪いのではないかと考えてしまった原因だと考えていた。以下にそのヴァリエーションを

示す。 

 

・そうですよね。ずっと聞こえる人だけの中で育ってきましたので、途中で聞こえなくなってしまった時に周りに自

分以外に聞こえない人がいなかったというのもありますね。だからとにかく聞こえる人と同じくしなければと、自

分も周りも思い込んでいる部分があったと思います(10-4:131-134)。 

 

・う～ん、やっぱり周りの先生方も私の家族も、聞こえる人と同じようにするために努力をしなければならないみた

いなことは言われたことはありましたね。 

 (中略) 

 聞こえないから人一倍努力が必要だとか、聞こえる人に合わせなければいけないみたいな、それを言ったのは悪気

はないと思うんですけれども、それが自然みたいな感じだったと思いますね(10-4:137-142)。 

 

・医療関係では、ろうの医者、看護師、薬剤師は少なかったですから、先輩方と相談することはほとんどなかった…

私が大学を卒業したばかりの頃は、先輩にはいなかったと思いますね(04-11:364-366)。 

 

 これらから、分析焦点者に、同じと思える仲間(［安定源となる“一緒仲間”との繋がり］)

や自分を価値ある存在としてみてくれる人(［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］)がいない

と、さまざまな問題に直面したときに、それは聞こえない自分が悪いという理由を持ち出し
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て何とか納得しようとすることがあると言える。 

 

概念 25［聴者社会への呪縛的同化］ 

［聴者社会への呪縛的同化］とは、分析焦点者が、聴者のように聞き、話さなければなら

ないと自分を追い詰め、実践していくことである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。ここでは、何らかの問題に直面

した時、調査協力者は、聴者のように聞き、話すことが当然であり、自分はそうしていかな

ければならないと考え、聞こえないことを隠したり、無理に声で話したりしていた時がある

ことがうかがえた。 

 

・私ずっと大学に入る前まで、手話も知らないし、なんだろう、それこそ難聴の人は読話の練習をするとかも知らな

かったし、文字に頼るとかっていうこととかも全然知らないで育ってきているので、なんだろうなぁ、聞こえない

んだけど、聞こえる人と同じようにっていうよりかは、聞こえるように生活しなきゃいけないのが当たり前だった

ので(02-2:62-66)、 

 

・私は子供の時、私は聞こえる学校にいたんです。昔々はろう学校にいたんですけれども、小学校の 3 年生から聞こ

える学校になりました。そうして転校した後、私だけが聞こえない、喋れない、コミュニケーションがとれないと

いうことで、孤独感がありました。で、私が聞こえないというのはどういう意味なのか、社会の中で自分がどんな

存在なのかもわからなかったです。で、子どもの時に、私は聞こえないということを隠そうとしました。私は聞こ

える人になりたいと思ったんです。聞こえるみんなに対して、私だけ聞こえないということを伝えることは大変で

心苦しかったんです。だから頑張って声で話そうとしました(08-1:5-11)。 

 

このうち、(02-2:62-66)に「読話の練習をするとかも知らなかったし、文字に頼るとかっ

ていうこととかも全然知らないで育ってきている」とあることから、この時の調査協力者は、

口話や筆談など、有力な自分調整の方法をまだ知らない段階であったと推測される。 

つまり、［聴者社会への呪縛的同化］とは、有力な自分調整の方法さえも知らない中で、

自分にできる方法として編み出した、問題を解決するための行動であると言える。 

ただし、これまで述べてきた環境調整や自分調整とは違い、これらの行動がその場の問題

解決に繋がったとする語りは得られておらず、「聞こえるように生活しなきゃいけない」と

自分を追い詰めるような発言も得られていることから、知らず知らずのうちに自分が作り

上げてしまった思い込みから抜け出せないまま、必死にもがいている状況であったことが

うかがえる。 
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これらから、分析焦点者は、有力な自分調整の方法を知らなかった時、自分を守るための

手段として、聴者のように聞き、話すことが当然であり、自分はそうしていかなければなら

ないと自分を追い詰め、行動していくことがあると言える。 

 

６．スパイラル成長 

 『スパイラル成長』というコアカテゴリーは、分析焦点者が、必要な知識や技術を見いだ

し、実践を通して習得し、さらにその成功体験を新たな知識や技術の習得へ生かしていくと

いう好循環のプロセスを示している。プロセスの詳細は以下の通りである。 

 分析焦点者は、主に『自信崩壊のクライシス』など、問題に直面した際に、自分を守るの

みでなく、自分に必要な知識や技術を新たに見いだすこともしていく(【成長源の模索】)。

ここで見いだした知識や技術は、積極的に実践していくことで習得していき(【知識技術の

試運転】)、それが成功することを通して、見いだした知識や技術の正しさを確信するとと

もに、これらをさらに高度なものとしていく(【成功の有効的活用】)。またこうした成功体

験は分析焦点者にとって大きな自信となり、分析焦点者は更なる成長を求め、再び自分に必

要な知識や技術を見いだしていく。 

 このプロセスによって、分析焦点者は、理想的な環境を実現していこうとする気持ちをさ

らに高めていく(『環境調整観の成長』)。加えて、実際に理想的な環境を実現していくため

の方法や(『理想への挑戦的前進』)、自分にできる範囲での工夫で問題を解決する方法(『立

ち止まっての自己リソース内解決』)も習得していく。 

 以下に、本コアカテゴリーを構成する上述した 3個のサブカテゴリーと、それぞれのサブ

カテゴリーを構成する後述の計 6個の概念について説明する。 

 

  



112 

 

サブカテゴリー４【成長源の模索】 

 【成長源の模索】というサブカテゴリーは、分析焦点者が、直面した問題状況を詳細に分

析し、自分が成長していくために必要な知識や技術を見いだしていくプロセスを示してい

る。プロセスの詳細は以下の通りである。 

 分析焦点者は、主に『自信崩壊のクライシス』など自分が直面した問題について、自分は

何に困っているのかを具体化したり(［モヤモヤ感の具体化］)、主に失敗経験から、上手く

やるにはどうすればいいのか考えていったりすることで(［改善法の模索］)、自分が成長し

ていくために必要な知識や技術を新たに見いだしていく。 

 以下に、本サブカテゴリーを構成する上述した 2個の概念について説明する。 

 

概念 26［モヤモヤ感の具体化］ 

 ［モヤモヤ感の具体化］とは、分析焦点者が、現在抱えているモヤモヤした困った感を具

体化していくことである。 

 以下に、本概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を掲載したが、ここから、調査

協力者は困ったことに直面した際、自分の内面にあるモヤモヤを分析的に観察することで、

自分が何に困っているのかを整理していることがうかがえた。 

 

・例えば、居酒屋さんの注文の時に、僕お酒を作る係だったんですよ。で、僕が入ったばかりの時は、やっぱり居酒

屋さんのイメージにもあると思うんですけれども、例えば「ビール 1 丁！」とか、大声で言うわけですよ。ワーっ

とね。それも聞こえる時は聞こえるんですけれども、店が静かな時とかね。だけどやっぱりうるさくなったら聞こ

えないし、ビールはまだわかるんですけれども、カクテルとか、変な名前がいっぱいあるんですね。変じゃないな、

いろんな名前が(11-11:367-372)。 

 

・で、聞こえる友達に教える時は、お互いに視線を合わせて、ゆっくりと話してもらえると、私は理解できるんです

ね。つまり、私にとって聞こえる人とのコミュニケーションでは、うまくいく条件が少ないということです。はっ

きりとわかりやすく口の形を見せて話してくれたら、口形読み取りで理解できるという、厳しい条件が私にはある

んです。私にはそういった条件があることが分かりました(09-8:271-275)。 

 

・そのモヤモヤした気持ちを自分の手帳に書くだとか、言えないなっていう感覚をしっかりこう持っておくというか。

言えなかったことをどこかに吐き出すっていうことは、それは他人に喋るってだけじゃなくて、自分の中で振り返

るっていうのをしてたかなとは思います(03-10:346-349)。 

 

・困ったときに、あの何かこう伝えに行くんですけど、まだ何か困ってるんだろうけど何が困ってるかわかんないと
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か、ちょっとモヤモヤするんだけど、なんか、どうこの困り感を伝えていけばいいかわかんないってその段階で、

もうモヤモヤした段階で、支援ルームに行ってたので、支援ルームに行くことでスタッフさんと喋る、で、「あぁ私

ここ困ってるんだ」というふうなことをそこで結構発見できることが多かったかなと思うので。スタッフさんの本

当に温かいサポートというか、話を聞いてくれる存在だったっていうのが大きかったなって思うのと(03-10:332-

338)。 

 

 例えば(11-11:367-372)では、調査協力者は特にうるさくなった場面でのカクテル名の聞

き取りが難しいということを発見していた。(09-8:271-275)では、自分が話を理解するため

にはお互いに視線を合わせる必要があるなど、厳しい条件があることを見いだしていた。こ

れらから、調査協力者は、自分の困り感について「自分は人の話が聞き取れていない」といっ

た曖昧な理解で終わらず、何に困っているのか、どうすればできるようになるのか、詳細に

分析していることがわかる。 

 加えて、(03-10:332-338)や(03-10:346-349)から、例えば支援ルームのスタッフと話した

り、或いは手帳を用いて自分の中で振り返ったりなど、自分の力も他者の力もどちらも上手

く活用して［モヤモヤ感の具体化］を行っていることがわかる。 

 なお、［モヤモヤ感の具体化］ができるようになったきっかけに関しては、以下に示すヴァ

リエーションが得られた。 

 

・それは、多分私の父親の影響も大きいと思うんですよ。理由は父はいつも自分を客観視して、例えば病気になった

時も、病気の状態を常に記録しているんですね。それも、普通…なんだろうな…ちょっとこう…ユーモアがあって、

読んでいて楽しいんですよ。病気のことなのに読んでいて面白いんですよ。いつもいつも客観視して書いているの

で、その影響もあったと思うんですよね。だから私も常に聞こえなくなっていく自分を客観視するように努力しな

がら、父親をイメージして。そうやって少しずつ自分の心の中にあるモヤモヤしたものとか、当時は怒りも不満も

恨みもいろんなマイナスの気持ちがいっぱいたまっていたんですけれども、それを言葉で表現したらどういうふう

にできるのか、常に考えて言葉に直すのが面白いって思えるようになったと思うんですね。そういうことの積み重

ねで、多分今の語彙力とか、あとは言語化する力っていうのが身についたんだと思います(10-7:232-241)。 

 

 この語りから、実際に［モヤモヤ感の具体化］をしている存在と出会うことが、自身が［モ

ヤモヤ感の具体化］を行うきっかけの一つとなりうることがわかる。すなわち、［成功他者

からの希望の湧出］や、それを支える［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］や［安定源とな

る“一緒仲間”との繋がり］、［多様者協力チームへの参加］は、［モヤモヤ感の具体化］の

基盤にもなっていると言えよう。 

 また、以下の語りから、調査協力者は［モヤモヤ感の具体化］を行う中で、自分にできる
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範囲の工夫だけでは問題や限界があることや、環境調整を行う必要があることに気づいて

いっていたことがうかがえた。 

 

・さっき言った全部自分でやっちゃうと、自分しかできないから、そうなった時に、例えばこれから続いていく後輩

が困るから、自分だけできる方法でやっていくっていうことは意味がないから、やっぱり後輩たちもできるように

なっていかないといけないから、そういう意味で体制づくりっていうか、そこはやっていかないといけないんだ

なって思うようになってますね(02-11:361-365)。 

 

・そのリスニングの課題が、結構毎週 2、3時間こう聞いて、オンラインで出すみたいな、なんかずっとあったので、

それがちょっと影響してっていうのと、大学に入ってすごく環境がばっと変わったっていうこともあって、ちょっ

と聴力が落ちたので、このままじゃ授業を受けられないっていうふうにちょっと危機感を覚えた(03-2:55-59)。 

 

 したがって、［モヤモヤ感の具体化］は、新たに必要な知識や技術を見いだす動きである

と同時に、分析焦点者が環境調整を志向していくきっかけとなりうる動きでもあると言え

よう。 

 

概念 27［改善法の模索］ 

 ［改善法の模索］とは、分析焦点者が、主に失敗経験をきっかけに、うまくやるにはどう

すればいいのか考えていくことである。 

 以下に、本概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を掲載したが、ここから、調査

協力者は失敗してしまった経験から、うまくやるには自分はどうしていくべきか考えてい

ることがうかがえた。 

 

・やっぱり初めは僕も初めて関わる人に対してはちょっと言い難いから、ちょっと関わってから説明しようかなって

思ったりもしたんですけど、やっぱりそれだったら、なんでしょう。上手くいかなかったというか、どちらかとい

うと、仲良くなる前からちゃんと説明したらよかったなぁとか、そういう風な経験があったので、そういう感じで

したね。 

 (中略) 

 そう。ちょっとわかりにくかったかもしれないんですけれども。僕ちょっと特に耳、聞こえが軽いってことがあっ

たので、普通な感じで関わっていると、後から「それ聞こえにくい」って感じの説明をしても、ちょっとなかなか

相手の心に入ってこないというか、そういう難しさもあったので、どちらかというと初めに言った方が良かった

なっていうことが結構ありましたね(11-5:171-183)。 

 

・初めてノートテイクっていうのを知って、大学の先生に、自分はノートテイクをつけて、講義を受けたいっていう
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話をしたときに、私が言うと断られる。断られるんだけど、ろうの先輩が説明すると「いいですよ」と言われるこ

とが多くて、そういう経験をしたので、何回もしたので、私の中では、やっぱり自分の説明がダメなのか、何がダ

メなのかっていうのを、卒論の研究をしたのが一つあって、はい。そこで、やっぱり、ろうの人とか、重度の人だ

と、見て、あぁ配慮が必要だってわかるらしいんです。先生たちは。だけど、軽度だと、その～資料が欲しいとか、

ノートテイクが必要だということは、わからないっていう結果が分かって、じゃあやっぱり自分は言わなくちゃい

けないんだって言うことをそこで学んだんですね、私は(02-1:9-17)。 

 

・私が大学生の時に、教育実習があって、教育実習の時も、なんかその説明の時だけっていうので、ノートテイクを

派遣してたんですよ。で、それを、なぜか自分がコーディネーター担当の時に、通訳者が行けないって、なんかハ

プニングが起きて、その時に私はもう実習の学校にいたので、コーディネートの結局変更ができないっていう状況

が起きて、まぁまぁ、大変だった経験があって。やっぱり当事者がやるって、そういうトラブルが起きた時に対応

できないよねっていう話になって、まぁ確かにって思って(02-7:251-256)。 

 

・ただ、そういうなんか根回し的なやり方を嫌う他の生徒さんっていうか、あいつだけ何か先生に取り入りやがって

みたいななんかちょっと恨みではないけど、周りと足並み揃えるみたいなことはちょっと苦手だったかもしれない

なと思っています。周りの子と喋ってどうにかするっていう横の関係じゃなくて、縦の関係をすごく重視してしま

うと、それもそれで何か学校生活には問題が起きるかなって思うので。大学入ってからは先生に直接聞きに行くだ

けじゃなくて、横の関係をなるべく保つようにはしてたんですけど(03-4:108-113)。 

 

 このように、調査協力者はさまざまな失敗経験を重ねながらも、そこからうまくやるには

自分はどうしていくべきか考えて、例えば自分の障害の説明は最初に行うなど、必要な知識

や技術を見いだしていることがうかがえた。その中でも、例えば(02-1:9-17)では、ノート

テイクの説明方法や、自分から求めることの必要性など、環境調整を行う際に必要な知識や

技術を見いだしている。また(03-4:108-113)では、横の関係をなるべく保つようにするなど、

自分調整を行う際に必要な知識や技術を見いだしている。これらから、［改善法の模索］は

分析焦点者の環境調整力と自分調整力の両方を高める基盤となっていると言えよう。 

 上述の通り、調査協力者は失敗経験からさまざまな学びを得ていたが、特に以下の語りが

示す通り、複数の調査協力者から、独りよがりな方法はうまくいかないことに気づき、建設

的な手法をとるようになっていった経験があることがうかがえた。 

 

・だからこうした授業がきっかけで、私がこの 2 年間の授業の中で学んだことは何かというと、一番大きかったのは、

聞こえないために普段の生活の中で不満とか怒りとかはたくさんあるんですけれども、そういった不満や怒りを訴

えるだけではなくて、どうすればよくなるのか、それを提案していくことが大切だということを学びました。そう

すれば社会を変えていくことができるんだってわかったんですね(10-3:98-103)。 
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・そのあと、日本に帰ってきたときに、アメリカの文化といいますか、個人主義で、強く求めて、権利を主張して、

みたいなことを日本でもやった時に、日本は違うっていうのがわかったんです。はじめは「必要なんだ！！！」み

たいな強い言い方をしていたんですけど、今はだんだん、なるほど、建設的な対話が必要で、言い方や提案の仕方

が大事というのがわかってきまして…(06-4:123-127)。 

  

・まぁね、議論では最初は強く言いすぎて関係を壊したり、自分の意見を拒絶されたりしたと思いますね。で、私は、

まぁ相手ですよね、相手に議論で打ち負かされてしまうのが嫌、負けず嫌いだったので、どうしたらいいかと考え

て、中学生の時だったと思うんですけれども、本屋に行って、説得術の本を買って、読んだんです。中学生の時に。

普通中学生は読まないですよね。本屋に行って、ビジネス本コーナーに僕は行って、本を探していると説得術の本

があるって気づいて、へぇと思って手に取って読んだんです。自分の意見を通すためには、まず相手の話を聞くと

か、そういう説明技術を高める技術が載っていたんです。読んで読んで、何回も読んで、このようなビジネス関係

の本も僕は読んだんです。生徒の時に読んだんです。実際に会社の社長になった人の話とか、普通は生徒は読まな

いですよね。そういうのを読んだんです。そういうのも、まぁ自分の意見を通すためには、強く言うだけではだめ、

硬軟入り混じらせて話すことが大切だということが、だんだん…私は衝突してしまったりとか、跳ねのけられたり

とかしてきましたけど、本を読んで、そういうことを積み重ねて学んだと思いますね(01-8:255-267)。 

 

上記 3名の調査協力者は、全員この語りの当時、［環境調整実践意識の芽生え］は起こっ

ていた。そのため、これらの語りから［環境調整実践意識の芽生え］が起こったばかりの分

析焦点者が独りよがりな方法をとってしまうことは決して珍しいことではないと推測でき、

失敗経験を経て独りよがりな方法はうまくいかないことに気づき、建設的な手法をとるよ

うになっていくことは、分析テーマ上重要な動きであると考えられた。 

 なお、失敗しても落ち込まずに、うまくいく方法を探すことができたのは、自分に自信が

もてていたことや、以前に成功した体験があり、失敗経験は新たなスキル獲得のチャンスだ

ととらえられるようになっていたことが原因だと考えられていた。以下にその語りを示す。 

 

・あ、でも、そこは、本当に高校の経験があったからだと思います。小中学校でちょっと躓いて、高校でちょっと自

分の自信というものを、自己肯定感、を持てたので、それがあったから、ちょっとした、アルバイトで上手くいか

なかったことでも、もっといい方法を探したりとか、くじけなかったという気持ちが持てたのかなぁっていう風に

思いますね(11-10:357-360)。 

 

・それともう一つ、学生の時の成功体験は大事ですよ。 

 (中略) 

 大事ですねぇ。今ここでこけてるのは、自分のスキルが足りないからやっていう風に包括できる。スキルを変えた

ことで、成功したわけやからね、前はね。ということは今回上手くいかないのは絶対これはどう見てもスキルの問

題だなぁと思うか、ということになってくると思います(05-14:478-483)。 
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 これらから、【自己輪郭の内外的ピント調節】の中でも特に［人間的価値の保持］や、後

述する【成功の有効的活用】が、失敗経験からの［改善法の模索］を可能とする基盤となっ

ていることがうかがえる。 

 さらに、以下の語りが示す通り、調査協力者は失敗経験だけではなく良質な支援を受けた

経験からも、自分がうまく力を発揮できる方法を見いだしてきたことがうかがえた。 

 

(前略) 

・例えばそのころ私は、難聴の団体にいたんです。役員になっていました。役員会に参加して、そこで議論をする時

に、手話通訳も来たんですけれども、手話通訳と要約筆記の両方が来てくれていたんです。その頃の私は手話通訳

よりも要約筆記を見ていたんです。その頃の私は手話がまだまだ分からなくて、スクリーンに映し出された要約筆

記を見た方が理解できたんです。そのような経験があったから、法科大学院に入った時に、手話通訳ではなくてノー

トテイクをお願いしますと言えたんだと思います。そういう経験があったからだと思います(08-4:141-157)。 

 

・まず一つ目は、ここ、○○大学では、私が大学生の時に、全国でもトップレベルの通訳者が二人いたんです。一人

はＡさんで、コーダの人です。もう一人もコーダの人で、Ｂさん。Ａさんは、音声から手話への通訳がとても上手

で、Ａさんは読み取り通訳がとても上手くて、日本でトップレベルの二人だったんです。この二人の通訳の様子を、

地元でいつも私は見ていたんですね。二人がいたから、他の通訳者と比較したときに、差がはっきりとわかりまし

た。この人たちは全然違うということが分かりました。二人以外の通訳者はまだ成長途中で、つっかえてしまうと

ころがあったんです。二人と比較して足りないところは何か分析していくことでわかったんです(09-9:296-304)。 

 

・実際に支援を受けてみて、やっぱり必要ないなと思うこともありましたし、だけれども、こういうところは必要だ

なって思うところもあって、例えば分かりやすい例で言うと、この先生の声は聞きやすいけど、この先生の声は聞

きにくいわとか、そういう違いによっても、自分に必要な支援は変わってくると思ったので、それが一つと。あと

は、支援の使い方。例えば、パソコンテイクを受ける時でも、ずっとパソコンテイクを見るのがいいのか？と考え

ていた時もあったんですけれども、やっぱり僕の場合は、音声である程度入ってくるので、音声をメインに漏れて

いるところをパソコンテイクのところで見る。そういう使い方、自分に合った使い方というものも、大学の時にい

ろんな方法とか、いろんな場面で支援を受けさせてもらったことによってわかったことの一つかなぁと思います

(11-8:257-265)。 

 

 以上を踏まえると、分析焦点者は、主に理想的な環境を実現しようとして失敗してしまっ

た経験をきっかけに、これまでの自分の問題点や、今後習得していくべき知識や技術を明ら

かにしていくと言える。また、良質な支援を受けるなど、力を発揮できる環境を提供しても

らうことも、これらの学びを得るきっかけになっていることがうかがえた。 
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サブカテゴリー５【知識技術の試運転】 

 【知識技術の試運転】というサブカテゴリーは、［知識技術の試運転］を昇格する形で生

成された。したがって詳細の説明は次の［知識技術の試運転］の項目で述べる。 

 

概念 28［知識技術の試運転］ 

［知識技術の試運転］とは、分析焦点者が、必要と考えた知識や技術の実践に挑戦し、こ

れらを習得していくことである。 

以下に本概念の生成に寄与したヴァリエーションを記す。ここでは、調査協力者は、例え

ば自分の望む支援を受けるために、支援実施に関わる諸情報を蓄積していくことが必要と

考え、実践してきたことがうかがえた。 

 

・そうですね。やっぱり建設的な案っていうのも、それがすべての場面において使える案かと言われると、やっぱり

そうではないと思いますよね。さっきの居酒屋の例だったら、忙しい時あれば、忙しくない時あるし、忙しくなかっ

たらやってくれるけど、やっぱり忙しい時はどうしても難しい時がある。なのでじゃあその時は、他の案、他の方

法っていうものを予め準備しておいた方がいいかなって思って、そういう工夫というか、そういうものは考えるよ

うにしてたと思います(11-11:386-391)。 

 

・○○大学に合ったノートテイクの方法や技術、マナーや、活動の運営方法とか、いろいろ決めていきました。活動

の資料みたいなものも残していて、それがあれば、大学が支援をやると言ってきたときにその資料を渡せばスムー

ズにできると思っていました。みんなで一緒に議論して、資料を少しずつを作って、積み上げていったんです(11-

11:386-391)。 

 

・でも私がその大学に入学する前に、情報保障のお金をどうしようということで、「日本私学支援機構」だったかな。

多分、忘れちゃったけど。まぁ私立の大学に障害学生がいれば、その機構から補助金がもらえるというものがある

んです。私は高校生の時、インターネットでいろいろ方法とかを調べていく中で、これを知りました。情報提供を

して、大学も申し込んだらいいですよって言ったんです。これは、ろう学生の手話通訳とかに使うだけじゃなくて、

幅広く使うことができるんです。車いすの学生が入学したときに、スロープ。階段にかえてスロープを作るために

お金が必要だとか、いろんな使い道が認められているんです(04-3:73-80)。 

 

 また、以下の語りが示す通り、他にも必要と考えられた知識や技術は複数あり、それらを

実践できるよう努力を重ねたり、実際に行ったりしてきたとのことだった。 

 

・なので、その時に言ったのは、「ビールは僕聞こえるので大丈夫です」と、「だけどカクテルの時だけ書いてほしい」

と。なんか書いていってほしいと。それも正式名じゃなくていいので、僕が分かるような略称でいいので、ちょっ
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とパパっと書いて、紙を渡してほしいと。それくらいだったら、やってもらえるんじゃないかなぁってことがあっ

たので、それをお願いしたりとか(11-11:372-376)。 

 

・聞こえる状態と聞こえない状態、両方を比較して初めて課題を発見することができますし、そうやって聞こえる人

とも一緒に協力しながら課題を発見して、それを分析したり深堀したり、また改善案を作って提案して相手の意見

を聞いて、また相手の都合もいろいろありますよね、現実的にできることできないこと、予算の問題とかもありま

すし、システムの問題もありますし、そういった企業側の意見も聞いて、さらにブラッシュアップして、最終プレ

ゼンをして実現する(10-4:111-116)。 

 

・で、じゃあ職場の情報保障どうするって相談をしたときに、手話をできる人が 4人もいたんですよ、その学校に。

だけど、でもそれだと、まぁ情報保障できるけど、職場の中で配慮するってことにはならないよねって。やっぱり

みんなにわかってもらって、みんなができる方法でやった方がいいねってことになって。じゃあやっぱりノートテ

イクだよねっていうことになって、で、大きい学校だったので、まぁそういう通訳が欲しいんですっていう話をし

て、協力してくれる人は～ってことで集めて、簡単に、本当に簡単にノートテイクの説明をして、こんな感じですっ

て、はい。できる人たちでやって、まぁ会議の時に書いてもらったりってことを、やってたので。コーディネート

は自分でしたんですけれども(02-5:173-181)。 

 

・そのあと、大学 3 年生の時に、情報保障の問題やろうの問題について一緒に考えてくれる、共有してくれる人が必

要だと思いました。なぜなら、手話サークルでは、来てくれる人たちの考え方はそれぞれバラバラなんです。本当

に頑張って手話を勉強する人もいれば、趣味で終わっても構わないと思っている人もいたりと、マチマチなんです

ね。なので、そういった人たちを無理やりまとめるようなことはしないで、その中で積極的に情報保障を考えてく

れる人、仲間を上手く育てていく場を作ったらいいと思ったんです。学生だけによる、ろう教育や情報保障につい

て考える研究会を私は立ち上げて、そこに学生を呼んで、そこで情報保障とは何かといった研究をしたり、情報を

収集して勉強したりという形で進めていきました(09-1:29-37)。 

 

 ここに示した 4 つのヴァリエーションのうち、前者 2 つは、支援の提供を求めるために

は、どんな支援なら相手は提供できるのか探していく必要があることを認識し、実際に試行

錯誤しながら探していったとする語りである。後者 2つは、環境調整は自分やできる人だけ

で完結させるものではなく、みんなで協働して実施していくべきものと認識し、そうできる

ように努力を重ねてきたとする語りである。 

 これらから個々人によって必要な知識や技術には違いがあるが、共通して分析焦点者は、

必要と考えた知識や技術について、それらを実践できるよう努力を重ねたり、実際に行った

りと、挑戦を続けていくと言える。 
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サブカテゴリー６【成功の有効的活用】 

 【成功の有効的活用】というサブカテゴリーは、分析焦点者が、成功体験を活用して自信

を高め、更なる成長を求めて行動していくようになるプロセスを示している。プロセスの詳

細を以下に示す。 

分析焦点者は、自分が行ってきたことが成功した時、この成功体験を上手く活用し、見い

だした知識や技術の正しさを確信したり(［知識確信体験］)、これらをさらに高度なものへ

と洗練したり(［成功体験による知識技術アプデ］)していく。これにより分析焦点者は自分

への自信を高めていき、過去を内省して新たに必要な知識や技術を見いだそうとするなど

(［過去の内省的整理］)、更なる成長を求めて行動を起こすようになっていく。 

 以下に、本サブカテゴリーを構成する上述した 3個の概念について説明する。 

 

概念 29［知識確信体験］ 

 ［知識確信体験］とは、分析焦点者が、自分で考えたり学んだりした知識や技術について、

実体験を通してその正しさを確信し、前向きな気持ちになっていくことである。 

 以下に、本概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を掲載したが、ここから、調査

協力者は、勇気を出して知識や技術を実際に活用した結果、それがうまくいった経験を通し

て、習得した知識や技術の正しさを確信し、前向きな気持ちになっていったことが見て取れ

る。 

 

・当然、入学した後、初めから手話通訳をつけるためのいろいろな交渉をしましたよ。母から聞いた話と、先輩から

聞いた話を基にして、大学と交渉しました。ずっと。結果、大学の 3 年生になった時に、手話通訳をつけることが

できました。これはどういう意味があるかというと、成功体験という意味です。わかる？成功、成功体験という意

味です。ただ知識、交渉が必要と知識として持っているだけではなくて、実際にその知識を使って交渉した結果、

成功した！これは自分にとっての自信に繋がるのです。しっかりと自分の望むものをきちんと説明をして、交渉す

れば成功できるんだっていう自信…というか確信が生まれたんです(01-4:140-147)。 

 

・その話を聞いて、すぐ私は学校の校長先生の所に行って、自分は実は聞こえないこと、聞こえなくて困っているこ

と、でもどうしたらいいのかわからない、そういった状況を全部正直に話をしたんですよ。そのすぐ後の授業から、

少しずつ担当の先生のサポートがつくようになって、自分が打ち明けることでやっと変わっていったというのがあ

りますよね(10-2:36-40)。 

 

・人によりますけど、僕がお願いしたことは気をつけるようにはしてくれましたし、僕もそんなできないことをお願

いしていることはあまりないので、あくまでも友達の話で言うと、友達関係なので、ちょっと意識してくれそうな
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ことをお願いしたら、ある程度は皆さん優しかったので意識してくれるようにはなったのかなぁとは思います(11-

6:202-205)。 

 

 特に(01-4:140-147)では、成功体験は「自分にとっての自信に繋がる」と明言されており、

知識や技術の正しさを確信できた成功体験は、調査協力者のその後の積極的な行動に大き

く寄与したと考えられる。 

 また、以下の 2つが示すように、実際に、自分が習得してきた知識通りのことが、現実で

起こっていることを見ることで、やはり自分の習得してきた知識は正しいと確信できたと

する語りも得られた。 

 

・ずっと大学時代は、自分が難聴でやっぱり、ろう免をとるコースにもいたので、周りが聴覚障害にまず理解のある

メンバーばっかりで、私は生活してきてたので。だけど、やっぱり、ろう学校の卒業生とか、ろう学校の実態とか

もよく聞いてたので、わかっている人だけじゃないとか、やっぱりその一部分だけに頼ってもだめだとか、ってい

うのが頭ではわかっていたので、現実を見て、やっぱりそうなのかなぁっていうのがありましたね(02-7:222-227)。 

 

・え～っと。障害者差別解消法じゃなくて、自立支援、自立支援法の後に総合支援法になったね。そう。その時代に

私大学生だったんです。だから、障害者総合支援法が始まった年に、私が大学 4 年生になったんだよね。だから、

大学側として支援をしなくちゃいけなくなった。今まで学生の団体だけで協力してやってたのを、今度はやっぱり

大学が入ってきますよっていう時にいたので、「え～障害者総合支援法って何？」みたいな、「今までは何だった

の？」みたいな。今まではそれこそ自立支援法だったのが、総合支援法に変わったんだぁみたいな。なんかそうい

う、やっぱり法律が変わった時代もそこだったので、なんかやっぱりそういうところで、多分なんか研修会とかセ

ミナーみたいなのがあったんだと思うんですけどね。全然覚えてないけど。 

(質問)その研修とかセミナーとかに参加される中で？ 

・そういう風に法律が変わるから、現場も変わってるんだっていうのを、実際経験させてもらっているので、はい(02-

11:376-388)。 

 

(02-7:222-227)や(02-11:376-388)について語った調査協力者 02は、その後「そういった

意味では、変わるもんなんだなぁって思って。法律ってすごいなぁって思いましたね。」と

も語っており、知識の確信が成功体験となり、前向きな気持ちになっていったことがうかが

えた。 

ここから、分析焦点者は、自分で考えたり学んだりした知識や技術について、実際にやっ

てみて成功したり、現実が知識通りであることを見たりするなどの実体験を通して、その正

しさを確信し、前向きな気持ちになっていくと言える。 
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概念 30［成功体験による知識技術アプデ］ 

 ［成功体験による知識技術アプデ］とは、分析焦点者が、成功体験を踏まえて、知識や技

術の更なる高度化を図っていくことである。 

 以下に、本概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を掲載したが、ここでは、調査

協力者は、実践をしていく中で、知識や技術について、「こうすればもっと上手くいくので

はないか」「こんなことも必要ではないか」などといった気づきを得て、そこから知識や技

術の更なる高度化を図っていった経験があることがうかがえた。 

 

・例えば通訳派遣センターに通訳を頼む時に、単に「通訳が欲しいです」と言うだけでは足りないんです。私は博士

課程の学生だから、さまざまな条件を丁寧に説明する必要がありました。知識が必要とか、通訳の方法を気をつけ

る必要があるとか、いろいろと詳しく説明しました。これも、見方を変えれば、通訳派遣センターに対して意思の

表明をしているという風に考えることができると思いますね。「このような合理的配慮をやってください」と通訳

者にお願いするイメージになると思います。お願いをしたら、センターも「わかりやすく説明してもらえた！ あ

りがとうございます！ おかげで通訳者として誰を派遣したらよいのかかんがえやすくなりました！」と言ってく

れたので、私は「なるほど。相手の立場を考えて、丁寧に説明して交渉していくという関係が大切なんだぁ」と知

ることができました(09-4:110-119)。 

 

・あの～それが、私が卒業する時に、やっぱりその～当事者が説明、伝えなきゃいけないっていうのと、やっぱり大

学側としても配慮しなきゃいけないっていうのがあったので、あの松﨑先生と協力して、え～とね。え～と、マニュ

アルを作ったんですよね。聴覚障害学生の支援のための何とかマニュアルみたいなのを作って、まぁ大学の先生方

に配付をするっていうのをやったりしたので、はい。まぁで、後に私の自分のガイドブックを作るって言うところ

に繋がっていくので。そうです(02-5:157-162)。 

 

・やっぱりサークルを作るっていうのはね、聞こえない学生にとったらね、とってもマネジメントのものすごい勉強

になります。今までいろんな意思決定のプロセスから疎外されてきましたでしょ。だけれども、サークルを作ると

いうことは、自分がいろんなことを決めていかなくちゃいけない。いろんな気配りもしなくちゃいけない。みんな

のモチベーションにも配慮しないといけないですよね。という意味では、非常に勉強になりました(05-9:317-322)。 

 

 このうち、(09-4:110-119)は、手話通訳が欲しいと言う必要があることは知っていたが、

経験を通して、「相手の立場を考えて丁寧に説明する」という、より高度な頼み方を習得し

たとするヴァリエーションである。(02-5:157-162)でも、調査協力者は、自分が説明する必

要があることは知っていたが、経験を通して、ガイドブックという効果的な説明方法を習得

していた。(05-9:317-322)も、意思決定が必要と漠然と知ってはいたが、サークル活動を通

して、細かなテクニックを習得していったとするヴァリエーションである。 
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 なお、これらを含め、本概念を構成するヴァリエーションはすべて成功体験をきっかけに、

知識や技術の高度化を図っていた。逆に成功したのに知識や技術の高度化に生かさなかっ

たとする語りや、失敗体験を知識や技術の高度化に直接生かしたとする語りは見当たらな

かった。これまで述べてきた通り、調査協力者は、『自身崩壊のクライシス』に直面するな

ど、さまざまな失敗体験も経験してきているが、そこからすぐに成長の糸口が見つかるわけ

ではなく、本概念を含む『スパイラル成長』を通し、成功体験を経て知識や技術の高度化を

図るなどの成長を果たしていったとのことだった。 

 したがって、分析焦点者は、成功体験を踏まえて、これまでの知識や技術について、もっ

とうまくいくように洗練したり、より詳細な知識や技術に分割したりといったように、更な

る高度化を図っていくと言える。 

 

概念 31［過去の内省的整理］ 

 ［過去の内省的整理］とは、分析焦点者が、今持っている知識を踏まえて過去を内省し、

自分の価値や今後必要な技術などを再確認することである。 

 以下に、本概念の生成に寄与したヴァリエーションの一部を掲載したが、ここでは、調査

協力者は、成功体験によって得た知識を上手く活用して過去を内省し、自分の価値を再確認

していたことがうかがえた。 

調査協力者は、過去には聞こえない自分が悪いと思ってしまう(［聞こえの諸悪の根源

化］)など、自分に自信を持てず辛い思いをしていたことがあるとのことだった。しかし、

知識を習得したのちに改めて過去を振り返る中で、そうした自分を見つめ返し、辛さの真の

原因に気づいたり、あの時の自分は確かに頑張っていたのだと気づいたりして、自分の価値

を再確認していた。 

 

・不思議なんだけど、子どもの時は筆談をお願いすることそのものが大変だったけれども、今振り返って考えると、

不思議ですね。子どもの時から遠慮せずに筆談をお願いしておけばよかったと思いますね(08-4:112-114)。 

 

・だから改めて振り返ってみると、高校生までの私は、医学モデルと社会モデルという言葉がありますよね。この医

学モデルの考え方が私の中にずっとあったんだなって思うんですね。原因は本人の方にあるって思いこんでいたん

です。でも大学の授業を受ける中で、社会モデルという考え方を学んで、すごく驚いて、これまで自分が悪いと思っ

ていたけれど、そうではないとはっきりと分かったんですよ(10-3:79-83)。 
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・卒業できたことがうれしかったということもあって、そこまで(手話通訳のことは)考えてなかったですけれども、

今思うと、あれはよかったなぁと。全く分からなかった、全部わからなかったことが、一部わかったんです。話を

見ていてわかった部分もあったんです。なのでよかったというのと、必要だったんだなぁと思いましたね。今思え

ば文字通訳も欲しかったなぁと思いますね(06-7:250-254)。 

 

・第 3 分科会っていうのが、所謂職場の情報保障について考える分科会があるんだけど、そこで所謂難聴の先生方と

かが集まるようになって、そこでいろんなそれこそＡ先生との出会いもそこだったし、大阪のＢ先生とかともそこ

でお世話になってるし、そこは本当に諦めないで、全聴教に通ってよかったなぁって思ってますね(02-13:459-

463)。 

 

 さらに、以下の語りのように、過去を振り返る中で、例えば「あの時の自分は自分の聞こ

えや必要な支援についてわかりやすく説明することができていなかった」などと、自分の問

題点を見いだし、今後自分が習得していくべき知識や技術を見いだしたとする語りも得ら

れた。 

 

・なので言うても小学校中学校高校大学といろいろな経験を積み重ねてきて、大学では聴覚障害のことを専門に学ん

で、自分の中で小中高のね、振り返りをして、自覚が足りなかったという気づきもそのときに得ることができたわ

けで。よく考えてみればあのときは、もう少しこういうところを求めていれば、さらに良い結果が得られたのかな

というふうな気付きも、自分が経験を積み重ねる中で得ることができるわけですよね。そういう経験をベースにし

て、まともに提供していただける方との交渉のところでそういう部分を作るときにそういうふうな、今までの経験

をもとに文を作るということに繋がる。そういう流れがあるのかなと思いますね(07-4:138-145)。 

 

・もうね、覚えてないんだよね。でも、やっぱり全然言葉も足りなかっただろうし、多分聞こえにくいのでとにかく

資料が欲しいんですとか、ノートテイクをつけたいんですとか、なんかほんとに、そんなね、幼稚な話しかできな

かったと思います(02-2:49-51)。 

 

 したがって、分析焦点者は、成功体験を重ね、知識等を習得してきたら、今持っている知

識を踏まえて過去を内省し、自分の価値や今後必要な技術などを再確認していくことがあ

ると言える。さらにこの動きは、また新たに【成長源の模索】を行うきっかけになっている

と言える。そのため、この動きは分析焦点者にとって、更なる成長を促す非常に重要な動き

と言えるだろう。 
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第４節 考察 

本節では、「聴覚障害者が、自らの力を十分に発揮できる理想的環境の実現を、志向・実

践していくプロセス」の分析結果を踏まえ、聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していく

にあたって、得られたプロセスをどのように考えるとよいのか、重要だと考えられる視点か

ら考察していく。 

 

第１項 第二研究で得られた結果のまとめ 

 第二研究を通して、分析焦点者である「自らの力を十分に発揮するために行動する聴覚障

害者」が、自らの力を十分に発揮できる理想的環境の実現を、志向・実践していくプロセス

を説明する説明力のある結果図やストーリーラインを示すことができた。 

 生成されたプロセスは、『心理的安定基盤との接続』を基盤とした『環境調整観の成長』

と『理想への挑戦的前進』の相互作用的成長が基本の軸となった。ただし、『環境調整観の

成長』は決して順風満帆に進んでいくものではなく、時に『自信崩壊のクライシス』に直面

し、歩みが止まってしまうことが示された。ただし、その際に「もうダメだ」と諦めてしま

わないように、『立ち止まっての自己リソース内解決』を行うことで自分を守りつつ、『スパ

イラル成長』によって『環境調整観の成長』と『理想への挑戦的前進』及び『立ち止まって

の自己リソース内解決』を促進していくことが示された。 

 以下、このプロセスについて、エンパワメントの概念も踏まえて詳細に考察する。 

 

第２項 エンパワメントの概念を援用した結果の考察 

 第 1章で述べた通り、北野(2015)は、個人がエンパワメントしていくプロセスを、以下の

4 つの目標に分けて整理している。 

 

目標 1： 本人が、どうせ私は障害者だからと、諦めさせられている希望・社会参加などを自

覚し、明確にする 

 

目標 2： 上記の心理的・組織的・社会的・経済的・法的・政治的阻害要因と対決して、問題

を解決する力を高める 

※専門家等の力も借りつつ、少しずつ ICFにおける阻害要因と対決し、問題を解決する力を

高められるようになること 
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目標 3： 必要な支援(ICFの促進的環境要因)を活用する力を高める 

※ICF の促進的環境要因(専門家や周囲の協力してくれる人々、或いは合理的配慮といった

法制化された制度等)を使いこなして、自らが主体となって問題を解決できるようになる

こと 

 

目標 4： 自分の弱さ・恐れ等を他者に投射することなく受け入れ、自分も他者も抑圧しない

あり方を創出する 

 

 そこで、第二研究で明らかになったプロセスを、上記の目標と照らし合わせることで、考

察を試みた。その結果、本プロセスにおいて、上記の目標は以下のように達成されてきたと

考えられた。 

まず、分析焦点者は、さまざまな支援者との関わりを通して(『心理的安定基盤との接続』)、

自分の本来の力を知ったり、環境が原因で今までの自分は損をしていたこと、或いは社会に

おいて自分は特別な存在ではなく、力を発揮するために環境を変えていっても構わないこ

となどに気づいたりしていた。この結果、等身大の自分の姿を受け入れ、「自分も本来の力

を発揮していきたい、そのために自分にとって理想的な環境を作っていきたい」という思い

を芽生えさせていく(【自己輪郭の内外的ピント調節】)ことが明らかになった。この動きは、

まさしく目標 1である「本人が、どうせ私は障害者だからと、諦めさせられている希望・社

会参加などを自覚し、明確にする」を達成していく動きだと言えよう。 

その後、分析焦点者は、聴覚障害の先輩と出会って憧れを感じたり(［成功他者からの希

望の湧出］)、偶然先輩から有力なアドバイスを得たり(［棚ぼた的知識習得］)など、繋がっ

た他者からのさまざまな恩恵を受けることで、次第に自分も社会で十分に力を発揮したい

と思うようになっていった(【活躍する自己像への志向】)。このことは、自分にとって理想

の環境を作っていこう(［環境調整実践意識の芽生え］)とする原動力になり、実際に行動を

起こしていくことにも繋がっていることが示された(『理想への挑戦的前進』)。これはまさ

しく支援者の力を借りて、自分の力を発揮できていない環境という ICF における阻害要因

を無くしていこうとする動きであり、分析焦点者は、このように目標 2「心理的・組織的・

社会的・経済的・法的・政治的阻害要因と対決して、問題を解決する力を高める」を達成し

ていくととらえることができる。 

また、分析焦点者は、理想的な環境を実現するために法に則って合理的配慮の提供を求め
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たり(『理想への挑戦的前進』)、自分から積極的に、合理的配慮を提供する立場を経験する

など、繋がった人や環境も活用して(［自分以外目線からの学び］、［成長のための積極的外

部情報収集］)、必要な知識や技術をどんどん習得していったりしていく(『スパイラル成

長』)ことが明らかとなった。ここでは、目標 2の時と異なり、分析焦点者が自ら積極的に

繋がった人や環境を活用しており、この時の分析焦点者は、目標 3「必要な支援(ICFの促進

的環境要因)を活用する力を高める」が達成された状態であると考えられる。 

 その後、分析焦点者は、実際に理想的な環境を作ろうと何度も行動を起こしていく等、さ

まざまな経験を重ねる中で、環境調整の意味や価値を多角的にとらえられるようになって

いく(【環境調整観の多角高度化】)。分析焦点者が見いだす新たな環境調整の意味や価値は、

環境調整は自分だけのためではなく、相手にとっても価値のあるものだととらえている点

で共通しており、これらを認識することで、分析焦点者は自信や余裕をもって環境調整して

いくようになっていく(［余裕のある対応姿勢］)。さらに何度も必要な知識や技術を見いだ

し、習得していくことで(『スパイラル成長』)、こうした価値観を踏まえた、相手にとって

受け入れやすい方法での環境調整ができるようになっていくのである。これはまさしく、

「自分の弱さ・恐れ等を他者に投射することなく受け入れ、自分も他者も抑圧しないあり方

を創出する」段階へと成長していくプロセスであると言え、分析焦点者はこのように目標 4

を達成していくと言える。 

 以下、各目標の達成のために必要な事項等について、詳細に考察する。 

 

１．『心理的安定基盤との接続』の確立について 

 まず目標 1 に関して、自分を価値ある存在として真っ直ぐ見てくれる人がいないなど

(［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］)、『心理的安定基盤との接続』ができていなかった

とき、分析焦点者は、例えば友達との話がうまくできないなどの問題に直面しても、それは

自分が悪いんだと諦めることで何とか自分を納得させ、聴者のように聞き、話さなければな

らないと自分を追い詰めてしまう場合があることが示された(［聞こえの諸悪の根源化］・

［聴者社会への呪縛的同化］)。一方、［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり］等を得ることで、

先述の通り、分析焦点者は、目標 1を達成していくことが明らかとなった。 

 さらに、『心理的安定基盤との接続』を果たした分析焦点者は、例えば聴者と上手く関わっ

ている聴覚障害の先輩と出会って憧れを感じたり(［成功他者からの希望の湧出］)、偶然先

輩から有力なアドバイスを得たり(［棚ぼた的知識習得］)など、繋がった他者からのさまざ
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まな恩恵を受けることができるようになり、先述の通り、これは目標 2の達成に大きく寄与

していた。 

 加えて、その後分析焦点者は、先に述べた通り、合理的配慮などの制度や、繋がった人や

環境を上手く活用して、主体的に行動を起こしていき、環境調整力を高めていくが、このこ

とから、『心理的安定基盤との接続』は、目標 3の達成の前提条件となっていることがうか

がえる。 

 ここから、分析焦点者が、まず自分を価値ある存在として真っ直ぐ見てくれる人や「自分

と同じだ」と安心できる仲間と出会ったり、多様な人々が共存・協力し合っている集団に参

加したりして、自分が安心できる繋がりを得ることは、エンパワメントの目標 1、目標 2の

達成に直結する動きであり、目標 3の前提にもなっていると言える。そして、分析焦点者に

とって、こうした繋がりを得ることは、自分が十分に力を発揮できる理想的環境の実現を、

志向・実践していくにあたり、最初の最重要課題であると言えよう。 

 

２．支援者等の受け身的利用から主体的活用への変遷について 

分析焦点者は、先述の通り、支援者に支えられていた状態から、自ら支援者等を活用して

いく状態へ変化していったことがうかがえる。 

第二研究の中でも、例えば上手な人の姿から技術を学んだり、本を探して読んだり、団体

の運営者になってノウハウを習得したりと、これまでに繋がった支援者など、周囲のリソー

スを自ら積極的に活用することで、知識や技術の習得等に繋げていっている様子が示され

ていた。このような自ら主体的に支援者等を活用していく動きは、支援者からアドバイスを

もらって行動するなど、支援者等を受け身的に利用する時と比較して、分析焦点者のより大

きな成長に繋がると考えられる。加えて、目標 3「必要な支援(ICFの促進的環境要因)を活

用する力を高める」と明記されていることから、エンパワメントプロセスにおいても、自ら

支援者等を活用していく状態になることは重要ととらえられていることがわかる。 

さらに第二研究では、複数の調査協力者から、自ら率先して、合理的配慮を提供する立場

などを経験することで、実は「事業者等は支援についてよく知らない」など、事業者等の事

情への理解を深めていったとする語りや、相手の事情も踏まえた、協調性を重んじる対話の

重要性に気づいていったとする語りが得られた(［自分以外目線からの学び］)。 

そのため、分析焦点者が支援者等を主体的に活用できるようになることは、目標 4「自分

の弱さ・恐れ等を他者に投射することなく受け入れ、自分も他者も抑圧しないあり方を創出
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する」の到達にも大きく寄与しており、エンパワメントプロセスにおいて特に重要な要素の

一つと言えよう。 

ただし、第二研究ではその変化のきっかけやタイミングについて、明確な答えを得ること

はできなかった。これは、第二研究の調査協力者の条件が原因であると考えられた。その理

由は以下の通りである。第二研究では、建設的対話を志向・実践していくプロセスについて、

経験に基づいた深い語りを得るために、より多くの建設的対話の経験を積み重ねてきた方

を対象とした。故に、これまでに ICF の促進的環境要因を巧みに活用してきた方にインタ

ビュー調査を行うこととなった。その結果、調査協力者から、「自ら主体的に活用してきた」

という語りが得られたとき、それがその語りの当時から調査協力者が考えていたことなの

か、インタビュー調査現在の価値観で過去を語っていて、当時は受動的であったのかを判断

することが難しくなってしまったためである。 

そのため、分析焦点者が、支援者に支えられていた状態から、自ら支援者等を活用してい

く状態へ変化していくタイミングやそのきっかけ等を明らかにするためには、まだ支援者

に支えられている状態の者と、自ら支援者等を活用できるようになった者に対してインタ

ビュー調査を行い、その結果を比較検討することが有効であると考えられた。 

 

３．『自信崩壊のクライシス』及び『立ち止まっての自己リソース内解決』について 

 エンパワメントの各目標と照らし合わせて、第二研究で得られたプロセスを記述すると、

先に述べた通り、分析焦点者は、比較的容易に、自らの力を十分に発揮できる理想的環境の

実現を、志向・実践していくように思われる。 

 しかし、第二研究では、このプロセスは決して容易なものではなく、分析焦点者はさまざ

まな困難に直面すること(『自信崩壊のクライシス』)が明らかとなった。そして、そうした

問題に直面した際に、常に頑張って解決していこうとすることは苦しいことであり、時には

環境調整をしない、あるいは頑張らないという選択をして(［環境調整しない自分の正当

化］)、困っている現状を解決するために無理なく自分ができることを行っていく(［自分調

整によるその場しのぎ］)ことで、自分の自信や価値を守ることも重要であることが明らか

となった。 

 まず『自信崩壊のクライシス』について、分析焦点者が直面する問題は、大きく 2つに大

別された。1 つは、環境調整を、「他人に迷惑をかけてはならない」といった自分自身の規

範と反する行為ではないか等ととらえてしまい、環境調整をしていこうとする気持ちが揺
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らいでしまう問題である(［拭い切れない憚り感］)。もう 1つは、勇気を出して環境調整し

ようとするも、相手に断られて必要と考えた支援が受けられなかったり、或いは得られた支

援が理想的な環境の実現に繋がっていないことを認識したりと、現状が自分にとって問題

であることを認識しつつも、どうやってそれを解決していけばよいのかわからなくなって

しまい、自信を失いかけてしまう問題である。 

 もっとも、これらは分析焦点者に非があることを示すものではない。例えば、ある調査協

力者からは、「障害が理由で志望校に入学を拒否され、非常にショックを受けた」という語

りが得られたのだが、こうした事例は、障害者差別解消法における不当な差別的取り扱いを

受けた例であり、非があるとすれば、それは入学拒否をした学校側にあると言える。ただし、

こうした時に、分析焦点者が法律に関する知識を持っていなければ、「聞こえない自分が悪

いんだ」と自分を追い込み、自分への自信を失ってしまう恐れがあると言える。 

 これらから、分析焦点者は、その時有している環境調整の意味や価値、或いは環境調整を

していくための知識や技術では、対応しきれない事態に直面した時、『自信崩壊のクライシ

ス』に陥ってしまうと考えられる。 

 次に『立ち止まっての自己リソース内解決』について述べる。 

 上述した通り、環境調整の意味や価値、或いは環境調整をしていくための知識や技術が不

十分であることが、『自信崩壊のクライシス』に直面する原因と考えられるため、この解決

法としては、環境調整の新たな意味や価値を見いだしたり、必要な知識や技術を習得したり

することが挙げられる。実際、分析焦点者は、主に『自信崩壊のクライシス』をきっかけと

して、新たに必要な知識や技術を見いだし、習得していくことが示された(『スパイラル成

長』)。 

 しかし、分析焦点者が行うとされた動きはそれだけではなかった。『自信崩壊のクライシ

ス』など、何らかの問題にぶつかった時、分析焦点者は、「無理に理想的な環境を実現しよ

うとしなくて構わない、今は自分にできる範囲の工夫をするだけで構わない」と自分自身を

納得させ(［環境調整しない自分の正当化］)、例えば友達にノートを見せてもらうなど、困っ

ている現状を解決するために自分ができることを行っていく(［自分調整によるその場しの

ぎ］)ことで、自分の自信や価値を守っていたのである(『立ち止まっての自己リソース内解

決』)。逆に、知識や技術が不足している状態で、無理に問題の原因を考え込んでしまうと、

「聞こえない自分が悪い」といった自分を否定する結論に陥ってしまう恐れがある。 

 この動きは、本項の冒頭で述べたエンパワメントの各目標を達成していく動きの中には
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含まれていない。しかし、困難に直面しても、自分の自信や価値を失わずに守り続けること

で、例えば先輩から偶然アドバイスをもらったり(［棚ぼた的知識習得］)、聴覚障害者にとっ

て普段は見えにくい事業者等側の事情についての理解を深める良い機会である、合理的配

慮の提供側になるチャンスが得られたり(［自分以外目線からの学び］)など、成長のチャン

スが得られた際に、それを受けとめ、成長へ繋げていくことが可能になると考えられた。 

さらに自分調整を続けていくことで、その力を高めていくとともに、それだけでは自分の

力を十分に発揮できない場合があることや、いつかは環境調整に踏み出さなければならな

いことに気づいていくことも示された。つまり、自分調整を行うことは、その先の環境調整

を行うための一つのステップとしての役割を果たしていたのである。 

これらから、『立ち止まっての自己リソース内解決』は、分析焦点者がチャンスを得た際

にエンパワメントしていけるよう、その力を保持し続ける動きであるとともに、次なる環境

調整へと進んでいくきっかけとなる動きと言え、エンパワメントの 4 つの目標には挙げら

れていないが、分析焦点者のエンパワメントを促進していく過程で、非常に重要な動きであ

ると言えよう。  
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第７章  総合考察 

第１節 第一研究と第二研究のまとめ 
 本研究では、第一研究として、「建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていく

べき力」について分析した。その結果、建設的対話を行うにあたって、聴覚障害者は合理

的配慮のあるべき形を認識し、その実現のために必要な技術を多数習得しておく必要があ

ること、及びこれらの心構えや技術の具体的内容について明らかにすることができた。同

時に、積極的に合理的配慮の提供を求める経験等を数多く積み重ねていき、そこで新しい

知識や技術等を見いだすことを繰り返すことが、これらの心構えや技術の習得に繋がって

いることが示された。 

 ただし、第一研究では「聴覚障害者は、どのようにこれらの心構えや技術を習得し、建

設的対話ができるようになっていくのか」を明らかにすることができず、今後の課題とさ

れた。したがって、この課題を解決し、聴覚障害者が適切に建設的対話を行えるように

なっていくために必要な知見を得るために、これらの心構えや技術の習得に至ったプロセ

スの分析がなされる必要があると考えた。 

 このため、第二研究として、聴覚障害者が建設的対話を志向・実践していくプロセスに

ついて検討し、分析焦点者である「自らの力を十分に発揮するために行動する聴覚障害

者」が、「自らの力を十分に発揮できる理想的環境の実現を、志向・実践していくプロセ

ス」を説明する説明力のある結果図やストーリーラインを示すことができた。 

 これにより、上述の課題について明らかにすることができた。第二研究によって、分析

焦点者は、安心できる人との繋がりを得ることで、少しずつ「自分も本来の力を発揮した

い、そのためには環境を変えていく必要がある」と環境調整観を育んでいき、その結果、

合理的配慮の提供を求める等、理想的な環境の実現に向けて、実際に行動を起こせるよう

になっていくことが示された。そして、分析焦点者は、繋がった人たちなどからサポート

を受けたり、或いはこれらを活用したりすることで、新たに必要な知識や技術を見いだ

し、実践を通してこれらを習得していくことが明らかになった。さらに、分析焦点者はこ

うした成功体験を上手く活用して、自分の自信を高め、知識や技術を更に高度なものとし

ていき、次の知識や技術の習得への原動力をも生み出していることが示された。同時に、

分析焦点者は、環境調整の実践や、知識や技術の習得など、さまざまな経験を通して、
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「支援は自分だけでなく、相手にとっても役に立つ」等と、環境調整の新たな価値や意味

を見いだしていくことも示された。このように知識や技術を習得し、環境調整の価値や意

味を多角的にとらえられるようになった結果、分析焦点者は自信と余裕をもって堂々と、

建設的対話を行うなど、環境調整を行えるようになっていくことが明らかになった。 

 加えて、第二研究で得られたプロセスを、エンパワメントの 4つの目標と照らし合わせ

て考察することで、このプロセスをより詳細に解釈することができ、『心理的安定基盤と

の接続』の確立、支援者等の受け身的利用から主体的活用への変遷、『自信崩壊のクライ

シス』直面時等での『立ち止まっての自己リソース内解決』の実施という 3つの要素が、

分析焦点者が、建設的対話を志向・実践していくにあたって直面する課題を乗り越え、次

のステップへ進んでいくにあたり、特に重要であることが明らかとなった。 

 

第２節 聴覚障害者に求められる努力や工夫について 
 以上を踏まえ、適切に建設的対話を行えるようになるために、聴覚障害者自身はどのよう

な努力や工夫を重ねていくことが必要なのか考察する。 

 

第１項 『心理的安定基盤との接続』の確立 

 まず聴覚障害者が行うべきは、『心理的安定基盤との接続』を確立することであると考え

られた。これの確立は、聴覚障害者が積極的に合理的配慮の提供を求めていけるようになる

ための基盤の確立を意味し、エンパワメントの概念を踏まえても、これはエンパワメントの

目標 1 及び目標 2 の達成に直結し、目標 3 を達成するための前提にもなるものであるから

である。 

 具体的には、自分を価値ある存在として真っ直ぐ見てくれる人や、「自分と同じだ」と安

心できる仲間と出会ったり、多様な人々が共存・協力し合っている集団に参加したりするこ

とが求められる。この際、大学等の支援担当教職員、他の聴覚障害者、家族といった、特定

の属性の人が、必ずしも自分にとって、自分を価値ある存在として真っ直ぐ見てくれる人等

であるとは限らないことに留意すべきである。特に、他の聴覚障害者については、周囲に聴

覚障害者が少ない場合も珍しくなく、その場合は「同じ聴覚障害者だから仲間にならなけれ

ば」などと、無理に関係を作ろうとしてしまうことも推測されるが、そのような必要はない

だろう。当然のことながら、ひとくちに聴覚障害者と言っても、聴力もコミュニケーション

方法も、考え方もさまざまであるため、周囲にいる聴覚障害者が、必ずしも自分にとって安
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心できる存在とは限らないからである。このため、自分が無理なく安心できる人たちと繋

がっていくことが重要である。これに関して、調査協力者からは、例えば筑波技術大学や全

日本ろう学生懇談会などの聴覚障害学生が集まる当事者団体、或いは難聴者による地域の

サークルなど、似たような属性の聴覚障害者が集まる団体に参加することも、同じと思える

聴覚障害者と繋がる方法の一つであるとの語りが得られた。そのため、こうした環境を探し

て参加してみることは、繋がりを得るための一つの手段になり得ると言えよう。 

 また、こうした繋がりは、複数有している方が望ましいと考えられる。そのため、例えば、

「自分と同じだ」と安心できる仲間と出会えたならば、その人を通して、自分を価値ある存

在として真っ直ぐ見てくれる人と繋がっていくなど、繋がりを生かして更に繋がっていく

工夫をするとよいと言えよう。 

 ただし、まだ何も繋がりが無い聴覚障害者が、自力でこれらの人を探して繋がっていくこ

とは大変難しいことであると考えられた。実際、多くの調査協力者は、相手から話しかけて

くれたといった、偶発的なきっかけによって、最初の繋がりを得たと語っていた。そのため、

聴覚障害者が安心できる人と繋がっていくためには、周囲のサポートも大変重要であると

言え、これについては後述する支援者の項で述べる。 

 

第２項 支援者等の主体的な活用 

 次に、聴覚障害者は、繋がった支援者などからサポートを受けるだけではなく、自ら積極

的にこれらの支援者等を活用していくことが重要であると考えられた。多くの調査協力者

が語っていたように、合理的配慮を提供する立場など、支援を求める側以外の目線を経験し

ていくことは、新たな知見を得る上で非常に有効であると言えよう。 

 また、支援者等の主体的な活用方法は、上記のような大掛かりな行動だけでない。本を読

んだり、自分から支援者に質問したり、或いは周囲にいる交渉等が得意な人の姿から、その

技術を学んだりなどして、自分から積極的に情報を入手しようとしていくことも、支援者等

の主体的な活用方法の一つである。 

 アドバイスを受ける等、支援者からサポートをしてもらうだけでなく、自分にできる方法

で、自分から積極的にこれらの支援者等を活用していくことで、より効率的に建設的対話が

できるようになっていくと考えられる。 
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第３項 『立ち止まっての自己リソース内解決』の重要性の認識と自分調整方法の開発 

 加えて、第二研究の結果や考察で述べてきた通り、聴覚障害者が建設的対話を含めて、環

境調整を志向・実践していくにあたっては、程度の差はあれ、ほぼ確実に、自分の自信や価

値を揺るがされる何らかの事態に直面する。そして、こうした時には、無理に環境調整しよ

うとせず、環境調整をしない理由を見つけて、自分にできる範囲の工夫でその場の問題の解

決を図ってやり過ごしていくことも重要であることが、第二研究で示された。ここから、聴

覚障害者は、何らかの問題に直面した際に、無理をせず自分にできる範囲の工夫でその場の

問題の解決を図ってやり過ごしていくことも重要と認識し、自分調整の方法を開発してい

くことも重要であると考えられた。 

なお、自分調整の方法として、調査協力者からは、黒板や友達のノートを見て話の内容の

理解に努めたり、相手の口形がよく見える位置に立って、口話(読唇)ができるようにしたり

など、自助努力による方法が挙げられた。また、調査協力者は、環境調整の実践を重ねたり、

自分調整を繰り返し行ったりする中で、自分調整の方法についても洗練していき、例えば、

司会者役を担って場を仕切ったり、筆談ツールを皆に配り、自ら使用方法を説明したりする

など、自分自身の工夫により、自分にとって情報を得やすく、力を発揮しやすい環境を作っ

ていく方法も編み出していた。これらは、その当時の調査協力者にとって、環境調整と比較

して、それほど心に負担をかけない方法が用いられている点で共通している。 

したがって、聴覚障害者は、これらの例も参考に、自分に合った自分調整の方法を習得し

ていく必要があると言えよう。 
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第３節 支援者が行うべき支援について 

次に、聴覚障害者が適切に建設的対話を行えるようになるために、支援者はどのような支

援を行っていくべきか考察する。 

 

第１項 『心理的安定基盤との接続』を促す支援 

 聴覚障害者にとって『心理的安定基盤との接続』が重要であることはこれまで述べてきた

通りである。 

 これを促すためには、まず支援者自身が、聴覚障害者にとって安心できる存在となる必要

がある。例えば「あなたは聞こえないのだから、聞こえる人以上に頑張らなければならない」

といった声かけは、聴覚障害者が自分を聴者と比べて劣った存在ととらえてしまうなど、聴

覚障害者を追い詰めてしまう側面もあるため注意が必要と言えよう。これについては、大学

等の支援担当教職員の聴覚障害学生への対応について述べた吉川ら(2017) も、聴覚障害学

生との信頼の確立やしっかりと向き合って話をすることの重要性について指摘しており、

ここからも聴覚障害者にとって安心できる存在になることの大切さがうかがえる。 

 また、「自分と同じだ」と思える仲間との出会いも重要であるとされたが、デフファミリー

でなく、聴覚特別支援学校との関係も持たない聴覚障害者にとっては、こうした繋がりを得

ることが困難なこともあるだろう。そのため、支援者は、聴覚障害者の知り合いを確保した

り、地域のろう者や難聴者の団体等の情報を把握したりしておき、必要な場合にそれらの情

報を提供できるよう、準備しておくことが望ましいと言えるだろう。 

 

第２項 支援者等の主体的な活用を促す支援 

 聴覚障害者にサポートを提供するだけでなく、聴覚障害者が支援者等を主体的に活用し

ていけるよう、関わっていくことも重要である。 

 この際、調査協力者からは、サークルの運営に携わるなど、他者と協力して主体的に動く

機会を得てきたことで、協力関係を築くノウハウを学んだり、或いは合理的配慮の提供者側

を経験することで、事業者等側の事情等への理解を深めたりしてきたとの語りが得られた

が、いきなりこのような行動を起こすことは難しいと考えられる。そのため、まずは例えば

障害者差別解消法や合理的配慮等を取り上げた本やセミナー等を紹介するなどして、聴覚

障害者が自らの意思で学んでいけるよう働きかけることなども有効な方法として挙げられ

よう。 
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 また複数の調査協力者から、聴覚障害者にとって難しいことであるとしつつも、建設的対

話のロールプレイを行う機会や、それを客観的な立場で見る機会を提供することは、有効で

はないかとの語りが得られた。この際、聴覚障害者側を複数人に設定することで、より有意

義なものになるのではないかとも語られていた。これは、例えば、自分より対話に慣れてい

る仲間が上手にやりとりをしていく様子を間近で見て学ぶことができたり、一人ではうま

く話せない場面でも、複数人で協力することで交渉方法を考えたりすることができるよう

になるのではないかと考えられるためである。また事業者等役から厳しい断り方をされて

も、仲間がいれば心理的なダメージが軽減されるかもしれないとの配慮も含まれていた。こ

のようなロールプレイは、建設的対話を行っている様子を客観的に見る効果もあり、「この

求め方だと、事業者等役は、結局どんな合理的配慮を提供すればいいのかわからず、困るだ

ろうな」といった事業者等の目線からの気づきも得られる可能性がある。ここから「建設的

対話はお互いのことを考えて、理論的に進める必要がある」などと、建設的対話の理解も深

まるだろうと考えられていた。 

 

第３項 『立ち止まっての自己リソース内解決』の重要性の認識と自分調整方法開発支援 

 支援者は、聴覚障害者が、時に環境調整を行わない選択をし、自分にできる範囲の工夫で

その場をやり過ごすことで、自分の自信や価値を守っていることを理解することが重要で

ある。 

 こうした行動は、問題から逃げている状態に見えがちであるが、この行動が聴覚障害者の

エンパワメントに大きく寄与していることは、これまで述べてきた通りである。そのため、

支援者は、聴覚障害者の準備が整うまでじっくりと待つことも重要であると言えよう。 

逆に、聴覚障害者が「環境調整をしなければならない」などと強く自分を追い詰めてし

まっている場合には、今は無理をする必要が無いことを伝えることも、支援の一つだと言え

るだろう。 

また簡単にできる筆談の方法等、聴覚障害者が無理なくその場の問題を解決できる方法

を一緒に考えていくことも、有効的なサポートだと言えるだろう。 

 以上を踏まえ、以下に、適切に建設的対話を行えるようになるために、特に聴覚障害者自

身に求められる努力や工夫、及び支援者が行うべき支援についてまとめた表を示す(表 7-1)。 
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表 7-1 適切に建設的対話を行えるようになるために、聴覚障害者及び支援者が特にすべき

こと 

 聴覚障害者 支援者 

①
『
心
理
的
安
定
基
盤
と
の
接
続
』
の
確
立 

＊自分を価値ある存在として真っ直

ぐ見てくれる人と出会う。 

＊「自分と同じだ」と安心できる仲間

と出会う。 

＊多様な人々が共存・協力し合ってい

る集団に参加する。 

・さまざまな聴覚障害者と出会える 

環境を探して参加する。 

・一つの繋がりを生かして、 

更に繋がっていく。 

＊自分が、聴覚障害者にとって安心で

きる存在となる。 

・声掛けの方法を注意する。 

 

＊他の支援者と繋げるための準備を

する。 

・聴覚障害者の知り合いを 

確保する。 

・地域のろうや難聴の団体等の 

情報を把握する。 

②
支
援
者
等
の
主
体
的
な
活
用 

＊積極的に情報を入手しようとする。 

 ・本を探して読む。 

 ・自分から質問をする。 

 ・得意な人の姿から技術を学ぶ。 

 

＊支援を求める側以外の目線を 

経験する。 

 ・合理的配慮を提供する立場 

となる。 

 ・サークルや団体の運営に携わる。 

＊聴覚障害者が自らの意思で学んで

いけるように働きかける。 

 ・障害者差別解消法に関する本を紹

介する。 

 ・合理的配慮に関するセミナーを紹

介する。 

 ・建設的対話のロールプレイを行う

機会を提供する。 

 ・建設的対話を客観的な立場で見る

機会を提供する。 

③
『
立
ち
止
ま
っ
て
の
自
己
リ
ソ
ー
ス
内
解
決
』

の
重
要
性
の
認
識
と
自
分
調
整
方
法
の
開
発 

＊何らかの問題に直面した際に、無理

をせず自分にできる範囲の工夫で

その場の問題の解決を図ってやり

過ごしていくことも重要と認識す

る。 

 

＊自分に合った自分調整の方法を開

発する。 

※自分にとってそれほど心に負担を

かけないで行えることが重要 

＊支援者自身が、聴覚障害者が『立ち

止まっての自己リソース内解決』を

行うことや、その重要性を理解した

うえで、関わっていく。 

 ・聴覚障害者の準備が整うまでじっ

くり待つ。 

 ・今は無理をする必要が無い等と伝

える。 

 ・自分調整の方法を一緒に考えてい

く。 
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第４節 本研究の限界と今後の展望 

第１項 第一研究の限界と今後の展望 

 第一研究では、多くの建設的対話の経験を積み重ねてきた 4名の調査協力者に、調査に先

立って建設的対話場面のロールプレイを行っていただいた後、インタビュー調査を行い、得

られた語りを KJ法を用いて分析した。この分析により得られた、建設的対話を行うにあたっ

て聴覚障害者に求められる心構えや技術については、第一研究には参加しなかった第二研

究の調査協力者からも肯定する語りが得られており、また先行研究の結果とも一致する点

が多かったことから、広く聴覚障害者全般にあてはまる「建設的対話を行うために身につけ

ていくべき力」の内容となると考えられた。 

 しかし、あくまで 4名の調査協力者の語りを分析したものであるため、より多くの聴覚障

害者を対象に調査を行うことで、第一研究では得られなかった心構えや技術が新たに見い

だされる可能性があるだろう。 

 また、第一研究では調査に先立って建設的対話場面のロールプレイを行っていただいた

が、本研究では、この内容について深く分析することは行わなかった。しかし、こうしたロー

ルプレイの内容をより深く分析したり、或いは実際に聴覚障害者が建設的対話を行ってい

る場面を分析したりすることで、第一研究で得られた心構えや技術が実際の建設的対話場

面でどのように現れてくるのかを知ることができ、より現実に即したノウハウの抽出に寄

与できることだろう。 

 さらに、得られた結果の中では、建設的対話の対話相手となる事業者等に関する心構えや

技術が多く見受けられた。しかし、本研究の範囲では、事業者側が第一研究で得られたよう

な心構えや技術をどのように受け止めているかについては明らかにできなかったことから、

今後、事業者等を対象に調査を行うことでも、第一研究の結果をさらに深めることができる

と考えられた。 

 

第２項 第二研究の限界と今後の展望 

 第二研究では、多種多様な聴覚障害者 11名にインタビュー調査を行い、得られた語りを

M-GTA を用いて分析した。その結果、「自らの力を十分に発揮するために行動する聴覚障害

者」が、「自らの力を十分に発揮できる理想的環境の実現を、志向・実践していくプロセス」

について、説明力のある理論を生成することができた。 

 しかし、聴覚障害者は多様な存在であり、自らの力を十分に発揮するために行動するすべ
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ての聴覚障害者が、このプロセスに即して進んでいくとは限らないであろう。ただし、M-GTA

は生成された理論の正否ではなく、理論の実践的活用を重要とする立場をとっている。した

がって、本プロセスや、最後に提言した聴覚障害者及び支援者がすべき事項についても、今

後、実践的に研究を積み重ね、精緻化するとともに、有効性を検証していく必要があるだろ

う。 

 また、第二研究では、得られたプロセスをエンパワメントの概念を援用して考察したこと

で、聴覚障害者が、支援者等を受動的に利用している状態から、これらを主体的に活用して

いく状態へと変わっていくことが重要な要素の一つであることが明らかになったが、その

変化のきっかけやタイミングについて、明確な答えを得ることができなかった。そのため、

今後はまだ支援者等を受動的に利用している状態の者と、自ら支援者等を活用できるよう

になった者に対してインタビュー調査を行うなどして、この変化のきっかけやタイミング

について更に検討していく必要があると言えよう。 

本研究では、建設的対話を行うために聴覚障害者が身につけていくべき力に加え、建設的

対話を志向・実践していくプロセスを含めた、聴覚障害者が理想的な環境の実現を志向・実

践していくプロセスについて明らかにしてきた。しかし、得られたプロセスを実践現場で活

用していくためには、まだ残された課題も多い。今後もこうした形で研究や実践が重ねられ

ていくことで、聴覚障害者が広く社会で力を発揮していけるようになるとともに、社会全体

の理解の広がりと、合理的配慮の提供に向けた実践力向上に繋がることを期待したい。 
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分析ワークシート 

概念１［真っ直ぐ見てくれる人との繋がり 

起票日  ：2022年 9月 13日(火) 

最終修正日 ：2022年 10月 27日(木) 

人数：6 1,2,4,6,9,10 

概念名 
成功他者への尊敬 

尊敬できる他者との出会い 

真っ直ぐ見てくれる人との繋がり 

定義 
分析焦点者が、社会で十分に力を発揮している他者に対し、尊敬の念を抱く。 

分析焦点者が、自分が心から尊敬でき、話をして学んでいくことができる人と出会う。 

分析焦点者が、自分を価値ある存在として真っ直ぐ見てくれる人との繋がりを得る。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(01-6:204-209)  論文引用：＊ 

01 この生徒会の顧問の先生は、本当に素晴らしい人でした。人間的に尊敬できる人でした。その人

と話していて、本当に人生論について、深く話すことができる先生だったと思っています。だか

ら、その話の中で、私が見本になれるような行動をすることが大切。そうすれば他の生徒にも自

然と広がって、先生たちも安心して、校則を変えてもよいと言ってもらえるようになるかもしれ

ないとアドバイスをしてもらったんです。 

引用箇所(02-3:91-96)   論文引用：＊ 

02 本当に私、周りの人にはすごく恵まれていて、今や皆さんが知る A先生もすぐそばにもちろんい

ましたし。A さんの後輩なんですよ。私がさっきから言っているろうの先輩って。 

質問 なんとなくそうかもしれないと思ってました。 

02 そう、これの上に A さんがいて、A さんの後輩が先輩なので、はい。3 人でよく遊んだり、出かけ

たりとか、まぁしてたので。本当に、まぁありがたい経験をさせてもらえましたね。 

引用箇所(02-6:200-203) 

02 この 4 人のうちのこの 2 人って、今教育委員会にいる人たちなんです。 

若いのに。まだ 40 代なんだけど、本当に素晴らしい人たちで、将来的なことを、私の将来のこと

をきちんと考えてくれて、自分たちだけが背負ってはいけないって言うことで、言ってくれてた

ので、はい。 

引用箇所(02-6:209-213) 

02 その校長先生って、私の大学の言語過程の、大先輩。だから難聴学級とかの経験もあるし、もち

ろんろう免ももっている校長先生で、やっぱり私が難聴だっていうので、難聴の先生でも、やっ

ぱり普通学校で働けるっていうのを俺は証明したいんだって言ってくれる人だったので、はい。

その影響も少なからずあると思います。 

引用箇所(04-13:439-443) 

04 まぁ情報は必要なので、一つは自分で情報を調べる…合理的配慮の例って少ないんですね。ろう

のガイドブックがあって、この本なんですけど、でもこの本を読んでも、実際にそれを自分でや

るのは難しいなぁと思うところはありますね。だから、自分から、悩んでわからない時は、相談

できる相手、先輩がいるっていうことが大きいと思います。話を聞いてくれる人が必要ですね。

相談したり、話を打ち明けたりできる人たちがいないと、大変ですよね。 

引用箇所(09-7:225-236)  論文引用： 

09 自分の立場も相手の立場もどちらも尊重するということは、私は子どもの時からの親との話し合

いが基になっています。私が小 3になるまでは、親は私と関わるときに、親は自分の考えを先行

させていました。つまり私の立場や考えは置いておいて、親が考えて決めて進めていたんです。

でも、私が小 3 の時に、親は今まで通り自分たちの考え方で先行して進めてしまったら、私が将

来つぶれてしまうのではないかと思ったんです。はやく自分で考えて行動する経験を私にさせる

べきではないかと気づき始めまして。でも「これをやってみなさい」と指示をするみたいな命令

ではなくて、ちゃんと対話みたいに進めていく必要があると考えたようです。例えば、「勉強する

目的って何だろう？ あなたが考えて」と言われるだけではなくて、「自分の場合はこういう目的

で勉強しているよ。今までの経験とか背景があってね」とかって自分の立場で話をして、で「あ

なたの立場は？」としっかりと自分の立場と相手の立場を…簡単に私とあなたは同じとしない、

人間として別の存在で、「私の考えはこうだけど、あなたの考えは？」とやってくれました。 

引用箇所(09-11:383-388)  論文引用：＊ 

09 それともう一つは、抑圧しないぞと気をつけるだけではなくて、親は具体的にどうやって対話を

進めるのかまで考えて進めてくれました。「あなたはどうしたいの？ 私はこうしたいと思って

いるよ」と立場をはっきりと分けて、対話をするといったことを頭に入れて気をつけて話を進め

てくれましたね。そのことで、私にとって両親は、抑圧ではなくて、対話を進める方法を考えて

進めてくれたので、両親は私の優しさのモデル、基礎になってくれたのだと思っています。 

引用箇所(10-1:29-31)  論文引用： 

10 1 つ目は絶望状態の自分に寄り添ってくれる存在、私の父親とか家族ですね、そういった存在が

あったこと。もう一つは、どうすればいいのか共に考えてくれる人がいたこと。この 2 つが大き

かったと思うんです。 

引用箇所(10-3:72-78)  論文引用： 
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10 当時の大学の授業の中で、私にとって恩師になる先生が言ってくれたのは「バリアっていうのは

聞こえないことが原因ではない」と、はっきりと言ってくれたんですよ。「なぜならば、今のこの

社会は見えるとか聞こえるとか歩けるとか、障害が無いことを前提にして作られているから、そ

ういった社会や環境の方にバリアがあるんだ」と教えてもらったんですね。だから最初からバリ

アを作ることなく、みんなで一緒に楽しめる社会を考えるユニバーサルデザインの考え方が必要

だと学びました。 

引用箇所(06-3:86-90)  論文引用：＊ 

06 もう一つ、トラウマはあったけど、母が頑張って交渉をしてくれて、私には権利がある、という

姿勢を見せてくれたので、後々、なんだろう、よかったというか母に対する感謝というかがあっ

たから、自分はろうだからといって否定されることがあっても、それは間違いなんだって証明し

てもらえたと思っています。だから、後々になって振り返れば、感謝しているというか、それが

正しかったんだなって思います。 

引用箇所(06-11:381-386)  論文引用： 

06 そのあとに自分が就職して手話通訳をつけたときに、会議の時に意見を言う、ろうの当事者とし

ての視点から、意見を話したときに、みんなが「へぇ、気づかなかった！ ありがとう」って言っ

てくれたんです。その時に、A の視点はいる、A だけが気づける点があるから大事だって言ってく

れたのがあって、通訳は私のためだけじゃなくて、職場のみんなの機能のためにあるという気持

ちが、今、重なって改めて強くなってきたのかなぁと思います。 

対極例 

10/27 

あくまで親目線の話としているが、たとえ親であっても自分を価値ある存在として真っ直ぐ見て

くれないと、自分は壊れてしまっていたかもしれないと述懐するデータ 

引用箇所(09-7:226-229)  論文引用：＊ 

私が小 3になるまでは、親は私と関わるときに、親は自分の考えを先行させていました。つまり

私の立場や考えは置いておいて、親が考えて決めて進めていたんです。でも、私が小 3 の時に、

親は「今まで通り自分たちの考え方で先行して進めてしまったら、A が将来つぶれてしまうので

はないか」と思ったんです。 

類似例  

原因例  

結果例  

理論的

メモ 

・9/13：概念 13 との違いは、13は自分への気づき、これは憧れ 

10/17 

ただ、尊敬できる人でいいのだろうか？ 

何故、彼らは尊敬できるのか？ 

自分を一人の人間として、価値ある存在だと見てくれているからこそ尊敬でき、自分も底から学びたいと

思うのではないか？ 

自分の価値を認めてくれる他者 

という表現もありかもしれない 

10/24 

・自分は価値のある人間だと見いだすことのきっかけになっている(概念 11) 

 マイナスから 0 への動き 

・支援観の醸成にも繋がっている(概念 16、(06-11:381-386)) 

・0からプラスへの動きのきっかけにもなっている(10-3:72-78) 

・もやもやからの立ち直りのきっかけにもなっている(04-13:439-443) 

→すべての肯定的な動きを支える基盤的役割を担っていると考えられる。 

 

概念２［安定源となる“一緒仲間”との繋がり］ 

起票日  ：2022年 9月 29日(木) 

最終修正日 ：2022年 12月 1日(木) 

人数：5 2,4,5,8,11 

概念名 

仲間がいる喜び 

仲間から生まれる安定 

同じと思える仲間から生まれる安定 

安定源となる“一緒仲間”との繋がり 

定義 

分析焦点者が、自分は一人じゃない、仲間がいると喜びや安心感を抱く。 

分析焦点者が、仲間の存在に喜びや安心感を抱き、自身を安定化させる。 

分析焦点者が、自分と同じだと思える仲間の存在に喜びや安心感を抱き、自身を安定化させる。 

分析焦点者が、「自分と同じだ」と安心できる仲間との繋がりを得る。 

ヴァリ

エ ー

引用箇所(02-3:83-89)  論文引用：＊ 

質問 そのろうの先輩と初めて会われて。そうですね僕もう大学に入って初めて出会ったんですけど、

そのときのドキドキ感があったんですね。ちょっと僕の場合は。先生の場合はどんな気持ちにな

りましたか。 
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ション

(具体

例) 

02 私もやっぱり嬉しかったですよ。ずーっとやっぱり一人ぼっちだっていう思いが、こうなんだろ

う。聞こえるつもりで生きてはきましたけど。でもやっぱり聞こえないっていうのはもちろんわ

かっているので、ずーっと自分は一人ぼっちと思っていたので、やっと仲間ができるって思って

すごくうれしかったですね。 

引用箇所(04-9:310-315)  論文引用： 

質問 本当にしんどい時期だとは思うんですけれども、そのときも、そういう何だろう、繋がりっていう

のがあったから今頑張ることができたと思いますかね。 

04 そうですね。先生もいたし、同級生のみんなもいたし、ろうの友達もいたし、親もいましたから…

一人じゃないってことを知っていましたから。気持ちとしては、とても大変…泣いてたし、つら

かったですけど、そのあとの仕事も看護師としての老人ホームの仕事をいただいて。見てくれて

いる人がいて、私を必要だと言ってくれたのが嬉しかったですね。 

引用箇所(04-9:317-322)  論文引用：＊ 

04 合理的な配慮の交渉や説明も、一人ではなくて、みんなで行った方がいいと思いますね。数は一人

よりもたくさんで行くのも一つの手段ですよね。実際に、合理的配慮が必要で、お願いの交渉をす

るのは私一人だけですけど、その後ろに仲間がたくさんいてくれると、安心できますね。だから、

行けるんです。もし後ろに仲間がいなかったら、一人では交渉に行けなかったと思いますね。バッ

クにいろんな人がいてくれるから大丈夫って思えるのは、精神的な面でも大きいと思います。 

引用箇所(08-6:180-183)  論文引用： 

08 他の聞こえない学生と出会ったというのが大きかったですね。それまでは、ろう学校は短期間で、

聞こえる学校に転校してからは、聞こえない友達がいなかったんです。そのまま高校まで進学し

て、大学に入ってサークルにいるろうの仲間に会って、「同じように聞こえない仲間がいるんだ」っ

て安心したんです。 

引用箇所(08-6:187-190)  論文引用：＊ 

08 そうなんです。聞こえる世界で私だけが聞こえないということが、苦しかったですね。けれども大

学に入ってから、聞こえない仲間と会って、「同じだ！ 聞こえない。同じだ同じ！」となって。

同じような悩みを持っていて、共感できるような仲間がいる、よかったぁとホッとしたというこ

とですね。 

引用箇所(08-6:207-209)  論文引用： 

08 合宿ですね。長野県にみんなで行きました。夜徹夜して、お互いに飲みながら遊んだり、釣りもし

ましたね。一つ一つのエピソードがみんな楽しかったですね。「あ！ 仲間がいる！ 私は一人

ぼっちじゃない」と感じることができました。高校までとは違うんです。 

引用箇所(11-3:79-82)  論文引用：＊ 

11 やっぱり、高校に入って、同じ仲間に出会って、やっぱりその、なんていうんだろう。こういう聞

こえにくい自分でも全然やっていける。人としての自信みたいなものが、ちょっとついたので、そ

の自信があったからこそそれがきっかけになって、じゃあ自分が過ごしやすいためにはどうしよ

うかって言う風には考えるようになったと思います。 

引用箇所(04-13:452-4544)  論文引用： 

04 他のろう者の中には、一人ぼっちでいる人もいるから、自然となんか囲んでいってあげるという

か、一気にバって行くのは違いますけど、関係性ができて、「みんながいる」って思えることが本

当に必要だと思います。 

引用箇所(05-12:409-410)  論文引用： 

05 それもあるし、聞こえない学生も共通の悩みを持っているので、自分の悩みを共感してもらえる

仲間ができたっていうのが大きいですよね。 

対極例 

10/26 

もし仲間がいなかったらどうなっているのか？ 

・概念 34 になっている。「聴者と同じようにしなきゃ」 

10/26 

もし仲間がいないと、概念 1に対しても、「やりたい」という安定した希望のイメージというより

も、「自分がやらなきゃ」というプレッシャーが大きいものになっている。 

引用箇所(02-6:215-218)  論文引用：  

やっぱりね、身近に難聴の先生って当時はいなかったので、はい。つくばにね、A先生はいるんで

すけど、当時は知らなかったので。そういう意味でも、自分がやんなきゃいけないんだって思っ

て、すごいプレッシャーだった記憶があります。 

10/26 

仲間といっても、聴覚障害者＝仲間ではない例 

引用箇所(02-13:452-457)  論文引用：＊ 

全聴教はね、今度是非参加してみてほしいんですけど、あのね、ちょっと怖いんだよ。怖いんだ

よっていうか、なんていうか、難聴の側から参加すると、やっぱりギャップがあるからね、ろう学

校に勤めている人が勿論多いし、やっぱりろう教育っていうのが大きな柱としてあるから、やっ

ぱり自分とは、全然環境が違うんだよね。うん。だから、ほしいのはもちろん手話通訳だし、必要

なのは日本手話だしっていう土俵でそもそも話をしているから、それこそ自分の居場所なんてな

いって思った時もあったんだけど、 

 

引用箇所(06-1:8-12)  論文引用：＊ 

小学校と高校では、聞こえないのは私一人だけで、中学校の時に聞こえない友達、先輩、後輩に

会ったんですけれども、先輩の中でも口話の人が多くて、手話で話すというのは…友達同士で話

す時は手話や指文字をするけれども、聞こえる…授業とか学校の友達と話す時は、声をつけた指

文字をする友達に囲まれていました。 
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類似例  

原因例  

結果例 
10/26 

02 はろうの先輩と出会ったことで、世界が広がっている 

理論的

メモ 

10/26 

(02から) 

全く仲間がいないと概念 34 になるが、一度仲間と出会えた後も、他の場で仲間がいないと、前に進むこと

の難易度が上がる、余裕がなくなっている。 

12/1 

他の心理的安定基盤との接続 要素との兼ね合いで、 

安定感を得られる人との繋がりを確保することが分析テーマ的に重要 

 

概念３［多様者協力チームへの参加］ 

起票日  ：2022年 9月 29日(木) 

最終修正日 ：2022年 10月 26日(水) 

人数：5 2,3,4,6,10 

概念名 
多様性社会への参加  

多様者協力チームへの参加 

定義 
分析焦点者が、社会では多様な人々が共存しており、自分もその一員としていていいんだと思い始める。 

分析焦点者が、多様な人々が共存・協力し合っている集団に参加し、自分もその一員としていていいんだ

と思い始める。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(02-3:101-113)  論文引用：＊ 

02 そうですね。で、出会った当時、私はもちろん手話ができないので、もうそれこそ筆談で、彼らと

はやりとりをさせてもらって。で、あのやっぱりもっとこうスムーズにお話がしたいと思って、手

話を覚えたいと思って、で、私が住んでいる県には、学生の団体があったので、そこを紹介ってい

うか、入れてもらって、で、その、さっきの二人は完全にろうなんですよね。なんだけど、私は難

聴で、最初は「あ。聞こえない仲間」って思ったんだけど、だんだん、「あ。私とは違う」「一緒じゃ

ない」って思い始めてて、やっぱりまったく聞こえない人、ある程度聞こえるではやっぱり違うっ

てこうわかってはくるんだけど、でもその学生の団体の仲間は、すごく軽度な人からもちろん重

度の人までいろいろいたので、まぁそういう中で私はいさせてもらったので、「あ。私でもそこに

いていいんだ」って思わせてくれたし、あの～なんだろう？ いっぱいいたから、聞こえない人

も、いろんな人がいるんだなってのをそこで知れたので、もちろん合う人合わない人いるし、それ

はなんだろう。聞こえる人、聞こえない人関係なく、聞こえない人もいろんな人がいるんだなぁと

思って、そういう経験はさせていただきました。 

引用箇所(04-11:377-391)  論文引用： 

04 なんだろう、聴覚障害とかろうとかはいったん置いておいて、関係なくて、私は日本人だから、ア

メリカ人と対等に話すのは難しいので、それを周りにはわかってもらっていて、私が英語に、「自

信が無いな～」という時は、「ちょっと見て修正してくれないですか？」と言って、向こうも「OK]

と見て修正してくれて、「ありがとう！」と言って、完成したメールを送ったりとか、会議の内容

をまとめる時も、そのあと他の人に読んでもらって、「あ、このポイントが漏れてるから入れて文

章を書き直そう」とか、「ここの英語ちょっと変だよ。直そう」とか言ってもらって。合理的配慮

とは言わないけど、働くうえで、基本となる考え方というか、みんなチームの仲間だから、もし誰

かが困っていたら「大丈夫？」と声をかけたり、自分にできることならサポートしたり、逆に私が

できない時は、「ごめーん」って言って助けてもらったりしてくれる。そういうのが当たり前とい

うか。自分で全部背負ってやるというよりも、自分が苦手、できない、「どうしよう…」ってなる

よりも、そこは「ちょっとやってください」と任せて、5分とか、3 分だけ助けてもらう。逆に自

分が得意でできるところは、「あ、そこ私がやろうか？」とか、お願いされたら「わかった」と引

き受けてその仕事をするって感じです。これは合理的配慮以前に、将来、社会に必要なことかなぁ

と思っています。 

引用箇所(04-12:415-426)  論文引用： 

04 老人ホームで働いていた時に、当然看護師がやらないといけないことはいろいろあるんですけど、

幅広くあるんですけど、一つは聴診器がありますし、利用者とのコミュニケーションで話してく

れた情報を把握するとか、とても幅広くあります。そのうちの一つ、自分が苦手なものは他の看護

師さんに頼んで、一緒にやってもらうことで解決して、代わりに聞こえる看護師さんたちにとっ

てはろうの手話は速いから読み取れないんですね。精神疾患のあるろう者の手話っていうのは、

どこに話が飛ぶかわからなくて、聴者の幻聴のように、現実世界にはない話が出てくるので、それ

を読み取るのはとても難しいことがあるんです。だから一緒に行って、私が話を聞いて話の内容

を把握して、まとめて説明することで、聞こえる看護師さんから感謝してもらえるみたいな。あ～

そっか。私たちはチームだから、チームで協力してできたらいいよね。自分が全部負担するのは大

変だし。仕事を分担していくんですね。上司も一緒に行っていいですよということで、一緒に行っ

て、帰ってきて報告しました。 

引用箇所(10-9:305-318)  論文引用：＊ 
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10 そうですね、聴覚障害の多様性っていうのを知りましたね。聴覚障害というと全く聞こえないだ

けだと思っていたら、補聴器を使えば聞こえるとか、手話ができるとか、手話ができる中でも声出

す出さないがまちまちだったりとか、手話も特徴が一人一人みんな違うとか、あぁ本当に聞こえ

ないってそれだけじゃなくて、聞こえ方もコミュニケーション方法も考え方もまちまちなんだ

なって分かりましたね。 

質問 なるほどなるほど。この後の話にも繋がるとは思うんですけれども、そういった経験っていうの

は、10さんが今後生きていくにあたって何か自信に繋がるようなことってありましたか。 

10 そうですね。まず一番大きかったのは本当にシンプルで、聞こえない自分でもこの社会の中で生

きていくことができる、これがわかったことが一番大きかったですね。それから、聴覚障害の多様

性を知ったことが、今の仕事にもすごく繋がっていると思います。やはり社会の中ではまだまだ、

例えばテレビだったら字幕があれば OKって思っている人も多いんですよね。でも実際は字幕だけ

じゃなくって手話を必要としている人もいるし、聞こえやすさを求めている人もいるし、本当に

違うということを説明できますし。 

引用箇所(03-7:233-247)  論文引用：＊ 

03 聞こえる人も聞こえない人も一緒にいれる場を作ろうよっていう雰囲気がサークルの場にあった

ので、なんかその、そう情報保障が手話サークルが一番多分初めだったかもしれないです！ 今

思い出しました。喋ってて。手話サークルの場で、いつも毎週例会があって、「今日はこういう内

容で進めますよ」とか、全体の進行で「じゃあもう終わります」「じゃあ今日食事会行く人～」み

たいな感じで、質問を司会者の人がするときに、手話をワーッてこうつけるだけじゃなくって、全

部黒板に書いてたんですよ文字を、言った言葉を。パワーポイントみたいに要点が先に黒板に書

かれてはあるけど、例えば前半の企画、で何々って書いてあるけど、「前半の企画始めます」って

始めますっていうこのはじめますって手話を表したときに、サポート役の人が「始めます」ってそ

の場でリアルタイムで書いてたんですよ！ それが、「あぁ！ こんなに書いてくれるんだ！」み

たいな。なるほどね！ みたいな。なんかそれが、できるだけ一言一句というか、その場にいる手

話がわからない人もわかる人も聞こえる人も聞こえない人も、全員わかる場にしようっていうの

が、その雰囲気の、サークルの大事なところだったので、だから多分大学の授業よりも手話サーク

ルの場で一番初めに情報保障を受けたんだと思います。しかもそれをなんか自然とやってたので。

「へぇ！」みたいな感じで。 

引用箇所(06-3:93-106)  論文引用：＊ 

06 ろうが当たり前ですし、ろうだから通訳をつけるのは当たり前でした。ろうだけじゃなくて、盲の

方やろうプラスほかの障害、盲ろう者とか、ろうの肢体不自由者とか、精神障害の方とか、いろい

ろな学生さんと出会いました。試験の時間を延長したりとか、休憩時間も、歩くことが健常者と比

べて時間がかかるので、トイレ等々も含めて、休憩時間を延長してほしいと申し出たら、休憩時間

について、時間通りに戻らなくてもいいとの許可が出たりとか、もういろんな、一人一人の要望に

対して丁寧に対応する専門のセンターがあったんです。障害学生支援室のようなね。あるでしょ。

ちゃんと権利として求めて、上の方々、学校の先生も声なしで手話で話していて、堂々と生活や授

業をしていました。外部の先生の時も、自然と書いてください、手話通訳をつけてくださいという

ことがもう当たり前って感じでした。ろうだけじゃなくて、盲の人や聞こえる人も同じで、例えば

黒人の方とかも「黒人だけど関係いでしょ」とか、高齢者で足が悪い方とかも「自分は助けが必要

なんだ、スロープが必要なんだ」って言っているのを見て、なるほど、当たり前のように頼んでい

いんだという考え方に変わっていきました。 

引用箇所(06-5:172-175)  論文引用： 

06 今の職場の場合はやっぱり先輩がいて、理解者がたくさんいますし、また担当している仕事の中

に、ろうのサポートがあるので、特別にろうに対する理解がある職場だと思います。情報保障が必

要という考えを持っているところに私は入ったので、お願いすると前向きに考えてくれるのか

なぁと思っています。 

対極例 

引用箇所(03-4:122-124)  論文引用： 

で、先生に関しては、高校みたいに担任の先生と密な関係があるってわけでもないから、「伝えて

も何が変わるん？」「何も意味がないやろう」ぐらいには思ってたので、そんなに何かこう伝えた

記憶がないですね。 

類似例 

10/26 

多様な人ではないが、協力し合う関係性があり、自分もその一員としてできていたというデータ 

 

引用箇所(03-3:77-83)  論文引用： 

友達に頼ろうと思ったきっかけですよね。何か漠然としているんですけど。割と私のその周りの

友達が、困ったら助け合おうっていう精神が根付いている人たちが多かったので、私が聞き取れ

ないところとか、普通に「宿題これなんて言ってた？」とか「いつまでって言ってた？」って聞く

代わりに、私が理解したことを、もし質問されたらこう返すっていうお互い様みたいな精神でやっ

てたっていう部分と、あとやっぱり今までそういうふうに乗り越えてきた。友達に頼って、わから

ないところは補ったりとか、あと友達以外にも直接先生に聞くっていう方法は高校のときまで結

構やってたので。 

原因例  

結果例 

10/26 

・人を頼る、環境調整を求めることを分析焦点者が受容するきっかけとなっている。(03-3:77-

83)(06-5:172-175)等(ほぼすべて) 

 →概念 12 

・自分の価値を見いだしている(10-9:305-318) 

 →概念 11 

理論的
10/5 

概念 11 と近い可能性あり(原因－結果) 
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メモ 12/15 

概念２「安定源となる一緒仲間との繋がり」との違いとしては、 

あちらは、自分と同じと思える仲間 

対してこちらは、必ずしも自分と同じと思えない、むしろ違う存在であることが重要、 

「どんな人でも受け入れられる、力を発揮できる」→「私もできるかも」 

 

概念４［成功他者からの希望の湧出］ 

起票日  ：2022年 10月 4日(火) 

最終修正日 ：2022年 12月 20日(火) 

人数：6 1,3,4,6,10,11 

概念名 成功他者からの希望の湧出 

定義 
分析焦点者が、社会で十分に力を発揮している他者の姿から、自分に希望を見出だす。 

分析焦点者が、社会で十分に力を発揮している他者の姿から、「自分もできるかも」と思い始める。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-3:92-98)  論文引用：＊ 

11 

9/13 

まぁそうですね…やっぱりその、僕の一番のきっかけというのは、聞こえない先輩？ 先輩が

いたんですけれども、その先輩、たまたま僕が部活動が卓球部だったので、卓球の関係で知り

合ったんですけど、その先輩がやっぱり聞こえる人の中でも、聞こえる人の中でもすごい、な

んだろう、上手くやっていっているというか、すごい、なんかそういう風ななんか…卓球も上

手かったし、なんか人としてすごいなんか関わりが上手い人だったので、そういう人と関わる

ようになって、ちょっと憧れから始まった感じですかね。なんかその辺から自分も何かできる

んじゃないかと思うようになったと思います。 

引用箇所(11-3:101-102)  論文引用： 

11 

9/13 

すごいお世話になった先輩なので、はい。その先輩を見て、その先輩を見て頑張ろうと思える

ことはあったと思います。 

引用箇所(11-3:104-107)  論文引用： 

11 なので、うん。それが僕にとっては、今まで聞こえる人の中でうまくやっていけなかったけど

も、そういう先輩たちは、自分の工夫とか、自分の強み、強みを見つけて、健聴の人とも対等に

関わっている様子を見て、僕も何か頑張って工夫をすれば、やっていけるんじゃないかと思っ

たのがきっかけかなと思いますね。 

引用箇所(11-3:79-82)  論文引用： 

11 やっぱり、高校に入って、同じ仲間に出会って、やっぱりその、なんていうんだろう。こういう

聞こえにくい自分でも全然やっていける。人としての自信みたいなものが、ちょっとついたの

で、その自信があったからこそそれがきっかけになって、じゃあ自分が過ごしやすいためには

どうしようかって言う風には考えるようになったと思います。 

引用箇所(01-4:113-123)  論文引用： 

01 OB が、大学で頑張ってる OB がたくさん来てくれて講演をしていました。その中で、「大学は情

報保障がない、ちゃんと準備していないから、そういう学習環境で、自分が勉強していくため

には、自分から配慮を求めていく必要がある」と言われたんです。配慮について、具体的な内

容は何かというと、ノートテイクとか、それから…ボランティアの通訳とか、そういうのを求

めて大学と交渉する必要があるという話を聞いたんです。なるほどと思いながらその内容、そ

の話を聞いて、自分も大学に入ったら交渉が必要だと思うようになったんです。ただ、大学だ

けじゃなくて、聞こえる、一般の社会に参加する時も、そのように自分から交渉していく姿勢

が必要になったと思います。で、実際にその人たちの話を聞いて、へぇ、自分も大学に行って、

ろうを受け入れたことが無い大学を選んで、自分が行って切り拓いて学べる環境を作りたいと

思ったんです。 

引用箇所(03-1:33-38)  論文引用： 

03 それ以前に、手話サークルの先輩の中に、聴覚障害の先輩がいらっしゃったので、しかも同じ

第 2 外国語っていう同じ苦労をわかっている先輩がいらっしゃったので、「何か困ってるんです

けど」っていうことをまず支援するルームではなくて、仲間内、サークルのメンバーにお話し

たっていうところから、「まず合理的配慮ってあるんだ」って、「支援を大学で受けられるんだ」っ

ていうところを、最初気づいたのがそこでした。 

引用箇所(03-5:171-176)  論文引用： 

03 ろう、ろうって言うかよりも、私よりも聴覚レベルは、聴力レベルはかなり重い方だったので、

私よりも大学の入学当初から支援が必要だったはずなんですけど、何かその方もちょっと優秀

な方だから、「自分で授業を乗り越えたい」みたいなことを思っていて、でもそれがちょっと無

理をきたしてきて、支援を受けるようになってっていうプロセスが私に似ていたので、「A さん

はもうちょっとこう、早い段階で」というか、あの、「僕みたいに苦労しなくてどんどん頼った

方がいいよ」っていう感じで勧めてくれた 

引用箇所(04-2:59-73)  論文引用： 
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04 けれども、私はたまたま…私が入学する 5 年前に卒業した先輩が、大学に入った後、事故…車

か分からないけれど、歩いているところに車がぶつかってきたんだったかな、詳しくは知らな

いけれど事故で半身まひになってしまったんです。救急車で病院に運ばれて、手術も受けて、

大学には復学したんです。けれども大学に復学したときに、半身まひのために歩くのが難しく、

実習、看護実習で病院に行って、いろいろな人とやりとりをしたり、看護をしたり、動き回っ

たりしなければいけなかったのですが、その人の方法が、誰かについてもらって、彼女が歩く

と、ついてサポートしていたんです。彼女が看護が難しい時は、代わりにこの人が彼女の指示

を受けてやるという、こんなことがあったので、付き添いサポートというものがあるというこ

とを大学から説明を受けたんです。…いや、ちがいます。私がたまたま高校生の時に、本で読

んだんです。本で読んだんでした。どうやってその本を知ったんだったかなぁ、詳しく覚えて

いないですけどたまたま回ってきた本を読んで、「あぁ、こんな先輩がいるんだぁ。」ってわかっ

たんです。それで、私はろうなので違う、必要な支援…配慮が違うけれども、私は大学も障害

学生を受け入れる方法があるんだぁとわかって、先生方も皆さんすごく良い人だったので入学

しました。 

引用箇所(10-12:414-420)  論文引用：＊ 

10 他の視覚障害者の方とか、車いすの方とかは、すごく冷静に客観的に自分の障害を話したりと

か、どうすれば相手に気持ちよく受け入れてもらえるのか、実現するのか、(それを実現する)

話し方っていうのがあるんですね！ そういう話し方を学んだっていうのが大きいのかなって

思いますね。自分以外の聞こえない人だけではなくて、他の障害のある人たちと出会うことで、

そういう場所での気持ちの伝え方とか、提案の仕方とか、相手に共感してもらえる話し方とか、

それを新しく学ぶということが多かったと思います。 

引用箇所(06-1:27-33)  論文引用：＊ 

06 参加したときに、歳が近い女性がいて、私が 16，17歳ぐらいで、彼女が二十歳。歳が近くて、

他の方もいらっしゃったけど、30代、40 代、50 代の方でして。彼女は歳が近くて、英語が好き

で得意で、ペラペラで、すごい、英検ってどう？って聞いてみたら、「英検は文字、テロップを

出してくれる配慮がある」って言ってくれて、私はへぇ！と、聞くというのは聞くだけだと思っ

ていたので、「違う違う。申請すれば、画面のテロップを見てやる方法がある」と言ってくれて

なるほど！と。それを聞いた後に日本に帰って、留学への興味が湧きたったんです。 

引用箇所(06-7:216-219)  論文引用： 

06 そうですね。やはり知らないと言いますか…ほかの聞こえない人でこういう方法でやっている

人がいて、実際に合格している人がいるというモデルがいるということや、聞こえないからど

ういう配慮があるのかどういう方法があるのかという情報をもらえるというのは、もらえたと

いうのは本当に大きかったと思います。 

引用箇所(04-4:124-133) 

04 私が何で、自分から提案をしたり、交渉をしたりできたのかというと、う～ん…成長していく

中で、いろいろなろう者を見ているんです。ろうの大人とたくさん会ってきましたし、両親も

ろうですし。なんだろう…ろうの団体にいろいろと参加しているんです。親に連れられて参加

して、ろうの先輩とたくさんあって話してきているので、「仕事でのコミュニケーション方法は

どうするのですか？」と聞いたら、筆談やジェスチャーなどいろんな話が返ってきて、「そんな

方法があるんだぁ」と知ったりとか。すごく助けられましたね。情報保障があるってことを知っ

ているのも、小中学校の時に大学生、ろうの大学生がいて、見ているから、情報保障というも

のがあるんだぁとか、全コンや関コンの様子とか、いろんな情報を自然とみて、吸収していっ

ていたので、そのあと成長して大学生になった時にその知識や教養が役に立った感じです。 

対極例  

類似例 

10/26 

具体的な他者というより、組織全体レベルの話だが、 

同じく成功している組織を見て、自分も…と思っている。 

 

引用箇所(02-14:480-486)  論文引用： 

そうそうそうそう。もちろん自立活動の指導もするんだけど、それ以外は通訳活動なわけ。う

ちの自治体は。だけど、つくばとか大阪の話を聞くと、いやいや情報保障する人いるから、俺

はコーディネートするだけだとかいう話を聞いて、「え！！」って。それってズル…ずるいって

言ったら失礼だけど。そういうシステムになってんだーって思っていますね。 

それを先生の職場でもお伝えするというか。 

お伝え…でもうちは今難聴学級が無い学校にいるので。そういった他の先生方からいただいた

その情報を交渉に活かすっていうことが、そうそうそう。そうです。 

原因例  

結果例  

理論的

メモ 

9/13 気づきなのか？ 

考え始める、とかのほうがよいか？ 

或いは概念 2 と結合させて、「気づき」と「自分もやりたい」を合わせた方がよいか？ 

10/4 

概念 13 からの派生(というか分離？) 
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概念５［棚ぼた的知識習得］ 

起票日  ：2022年 10月 17日(月) 

最終修正日 ：2022年 11月 15日(水) 

人数：5 2,5,6,8,10 

概念名 
思いがけない知識習得 

棚ぼた的知識習得 

定義 分析焦点者が、自分から行動したわけではないが、周囲の働きかけにより、新たな知識を得る。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(08-4:128-134)  論文引用：＊ 

質問 おそらく聞こえない先輩の方だと思うんですけれども、その先輩の方から何かこう、いいアドバ

イスとかってもらった経験ってありますか。 

08 アドバイス、なるほどね。アドバイスの一つとしては、「自分にとって必要なことは自分から言う

必要がありますよ」と、「言わなかったらみんなわからないから、何に困っているのか、何が必要

なのか、自分から言うことが大事ですよ」って言ってもらいましたね。すごくありがたいアドバイ

スでした。 

引用箇所(06-11:363-386)  論文引用： 

06 あ、自分のエピソードではないんですけれども、大学の時に聞いたエピソードっていうのが、ADA

法ができたときに、活躍されていた A という人がいて、本も有名な人なんですけれども、この人

は脳性麻痺の車いすユーザーで、その奥さんが日本人なんです。彼はなくなったんですけれども、

奥さんは今も ADA 法について、まぁできた後もまだまだ課題が残っている中で運動を主導されて

きた人で、Bさんっていうんです。彼女と会う機会があって、会った時に彼女が教えてくれたこと

は、彼女は健常者で旦那さんが車いすユーザーの夫婦で、彼が教会に通いたいと、教会を進行して

いたんだけれども、車いすだから教会に入れなかったんです。階段があって入れなかったという

状況の時に、彼は迷っていたんですけれども、周りの人には彼に来てほしいという気持ちがあっ

て、スロープを作ったんです。「さぁ来てください」ということで、彼は教会に通えるようになっ

て「ありがとう」と、周りの人も彼からいろいろな話を聞くことができてよかったという感じで。

みんなは彼に来てほしかったから、スロープを作ったという話の中で、アメリカは法が先にでき

るけど、法律は進んだけど、心の壁が残っているところがたくさんある。でも、法律があるから進

んでいけたんだけど、一番大切なのは心の壁をなくすこと。心の壁をなくしたときに、自然とみん

なが来てほしい、どうしたらいいという気持ちから、自然と配慮が始まる、それが理想的な形だよ

と言われたのを覚えていて。スロープというのは、結局は彼が入れるというのがあるけれども、私

たちにとっては彼のありがたい話が聞ける、彼が来てくれる橋になっているというのをその時に

覚えていたんです。 

引用箇所(02-2:66-69)  論文引用： 

02 大学に入って、聞こえない先輩たちに会って、聞こえないってことは情報が足りてないんだって

いうことを、切々と聞かされて、「あっそうなんだ」っていう感じで、それを補うためには、ノー

トテイクっていう、情報保障っていうのがあるんだよって言われて、へぇ～って、だから私は全然

抵抗もなくそれを受け入れられて、 

引用箇所(02-9:323-328)  論文引用：＊ 

02 私は全然気にしないから、「う～ん、彼だったらきっとやってくれると思ったんです」って言った

ら、「へぇ。そうやって人の良い所ってきちんと見てるんだね～」って言われて、そうかもしれな

い！って思って。それ以来やっぱり人の良いところ、できることとか、いろいろちゃんと見るよう

にして、自分にできない時は、できる人、もっと言えば得意な人にお願い、頼るっていいなぁって

思っています。 

引用箇所(05-3:75-79)  論文引用： 

05 だから、その制度だけは残ってた。でも、これは申し込まないとやってもらえない。だから、そも

そも制度の存在を知らないと使えないっていうような制度。うん。で、その先輩が「いっぺん大学

に声かけてみ」て言って、言われて行ったら、「へぇ。そんな制度があるんや！」と。で、知って、

大学が掲示板にボランティア募集っていうのを貼った。 

引用箇所(10-6:201-206)  論文引用： 

10 また、国語の先生だったので、「自分の気持ちを言葉にかえる必要がある」っていうことを教わっ

た気がしますね。当時は全く聞こえなくてコミュニケーションが取れなかったんですよね。だか

ら先生とのコミュニケーション方法は全部手紙だったんですよ。書いて、出して、返事をもらっ

て、読んで、っていう手紙でのやりとりだったので、手紙を書くことによって自分の気持ちを言葉

で表現する練習にもなったのかなぁと思います。 

対極例 概念 7,8,9 

類似例 概念 4 

原因例 概念 1,2,3 

結果例  
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理論的

メモ 

10/17 

今回は、自分からの能動的な概念が多いが、それだけではない。 

思いがけず、周囲から助けてもらっているデータも多くあり、それらをまとめる概念 

 

概念６［自分以外目線からの学び］ 

起票日  ：2022年 10月 4日(火) 

最終修正日 ：2022年 11月 3日(木) 

人数：5 1,2,3,7,11 

概念名 
支援提供者目線の実体験 

支援提供者目線体験からの学び  

自分以外目線からの学び 

定義 
分析焦点者が、支援を提供する側を務め、支援提供者の事情等を理解していく。 

分析焦点者が、自分以外の目線での活動経験を通して、新たな知見を得ていく。 

分析焦点者が、自分以外の目線での見え方や苦労などを知ることで、新たな知見を得ていく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(02-16:550-574)  論文引用：＊ 

02 今私難聴協会で活動してますけど、やっぱりそこでの活動がベースになっているので、いろいろ

企画をやるために必要なこととか、もしこういうひとが参加したらどういう配慮が必要なのか

なぁって、なんだろう、自分が配慮する側もやっているので、はい。そうですね。それはよく考え

る。 

質問 配慮をする立場になるっていうことが大事なんですか。 

02 大事だと思います。大事だと思う。えっと、難聴協会、もちろん学生の時もそうだったんだけど、

弱視の、難聴と弱視の人が参加するってこともあったんです。だから、パソコン通訳の文字で、普

通黒に白の文字が出てくると思うんだけど、その子は黒に黄色が良いって言ったの。で、字も大き

い方がいいって。わかったって、パソコン通訳に調整してもらって、黒に黄色で字も大きくしても

らってやるっていうのも一緒にやらせてもらったし、あと難聴なんだけど、足、なんか歩くのも上

手じゃない人がいて、だからみんなで運動系の活動をする時も、気をつけなきゃいけないっての

もあったし、あと今難聴協会にいても、なかなかその～ね。もうおじいちゃんおばあちゃなんに

なっていろいろできないことも増えてきてるから、あ～してほしいこうしてほしいっていろいろ

言われるから、やっぱりやり方もそれに合わせていかきゃいけないなっていうのがあるので。そ

うすると、やっぱり、普通の企画の運営じゃないから。あ、いやいや私にとってはそれをやること

自体普通だからいいんだけど、でもそれを知らない人にとっては、もう何も知らない状況で、え？

聞こえないから配慮するってどういうこと？みたいな、やっぱり想定されてないことを言われ

るって大変なんだろうなってことはわかるので、本当にこのあいだの A 先生との話でもあったん

だけど、やっぱり何か企画を運営する中に、新たに入れるっていうのを考えた時に、スクリーンが

あるんだったらこういう方法もありますよとか、スクリーンがないんだったら自分の iPad 持って

いきますよとか、その会の何だろう、そっち側が見えれば、交渉の仕方が全然変わってくるので、

そういう意味では、自分がやっぱり企画を担当してきたことが、本当に無駄じゃなかったって思っ

てますね。 

引用箇所(07-1:12-14)  論文引用：＊ 

07 逆に自分がいろいろと合理的な配慮を求められるという立場も、何個か経験はしてきてるので、

その辺りから自分が逆に求めるときはその辺りを気をつけた方がいいかなっていう学びを得る。

そういったことが積み重なってきているのかなと思います。 

引用箇所(07-1:25-32)  論文引用： 

07 例えば、つい最近の話なんですけども、ロジャーというシステムがあるのはご存知ですよね。ロ

ジャーというシステムのことをあまりよくわかってない人が身内にいて、その人に対して、自分

が説明をして、聞こえない人がこういうニーズを持っているということをお伝え、私が身内の人

間として伝えたという経験があって、私が入らなかったらその聞こえない本人と担当者が直接や

りとりをするだけだったら、何かずれるというか、この人(聴覚障害者)が求めていることはそう

じゃないんだけど、この人は何か誤解してて、私がちょっと見て見ぬふりはちょっとできなかっ

たので、私が入って間を調整するというかそういった経験はありますね。 

引用箇所(07-2:65-76)  論文引用：＊ 

07 ロジャーというものを知らない人にとってみれば、こっちの方(聴覚障害者)のニーズというのが

何なのかがわからないケースもあるんだなということが、そのとき私にもわかったんですね。もっ

と具体的に言うとね、ロジャーを使用したいというニーズが言われたんですよ、この方(聴覚障害

者)からね。こっちの方(団体)はマイクを使いたいのかというふうな理解の仕方をしてて、いやい

やそうじゃなくて、マイクを使ってもらいたいという理解をしなきゃいけないのに、何かその辺

がこの人(聴覚障害者)は自分の発表のときに使いたいと言ってるんだけど、そんな話はこっちは

聞いてないとか、なんかいろいろ質疑応答のときのやりとりなんかを含めるとロジャーの使い方

みたいなものの説明も必要になりますよね。あるいは会場になる部屋の音響設備みたいなものの

状態も含めて、一番良い解決方法は何というのを考えなきゃいけない状況があったんだけど。お

そらく彼(団体の一人)1人だったらそこまでは考えが及ばなかったと思うので、そのあたりについ

ては一番いいのではないかなという方法を、ちょっと助けて、情報提供したという経緯がありま

す。 
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引用箇所(11-13:465-474)  論文引用：＊ 

11 今までは自分中心にいろんな取り組みをやってきましたけど、相手の事を考えるもそうですけど、

退いて見る、退いて見ることってすごい大事だと思いますよね。今も僕もなかなかうまくいかな

いことも多くて、いろいろ悩んではいるところもあるんですけれども…なんでしょうね…レベル

高いかもしれませんけど、自分じゃない、第三者的な立場から、何かの…ここの関係を考えると言

いますか。なんか、言ってること伝わるかなぁ…自分と相手じゃなくて、自分が第三者となって、

そこをどううまくコーディネートするか、そういうことを考える取組っていうのもあっても面白

いのかなぁって思いますし、それは今僕がそういう感じの会に関わらせていただいて、すごい勉

強になっていることも多いので、そういう意味ではすごい、そういう取り組みは、新しい視点と

か、見えるところが違ってくると思うので、面白いかもしれませんね。 

引用箇所(02-1:9-17)  論文引用： 

02 初めてノートテイクっていうのを知って、大学の先生に、自分はノートテイクをつけて、講義を受

けたいっていう話をしたときに、私が言うと断られる。断られるんだけど、ろうの先輩が説明する

と「いいですよ」と言われることが多くて、そういう経験をしたので、何回もしたので、私の中で

は、やっぱり自分の説明がダメなのか、何がダメなのかっていうのを、卒論の研究をしたのが一つ

あって、はい。そこで、やっぱり、ろうの人とか、重度の人だと、見て、あぁ配慮が必要だってわ

かるらしいんです。先生たちは。だけど、軽度だと、その～資料が欲しいとか、ノートテイクが必

要だということは、わからないっていう結果が分かって、じゃあやっぱり自分は言わなくちゃい

けないんだって言うことをそこで学んだんですね、私は。 

引用箇所(01-12:399-408)  論文引用：＊ 

01 今、職場定着支援というものがあって、そういう仕事をしていく中で、仕事を紹介して採用が決

まった障害者に対して、会社に行って職場定借支援をすることがあるんです。だけど、上手くいっ

ていないところと、上手くいっているところの違いを比べると、やっぱり基本的な挨拶ができて

いるかどうかとか、普段からお互いに支え合うように意識しているかどうかとか、そのあたりが

違いますね。失敗するところは、挨拶もしてないとか、普段のコミュニケーションがないとか、一

方的に配慮を求めるだけですね。でも上手くいく方は、お互いに仲間として協力し合う関係があ

りますね。配慮が必要だとなった時に、上司とうまく関係ができているからスムーズにいってい

ると思いますね。そういう普段からの関係づくり、それをもう少し意識してほしいと思います。 

引用箇所(03-14:469-473)  論文引用： 

03 そうですね。支援ルームのスタッフと、あと、相手にあたると一緒に授業を受けてる人とかに聞い

てました。あの、「どうやったら、ぱっとわかりやすい？」っていうふうに、「ここにシールが付い

てたらいい？」とか、あの、「それは逆にいらない？」とか、その相手にも直接聞くっていうこと

ができる関係性にもうなってたので。それは多分、初対面の人には聞きづらいと思うんですけど。 

対極例 概念 4,5 

類似例 概念 7 

原因例  

結果例  

理論的

メモ 

10/5 

分析テーマ的には、ただ体験したというよりも、そこから学ぶことが重要 

10/13 

支援を提供する側は具体例に過ぎないのではないか？ 

もっと大きく、当事者以外目線体験からの学びとかでもいいかも 

この概念の大事なところは、 

自分以外の目線を体験することで、新たな知識等を習得していくことではないか？ 

10/24 

・概念 8と対比する概念となっている。 

10/26 

ただ「活動経験」するというよりも。 

実際に活動することや、当事者から意見を聞くこと等さまざまな手法を用いて、 

自分以外の目線での見え方や苦労などを経験することが、 

新たな知識の習得に繋がっていると言える。 

 

概念７［成長のための積極的外部情報収集］ 

起票日  ：2022年 10月 13日(木) 

最終修正日 ：2022年 12月 15日(木) 

人数：6 1,4,5,6,7,9 

概念名 
成長のきっかけを得る相談 

有力情報所持者への積極的アプローチ 

成長のための積極的外部情報収集 

定義 
分析焦点者が、尊敬できる人と積極的に話し、成長するきっかけを獲得していく。 

分析焦点者が、自分が成長するための有力情報を持つ人を見つけ出し、積極的に情報を求めに行く。 

分析焦点者が、自分が成長するための有力情報を、積極的に探しに行く。 

引用箇所(04-13:455-459)  論文引用：＊ 
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ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

04 それと、さっきの本で、「こんな方法があります」と例が本に載っているんですね。でもさっきみ

たいな本があって、例があったとしても、実際に病院に行ってどう話せばいいかなんてことは、本

には載ってないんですよ。だから、ろうの先輩、技大ならいっぱい事例を持っていたり、合意に至

るまでの話し合いも得意な先生がいると思いますが、そう言う人に相談しますね。本当に、技大に

は相談に来る人が多いと思いますよ。 

引用箇所(05-5:156-159)  論文引用：＊ 

05 あの時に僕のモデルになったのはね、花園大学ですね。花園大学と、それから大阪教育大学だった

かなぁ、が積極的にやっていた。で、お～こんな風に頑張っているんだったら、と思ってやり方を

聞いたら、楽しくやっていると。「そうか～」みたいな感じで、3 回生の時はもうちょっと楽しく

やり始めた。 

引用箇所(06-14:476-484)  論文引用：＊ 

06 なのでそこからは、他の人の言い方、上手に話す人を見たり、なんというか突然ぶった切ってしま

うのではなくて、「あぁこの提案はいいと思うよ。でもこのあたりはどうかな？」とか、「こういう

形でやってしまうと、別のあのあたりが難しいんじゃないかなぁ」みたいな、なんか具体的なもの

は思い浮かばないんですけれども、言い方がうまい、相手を傷つけない話し方で指摘をする例を

いろいろと見て、「あぁなるほど。そう言ってくれると聞き入れてくれるんだ」というのを見たん

です。それは、職場に入ってからも同じで、通訳がいるからいろんな人と話ができるんですね。私

の上司がほかの職員さんに説明している様子を見たりとかね。「あぁそういう言い方！ そういう

言い回し！ そういう説明方法がいいんだ！」っていうのを盗んでいくことができたからかなぁ

というのがあると思います。 

引用箇所(07-1:9-11)  論文引用： 

07 何か自分自身というよりは、周りの人たちの、いろいろなその壁にぶつかる経験などを聞いて

ちょっと自分の物にしていくために学んできたところはあるかなと思います。 

引用箇所(09-7:198-206)  論文引用：＊ 

09 大学に入った後、手話サークルを立ち上げる必要はあるけど、私は集団活動の経験が無くてです

ね、その時に私は考えて、A 市にある市民手話サークルに入って、その時私は手話はまだわからな

かったけれど、とにかく何度も通って、そこで役員にも立候補したんです。そこで運営のノウハウ

を盗んでいったんです。「予算の準備はこうやっているのかぁ」、「役員の組織はこのように作るの

かぁ」、「みんが衝突したとき上手く調整して落ち着かせるためにはこんな方法があるのかぁ」と

いったことを観察して収集して、組織マネジメントを自分から学び、知ることができたから、大学

2 年生の時に大学内で手話サークルを立ち上げることができたんです。つまり、私は組織の運営方

法を見通せたから、できた、成功できたということですね。 

引用箇所(09-12:403-411)  論文引用： 

09 でも、一方で、「合理的配慮は特別扱いじゃないんですか？」と言ってくる人たちもいましたね。

そういう特別扱いじゃないか？と言ってくる人に対する、反論じゃないんだけど…うまく説明で

きる考え方がもっと必要だと私は考えたので、全国ろう学生懇親会みたいな集まりに参加するだ

けじゃなくて、個人的に、アメリカに障害者に関係する法律、ADAがあると聞いたので、「ADA って

何だろう？ この法律では人権や差別、対等といった概念をどんなふうに用いて説明しているの

か」ということを知ろうと思って、本を何冊も買って読んだんです。このように本を読んだという

経験は大きかったんじゃないかなぁと思います。単に看板みたいに、対等が必要と示すだけでは

なくて、なぜ対等が必要なのかを説明できる内容をたくさん収集できたということです。 

引用箇所(02-13:462-468)  論文引用： 

02 そこは本当に諦めないで、全聴教に通ってよかったなぁって思ってますね。 

質問 なるほど。そういった先生方との出会いも、その今の先生の例えば合理的配慮を求めるっていう

ときに何か、参考になったというか。 

02 そうそうそう。なりますよ～。あの～私の住んでいる地域はすっごく遅れているので、つくばはこ

んなに進んでいるんですよとか、大阪はこんなにすごいんですよっていう情報を、ちゃんと握っ

て必要に応じて小出しにして出したりして、はい。やってます。 

引用箇所(01-8:256-264)  論文引用：＊ 

01 私は、まぁ相手ですよね、相手に議論で打ち負かされてしまうのが嫌、負けず嫌いだったので、ど

うしたらいいかと考えて、中学生の時だったと思うんですけれども、本屋に行って、説得術の本を

買って、読んだんです。中学生の時に。普通中学生は読まないですよね。本屋に行って、ビジネス

本コーナーに僕は行って、本を探していると説得術の本があるって気づいて、へぇと思って手に

取って読んだんです。自分の意見を通すためには、まず相手の話を聞くとか、そういう説明技術を

高める技術が載っていたんです。読んで読んで、何回も読んで、このようなビジネス関係の本も僕

は読んだんです。生徒の時に読んだんです。実際に会社の社長になった人の話とか、普通は生徒は

読まないですよね。そういうのを読んだんです。 

対極例 概念 4,5 

類似例 概念 6 

原因例  

結果例  

理論的
10/13 

概念 1 からの派生 
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メモ 情報を仕入れるために通訳が必要とするデータ 

引用箇所(06-14:486-489)  論文引用：＊ 

周りを見て盗んでいきましたね。これはろうからは盗めるんですけれども、聞こえる人から盗むのは通訳

がないと難しいですよね。メールを見ることはできるんですけれども、会議の時とかは通訳とか UDtalk と

かを見ながら、「そういう言い方をするのかぁ」みたいな感じですね。 

10/14 ゼミ 

相談に限定する必要はないかもしれない 

・本を読む 

・自問自答 

10/17 

とにかく効率的 

自分にとって必要な情報を持っている相手に積極的なアプローチを仕掛けている 

 

概念８［問題解決法の自己探索］ 

起票日  ：2022年 9月 19日(月) 

最終修正日 ：2022年 11月 15日(水) 

人数：5 2,3,4,9,11 

概念名 

聞こえ説明方法の模索 

自力での懸命な問題解決 

自分自身での問題解決の検討 

問題解決法の自己探索 

定義 

分析焦点者が、自分の聞こえや困り感について、的確に伝える方法を模索する。 

分析焦点者が、自分が直面した問題について、一生懸命に自分自身の力で解決や整理を試みる。 

分析焦点者が、自分が直面した問題について、他者に頼るだけでなく、自分自身の力でできる解決や整理

を試みる。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-5:169-171)  論文引用：＊ 

11 で、その時に、じゃあ自分の聞こえに対してどういう風な伝え方がいいのかとか、後自分が聞こ

えにくかった時にどういう風に声掛けをしたらいいのかとか、その辺を結構いろいろと考えた経

験があって。 

引用箇所(11-5:171-173)  論文引用： 

11 やっぱり初めは僕も初めて関わる人に対してはちょっと言い難いから、ちょっと関わってから説

明しようかなって思ったりもしたんですけど、 

引用箇所(09-8:271-275)  論文引用： 

09 で、聞こえる友達に教える時は、お互いに視線を合わせて、ゆっくりと話してもらえると、私は

理解できるんですね。つまり、私にとって聞こえる人とのコミュニケーションでは、うまくいく

条件が少ないということです。はっきりとわかりやすく口の形を見せて話してくれたら、口形読

み取りで理解できるという、厳しい条件が私にはあるんです。私にはそういった条件があること

が分かりました。 

引用箇所(03-10:346-349)  論文引用：＊ 

03 そのモヤモヤした気持ちを自分の手帳に書くだとか、言えないなっていう感覚をしっかりこう

持っておくというか。言えなかったことをどこかに吐き出すっていうことは、それは他人に喋るっ

てだけじゃなくて、自分の中で振り返るっていうのをしてたかなとは思います 。 

引用箇所(04-10:350-358)  論文引用： 

04 手話通訳を提案してもお金がないから難しいと言われるのはわかっていましたので、まず病院の

皆さんの一緒に働くという理解といいますか、私が聞こえなくて漏れてしまった部分を病院が補

うことができる関係性を作りたいですと。そのあたりをはじめに提案したんです。本当は通訳と

かたくさん必要なことはあるけれど、それはいったん置いておいて、はじめに相手ができると思

えるようにハードルを下げて提案したんです。けれども、病院も提案を受けて「う～ん…」って

感じで、「どうするの？ 病院の職員をみんな集めて研修でもするんですか？」と言ってきて。想

像が難しいんじゃないかな。だからまぁ、一応私としては相手ができることを提案したと、順番

を考えてやっていたんですけどね…難しかったね… 

引用箇所(02-13:433-439) 

02 でも、その間に、やっぱり学校で働くっていう経験を積んできてるから、あぁ管理職とも上手く

やっていかなくちゃいけないし、交渉する時はやっぱり資料を作った方がいいんだなっていうこ

とは、学びましたけどね。そうですね。なかなか難しいというか、難しいと思います。 

質問 そういった交渉が難しかったというときに誰か助けてもらったっていうことってありますでしょ

うか。 

02 誰か助けてくれた人…いない。 

対極例  

類似例  
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原因例  

結果例 
10/24 

・環境調整を実践する動きに繋がる(11-5:169-171)(04-10:350-358) 

・困り感の整理に繋がる→概念 6(03-10:346-349)等 

理論的

メモ 

9/19 他者の助けを借りていないという意味で、「自己模索」といった表現にするのもありかも。 

 ↓ 

10/26 

この概念では、自分調整の概念と違って、 

「他者に頼ることを否定していない」という点も重要 

10/24 

非常に具体的な概念なので、別の概念への吸収が予想される。 

→どの概念の一部となるのか検討する。 

→現在のデータだけだと、概念 4に吸収できると考えられる。 

 説明方法の失敗から、どうすればよいか考えるという動きのため。 

 ↑ 

確かにこのデータではそうだが、もっと別の視点で、「自己模索」している概念としてとらえることは可能

ではないか？(解決) 

↑図を作りつつ、必要な要素として浮いてきたら、再検討すべき 

10/24 

対比する概念として、他者のサポートを受けての何かしらの動きがありそう 

→概念 5,6,7 

10/24 

10/24 

・概念 6と対比する概念となっている。 

 

概念９［等身大の自分の把握］ 

起票日  ：2022年 10月 13日(木) 

最終修正日 ：2022年 10月 27日(木) 

人数：5 2,3,5,6,8 

概念名 
困り感の客観的理解 

自己の客観的理解 

等身大の自分の把握 

定義 

分析焦点者が、困っていることの原因を、自責だけではなく、客観的にとらえる。 

分析焦点者が、自分の強みや困りごとについて、自責だけではなく、客観的にとらえる。 

分析焦点者が、自分自身の本来の力と現状について、第三者視点から理解する。 

分析焦点者が、現在自分が置かれた状況を客観視することで、本来の自分の力をみいだす。 

分析焦点者が、現在自分が置かれた状況を客観視することで、本来の自分の力や直面している問題の真の

原因を見いだす。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(02-15:520-526)  論文引用：＊ 

02 やっぱり自分ができないっていうのが、まぁ得意不得意があるから、いろんなことできるできな

いはあるんだけど、やっぱり講義に参加してわからないのは、頭が悪いからだけでは決してなく

て、情報が足りてないから、足りてないっていうか正しく伝わってないからだって言うのも、だん

だんやっぱり知識と共にわかってくるから、やっぱり聞こえにくい、情報が漏れるということは、

みんなと平等に学べてないっていうのも、やっぱりだんだんわかってくるから、そういうのが結

構関連づけて、理解はできるようになってきたかなぁ～とは思いますけどね～ 。 

引用箇所(03-6:206-210)  論文引用：＊ 

03 今聞こえてるものが 10 だと思ってたので、でもわからないっていう感覚が出てきたときに、この

わからない理由が、私の知識不足とか理解度がそのスピード的に追いついていないのか、それと

も情報の単なる聞き落としなのかっていうことはあんまりこう考えたことなかったんで。手話を

始めてからとか支援を実際受けるようになってから、「私こんなに聞き落としてるんだ」っていう

ことに気づいた。 

引用箇所(05-12:401-417)  論文引用：＊ 

05 結構ね、自分は本当はどのくらいできるのかとかね、客観的に知るのは大事だろうねぇ。で、まぁ

就職しました。そしたら、もちろん言っていることはわかりませんよ。言っていることはわからな

いですけれども、えーとね、今自分は自分の力を発揮できていないということがわかるわけ。自分

の本当の背丈を知っているので、就職すると小さくなるわけ。能力発揮できないからね。だから、

例えば職場でも要求するわけですよね。通訳が欲しいとか、会議の時に欲しいとか。そしたら、通

訳がついたら、自分はこれくらいのことができるようになると説明できる。 

引用箇所(06-4:113-116)  論文引用： 

06 さっき少し言いましたが、合理的配慮というのものは、自分がほかの人よりも優遇されるものだ

と思っていたけれども、そうではなくて、もともと自分は損をしている状況で、その格差を是正す

るためにあるんだということに気づかせてくれたのが大学なんです。 

引用箇所(08-11:365-368)  論文引用： 

08 後は自分に自信をもつことですね。自分は聞くことだけは無理だけど、他のことは何でもできる！ 

OK！と自信をもって示すことが大事です。支援も恐る恐る「お願いします…」ではなくて、お互い

のために必要なんですと、もっと堂々と求めていいと思います。 
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引用箇所(08-11:369-374)  論文引用： 

質問 聞こえの問題って確かにあるじゃないですか。でもそれは置いといて、その自分の強みっていう

んですかね。聞こえとか関係なくですね。その強みっていうのは大事ですかね。 

08 大事です。自分は聞こえなくてできないけれど、それだけを見てもしょうがないです。他にできる

ことはいっぱいあるはず。それを自分でも見て、相手にも見てもらうんです。自信をもってアピー

ルしてください。 

対極例 

引用箇所(03-2:64-68)  論文引用：＊ 

ちょっとおじいちゃんで声がボヤ～っとしていると、これはちょっと内容、ついていけない。元々

お話されてる内容に馴染みがなかったりするから、私が聞き取れてないだけなのか、それとも内

容が難しすぎて理解が追いつかないのか、どっちなんだろうみたいな戸惑いはあったので、何か

こう、聞き取りにくいというよりは理解できないっていう、そんな感触はちらほら授業の中であっ

たかなとは思います。 

引用箇所(06-2:37-43)  論文引用：＊ 

卒業式、高校の卒業式の時に、私の母が「卒業式くらいは手話通訳をつけたらいい」と言ってきた

時に、私は提案に対して「いやいやいや、いらないいらないいらない」って言いました。なんか特

別な配慮…あ、合理的配慮のイメージは、みんなよりもずるい、優遇されるみたいなイメージを

持っていたため、対等でありたいと。本当は、もともと私が不利な立場にあるから、それを是正す

るためだけど、その時はわからなかった。対等な立場から、さらに優遇されるからいらないみたい

な気持ちをもっていて、「手話通訳？ いらないいらない」 

類似例 

10/27 

これまで自分が悪いと思っていたことについて、実は社会の側に問題があったと、自分の本来の

力はこんなものではないと気づいているデータ。 

引用箇所(10-3:81-84)  論文引用： 

でも大学の授業を受ける中で、社会モデルという考え方を学んで、すごく驚いて、これまで自分が

悪いと思っていたけれど、そうではないとはっきりと分かったんですよ。いろんなバリアは社会

の方にあるんだと。だからこのバリアは無くしていかなければならないということを学んだんで

すね。 

原因例 

10/27 

環境調整をしつつ、しっかりとコミュニケーションをとれたという成功体験が等身大の自己の把

握(特に強み部分の発見)に繋がったとするデータ 

引用箇所(08-11:383-387)  論文引用： 

昔々、コミュニケーションがとれない、自分だけ聞こえなかったから、自信が持てなかったんで

す。けれども、手話を身に付けて、会社の中で楽しく話して交流することができた。大学院でもな

んとか入れたし、勉強もできた。今も仕事もなんとかやってきた。そんな感じで相手を信頼…人を

信頼できるようになったことが強みになったと思います。 

結果例 

10/27 

環境調整を受け入れるベースとなっている(06-4:113-116) 

引用箇所(06-4:121-122)  論文引用：＊ 

それからは、自分から申し出る、お願いすることができるように変わっていきましたね。 

理論的

メモ 

10/14 ゼミ 

自分の輪郭をはっきりさせるみたいなイメージ 

等身大の自分をうまく把握 

自分の責任の部分とそうじゃない部分をはっきりさせている。 

 

客観的だと、私はこういう性格で…みたいないろんなイメージを含みそう 

10/19 

等身大の自己が把握できていない事例とは、問題の責任の所在が有耶無耶になっている事例など。 

 

概念 10［聞こえのあるがままの受容］ 

起票日  ：2022年 10月 13日(木) 

最終修正日 ：2022年 10月 27日(木) 

人数：3 3,10,11 

概念名 聞こえのあるがままの受容 

定義 
分析焦点者が、自分のあるがままの聞こえを理解する。 

分析焦点者が、自分の聞こえや、聞こえない・聞こえにくい自分そのものをあるがままに受け入れる。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

引用箇所(11-7:232-237)  論文引用：＊ 

質問 最初から支援試して良いやぁと思える人っていうのは思ったよりは少ないみたくて、先生がそう

いう気持ちになれた何かきっかけとか、あと、多分これかなと思うものってありますでしょうか。 

11 やっぱり、小中高の時から、自分は聞こえにくいということを自分の中でわかってたからという

のが大きいかなと思います。やっぱり、何もなかったら厳しいなぁっていうものを、自分の中に感

じてたので、それが大きかったっていうのと 

引用箇所(03-7:223-227)  論文引用：＊ 
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例) 03 手話サークルの中でほぼ聞こえる人たちばっかりではあるんですけど、「それって授業困らな

い？」みたいなことを、結構こう聞いてくれたりとか、「聞こえないってどういうこと？」みたい

な想像を周りの人がちょっと働かせてくれる機会がちょこちょこ出てきたので、それで、「私の聞

こえなさってどういうことなんだろう？」っていう体験の振り返りみたいなのが、多分徐々に始

まってたのかなと思います。 

引用箇所(10-2:52-62)  論文引用： 

10 この大学に入って、まず 1 つ目は、自分以外の聴覚障害者の存在を知って、出会って。私はそれま

で自分以外の聞こえない人たちがどうやって生活しているのか、コミュニケーションしているの

か全く知らなかったんですね。でも技大はみんな聞こえない学生ですよね。どんなふうに生活し

て、どうやってコミュニケーションしているのか、初めて知って驚いて、聞こえない人の文化も少

しずつわかってくるようになって、そうした自分以外の聞こえない人と出会うっていうこと、こ

れが一つ目です。それからもう一つは、大学の授業の中でバリアフリーという言葉を学んだり、ま

たディズニーランドをテーマとした授業があったんですね。こうした授業の中で、社会の課題を

解決するためにはどうすればいいのか、これを考えて最終的には提案をするっていう内容の授業

があったんです。この 2 つがきっかけで、聞こえない自分としてスタートすることができました

し、今の仕事に繋がっているって思います。 

対極例  

類似例  

原因例  

結果例  

理論的

メモ 

10/19 

聞こえの受容ということは、広く考えると自分の価値をしっかりと自分で見いだしたということに繋がり

そう。 

 

概念 11［人間的価値の保持］ 

起票日  ：2022年 9月 13日(火) 

最終修正日 ：2022年 10月 25日(火) 

人数：5 4,5,6,10,11 

概念名 
人間としての価値の発見 

人間的価値の保持 

定義 
分析焦点者が、自分の人間としての価値を見いだす。 

分析焦点者が、自分は 1 人の人間として価値のある存在だと認識する。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-4:118-124)  論文引用： 

11 

9/13 

だけどまぁ一番は、人としての自信というか。そうですね。自分はできるんじゃないかというよ

うな自信をつけたという意味で、大きな変化があったかなぁと思います。高校の三年間で。それ

はやっぱり、なんでしょう。そういう理解のある環境だったので、自分の良さっていうものが、

見つけやすかったし、わかった。まぁ先生がその辺上手くやってくれたのかわからないですけど、

すごいやっぱり、自分というものが、また一つ深まった。自分の良さっていうものがわかったっ

ていうのは大きな変化かなっていう風に思います。 

引用箇所(11-3:79-82)  論文引用：＊ 

11 やっぱり、高校に入って、同じ仲間に出会って、やっぱりその、なんていうんだろう。こういう

聞こえにくい自分でも全然やっていける。人としての自信みたいなものが、ちょっとついたので、

その自信があったからこそそれがきっかけになって、じゃあ自分が過ごしやすいためにはどうし

ようかって言う風には考えるようになったと思います。 

引用箇所(04-8:263-270)  論文引用： 

04 実際、もし病院で私がうまく方法を取り入れていって合意することができて、成功したら、次の

ろうの方が入ってこれるかなぁと思ったことはあるんですけど、自分が先頭に立って、パイオニ

アとして後輩を導くまでは考えられなかったですね。人間はみな、得意不得意があるのが当たり

前じゃないですか。同級生もほとんどが病院に就職しましたけど、少しは大学院に進学したり、

保健所とか学校の先生、養護教諭とかいろいろな進路に進んでいった人がいるんです。ほとんど

は病院に就職ですけどね。ちょっとずついろんなところに行っていて、私もその一人ですね。だ

から、まぁいいか～っていうのはありました。 

引用箇所(04-10:341-343)  論文引用： 

04 最初に話すのが、私は聞こえなくて大学の 4 年間はいろいろな情報保障を受けていて、勉強でき

ました、試験も合格している自信がありましたね、まぁ一つは自分のことで、 

引用箇所(05-12:401-408)  論文引用： 
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05 まず前提として、働くときね、聞こえる人と対等にできるイメージを持ってから就職するか、し

ないか、っていうのが大事だと思います。話がちょっと戻るんだけれども、聞こえる人って賢い

ように見えたって言いましたよね。それは話が分からないからね。ただ、学生の時に、まぁ言う

たらね、いろんな大学の人と喋るんですよね。全国の集いとかに集まったら、「やっぱり早稲田大

学の人は賢いなぁ～」と思うわけですよ。でも、「大阪大学やったら大丈夫やなぁ」とか、まぁ言

うたら、大きな差はないんです、これくらいのちょっとの差なんです。だから実はそんなに変り

ないというイメージ、聞こえていてもね。というイメージをしっかり持っておく。逆に言うたら、

自分の背丈を知るって大事。 

引用箇所(10-5:169-174)  論文引用： 

10 例えば、父親が言ったのが、「逆に考えてみれば、私は普通の聞こえる人だったら絶対にできない

ような経験をしてる」って言うんですね。もちろん、嫌な経験をいっぱい積んじゃったんですけ

れども、でもそれも含めて、ずーっと後になって振返ってみた時には、絶対に意味があるってい

う話をしてくれたんですね。当時はどういう意味があるのか全く分からなかったんですけれども、

今になって思うと、言っていることは全部わかりますし、少しずつ考え方を変えていこうかなっ

て思えるようになりましたね。 

引用箇所(10-9:295-300)  論文引用：＊ 

10 実際に聞こえない人たちと本当に出会うことで、まずは手話という方法があることを知りました

し、それから聞こえなくても普通に一人暮らしをしているとか生活ができるとか、聞こえなくて

も学ぶことができるとか、聞こえなくても恋愛ができるとか、結婚できるとか仕事ができるとか、

これまでずっと聞こえないことが理由で何もできないって思っていた私には、すごく世界が開か

れたような、そういう感じがありましたね。 

引用箇所(04-8:279-287)  論文引用： 

04 今まで泣いたことなんてなかったんですけど、本当に壁にぶつかったっていうことで、ワーッと

泣いてしまった時に、同級生が見ていて、話が終わって私が「わかりました」と言って帰ってき

て同級生に会った時に言われたのが、もし彼女が将来病院に入って、もちろん就職として入って、

そのあとに、何だろう、出世して病院の看護師長、部長へと昇っていったら、採用できるから、

誰を採ろうかという時は、A を採りたいと言ってくれたんです。三年間くらい一緒にいた人だっ

たんです。彼女と私とはコミュニケーションができたんです。多分大学の中でも彼女は賢かった

と思います。私は、病院から見たら、大変・疲れそうと言われたけど、彼女は私を必要と言って

くれたんです。嬉しかったですね。 

引用箇所(05-9:305-311)  論文引用：＊ 

05 手話ができる聞こえる人がたくさんいたので。僕は聞こえる人は本当は賢いのかどうかわからな

かった。というのはね、聞こえる人の会話は僕には基本的にはわかりませんよね。ほんだら、自

分は到底太刀打ちできない会話をしていると僕は思ってた。手話使ってしゃべっているのを見た

ら、「おんなじや！」みたいな。そう変わらないということに気がついた。実は背丈はおんなじや

というね。 

引用箇所(06-3:86-90)  論文引用： 

06 もう一つ、トラウマはあったけど、母が頑張って交渉をしてくれて、私には権利がある、という

姿勢を見せてくれたので、後々、なんだろう、よかったというか母に対する感謝というかがあっ

たから、自分はろうだからといって否定されることがあっても、それは間違いなんだって証明し

てもらえたと思っています。だから、後々になって振り返れば、感謝しているというか、それが

正しかったんだなって思います。 

対極例 

引用箇所(11-3:75-79) 

なんか、話がちょっと逸れちゃうかもしれませんが、あの～、その、ちょうど中学校くらいまで

は、どちらかというと自分の聞こえにくさということを、すごい悩んでいて。なんかその、前を

向けないって言うんですかね。自分から何かをしようとか、行動しようということは考えられな

かったんですけど。 

類似例  

原因例 

10/25 

引用箇所(01-13:459-460) 

成功体験は大きなものではなくていいんです。最初はちいさなものでいいんです。少しずつ積み

重ねていけば、それが最終的には自信に繋がると思います。 

結果例 

10/25 

引用箇所(11-10:357-360) 

あ、でも、そこは、本当に高校の経験があったからだと思います。小中学校でちょっと躓いて、

高校でちょっと自分の自信というものを、自己肯定感、を持てたので、それがあったから、ちょっ

とした、アルバイトで上手くいかなかったことでも、もっといい方法を探したりとか、くじけな

かったという気持ちが持てたのかなぁっていう風に思いますね。 

理論的

メモ 

・9/13 どちらかというと内面の話 

10/5 

苦しい状況にあっても、価値ある人間だと思い続けることが大切な気がする 

よくよく考えれば、11 も先輩と出会って初めて自分の価値を実感しているが。これは普通ではない。先輩

に出会うまで価値を持てないとしたら、それはおかしな話 

価値を保持し続けることは難しく、とても重要という意味ではないか？ 

10/17 

概念 9 とも関連の可能性あり 
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概念 12［社会目線の自己分析］ 

起票日  ：2022年 10月 27日(木) 

最終修正日 ：2022年 12月 28日(水) 

人数：8 1,2,3,4,6,8,10,11 

概念名 
等身大の社会の把握 

社会目線の自己分析 

定義 
分析焦点者が、社会や人々のあり方や実は困っていることがあることについて、理解を深めていく。 

分析焦点者が、社会や人々のあり方を知り、その目線から自分自身を分析する。 

分析焦点者が、社会や人々のあり方を知り、その目線から自分自身についての理解を深めていく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(08-7:236-244)  論文引用：＊ 

08 弁護士になってから思っていることの一つとして、コミュニケーションで苦労しているのは実は

聞こえない人だけじゃなくて、聞こえる人の中にもたくさんコミュニケーションが難しい、大変

だと思っている人がいるということがあります。例えば知的障害の方とか精神障害の方とか、自

閉症や脳性麻痺で話せないとか、何らかの形でコミュニケーションが大変な人はたくさんいるん

です。かつ、障害が無い人も、性格とかこれまでの人生経験とかでコミュニケーションが苦手、

上手くないという人はいっぱいいます。依頼者もそう。みんなコミュニケーションに苦労してい

るんです。なので、それをずっと見ていて、お互いさまと言いますか、みんな何らかの形での大

変さがあるんです。だからお互いさまと思えるようになったのかもしれません 。 

引用箇所(10-10:340-344)  論文引用： 

10 ディズニーランドの側もこれまで聴覚障害者の困り事だとか対応方法が分からないということが

大きかったんですね。そこで初めて聞こえない学生、聞こえない当事者と一緒に研究する中で、

ディズニーランドとしてどういう配慮が必要なのか、どんなサポートができるのか、これを実現

させていく、実現させることができたというメリットは大きいと思いますね。 

引用箇所(04-9:288-291)  論文引用： 

04 でも本当に社会は、トップが OK と許可を出せば、OK になることがたくさんありますよね。下の

者が反対していても、トップが「うん」って言ったらできるから、そうだなぁと思って。それは

たぶんろうの世界でも、今まであったんだと思いますね。上が変われば、下も変わってという形

で。 

引用箇所(04-12:406-410)  論文引用：＊ 

04 障害者が必要なことに、合理的配慮という言葉がついていますけど、障害が無い人たちにも苦手

はありますよね。苦手、しんどい、やるのが大変、というものは誰かが代わりにやればいいのに

ね。そういう、誰かが代わりに助けることを配慮とは言わないと思います。もし普通の障害のな

い人だったら、合理的配慮とは言いませんね。でもこれと、合理的配慮は似ていると思います。 

引用箇所(02-12:426-429)  論文引用：＊ 

02 でも 2 校目に行って、次は外部の研修に通訳をつけるためには自分の学校の管理職をまず何とか、

倒さないとっていうか、なんだろう、打破しないとダメなんだなっていうことに気づいて、ちょっ

と頑張ってみたんですけどね。 

引用箇所(01-10:347-351)  論文引用：＊ 

01 だからしんどい時間を楽に過ごすために、ビジネス本を毎日ひたすらに読んでたんです。で、そ

の本の中で、組織の論理…そういう本を読んだんだと思います。その中に書いてあったことが、

組織というのは個人のために動くものではないということです。全体、組織全体としてメリット

があると判断したときに、組織は動くものなのです。そういうことが書いてありました。 

引用箇所(11-12:414-416)  論文引用： 

11 やっぱり大学時代とかに、言わないとやってもらえないという社会があることに気づきましたし、

アルバイトの時とかね。やっぱり言わなかったら、そもそも聞こえにくいことを分かってもらえ

ない。だったら自分が困ることもありましたし。 

引用箇所(01-3:76-98)  論文引用： 
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01 私は A 市、A 市、Bの A 市にいて、2，3歳くらいの時から住んでいます。引っ越してきたのが 2歳

くらいの時で、私がろうだと分かって、その時に私の母がとった行動が、私にとってはへぇ、な

るほどと思うものでした。私がろうと分かった時、当然、母も初めはショックを受けたんですけ

ど、まぁなんとか、葛藤を乗り越えて、私をしっかり育てていこうと決心したんです。それから

どうしたかというと、まず、私がろうでも、堂々と地域で暮らしていけるように、環境を作って

いく必要があると思ったらしいです。で、どうしたかというと、母は私を、その時周りの家、行

ける範囲の家の殆どに、一軒ずつ母は私を連れて訪問していって、「この子は耳がきこえないんで

す。いろいろと迷惑をかけるかもしれませんが、どうぞよろしくお願いします。」と説明しまわっ

た。私の事を説明して、家を 1 軒 1 軒まわっていったと、聞いています。 この圏内には団地も

あったんです。いっぱい建物が並んでいる団地です。めっちゃ多くて 15 か 20 くらい建ってまし

て、それも全部 1 軒 1軒訪問して、私を連れて行って。私はまだ小さいから大変でしたよ。抱っ

こして回って説明して、「この子はろう」ですと二人で訪問していったという話です。だから、私

は今 47 歳なので…私が小さい頃だから、45 年位前の話ですよね。その当時は障害者に対する差

別が多かった時です。でも、その割には私の地域では、私は差別されることは無かったですね。

いじめも無かったです。まぁちょっとあったけど、苦しくなるようないじめはなかったですね。

もしかしたら、母が私の事を地域中に、自分から説明して、私がいることを周知してくれたおか

げかもしれないです。そういう話を私が小さい時から聞いていたので、へぇと。 

私はろうだから、活動できる環境を作るためには、このように、自分から周りに働きかけていく

必要があると、幼心に思っていましたね。 

これこそが、私にとっての、皆に自分について周知を図るべく説明していく必要性を感じた最初

のエピソードだと思います。 

引用箇所(02-1:9-17)  論文引用： 

02 初めてノートテイクっていうのを知って、大学の先生に、自分はノートテイクをつけて、講義を

受けたいっていう話をしたときに、私が言うと断られる。断られるんだけど、ろうの先輩が説明

すると「いいですよ」と言われることが多くて、そういう経験をしたので、何回もしたので、私

の中では、やっぱり自分の説明がダメなのか、何がダメなのかっていうのを、卒論の研究をした

のが一つあって、はい。そこで、やっぱり、ろうの人とか、重度の人だと、見て、あぁ配慮が必

要だってわかるらしいんです。先生たちは。だけど、軽度だと、その～資料が欲しいとか、ノー

トテイクが必要だということは、わからないっていう結果が分かって、じゃあやっぱり自分は言

わなくちゃいけないんだって言うことをそこで学んだんですね、私は。 

引用箇所(03-11:372-379)  論文引用： 

質問 いやいやいや、ありがとうございます。そういったサポートですかね、そのサポート、合理的配

慮というよりもその話し合いのサポートですかね。があって、やはりそれは、今はその合理的な

配慮を求めるってことに、何か役立っている、そういうものってありますか。 

03 やっぱり具体的に私が感じていることとか困ってることを相手に伝えないと何も始まらないなっ

ていう実感を得られたのと、こちらも、あのこういう方法があるんじゃないかっていう引き出し

をたくさん持っておいた方が、スムーズに話し合いが進むだろうなっていうことが、徐々にわかっ

てきたので、いろんな支援機材とか方法を試すことで、環境に適応していく力を身につけなきゃっ

ていう意識は出てきてたかなと思います。 

引用箇所(04-5:162-165)  論文引用：＊ 

04 大きいのは、小さい時からろうの先輩がやっているのを知っていたから、自然と自分がすること

を当たり前だと思っていたというのがあると思います。健聴の人には、言わないと分からないで

すから。言わないと分からないのが当たり前ということで、自分から言うことが当たり前だと思っ

ていました。 

引用箇所(08-1:21-25)  論文引用： 

08 その時に、自分から合理的配慮が必要だと言わないといけないと思ったんです。なぜなら、法科

大学院の講義では議論が必要だったからです。先生が一人だけで話すのではなくて、みんなが話

し合うゼミみたいな方法だったんです。私だけ聞こえないまま大学院に入りましたけど、講義の

内容が理解できない場合は、卒業ができないですよね。 

引用箇所(08-4:128-134)  論文引用： 

質問 おそらく聞こえない先輩の方だと思うんですけれども、その先輩の方から何かこう、いいアドバ

イスとかってもらった経験ってありますか。 

08 アドバイス、なるほどね。アドバイスの一つとしては、「自分にとって必要なことは自分から言う

必要がありますよ」と、「言わなかったらみんなわからないから、何に困っているのか、何が必要

なのか、自分から言うことが大事ですよ」って言ってもらいましたね。すごくありがたいアドバ

イスでした。 

引用箇所(10-1:32-38)  論文引用：＊ 

10 この先生が言ってくれたことは、「Aさんは見た目は他の生徒と変わらない。だから A さんが聞こ

えないことも分からないし、聞こえなくて困っていることもわからないし、どんなサポートが必

要なのかもわからない」って言ってくれたんですね。この時に初めて、聞こえないって見て分か

らないんだってことに気づいたんです。その話を聞いて、すぐ私は学校の校長先生の所に行って、

自分は実は聞こえないこと、聞こえなくて困っていること、でもどうしたらいいのかわからない、

そういった状況を全部正直に話をしたんですよ。 

引用箇所(10-2:45-48)  論文引用： 

10 当時は合理的配慮という言葉もありませんでしたし、知らなかったんですけど、でもそういった

自分が動いていくということ、これは大切だということを初めて分かって、何か問題があったり

とか、悩んでいることや困っていることがあって変えたいと思ったら、まず自分から動くことが

大切なんだと初めて分かりました。 

引用箇所(10-5:178-184)  論文引用： 



163 

 

 

10 そうですね。聞こえないのは見て分からないというのは、私にとって盲点だったというか、毎日

毎日本当に困ることばっかりだったので、いつもいつも体全身を耳にして聞こうと一生懸命頑

張っている状況の中で、周りのクラスメイト達は青春を楽しんでいるんですよね。みんな楽しい

生活をしているのに、どうして自分だけがこんなに苦しんだりとか、悩まなければならないんだ

ろうってずっと一人で考えていたんですけれども、そういうことも周りから見ればわからないん

だなって初めて分かって、あぁやっぱりこの状態は自分から言わないといけないって思いました

ね。 

引用箇所(02-11:369-371)  論文引用： 

02 あ、それこそやっぱり権利、権利だから、権利だからいいんだよって繰り返し言われたのもある

し、あとやっぱり障害者差別解消法とか、法律でもちゃんと認められるようになってきてるから。

まぁ頭の中の知識としては、受け入れているので。 

引用箇所(11-7:229-231)  論文引用： 

11 僕は聞こえが軽かったこともあったので、支援必要かなぁ？どうかなぁ？というところはちょっ

と迷ったとこがあったんですけど、例えば抵抗、抵抗感というものはなかったので、とりあえず

受けてみるかと思って、初め経験として受けさせてもらった感じですかね。 

引用箇所(03-3:103-106)  論文引用： 

03 やっぱり合理的配慮を求めるとか、何かこう、サポートを求めるっていう姿勢では言ってないん

ですけど、結果的に、何か困ったときに人に頼れるっていう部分と、あと…やっぱり個別の関係

ができてくると、相手が私の事情を知ってくれているっていう安心感でお話できるので、そのあ

たりはありがたかったかなとは思っています。 

引用箇所(04-5:146-152)  論文引用： 

04 私は自分の親がろうだから、小さいことからいつも生活の中で、例えば病院に行く、ついて行っ

た時に、お医者さんに「書いてください」と言ったりするのが当たり前だったんです。親がね、

「書いてください」って、「私は聞こえないので書いてください」って。お医者さんが「え？ ど

うやったら？ あ、書くのね」って。書いている字が汚いなぁとか思いながらね。私の親が、自

分は聞こえないから支援が欲しいって言っているのをいつも見ていたので、それが当たり前だと

思っていました。 

引用箇所(06-3:93-106)  論文引用：＊ 

06 ろうが集まってくる大学に私も入って、そこでやっぱりすごく影響を受けましたね。ろうが当た

り前ですし、ろうだから通訳をつけるのは当たり前でした。ろうだけじゃなくて、盲の方やろう

プラスほかの障害、盲ろう者とか、ろうの肢体不自由者とか、精神障害の方とか、いろいろな学

生さんと出会いました。試験の時間を延長したりとか、休憩時間も、歩くことが健常者と比べて

時間がかかるので、トイレ等々も含めて、休憩時間を延長してほしいと申し出たら、休憩時間に

ついて、時間通りに戻らなくてもいいとの許可が出たりとか、もういろんな、一人一人の要望に

対して丁寧に対応する専門のセンターがあったんです。障害学生支援室のようなね。あるでしょ。

ちゃんと権利として求めて、上の方々、学校の先生も声なしで手話で話していて、堂々と生活や

授業をしていました。外部の先生の時も、自然と書いてください、手話通訳をつけてくださいと

いうことがもう当たり前って感じでした。ろうだけじゃなくて、盲の人や聞こえる人も同じで、

例えば黒人の方とかも「黒人だけど関係いでしょ」とか、高齢者で足が悪い方とかも「自分は助

けが必要なんだ、スロープが必要なんだ」って言っているのを見て、なるほど、当たり前のよう

に頼んでいいんだという考え方に変わっていきました。 

引用箇所(06-6:184-189)  論文引用： 

質問 ありがとうございます。そのときに初めて英検の、字幕みたいな支援方法があるってことを教え

てもらったんですかね。 

06 そうですね。彼女が英検の 2 級を持っているって言ってくれて、「2 級！？ 高い！ どうやっ

て？？」って聞いたんです。リスニングの方法を聞いたんです。彼女は「あぁ字幕、テロップが

流れる形で受けれるよ」って言ってくれて、自分も試してみようっていう気持ちになりましたね。 

引用箇所(06-6:208-213)  論文引用：＊ 

06 彼女と会って、英検のリスニングには文字があると教えてもらって、自分がお願いするよりも、

制度として英検を実施する団体が用意をしてくれているということに対して、それだったらお願

いしやすいと思いましたね。制度がないところにお願いするのではなくて、もうすでにあると言

いますか、選択肢として出ているのを見て、なるほど、お願いしていいんだ、それを使ってもい

いんだという気持ちになって、英検も受けたいという気持ちになりましたね。 

引用箇所(02-9:309-318)  論文引用： 

02 ずーっと昔はやっぱり、人に頼るってこと自体できなかったんだけど。なんかやっぱり、そうやっ

てノートテイクとか支援を受けるようになって、やっと助けてもらうっていうのが、まぁだんだ

ん慣れてきて、まぁ受け入れられるようになって。まあなんかそこで考え方が変わってきて。あ

の私結構不器用なんですよ、私。なんか食べ放題とか行って、ソフトクリームとかあるじゃない

ですか。あれ、食べるだけだから形なんて別にどうでもいいんだけど、でも食べるんだったら綺

麗な方がいいじゃん。 

質問 まぁそうですね。 
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02 私はきれいに、きれいにできないから、上手にできるうちの旦那さんにお願いって言ってやって

もらう方がいいし。あとは、あのね。え～と、ボンド、ボンドがさぁ。固まっちゃって、出てこ

なくなるときがあるじゃない。まぁ糊でもいいんだけど。で、その時に、私はそれを解決する術

を持ってなかったの私。だけど、職員室の中で見渡した時に、あ、あの人ならこの問題を解決し

てくれるぞって思って、ボンドをもって、これ取ってって言って、まぁ取ってもらって、まぁ出

るようになったんだけど。まぁそれを見てたうちの中学部の偉い人が、呼ばれて「あなたさ、今。

こんなにいっぱい人がいる中で、どうして彼を選んでそんなことをさせたの？」って言われて、

え～！って。私は全然気にしないから、「う～ん、彼だったらきっとやってくれると思ったんで

す」って言ったら、「へぇ。そうやって人の良い所ってきちんと見てるんだね～」って言われて、

そうかもしれない！って思って。それ以来やっぱり人の良いところ、できることとか、いろいろ

ちゃんと見るようにして、自分にできない時は、できる人、もっと言えば得意な人にお願い、頼

るっていいなぁって思っています。 

引用箇所(02-8:258-285)  論文引用： 

質問 で、その、学校の最初の頃は、ちょっと頼るのがちょっと難しかったっていう話があったと思う

んですけど。 

02 そうそう、そうです。なんかいろんなことが上手く進みすぎてて、うん。でもやっぱり。ね。あ

の～通常の仕事以外の仕事になっちゃうから、それをじゃあだれだれさんお願いともいえず、自

分でやっちゃいましたね。 

質問 やっちゃいましたっていうことは、やっぱりそれは何か違ってたと、今振り返ってみてどう思うっ

てことですか？ 

02 いや～でも、全然それでよかったとは思ってるんで。はい。そんなに、辛くなかったかなぁ。 

質問 もうこれも個人的なもう何か相談みたいになってしまうんですけれども、僕も支援をお願いする

ときにですね。なんか、自分でやってしまうんですね。結局自分の情報保障は人自分ですべて準

備して完結させるみたいな。それは違うんだぞと言われてしまうんですけれども。 

02 そうですねそうですね。でもね、そこから抜け出さないとね。 

質問 先生はどうやって抜け出されましたか。 

02 えっと、それはね。まだ抜け出せてないのかもしれないけれど。あの、えっとね。初任研の学校

の中にいる指導担当の先生が言った言葉があって、んっと～「やっぱりみんな知らないから、配

慮ができないっていう部分もあると思うって。だから私は、まぁいろんなところに出かけた時に、

聞こえない先生がいて、情報保障が必要なんだよって話をみんなに言うから」って。で、「学校の

先生は必ず異動があるから、そういう人たちがまたそこで言ってってくれれば、どんどん広がっ

ていくはずだから」って言ってくれて、はい。まぁ当時は私もあんまり大人じゃなかったので、

はい。その意味がよくわかってなかったんですけども。でもやっぱり自分が聞こえないってこと

をいろんなところで言った時に、まぁ後々全然関係ない研修会とかに行った時に、「あ、知ってる

人だ」ってお互いわかれば、情報保障欲しいんですってことも言いやすいし、ちょっと自分のこ

と話す時間欲しいってことも言いやすいし、そういうのは良かったなぁって思ってはいるので。

まだ抜け切れてはいないけど、はい。そうやってわかってくれる人を増やしていくって大事なん

だなぁって思います。 

対極例 概念 9？ 

類似例  

原因例  

結果例  

理論的

メモ 

10/31 

社会の在り方を知るという観点から考えると、概念「自分から言わなきゃいけないことへの気づき」を吸

収合体できる可能性がある。 

要検討 

→合体した 

12/28 

・自分から言わなきゃいけないことへの気づき 

・支援の安堵的受容 

を吸収 

12/28 

重要なのは社会を知ることよりも社会を知り、その目線から自分がどんな存在か、何が足りないかを明ら

かにすること 

 

概念 13［活躍する自己像への志向］ 

起票日  ：2022年 9月 13日(火) 

最終修正日 ：2023年 1月 7日(土) 

人数：8 1,2,3,4,5,6,9,11 

概念名 
成功他者からの気づき 

成功他者からの希望の湧出 

活躍する自己像への志向 

分析焦点者が、社会で十分に力を発揮している他者の姿から、自分も力を発揮できることに気づく。 
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定義 

分析焦点者が、社会で十分に力を発揮している他者の姿から、自分も力を発揮できるのでは、と希望を抱

く。 

分析焦点者が、自分が社会で十分に力を発揮していくことを志向していく。 

分析焦点者が、自分が社会で十分に力を発揮していくことを望み、そのためには環境調整が必要だと感じ

るとともに、これを求めて働きかけていくことの必要性を理解していく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-3:92-98)  論文引用：＊ 

11 

9/13 

まぁそうですね…やっぱりその、僕の一番のきっかけというのは、聞こえない先輩？ 先輩が

いたんですけれども、その先輩、たまたま僕が部活動が卓球部だったので、卓球の関係で知り

合ったんですけど、その先輩がやっぱり聞こえる人の中でも、聞こえる人の中でもすごい、な

んだろう、上手くやっていっているというか、すごい、なんかそういう風ななんか…卓球も上

手かったし、なんか人としてすごいなんか関わりが上手い人だったので、そういう人と関わる

ようになって、ちょっと憧れから始まった感じですかね。なんかその辺から自分も何かできる

んじゃないかと思うようになったと思います。 

引用箇所(11-3:101-102)  論文引用： 

11 

9/13 

すごいお世話になった先輩なので、はい。その先輩を見て、その先輩を見て頑張ろうと思える

ことはあったと思います。 

引用箇所(11-3:104-107)  論文引用： 

11 なので、うん。それが僕にとっては、今まで聞こえる人の中でうまくやっていけなかったけど

も、そういう先輩たちは、自分の工夫とか、自分の強み、強みを見つけて、健聴の人とも対等

に関わっている様子を見て、僕も何か頑張って工夫をすれば、やっていけるんじゃないかと思っ

たのがきっかけかなと思いますね。 

引用箇所(11-3:79-82)  論文引用： 

11 やっぱり、高校に入って、同じ仲間に出会って、やっぱりその、なんていうんだろう。こうい

う聞こえにくい自分でも全然やっていける。人としての自信みたいなものが、ちょっとついた

ので、その自信があったからこそそれがきっかけになって、じゃあ自分が過ごしやすいために

はどうしようかって言う風には考えるようになったと思います。 

引用箇所(01-4:113-123) 論文引用：＊ 

01 OB が、大学で頑張ってる OB がたくさん来てくれて講演をしていました。その中で、「大学は情

報保障がない、ちゃんと準備していないから、そういう学習環境で、自分が勉強していくため

には、自分から配慮を求めていく必要がある」と言われたんです。配慮について、具体的な内

容は何かというと、ノートテイクとか、それから…ボランティアの通訳とか、そういうのを求

めて大学と交渉する必要があるという話を聞いたんです。なるほどと思いながらその内容、そ

の話を聞いて、自分も大学に入ったら交渉が必要だと思うようになったんです。ただ、大学だ

けじゃなくて、聞こえる、一般の社会に参加する時も、そのように自分から交渉していく姿勢

が必要になったと思います。で、実際にその人たちの話を聞いて、へぇ、自分も大学に行って、

ろうを受け入れたことが無い大学を選んで、自分が行って切り拓いて学べる環境を作りたいと

思ったんです。 

引用箇所(02-6:209-218)論文引用：＊ 

02 その校長先生って、私の大学の言語過程の、大先輩。だから難聴学級とかの経験もあるし、も

ちろんろう免ももっている校長先生で、やっぱり私が難聴だっていうので、難聴の先生でも、

やっぱり普通学校で働けるっていうのを俺は証明したいんだって言ってくれる人だったので、

はい。その影響も少なからずあると思います。 

質問 その影響があって、その先生の考え方も何かこう変わったんですかね。 

02 まぁ、考え方が変わったっていうか、すごいプレッシャーでしたよ。やっぱりね、身近に難聴

の先生って当時はいなかったので、はい。つくばにね、A 先生はいるんですけど、当時は知らな

かったので。そういう意味でも、自分がやんなきゃいけないんだって思って、すごいプレッ

シャーだった記憶があります。 

引用箇所(05-4:134-136) 論文引用： 

05 まぁ言うたらろう文化宣言に似ているけども、そういう告発をする団体の人からの影響を受け

て、「そうか！ もっと自分を認めて、自分から突っ走ってもいい」と。「聞こえる人に理解を

してもらおう」じゃなくて、「自分がこうしてほしい！」ということを学んだ。 

引用箇所(09-5:174-185) 論文引用： 

09 だから、私はそのおかげでいろいろと考えるようになりまして、例えば「勉強する目的は何だ

ろう？」と考えて、小 5 の時に分かったんです。小 5 の時に、勉強の目的は何かというと、学

校教育を変えるために勉強が必要なんだと分かったんです。私が聞こえる学校に通っていた時、

周りの人は合理的配慮が必要だと思っていませんでした。逆にこの学校は聞こえる子どもたち

のためで、私のようなろうの子どもが来る必要はないと言われたこともあります。私は「これ

はおかしい。なんでだろう？」と思いましたね。また、私の父は幼稚園の教員を育てる大学の

先生でした。だから教育に関係する本が、私の家にたくさん並んでいて、私は小学生の時から

それらの本を手に取って読んでいました。本を読んでわかったんです。今の学校教育では、先

生を育てるところにまだ不足している部分があると。だから、ろう者の気持ちが分からない人

が多いんだと知ったんです。その時、誰が教えるの？と考えた時に、見当たらなかったので、

私がそうなれば良いんだと、小 5 の時に、大学の先生になって教えたらいいんだと決めたんで

す。これが私の勉強する目的ですね。 

引用箇所(09-6:207-217) 論文引用： 
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09 高校を卒業するまで合理的配慮が無かったため、「私が聞こえる学校にいる意味は何だろう？」

と言いますか、「私は何のために学校にいるんだろう？」と疑問に思っていたんですね。自分の

存在理由は何なのか、すごく曖昧でモヤモヤしていて、学校と私のつながりも曖昧だったんで

す。生きる意味が見えない、けれど生きる意味をもっと知りたい。そう渇望している気持ちが

あったんです。生きる意味に飢えていたと言いますか、意味は何か知りたいっていう気持ちが

あって、だから大学に入った後は、高校までと比べて自分が行動できる範囲が広がりますよね。

これは良いチャンス、自分の生きる意味は何か探せると思って、探していくと、先ほどの二つ

と繋がったんです。積極的に進んでいけると思ったから、生きる意味が欲しいから、考えるこ

とをやめない。とにかく考え続ければ、その次が見えてくる、そういった信念を強く持ち続け

ることで、積極的に行動することができるのだと思います。 

引用箇所(05-2:58-69) 論文引用： 

05 そんで、その先輩の人がね、たまたま喫茶店にコーヒー飲みに行こって言って、僕を連れて行っ

てくれました。そしたら、喫茶店に入った時に、また別の人が来た。で、世間話をする時にね、

その先輩の友達だからね、筆談で世間話をした。これどうしてかというたら、声だけで喋ると

僕が参加できない。どうでもいい話、例えば「この喫茶店まずいで～別のところのコーヒーが

良かったのに」みたいなことを筆談でわちゃわちゃした。お！ これは！ 僕がこの会話に参

加できているってことやな！ ということに気がついた。この時に初めて第三者になるという

ことを覚えた。つまり、今までは、自分は、話しかけられるか、話をするか。つまり、えーと、

主体か、客体。で、第三者として、客観的に状況を見るとか、したことがなかった。で、これで

今回初めて他人の会話を聞くことができた。あくまでもね、作られた状況の中ではあってもね、

自分と関係ない話、わかる？ 自分と関係ない話を見るっていうのはすごい経験だった。そう

そう。まずそこが第一歩ですね。 

引用箇所(06-1:27-33) 論文引用：＊ 

06 参加したときに、歳が近い女性がいて、私が 16，17歳ぐらいで、彼女が二十歳。歳が近くて、

他の方もいらっしゃったけど、30代、40 代、50代の方でして。彼女は歳が近くて、英語が好き

で得意で、ペラペラで、すごい、英検ってどう？って聞いてみたら、「英検は文字、テロップを

出してくれる配慮がある」って言ってくれて、私はへぇ！と、聞くというのは聞くだけだと思っ

ていたので、「違う違う。申請すれば、画面のテロップを見てやる方法がある」と言ってくれて

なるほど！と。それを聞いた後に日本に帰って、留学への興味が湧きたったんです。 

引用箇所(06-6:208-213)  論文引用： 

06 彼女と会って、英検のリスニングには文字があると教えてもらって、自分がお願いするよりも、

制度として英検を実施する団体が用意をしてくれているということに対して、それだったらお

願いしやすいと思いましたね。制度がないところにお願いするのではなくて、もうすでにある

と言いますか、選択肢として出ているのを見て、なるほど、お願いしていいんだ、それを使っ

てもいいんだという気持ちになって、英検も受けたいという気持ちになりましたね。 

引用箇所(11-7:237-251)  論文引用： 

11 小中は一般の学校の中で学んで、高校はろう学校だったので、いろんな工夫もされた中で学ん

でたので、そこの違いというのか、ギャップっていうものを知ってたので、何もなかったら厳

しいんじゃないかっていうのは自分の中でもともとあったと思います。 

質問 あ、そうなんですか。僕はちょっとろう学校に通った経験がないので、そのギャップってなん

だかちょっとお聞きしても大丈夫でしょうか。 

11 やっぱり、ろう学校の環境というものは、先生たちも僕らの理解というものを都度確かめなが

らやっていますし、いろんな、手話もそうですけど、なんかそういうパワポとか、いろんな工

夫があるので、得てる情報の差って言うんですかね？ そこをちょっと感じることがあったか

なぁっていう風に思いますね。小中の時はやっぱりどこか推測、推測しながらとか、ちょっと

漏れてるものがあったと思うんですけれども、そういうのが高校の時はちょっと少なくなった。

その差っていうものを実感したので。そういうギャップがあったので。まぁギャップっていう

か、そういう自分の中の、そうですね、やっぱり情報というものはしっかりと得ないと、理解っ

ていうものも深くはならないなって言う風に感じていたところがあったので、支援を受けるこ

とに対しては全然抵抗感はなかったです。 

引用箇所(02-2:72-79)  論文引用：＊ 

02 なんか二年生の時に、もう何のときか忘れちゃったんですけれども、やっぱりすごく疲れて、

自分が聞くのがね、でやっぱりノートテイクの字を追っていた時に、私はこっちを見て勉強し

た方が疲れないと思ったことがあって、やっぱり聞くと、何て言ったのかっていうのを、頭の

中で私は復唱して、あ、こう言ったこう言ったってやるんですけど、それをやめたら楽になる

ぞっていうのを二年目の時に気づいて、で、ノートテイクとかそれこそパソコンテイクがつい

ている時は、そっちを優先して見たり、情報を得ようっていう風になって、はい。そこから私

の中で、情報保障ってやっぱり必要。文字の情報って必要なんだなっていうことが、はい。自

覚したというか。 

引用箇所(03-8:263-269)  論文引用：＊ 

03 まず、その場に流れてる音の情報がきちんと入るっていう何か喜びみたいなのを、多分「授業

をしっかり受けなきゃ」とかそんなんじゃなくて、「この場にいて、何もしなくても、自分が努

力しなくても、すべての情報が入ってくるんだ」っていう、嬉しさみたいなのを、多分初めて

知ったので、それが、今まで、何ていう…8割で我慢ではないけど、それでもう満足してた部分

が、「この 2 足りないんだ！」ってことに気づかせてくれたきっかけではあるし、「もうこの 2

をもうちょっと工夫して、何かを両方取れれば、もっと楽しいとかもっとこういい体験ができ

るかもしれない」っていう希望を持ってたのは、あるかなと思います。 

引用箇所(09-8:276-282)  論文引用： 
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09 大学に入った後、手話通訳やノートテイクを見た時に、「あ！ やっぱり口形読み取りと比較し

て、私には見てはっきりわかる！」と思ったんです。口形読み取りの時は言われた内容が何か

考えることが必要、つまり推測することが必要で、例えば「たまご」か「たばこ」かみたいなこ

とを推測する必要があるんですけど、通訳の場合はそんな推測がいらないんです。見て分かっ

た上で考えることができる、私にとってはすぐに理解できるから、合理的配慮として、手話通

訳やノートテイクは私に合った方法だとすぐに決めることができました。 

引用箇所(05-2:58-715)  論文引用： 

05 そんで、その先輩の人がね、たまたま喫茶店にコーヒー飲みに行こって言って、僕を連れて行っ

てくれました。そしたら、喫茶店に入った時に、また別の人が来た。で、世間話をする時にね、

その先輩の友達だからね、筆談で世間話をした。これどうしてかというたら、声だけで喋ると

僕が参加できない。どうでもいい話、例えば「この喫茶店まずいで～別のところのコーヒーが

良かったのに」みたいなことを筆談でわちゃわちゃした。お！ これは！ 僕がこの会話に参

加できているってことやな！ ということに気がついた。この時に初めて第三者になるという

ことを覚えた。つまり、今までは、自分は、話しかけられるか、話をするか。つまり、えーと、

主体か、客体。で、第三者として、客観的に状況を見るとか、したことがなかった。で、これで

今回初めて他人の会話を聞くことができた。あくまでもね、作られた状況の中ではあってもね、

自分と関係ない話、わかる？ 自分と関係ない話を見るっていうのはすごい経験だった。そう

そう。まずそこが第一歩ですね。そのことと手話が最初に繋がった。「あ、手話を覚えるという

ことは、自分と知らない関係ない会話とか情報が入るんだー！」という風に気がついた。だか

ら自分はただ喋って楽しいだけではなかった。 

引用箇所(06-3:106-113)  論文引用： 

06 また、実際に私が手話通訳を使うときとか、情報保障といいますか声なしで手話で話す環境で

は、私のできることは広がるということがわかったんです。今までは、残念ながら、例えば友

達たちと議論をしているときとかは、聞こえる人に囲まれて、私は取り残されて、わからなかっ

たりとか、自分から引っ張り役になるとか、自分から担当をとるということがなかなかできな

くて、受け身なことが多かったんです。でも、自分で情報を入手できる、手話通訳からたくさ

ん情報を入手したり、手話で話しているとき、私はできる！ できることが広がっていくとい

うことがわかったんです。 

だから、また自分はこれが対等なスタートなんだと。 

引用箇所(06-8:264-271)  論文引用：＊ 

06 さっき話した中で、クラスメイトと議論ができるようになったとか、自分は話してなくて向こ

うで授業の感想とかを話しているのを見れるとかですね。だから今までは本当に先生の話だけ

を集中して聞く、先生の話だけを読み取っていたのが、クラスメイトと一緒に感想や質問を話

し合ったり、ほかの人の話している様子を見たりして、そこから新しい気づきが生まれてくる

というのが授業中にたくさんあったので、情報が見れる、手話で情報が見れるというのはこん

なに変わるんだと思ったんです。学ぶことができるんです。先生からも、先生の話もあります

し、先生の話も分かるし。周りとの議論もできる。コミュニケーションの壁なく学ぶことがで

きる。学ぶことの楽しさを覚えたんです。 

引用箇所(09-10:330-339)  論文引用：＊ 

09 一つ例を言うと、研究内容はいろいろな事象がいくつかあって、これらはどんな関係性がある

のかを、論理的に進めて考えていく必要がありますけれども、手話通訳を見ていると、例えば

レベルがまだまだ途中段階の通訳者の場合は、いろいろな事象を同じ場所に次々と重ねて表し

てくれることが多いんですね。逆に A さんや B さんの通訳を見ると、表す事象の重要性とか関

係性とかを、いろいろと頭に入れて、手話の位置を考えて表してくれるんです。整理して表し

てくれているので、論理的な関係が手話を見ているとスムーズに入ってくるんです。一方、他

の人たちは手話で使う範囲が狭く、同じ場所で次々と重ねていくので、わからないんです。だ

から、空間を使って論理的関係性を表してもらう必要があることに気づいたんです。こんな感

じの方法で、(通訳の)質とか条件を具体的にとらえられるようになっていったということです

ね。 

引用箇所(11-8:278-292)  論文引用： 

11 きっかけになっているかはわからないですけど、情報保障とかパソコンテイクとか、自分のつ

けたいものだけにつけても全然かまわないよって、その時の大学の支援のコーディネーターの

職員、職員さんかな、職員さんに言われた。多分、恐らく僕がそういうことを、結構相談した

か、ポロっと言ったのかと思うんですけれども、実際例えばある決まった講義は、別に正直要

らないかなみたいな話をしたときに、それだったら外しても構わないし、自分の好きなように

というか、自分が必要だと思うことを要望したらいいと言ってくれたので、あぁじゃあそうし

ようかなって思って、考えるようになったのかなって思いますね。 

質問 そういうなんでしょうか、きっかけというか職員さんですね、との関わりがあったってことな

んですか。 

11 そうですね。 

質問 ありがとうございます。こういったご経験というのはその今のその建設的な対話、するにあたっ

て結構大事だなと、今振り返ってもそう思われますか。 

11 そうですね。あと、それは一つ、支援の職員さんに教えてもらったのは、まだ基本的な考え方

のところ。自分で選ぶとか、必要なことは必要だと言うとか。そういう考え方を教えてもらっ

た。教えてもらって、 

引用箇所(11-8:269-273)  論文引用： 
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11 やっぱり支援を受けるってなった時に、勝手なイメージですけど、講義、自分が取っている講

義全部に入れるのが当たり前なのかなって思ってたんですけど、自分で自由に選ぶことができ

る、これはいらない、これはいる、そういうことを大学側も柔軟に対応してくださったので、

そこで、すごい、支援もただ受けるだけじゃなくて、自分で考えながら選ぶ、っていうことを

ちょっと意識し始めたように思いますね。 

引用箇所(11-13:436-440)  論文引用：＊ 

11 じゃあマイノリティーである我々が、すごしやすい社会に変えていくためには、自分が動き始

めることがやっぱり大事なのかなぁって思うので。支援して…支援が十分にできる環境が整っ

ていることだけが、良いことなのかと言われると、そういうわけではないのかもしれない。そ

の場はいいかもしれないけど、そのあとを考えると、自分で考えてって経験も大事なのかなぁ

とは思います。 

引用箇所(03-11:362-370)  論文引用：＊ 

03 今でもなんか、なかなか「せっかくやってもらえてるのにそれを取り消しにするのはなぁ」っ

てちょっと遠慮しちゃう部分があるので、「それは遠慮しなくていい」っていうふうに繰り返し

言われていたのと、ちょっと話というか時期がぽんと飛ぶんですけど、今、手話通訳が入って

る授業が一つあって。手話通訳さんに、「もう少しここはこういうふうに通訳して欲しかった」

とか「ここが見えづらかった」とかそういう要望を私が伝えられるように、Google フォームで

もうポンと文章を打って、支援ルームに届く、で支援ルームから手話通訳さんへ伝えられるっ

ていうその流れがもうできているので、そこは、前よりはこう話しやすくなってるというか、

いつでも自分がぱっと思ったことを書き込んで伝えられるっていう仕組みは大学院入ってから

整ったので。 

引用箇所(04-5:150-162)  論文引用：＊ 

04 私の親が、自分は聞こえないから支援が欲しいって言っているのをいつも見ていたので、それ

が当たり前だと思っていました。当然、私が高校…小学校とか中学校に入学する前は、「私がろ

うだから」っていういろいろな説明は、全部親が説明してくれていたんです。私が入学する前

に学校に行って、私の娘はろうだから、いろいろと、書いてほしいとか、FMマイクを使ってほ

しいとか、いろいろ親が説明してくれたんです。学校も「わかりました」って話し合いをして

いた時に、私だけはいなかったんです。省かれていたというわけじゃないけど、私は子ども、

幼かったから。けれど話し合いがあることやその流れは知っていました。で、大学生になった

ら、自分でやるよねって思って、高校生の時には自然と自分でやる、できる、親を呼ばなくて

も自分で、電車で関東地方のあちこちにも行きやすいし、大学の場所も調べて、高校の同級生

の友達にも、看護志望の子がいたから、一緒に行って、私が「先生と話したいの」と言うと、友

達が「わたった。待ってるね」って感じで。私は先生と会って話してたんです。 

対極例 

引用箇所(11-3:75-79)論文引用：＊ 

なんか、話がちょっと逸れちゃうかもしれませんが、あの～、その、ちょうど中学校くらいま

では、どちらかというと自分の聞こえにくさということを、すごい悩んでいて。なんかその、

前を向けないって言うんですかね。自分から何かをしようとか、行動しようということは考え

られなかったんですけど 。 

引用箇所(05-4:115-120)  論文引用： 

講義とか講演会とか行って、「ほうなるほど。勉強になった！」と、所謂納得したり腑に落ちた

り発見したりという経験が僕にはない。だって高校の時授業分からないんだから、自分で参考

書見て勉強しているだけやから、授業を聞いて自分の気持ちが揺さぶられるという経験がない。

だからノートテイクを見たところで、ちっとも何の影響もない。むしろ座らされて、ノートテ

イクしている人に気を遣って。そんなんやったら、まだ僕参考書見て勉強した方がいいやんみ

たいな風になっていくわけですよね。 

 

10/27 

同じく、支援があればいいというものではないことを示している例 

引用箇所(06-7:248-250)  論文引用： 

その時は正直、手話通訳…私は手話が得意ではなかったということもあって、手話通訳が読み

取れなくて、初めてつけたので少し戸惑いもあって、だからその時は特に感じるものはなかっ

たです。 

 

類似例  

原因例 
10/19 

自分自身に自信をもつこと(概念 3,26,27)が基盤 

結果例  

理論的

メモ 

・9/13：前段階として、力を発揮できていないことに甘んじている概念とかがありそう 

・9/13：この概念は「気づき」だが、成功他者の成功理由を観察する、というのも分析テーマに照らし合

わせれば、聴覚障害者の行動と言えるのではないか？ 

→「気づく」と「行動を見る、学ぶ」のどちらがより重要か？ 

10/19 

自分が力を発揮したいと思っていないような段階の概念があるはず。 

→概念 24,25 

 

力を発揮したいというのはとてもプラス思考の考え方 

概念 24,25 のようなマイナスの状態から、内面的にいきなりプラスへ変遷するだろうか？ 

→しないと考えるのが自然。 

 自分の価値を確認する段階がイメージできる→概念 9,10,11等 
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12/28 

・快適な参加体験の希求 

・自分から求めていいんだ 

吸収 

 

概念 14［環境調整実践意識の芽生え］ 

起票日  ：2022年 10月 5日(火) 

最終修正日 ：2023年 1月 7日(土) 

人数：4 2,3,4,6 

概念名 
自分には支援が必要という自覚 

力を発揮する環境調整意識の芽生え 

環境調整実践意識の芽生え  

定義 

分析焦点者が、自分にとって支援は必要なものだと、心に強く持つ。 

分析焦点者が、自分にとって支援は必要なものだと自覚する。 

分析焦点者が、自分が力を発揮していくために、環境調整をしていこうと自覚する。 

分析焦点者が、自分が力を発揮していくために、環境調整をしていこうと思い始める。 

分析焦点者が、自分の本来の力を発揮していくために、環境調整をしていこうと思い始める。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(04-6:184-189)  論文引用：＊ 

04 インターンの時も手話通訳をつけて行きたいと、自分から希望して、連れてきて、一緒に回って

いたんですけど、病院から見ると、「手話通訳が必要なの？ 甘いね」と見られてしまって。まぁ

わかりますよ。構いませんよ。でも私にとっては病院で見て回るときに、手話通訳が無かったら、

何もわからないです。話していても、その雰囲気を掴めません。だから、私は自分で判断して、

手話通訳をつけたんです。 

引用箇所(02-10:358-361)  論文引用： 

質問 いや、その葛藤って言うんですか、これがもう何か氷解したというかそう思わなくなったってい

うのも、何か今振り返ってあれがなとか言うのってありますか。 

02 それはね、もう。やっぱり自分が絶対必要だって実感してるのと、あとはやっぱり後輩がいるっ

てことだったかな。 

引用箇所(03-7:217-221)  論文引用：＊ 

03 支援を受けられるようにというか、支援を求めるようになったきっかけが、先ほど言った、手話

サークルの先輩が、ロールモデルになる人がいらっしゃったっていうことと、あと、実際授業の

中で、授業とか課題の中で、肉体的にしんどくなってきたっていう。ずっと耳で聞いてるから聴

力も落ちるし、しんどいし。これは何とかせねばならないっていうのを徐々に徐々に感じ始めたっ

ていうこと。 

引用箇所(06-3:106-113)  論文引用： 

06 また、実際に私が手話通訳を使うときとか、情報保障といいますか声なしで手話で話す環境では、

私のできることは広がるということがわかったんです。今までは、残念ながら、例えば友達たち

と議論をしているときとかは、聞こえる人に囲まれて、私は取り残されて、わからなかったりと

か、自分から引っ張り役になるとか、自分から担当をとるということがなかなかできなくて、受

け身なことが多かったんです。でも、自分で情報を入手できる、手話通訳からたくさん情報を入

手したり、手話で話しているとき、私はできる！ できることが広がっていくということがわかっ

たんです。だから、また自分はこれが対等なスタートなんだと。 

引用箇所(06-8:287-292)  論文引用：＊ 

06 やっぱり、情報があるとできることがあるということが、さっき話した通りわかったので、そう

いうことができる状況、環境になってほしい、なる必要がある、ないと自分の力が発揮できない、

活躍できないということがわかったので、自分が必要な環境になるように、手話で話してほしい

と言ったりとか、手話通訳をつけてほしいと言ったりとか、わからないときは質問してと言った

りとか…できることを知ったから、こうなるために必要なことは何かというところがわかってき

たんだと思います。 

引用箇所(06-9:295-297)  論文引用：＊ 

06 成長したい！ やりたい！という気持ちもあります。合理的配慮がないと自分が成長できない、

仕事ができないということを知るところから、何があれば自分はできるのかと考えて提案するよ

うになったと思います。 

対極例 

引用箇所(03-6:181-183) 

最初に多分大学入学したときにいろんな書類が配られるパンフレットの中にあったと思うんです

けど、あると思うんですけど。絶対あるはずなんですけど。まぁ多いし、私には関係ないやぐら

いにしか思ってなかったので。 

引用箇所(03-14:492-495) 

ただ「私ができるパフォーマンスって何なんだろう？」ってまだちょっとはっきりしてない部分

もあって、この支援をした、頼んだら、これができるっていう、そのパスがあんまりうまく描け

てないなんですよ。 

こういうふうに頼んだらこういう仕事ができるようになるみたいなことがちょっと、まだ想定し

づらいのと、 

類似例  
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原因例 

引用箇所(02-14:497-499) 

聞こえ、聞こえないとか聞こえにくいって言うことがどういう状況なのかって言うことがまず自

分が分からなかったので、それをまず話がもちろんできない。だから情報保障が必要だってとこ

に繋がらないんですね。 

10/27 

環境調整の正しい理解や支援 for all 観の成立などにより、環境調整をしていこうと思えるよ

うになっている。 

 

引用箇所(06-4:113-122) 

さっき少し言いましたが、合理的配慮というのものは、自分がほかの人よりも優遇されるものだ

と思っていたけれども、そうではなくて、もともと自分は損をしている状況で、その格差を是正

するためにあるんだということに気づかせてくれたのが大学なんです。また、自分ができると表

明することで、自分が助けてもらうだけじゃなくて、自分の組織の人たちも、これまでは「あ～

あの人はかわいそう」とか「できないから、どう助けてあげたらいいのかなぁ」と自分と周りの

人の間に距離があって、周りの人たちも困っていたけれど、通訳がいるから一緒に対等にできる！ 

お互いに助け合えることがあるんだ、いろいろとできることがあるんだということを知ったのも

大学ですね。それからは、自分から申し出る、お願いすることができるように変わっていきまし

たね。 

結果例  

理論的

メモ 

10/5 

ろう者に特有のものかもしれない 

支援の必要性を自覚するという緩めの概念になる可能性もある 

10/14 

ある意味最初の支援観と言える概念かもしれない 

10/17 

概念「自分から求めていいんだ」と関係がある。合体や吸収の可能性あり 

↓ 

10/19 

上記は心理的な安堵、受入を示している。そのため、この概念の基盤の一つと考えられる。 

10/17 

引用箇所(08-13:454-457) 

その強みを知っている、見てもらえたら合理的配慮を求めるっていうことにも結構何か良い効果ってあり

ます？ 

合理的配慮があれば、もっとできると示せるようになります。 

あなたのためにもなる、お互いのためになると言えるようになります。 

10/17 

この概念は支援観の確立として重要と考えられる。 

単に支援が必要と言うよりは自分が力を発揮していくために、環境を変える何か(＝支援)が必要と気づく

イメージ 

単に支援を受けるというよりも、受けることも含めて、自分が環境を変えていこうとするイメージ 

 

概念 15［Win-Win支援観の確立］ 

起票日  ：2022年 10月 12日(水) 

最終修正日 ：2022年 12月 27日(火) 

人数：4 1,3,6,8 

概念名 Win-Win 支援観の確立 

定義 
分析焦点者が、支援は、支援提供側にとっても価値のあるものだと認識する。 

分析焦点者が、一見、聴覚障害者のためにあると思われる支援が、実は支援提供側にとっても価値のある

ものだと認識する。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(03-16:548-552)  論文引用： 

03 あと子どもに関わってる場合はちょっと違うなと思う部分が、「じゃあ先生のためにこれしてあげ

る。僕こんなことできる」みたいな感じで、自分の有能感みたいなのを、子供自身が感じられる。

相手の役に立つことができるんだみたいな、何かそういう嬉しさを体験する、何か、何かきっかけ

として悪くないなとは思う。 

引用箇所(03-16:544-548)  論文引用：＊ 

03 そうですね。配慮を求めることが、相手の時間を取るとか、相手に苦労をかけるってことだけじゃ

ないんだっていうふうには思いました。実際書いてもらうっていう作業って、こう手を使うって

いうことになるので、ひと手間かかるんですけど、その書くことで相手も自分の考えが見て「整理

されたわ」っていう感覚にもなるし、より 2 人でわかりますしたっていうふうに共有できる確証

があったりとか、 

引用箇所(08-3:80-88)  論文引用： 

08 (筆談は)相手のためにも必要だから、遠慮しないで、自分から積極的に筆談をお願いしていこう

と思うようになりましたね。自分だけじゃなくて相手のためにも必要だから、筆談をお願いしよ

うと考えられるようになりましたね。 

質問 例えば、筆談とかは、自分のためだけじゃない、相手のためになってるんですか。 
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08 その通りです。仕事をする時もそうですけれども、お互いに仕事を進めるためにも必要なんです。

相手には自分の話が分からないから、私が書いてあげる必要があるんですね。相手も仕事上必要

なことを私に話してもらっても伝わるのは難しいから、書いて提示してもらうんですね。お互い

のために筆談が必要だからお願いするという流れです。 

引用箇所(08-3:92-94)  論文引用：＊ 

08 「相手にとっても筆談は必要だから」と、そう思った後は、私は遠慮はいらないなぁと。お互いに

コミュニケーションをとるために筆談は必要なので、お願いすることに対して遠慮はいらないと

思いましたね。 

引用箇所(01-10:341-344)  論文引用：＊ 

01 自分の意見を通すためには、自分の意見、自分にとってメリットがあるということを説明するだ

けでは通らないんです。その意見、自分の意見を、相手が受け入れた場合にどんなメリットがある

のか、そういうことを説明する方が、相手に受け入れてもらえやすいんです。 

引用箇所(01-11:379-385)  論文引用： 

01 そこは、障害者のために仕事を紹介する場所なんです。そこでは、障害者がこの仕事に応募したい

といって、求人票を持ってくるんです。そしたら、「わかりました、会社に電話しますね」って会

社に電話するんです。僕にはそれはできないです。だから他の職員にお願いするしかないのです。

当然電話をお願いするんですから、その人の仕事は増えてしまいますよね。その代わり、私はその

人の仕事、事務作業を引き受けて、私が担当しますと言って、やっていたんですよ。ギブ＆テイク

ということです。ギブ＆テイクの関係を作ることを意識していました。 

引用箇所(06-4:117-121) 論文引用：＊ 

06 自分ができると表明することで、自分が助けてもらうだけじゃなくて、自分の組織の人たちも、こ

れまでは「あ～あの人はかわいそう」とか「できないから、どう助けてあげたらいいのかなぁ」と

自分と周りの人の間に距離があって、周りの人たちも困っていたけれど、通訳がいるから一緒に

対等にできる！ お互いに助け合えることがあるんだ、いろいろとできることがあるんだという

ことを知ったのも大学ですね。 

引用箇所(08-8:256-262)  論文引用： 

08 さっき話した会社の仲間との冗談を筆談でやったことも、それにあたりますね。弁護士になった

後も、手話通訳と一緒に、聞こえる人と話す時に、冗談も入れて、相手を安心させるような話し方

をするんです。相手が笑ったり安心したりする様子を見て、何というか、コミュニケーションで

は、手話通訳やノートテイクは自分のためだけではなくて相手のためにも必要、お互い様と思っ

たんです。なので、助けてもらいながらコミュニケーションをとった結果、自分だけではなく相手

も笑ったりホッとしたりしてくれるのは、何というか、相手のためにも必要だと思えた時に、よう

やく乗り越えたなぁと思いました。 

対極例  

類似例  

原因例 

10/27 

この支援観に至った理由の一つ 

自分だけじゃなくて皆困っているということへの気づき。 

引用箇所(08-7:236-244)  論文引用： 

弁護士になってから思っていることの一つとして、コミュニケーションで苦労しているのは実は

聞こえない人だけじゃなくて、聞こえる人の中にもたくさんコミュニケーションが難しい、大変

だと思っている人がいるということがあります。例えば知的障害の方とか精神障害の方とか、自

閉症や脳性麻痺で話せないとか、何らかの形でコミュニケーションが大変な人はたくさんいるん

です。かつ、障害が無い人も、性格とかこれまでの人生経験とかでコミュニケーションが苦手、上

手くないという人はいっぱいいます。依頼者もそう。みんなコミュニケーションに苦労している

んです。なので、それをずっと見ていて、お互いさまと言いますか、みんな何らかの形での大変さ

があるんです。だからお互いさまと思えるようになったのかもしれません。 

結果例 

10/26 

この支援観の確立により、自分を追い詰めずに、お互いのために、この人と自分で何ができるかと

考えられるようになる。 

引用箇所(03-16:575-578)  論文引用： 

そうですね。なんか、周りと比べたり、周りの人のできと比べたりってことがあんまり浮かばな

い。今できることを精一杯やろうっていう方向に多分意識が向くので、とか、相手との関係の中で

補いあってとか、じゃあこの人と何ができるんだろうっていうところに意識が向きやすいかなと

思います。 

理論的

メモ 

10/12 

概念 16 から分離 

こちらは支援提供者にも利益があることを認識しているという概念 

 

概念 16［“支援 for all”観の確立］ 

起票日  ：2022年 10月 4日(火) 

最終修正日 ：2022年 10月 13日(木) 

人数：4 3,4,5,6 

概念名 “支援 for all”観の確立 
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定義 分析焦点者が、支援やそれを求めることは、自分だけでなく、みんなのためになると認識する。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(03-16:544-552)  論文引用：＊ 

03 そうですね。配慮を求めることが、相手の時間を取るとか、相手に苦労をかけるってことだけじゃ

ないんだっていうふうには思いました。実際書いてもらうっていう作業って、こう手を使うって

いうことになるので、ひと手間かかるんですけど、その書くことで相手も自分の考えが見て「整

理されたわ」っていう感覚にもなるし、より 2 人でわかりますしたっていうふうに共有できる確

証があったりとか、あと子どもに関わってる場合はちょっと違うなと思う部分が、「じゃあ先生の

ためにこれしてあげる。僕こんなことできる」みたいな感じで、自分の有能感みたいなのを、子

供自身が感じられる。相手の役に立つことができるんだみたいな、何かそういう嬉しさを体験す

る、何か、何かきっかけとして悪くないなとは思う。 

引用箇所(04-14:480-487)  論文引用：＊ 

04 私だけじゃなくて、他の人たちも、今コロナ禍でオンラインになっていますから、字幕は私のよ

うなろうだけじゃなくて、それ以外の人の助けにもなりますよね。例えば子供の世話をしていて、

子どもがワーってなって子どもの相手をしていても、字幕を見たらわかるんですよね。こんな風

に、字幕は私のようなろうだけじゃなくて、聞こえる人にとっても良いみたいな、提案をして説

明した方が、相手ができると、お金とか人員的にできる提案を先にしてあげて、相手が OKと言っ

たところで、手話通訳も欲しいんですと提案するみたいな交渉技術も少しずつ高めていっていま

したね。 

引用箇所(05-8:284-287)  論文引用： 

05 でそのタネが例えばね、近畿大学の学生の場合は手話サークルが無かった。なので、その学生が

…教育大で作ったサークルの人が、時間があるときは近畿大学の手話通訳に行っとった、みたい

なことがあった。だから、彼らにしたら、手話を学んで社会貢献ができるという、なんていうの、

実践的なサークルになったということですね。 

引用箇所(04-7:234-238)  論文引用： 

04 私の通訳は自分のためだけじゃなくて、利用者(高齢者)にとっても必要だったのでちょうどよ

かったんですよね。その時、情報保障が必要みたいな話はなくて、(利用者の通訳のついでに)私

が看護師としての通訳をお願いしたいと言ったら、「わかりました」ということで一緒に行ってい

ました。だからコミュニケーションで困ったことは全くなかったですね。 

引用箇所(06-10:341-353)  論文引用：＊ 

06 自分が参加できるようになることで、他の人も、私から意見をもらえる、私に活躍してもらえる

という、対等な立場で仕事や授業の役割分担ができる状況になるので、聞こえる人にとっても、

どんな配慮が必要なんだろう？とか、書いてあげないといけないとか、何をやってあげないとい

けないのかがわからないから、距離をとってしまうということは違っていて、通訳がいるから聞

ける！ お願いできる！ 意見を聞いたり話し合ったりできるという良い面があるので、合理的

配慮は結局自分のためだけじゃなくて、みんなのためになるっていうことを知ったんです。私が

聞こえる人の中に入っていくときに、聞こえる人たちにパソコンでの入力をお願いすると、自分

の仕事とパソコン入力の負担がかかってしまうから、専門の人を雇うことで、みんなが仕事に集

中できますよね。専門の人に任せることで、安心してできる。お互いに助け合うことができてい

いなぁということがわかったんです。会社としては通訳費の負担という面があるかもしれないけ

れども、全体的に見て、話し合いができて、また聞こえない人や障害のある人と一緒に働くこと

で、多様性の理解もできて、いい効果になっていると思いますね。 

対極例  

類似例 概念 15,17 

原因例  

結果例  

理論的

メモ 

10/11 ゼミ 

２つあるのでは？ 

・一人の支援がみんなにとって役に立つ 

筆談があるとみんなやりやすいよね～ 

 

支援 for all は表していない？？ 

・支援を提供する側にも利益になっている 

子どもが筆談支援を提供することで、結果的に自分の自己肯定感をめっちゃ得ている＝利益になっている 

支援の副作用、副次的な効果 

10/12 

概念 15 に一部を分離させる 

こちらは支援提供者ではなく、他の参加者など、さまざまな人に利益があることを認識している概念 

10/17 

引用箇所(06-11:361-363) 

みんなのためというのはどちらかというと大学の時というか、今のほうが強いかなぁ。大学の時は、まだ、

あるからできるようになるという点のほうが強かったかなぁ。あったかもしれないですけどね、みんなの

ためというのも… 
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概念 17［“支援=責任遂行基盤”観の確立］ 

起票日  ：2022年 9月 27日(火) 

最終修正日 ：2022年 11月 23日(金) 

人数：4 1,3,7,8 

概念名 

“支援 for all”感の確立 

利益提供基盤という支援観 

利益提供基盤としての支援観 

社会的責任を果たすための支援観 

責任遂行のための支援観の確立 

"支援 for 責任遂行"観の確立 

“支援=責任遂行基盤”観の確立 

定義 

分析焦点者が、自分に対する支援は、自分だけの利益ではなく、全体の利益になると認識する。 

分析焦点者が、自分に対する支援は、自分が全体に利益を提供するために必要なものと認識する。 

分析焦点者が、自分が社会的責任を果たすためには支援が必要であり、自分は支援を求めていく責務があ

ると認識している。 

分析焦点者が、自分が社会的責任を果たすためには支援が必要であり、自分は支援を求めていく責務があ

ると認識する。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(01-1:15-21)  論文引用： 

01 その時私はモヤモヤしていて、もどかしいと思った。例えば大学だと、講義を受けて内容が分か

らない場合は、その学問の分野の内容の理解が浅くなることになってしまいます。ただ、職場の

研修では、その内容の理解が十分でない場合は、仕事をする上で、いろんな問題が起きてしまい

ます。けれど、大学の学問なら、自分が困るだけで終わります。けれど、職場の研修の場合は、

しっかりと内容を把握できないと、自分だけじゃなくて、お客さんも困ってしまいますよね。職

場はお客さんの対応をする場ですから。お客さんに対してしっかりとサービスを提供できないで

いいのか？という疑問が生じました。 

引用箇所(01-2:36-44)  論文引用： 

01 その結果、私はしっかりと仕事をすることできないかもしれないという不安があるということを、

書いて説明しました。で、実際に予算の面で厳しいところもあるかもしれませんが、私のために

手話通訳をつける意味とは何か、つまり私に手話通訳をつけるのは、私が情報を得るためだけで

はありません。私に手話通訳をつけてしっかりと情報を受け取れるようにすると、その結果私は

しっかりと研修の内容を理解することができるようになりますよね。それは、ハローワークへ来

てくださるお客さんに対するサービスの内容や質の向上に繋がっていきます。つまり、最終的に

は、私だけのものではなくて、来てくださるお客さんのためになるのです。それは、ハローワー

クの組織全体の利益になるんです、と書いて、研修の担当者に渡しました。 

引用箇所(01-11:364-368)  論文引用： 

01 あの～私の…職場に入ったら、当然一緒に働いている人たちといい関係を作れるように、やって

いきたいです。やっぱり、私は…ろうだから、どうしても周りの協力が必要ですよね。だから、

周りとの関係を作るのが、すごく大切だと思っています。ただ、私が言う関係とは、一方的に頼

るような関係ではありません。そういう関係は長続きしません。一方的に相手だけに頼ることに

なりますから、相手も疲れてしまって、長続きしないんです。 

引用箇所(03-14:4887-495)  論文引用： 

03 まず、大学では、私が授業でしっかり学ぶために、この支援を頼んでいるっていう意識ではいた

んですけど、働くとなると、私がきちんと働いて何か成果を出したりとか、その場のパフォーマ

ンスが向上できるように支援をお願いするっていう姿勢に、やっぱちょっと変えなきゃいけない

ので、受け身的な大学生活…受け身的というか、受けるっていうのじゃなくて私が何かをするた

めにこれが必要っていう意識改革みたいなのがちょっと必要だったっていうことと、 

引用箇所(07-9:310-321)  論文引用：＊ 

07 障害の程度から言うと、なんか、1 から 10 まですべて支援を必要とする立場にないので、ちょっ

とお答えとしては、ちょっとどうだろうな、お答えにならないかもしれませんけど、仕事という

面で言うならばね、基本にあるのは、向こうが提供するというよりは、こっちの本来の能力を発

揮するために、あちらからも、提供してもらうという Win－Win の形になることが基本なのかなと

私は思ってるんですね。障害のある社員がその提供を受けてって何のための提供なんだって言っ

たら、こっちの本来持っている力を発揮する、であちらに利益を提供する、労働力を提供するた

めのものっていうのが基本だと思うので、例えば聞こえにくいという立場で教員の採用試験を受

けたのであれば、自分の聞こえにくいとか、今までの経験含めて、聞こえない子供とのコミュニ

ケーションも含めて、私だったらいろいろな力を発揮できるというところを売りにして、あちら

にその利益を提供する、そういう Win-Win の関係になることを目指して、いろいろな交渉とかも

始まるのかなと思いますね。 

引用箇所(08-10:348-354)  論文引用：＊ 

08 昔の自分の場合は思っていたのかもしれないけれど、会社に入ってからは、コミュニケーション

面の支援が無い場合は、私は困るし、私だけじゃなくて会社も困ってしまいますよね。(支援が無

いと)私は会社の役に立たなくなってしまう、その結果会社も仕事の効率が下がってしまい、会社

としても困ってしまいますね。私が必要とする支援を受けれた場合は、私は会社の役に立つ、仕

事をすることができる、その結果会社も喜ぶ、お互い様なんです。会社のためにも支援を求める

ことが当たり前という気持ちになっていいと思います。言いにくいことだけど、お互いのためだ

から。 

引用箇所(03-17:581-592)  論文引用： 
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03 でも多分、我慢をあんまりしすぎないようにしてるかな。うん、わからないときはちゃんとわか

らないって言うとか。わからない…なんか、その何だろう…そういう関係性が欲しくてそういう

こと、「わからない」って言ってるって、じゃなくて、何か因果関係じゃない気がしていて、そこ

が説明が難しい。そうですね。この人にちゃんとこう、お会いしなきゃっていう感覚が、多分ど

こかしらで持てるんだろうと思うので、何かそのために工夫していることがあると言われると

ちょっと違うかなと思うんですけど、具体的にやってることとしては、わからないときにちゃん

とわからないっていうとか、「ここまではわかったんだけど、ここ以降はちょっともう少し教え

て」とか。具体的に自分の困り感を相手に伝えるために、困り感というか要望を伝えるために、

どう伝えたらいいんだろうってことを、後で振り返るってことはしてると思います。あの仕事終

わった後に、やっぱり自分の対話の仕方を振り返るっていうのは、職業としてやらなきゃいけな

いので。 

対極例  

類似例  

原因例 

10/26 

なぜこの支援観を持つようになったのか？ 

→社会で責任を果たすべき立場になった時 

10/27 

大学の時は自分のための活動だけなので、この支援観には至っていなかったが、働き出して、仕

事として責任を果たさないといけない活動もするようになった時に、自分は責任を果たすために

することであると考え始めている。 

 

引用箇所(07-10:347-368)  論文引用： 

先生も教員採用試験を受けられて今先生として働かれてると思うんですけども、まず、そういう

考え方ってどこで知ったといいますか、出会われましたか？ 

正直自分が学生の時に、そこまで気がついてたかというと自信はないですね。やっぱり働き始め

てお金をもらう立場になって、ちょっとずつちょっとずつ気づいてきたことかもしれませんね。

何かそういうのが働く中でこういうことなのかなっていうふうに気づいた、印象に残っているこ

とってありますかね。あのね大学の学生の場合は、どこまでやっても自分のためのものですよね。

うん、学びにしろ調査にしろ、いろいろな交流にしろ、時間も自分の好きなように、場所も自分

の好きなように、限界はありますけどね、設けていっていいんだけど、仕事として始めたら、そ

れは自分の個人としての活動なのか、仕事としての活動なのかというわかれ目が出てきます。例

えば研究会に参加すると言っても、自分の個人の活動で参加するのと、自分の勤務時間として参

加するのとでは意味が違ってくるので、その辺り、仕事としてやるということと、個人として活

動するということが、わかってくるんですよね、お金をもらい始めると。逆に、どう言ったらい

いんかなぁ…周りに求める…なんていうんだろう…同じ職場の人に対しても、仕事として求める

んだったら、やっぱりその時間も気を使わなきゃいけないし、場所も気を使わなきゃいけないし、

内容にしても、こちらの個人としての活動でやるのと同じ勢いと熱量で求めてたんじゃ、こっち

は何でそこまで付き合わなあかんねっていう気持ちにさせてしまうんで。そういった経験を経て

くると、やっぱり仕事って何のためかって言ったら時間と自分の力、労働力を与える見返りに、

お金をいただくっていう、そういう、まあ、ある意味ドライな関係ですよね。そういうふうに考

えることができるようになったということがあると思います。 

結果例 

10/27 

この支援観を持つことで、臆せずに導度と支援を求められるようになるとするデータ 

引用箇所(07-10:327-330)  論文引用： 

仕事だったらそういう考え方が基本にあった方が、こっちも臆せずに振る舞えるというかね。だ

からまずだから自分に労働力として提供できる何かを持ってることが前提になりますけども、労

働力として自分から提供できる何かを持つために小中高大と、努力をしてきてるわけですよね。 

10/26 

この支援観を持つことで、我慢するのではなく、しっかり支援を求めるべきという考えにも至っ

ている。 

理論的

メモ 

10/19 

さまざまな支援観は、さまざまな状況下で、自信をもって環境調整を行うための精神的基盤となっている。 

10/11 ゼミ 

利益という言葉は限定しすぎ？ 

価値提供 

支援があることで社会的に機能できる 

社会に対して価値をもたらせる 

10/26 

自分の責任のために必要と言う要素に加え、 

だから、我慢せずにちゃんと支援を求める責任もあるという要素も含むべき 
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概念 18［余裕のある対応姿勢］ 

起票日  ：2022年 9月 19日(月) 

最終修正日 ：2022年 11月 8日(火) 

人数：4 6,8,9,11 

概念名 

支援不提供者への共感的理解 

支援不提供者への歩み寄り 

余裕のある対応 

余裕のある対応姿勢 

定義 

分析焦点者が、支援をしてくれない相手に対し、共感的理解を示す。 

分析焦点者が、支援をしてくれない相手に対し、心に余裕をもって歩み寄る。 

分析焦点者が、環境調整をしていくにあたり、心に余裕を持った対応をする。 

分析焦点者が、精神的優位に立ち、心に余裕のある対応をするようになる。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-6:212-216)  論文引用： 

質問 すいません。あの一つ質問してもよろしいでしょうか。例えばその友達の関係だと、お友達が忘

れてしまうみたいなことが起こるのかなとは思ってるんですけども、そういったときって何かど

ういう対応されてましたか。 

11 そうですね。こういう考え方がいいかどうかはわかりませんけれども、僕、忘れちゃうことって

誰でもあるので、そんなにそれを責めたりはもちろんしないんですけど、 

引用箇所(11-10:336-340)  論文引用： 

11 まぁあと大学の時の友人関係もそうですけど、求め方って言うんですかね、もちろん職場、職場

は職場ですけど、やっぱり職場の中で働いている人も人間なので、さっきの友達みたいに忙しい

時に配慮を忘れたりとか、そういうことも普通にあると思うんですよね。だから、何でしょう…

建設的ではないような、そういうやり方っていうのは、自分の中では違うかなと思ったと思いま

す。 

引用箇所(08-7:221-224)  論文引用： 

08 なるほど、サポートねぇ。手話がうまい下手ではなくて、同じく手話が使いたい、手話でコミュ

ニケーションをとりたいという気持ちをお互いに大切にするということが大事だと思いますね。

上手いはたまたま、下手もたまたま、コミュニケーションをとりたいという気持ちは同じでしょ。

そういった歩み寄りが必要だと思いますね。 

引用箇所(09-6:186-191)  論文引用： 

09 こんな感じで、子どもの時から周囲の様子を「なぜだろう？ 変だなぁ」と見て分析していく中

で、必要なことは何なのか考える癖が身についていったというところがあるから、大学に入った

後も、「私は支援をしません」と言われたり、支援を断られたりした時に、「んん？ どうしてだ？」

と分析して考えていく中で、「なるほど。まだ方法が分かっていないんだな。だったら私たちで方

法を作って提供してあげたらいいんじゃないかな？」などといろいろ考える、といった形で進む

ことができました。 

引用箇所(09-10:353-364)  論文引用：＊ 

09 通訳者に対しての批判も同じで、「わからない！」と怒って批判することはできますが、ちょっと

立ち止まって考えてみると、何のために批判するのか？といった目的が大事なのではと思います。

通訳者にとっての意味って何でしょう、それを考えるのと同じことです。だから、私は通訳者に

批判はせず、「わからないなぁ」と思った時は、批判ではなくて具体的に質問します。けれど、質

問する時に、「その通訳表現がわからないのだけれど、何かそういう表現となった背景はあります

か」と、相手の背景を必ず含めて質問するんです。もしかしたら、例えば講演の発表者の話すス

ピードが速いのかもしれない、通訳者がたまたま別の理由で通訳ができなかったのかもしれない、

いろいろな背景があるのに、それを私が知らないまま指摘することはできません。だから背景は

何かを聞いて、相手に教えてもらって、「なるほど」と、もし発表者の話すスピードが速かったと

いうことであれば、「わかりました。私から改めて発表者の方々にゆっくり話してください」と私

はお願いすることができます。こんな感じでしっかりと建設的対話を続けていくことができます。 

引用箇所(06-11:394-401)  論文引用：＊ 

06 だから、丁寧に一緒に仕事をするために、これらが必要ってなった時に、自分から「これが欲し

い」だけではなくて、この方法…例えば手話通訳を用意する時に、「あそこにお願いすればいい」

とか、「通訳を用意してください！」だけだとみんなわからなくて戸惑ってしまうので、「あそこ

ならば通訳を用意できる」、「あそこならば字幕を用意できますよ」と言ってあげる、情報を一緒

に提供してあげるんです。内容によっては、すべてに通訳をつけることを求めるのではなくて、

例えば内部での打ち合わせだけとか、字幕や文字起こししたものを読む方法でも大丈夫ですよと

言ったりとかね。 

引用箇所(08-11:366-368)  論文引用：＊ 

8  支援も恐る恐る「お願いします…」ではなくて、お互いのために必要なんですと、もっと堂々と

求めていいと思います。 

対極例 
10/27 

余裕のない譲歩、もう自分がやらなきゃ…とかは概念「支援当事者の輪の拡大」等 

類似例  

原因例  

結果例  
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理論的

メモ 

10/13 

精神的優位に立つ 第一研究の技術に入れたい内容 

10/24 

やはりデータを見るに、第一研究に入れるべきテクニックだと思われる。 

10/27 

譲歩、情報提供、支援不提供者への対応それぞれは第一研究に入れるべきテクニックだと思われるが、 

余裕を持った対応をするという点では、特に分析テーマの最終段階に近い部分での要素になっていると考

えられる。 

 

概念 19［理想への挑戦的前進］ 

起票日  ：2022年 10月 27日(木) 

最終修正日 ：2022年 12月 28日(水) 

人数：6 1,4,5,6,9,11 

概念名 

理想状況を目指す提言 

理想状況を目指す積極的行動 

描いた理想を実現する行動 

描いた理想的環境実現行動 

描いた理想的環境実現への前進 

理想への挑戦的前進 

定義 

分析焦点者が、理想的な状況を目指して、環境調整を求めたり、改善策を提案したりする。 

分析焦点者が、理想とする状況を頭に描き、それを目指して必要な取り組みを考え、実行していく。 

分析焦点者が、頭に描いた理想を目指して、必要な取り組みを考え、実行していく。 

分析焦点者が、頭に描いた理想的環境を目指して、必要な取り組みを考え、実行していく。 

分析焦点者が、描いた理想的環境の実現を目指して、果敢にチャレンジしていく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(06-5:152-161)  論文引用：＊ 

06 で、例えば会社の説明会で、参加が義務のものはこれまでも通訳がついていたんですけど、任意参

加で参加したい人はどうぞ～という感じの説明会は、私が参加するかどうか確認して、前もって

私が参加したいと申し込んでから通訳を準備する方法でした。しかし、ほかの職員は当日欠席す

ることができる、はじめは行く予定だったけどなんか忙しくなったから欠席するということがあ

りますね。それとコロナ禍が始まってから、録画を始めたんです。任意参加だけど、録画が保存さ

れるから後で見られますよっていう感じに大きく変わって、その時に私達はどうする？ってこと

になりまして。私たちが参加するしないに関係なく、職場全体としてどうぞという説明会や研修

の場合は、通訳をつけてほしいと言ったらわかりましたということで、今は、参加するしないにか

かわらず通訳をつけてくれるっていう形になりました。 

引用箇所(06-5:167-171)  論文引用： 

06 そこでテレビの場合、これまでは保存しても字幕がなかったんです。でも基本的に今の日本では

字幕が必ずありますよね。ほとんどのテレビに字幕が用意されるようになりました。だからテレ

ビを保存するときに字幕もできるはずと思って、字幕も一緒に保存できる？と聞いてみたら、やっ

ぱり字幕データも一緒に保存できるってなって、今は字幕付きのデータを保存するようになりま

したね。 

引用箇所(05-4:141-147)  論文引用：＊ 

05 で、なるほどと思って、僕にとってのモデル、聞こえる人で手話ができる人のモデルは、その先輩

の 4 回生の人。「このような人になるべき」というね、理想、聞こえる人の理想形みたいなのを、

僕が勝手に作った。で、2回生になった時に、新歓ありますよね。ビラを配って集めてくるときも、

急に難しいことを要求するわけ。手話を覚えてもう、今日は手話勉強会 3 回目だから、今日から

手話使ってしゃべりなさいって。「聞こえないやつがいたら、指文字でいいから手話使え！！」っ

てことを要求した。そしたら、誰も残らなくって、みんなやめてしまった。 

引用箇所(01-1:32-44)  論文引用：＊ 

01 その研修では、最後には感想などのアンケートを提出しました。そのアンケートの内容は…まず

は研修の内容はどうでしたか？という質問がありました。それに対して私は、聞こえないので手

話通訳をつけてもらえるようお願いしましたが、結局ありませんでしたので、残念ながら講師の

話の内容を掴むことができませんでしたということを書きました。その結果、私はしっかりと仕

事をすることできないかもしれないという不安があるということを、書いて説明しました。で、実

際に予算の面で厳しいところもあるかもしれませんが、私のために手話通訳をつける意味とは何

か、つまり私に手話通訳をつけるのは、私が情報を得るためだけではありません。私に手話通訳を

つけてしっかりと情報を受け取れるようにすると、その結果私はしっかりと研修の内容を理解す

ることができるようになりますよね。それは、ハローワークへ来てくださるお客さんに対するサー

ビスの内容や質の向上に繋がっていきます。つまり、最終的には、私だけのものではなくて、来て

くださるお客さんのためになるのです。それは、ハローワークの組織全体の利益になるんです、と

書いて、研修の担当者に渡しました。 

引用箇所(04-1:21-35)  論文引用： 
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04 当時高校生の私は、今後はそこの大学に入りたいけど、入った後の勉強方法をどうしようって、前

もって高校生の時に今後苦労しそうということがわかっていたので、高校 1 年生や中学 3 年生く

らいから、行きたい大学にいろいろと訪問して、先生に会いました。そのときは自分が口話で話し

ていたのか、筆談を使ったのか、どうしていたか忘れちゃったけど、まあ、声と筆談とかで話をし

たい、お話がしたいと前もってメール、または大学に行って先生に「すみません」と訪問してお会

いして、まずは私が聞こえないということと、今は私は高校は聞こえる高校に通っていて、その時

は先生が黒板に書き終わった後に、質問、先生に対して質問をして説明してもらうという自分に

あった形で勉強していますけど、今後大学では同じようにすることは難しい、多分大学の先生は

忙しいし、まぁ大学では情報保障が必要と思っていて。高校までは私は情報保障としてしっかり

と手話通訳やパソコン通訳を受けた経験が無かったけど、大学では必要と思っていて、情報保障

が欲しい、必要なんですっていうことと、あと 3 つ目として、看護と言えば聴診器、聴診器、わか

ります？ 聴診器です。あれはいろいろな音がありますよね。3 つ目として、音に代わる方法とし

ては何があるだろうということを、自分もわからなかったので、一緒に考えてほしいんですって

いうことの 3 つを話したんです。 

引用箇所(09-1:20-28)  論文引用： 

09 でも、学部の 4 年間で、合理的配慮を求める以前に、大学側も私みたいなろう学生を受け入れる

のが初めてだったから、どうやって支援をしたらいいのかとか、基本的な考え方は何かとかがま

だない状態だったと思うので、大学は今後ろう学生が申請した時にしっかりと対応する必要があ

ると思ったので、私はそのためになにか道を作ることが必要だと思ったんです。だから大学に対

して交渉や支援の申請をすることは、とりあえず置いておいて、合理的配慮を大学が提供できる

ようになるための環境を作ってあげればよいのではないかと考えました。だから学部の間に手話

サークルを立ち上げました。学部 2 年生の時に立ち上げましたね。手話サークルを立ち上げたの

は、聞こえる学生たちが手話を習得していければ、通訳ができる人もこれから出てくるのではな

いかと考えたからです。 

引用箇所(01-1:6-14)  論文引用： 

01 講師の話が全く分からないので、研修の途中で、「手話通訳をつけてほしい」と、ハローワークの、

2 番目に偉い人、今で言うところの、庶務課長に交渉しました。「申し訳ないんだけど、その研修

に手話通訳をつけるための予算を用意していないから、手話通訳をつけることはできない。」と言

われましたね。その場で急に手話通訳をつけることは、現実的にも難しい判断だったと思います。

その研修は仕方ない。講師が書きますよね、板書。板書をたくさん書いていただいたりとか、他の

受講生がとっているノートを見せてもらったりするような支援をお願いしますと言いました。で

もね、それは情報が断片的。だから結果的に、私が満足できるだけ内容は受け取れなかったので

す。 

引用箇所(11-11:376-381)  論文引用： 

11 だけど、それでも店が忙しい時とか、忘れたりとか難しい時があったら、その時は僕と同じ中に

入っている店員さんに「あ～ごめんなさい。今の聞こえなかったので、今何と言いました？」と聞

いたりとか、そういうことをしてましたね。一緒に入っている人にも、予め「聞こえない時がある

ので、もしかしたら聞くかもしれませんけどお願いします。」ってことを言っておく。そういう感

じの工夫が、まぁ 1 つ、具体的なエピソードかなぁという風に思いますね。 

引用箇所(06-4:140-147)  論文引用：＊ 

06 自分のチーム内での毎週行う会議の時は、同じチームのみんなに頼んで、Google Documentを使っ

て、UDtalk はその時はなかった、広まってなかったので、きいて文章を打ってリアルタイムにそ

れを見るという方法をとっていました。またその時も、みんな文字を全部聞いて打つのではなく

て、簡単にまとめて大事なポイントだけで構わないですと、ですますも省いてくださいと説明を

して、何回も聞く言葉は短い名前を作ってとか、人の名前も頭の１文字だけみたいな形に変える

といったように、一緒に工夫をしてやっていました。チームにも参加していって、私が何か質問が

あるときは文字で打つというのはあったけど、通訳が認められることはなかったですね。 

引用箇所(01-5:160-189)  論文引用： 

01 ともかく文科省と交渉して予算をとる必要があるから、時間がかかるために、すぐに手話通訳は

つけられないけど、代わりにノートテイクのお金を出しますね」と言われました。 

(中略) 

だから初めから断られた、ということは無く、時間はかかるけど、その代わり、まずはノートテイ

クはどうか？ということで支援してもらいました。 

で、最初は友達のノートを貸してもらう方法で勉強をしていたんですけれども、でも頼りきりじゃ

なくて、自分からも積極的な姿勢を見せることが必要だと思っていました。だから、大学に入った

その日から、まじめに講義に参加して、休みませんし、抜けることもありません。席もわざと目立

つように、一番前の席に座っていました。もちろん、一番前に座っていても、私には話は分からな

いんですね。私は完全なろうなので。話は分からないけれど、とにかく前に座って、アピールする

ようにしていました。これをいつも意識していたんです。 

(中略) 

このように、教授会での議論の時に、印象が良くなるように、意識しながら戦略的に、そのために

勉強を進めてきたんです。そういう…何というかなぁ…大学側が、仕方なく付けてあげるのでは

なくて、いやいやあの学生の為ならばつけてあげるべきといったように思わせるような姿勢が大

切だなぁと思っています。 

対極例  

類似例  
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原因例 

10/27 

なぜこんな提言ができるのか？ 

→概念 3がベースになってるデータがある。 

引用箇所(06-5:172-175)  論文引用：＊ 

今の職場の場合はやっぱり先輩がいて、理解者がたくさんいますし、また担当している仕事の中

に、ろうのサポートがあるので、特別にろうに対する理解がある職場だと思います。情報保障が必

要という考えを持っているところに私は入ったので、お願いすると前向きに考えてくれるのか

なぁと思っています。 

結果例  

理論的

メモ 

10/31 

この行動は必ずしも成功することを保証する概念ではない。 

理想を目指して行動を起こしていくことが重要であり、 

失敗しても成功しても、そこから次の概念に繋がっていく。 

11/3 

カテゴリーの候補 

失敗からの模索等々、いろんな知識の習得とかはここに入りそう。 

11/3 

「理想とする状況」 

客観的な理想的状況ではなく、あくまでも本人が考える理想的状況という意味 

「頭に描き」 

理想的状況を自分がしっかりとイメージできているという意味 

環境調整を求める、改善策の提案以外にも、さまざまな取り組みがあった。 

・手話を教える 

11/8 

「描いた理想」という意味で考えるなら、 

例えば「自分調整によるその場しのぎ」や「聴者社会への呪縛的同化意識」も、その場を解決したいとい

う理想があって、それを叶えるための行動といえる。 

→全体を統括したカテゴリーになり得る。 

 ↓ 

敢えて区別するという意味では、この概念が指す「理想」は「理想的な環境」であるため、これを定義や

概念名に入れるべき。 

12/28 

自分調整の戦略的活用を統合 

 

概念 20［拭い切れない憚り感］ 

起票日  ：2022年 10月 13日(木) 

最終修正日 ：2022年 12月 28日(水) 

人数：7 2,3,4,6,8,10,11 

概念名 

支援を受けるかどうかの揺らぎ 

必要と受容の板挟み？(要検討) 

必要-許容間での内的葛藤 

拭い切れない環境調整憚り感 

拭い切れない憚り感 

定義 

分析焦点者が、支援を受けるべきか否か揺らぐ。 

分析焦点者が、自分は支援を受けていいのかと戸惑い、悩む。 

分析焦点者が、支援を受けたいという思いと、でも自分は支援を受けてもよいのかという思いとの間で板

挟みになる。 

分析焦点者が、力が発揮できる環境にしたいという思いと、自分のために環境を変えてしまっていいのか

という思いの間で板挟みになる。 

分析焦点者が、力が発揮できる環境にしたいと思う一方で、自分のために環境を変えてしまっていいのか

という思いが拭えずに悶々とする。 

分析焦点者が、力が発揮できる環境にしたいと思う一方で、本当にそうしていいのかという思いが拭えず

に悶々とする。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-7:229-230)  論文引用：＊ 

11 僕は聞こえが軽かったこともあったので、支援必要かなぁ？どうかなぁ？というところはちょっ

と迷ったとこがあった 

引用箇所(11-10:328-334)  論文引用： 

11 初め、アルバイトを探す時に、適当というか面白そうだなと思うところをいくつか出したんです

けれども、なかなか受からなくて。やっぱり聞こえにくさとか、障害があるということだけで、

普通の他の方、いわゆる健常、健聴の方とアルバイトでどっちを雇うのかってなった時に、まぁ

やっぱりなかなか受かりにくいわけですよね。まぁその中で、なんでか分からないけれど、採っ

ていただいたので、そこに対するありがたみというか、恩はあると思いますし、やっぱりそうい

う意味では、あんまり配慮するのは当然でしょっていう強気になる気持ではなかったというのが

ありますよね。 

引用箇所(02-10:355-357)  論文引用：＊ 
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02 ましてやさっき前例のないことは良いことだなんて言ったけど、今までなかったことをね、させ

ている自分ってどうなん？っていう。もちろんやっぱり葛藤っていうのかね、あるんだけど…う

ん。はい。 

引用箇所(06-6:198-204)  論文引用： 

06 そうですね。もともと英語が好きになれなくて、英検も興味がなかったですね。アメリカに行っ

たことをきっかけに、留学をしたいという気持ちが湧いてきて、考えたんですけれども、やっぱ

り英語の授業でもリスニングはあって、その時は私は聞こえないから書いてほしいと言う、文字

でやり取りする方法はあるけれど、文字は簡単になると言いますか…聞くよりも文字を読むほう

が簡単なんじゃないかなぁと思ってたので、書いて答えてはできたことがあるけど、同じ力を測

れているのかと言ったら違うのかなぁと少しもやもやがありましたね。 

引用箇所(06-7:240-243)  論文引用：＊ 

06 そうですね。なんといいますか、私のためだけにやってもらうというのは、学校に申し訳ないと

いいますか、目立ってしまうのも嫌でしたし、手話通訳がないと私は生きられないみたいな感じ

で見られてしまうというか、聞こえる人の中で生活しているのに、そこに参加できないみたいな

ことが、可視化されてしまうんじゃないかという悩みがあったと思います。 

引用箇所(04-6:203-215)  論文引用： 

04 そして、自分の将来の仕事の責任、もし問題が起きたらどうする？と、私の責任で解決するまで

の覚悟がなかったんです。大学は勉強だから、もし勉強が分からないってなっても、試験に落ち

るだけで終わりですよね。仕事は、もし何か失敗したりとか、薬を間違えたりとかしてしまうと、

相手が死んでしまう恐れがあるので、自分の中でもちょっと違うなぁとはわかってきたんです。

その時その時に、どうしたらいいかということを、しっかりと説明して答えられなかったんです。

例えば、聴診器、まずしっかりとどういう状態か見て把握するために、触るっていう、まぁ肺炎

は、聴診器ならわかる。喉とかも触って。けど私は聞こえないから、はじめレントゲンを撮ると

か、採血の数値を見たり、あとパルスオキシメーターの酸素の数値を見たり、さらに「咳はどう

ですか？」「どんなふうにしんどいですか？」と聞いていったりしますが、でも最後に聴診器が必

要な時は、他の聞こえる人に頼みたいですと言ったんですけど、「それは難しいんじゃない？」み

たいな感じで。だから、私は、これ以上に、これはできますとは言えなかったので、諦めました。 

引用箇所(03-16:564-572)  論文引用：＊ 

03 相手にお願いすることで、それに見合った成果を私が出さなきゃいけないってプレッシャーが結

構かかる。「これを質問したから」とか「これをこういうふうにお願いしたから、じゃあそのパ

フォーマンスをしっかりしてね」っていうふうに圧がかけられているように感じる。あの…他の

人、他の人よりもできなくちゃみたいな感じですかね。なんか配慮をお願いするっていうので、

1 回負荷がかかっ…相手に負荷がかかるから、他の人にはその負荷がないのにこのぐらいのパ

フォーマンス、でも私はお願いした分だけもっとやらなきゃっていう感じが出てくる。なんで周

りと同じ…出来でいいんだっていう何かを感じにはなりにくくて。相手にお願いした分、私ももっ

とやらなきゃっていう…別に悪い循環ではないと思うんですけど、結構自分の首を絞めている感

覚になる。 

引用箇所(04-7:243-254)  論文引用： 

04 仕事を、看護師の仕事をするために必要な配慮ってありますよね。患者さんとのコミュニケーショ

ンとか、お医者さんから言われた指示を聞いて話の内容を掴んだりとか、病院のさまざまな音を

把握する方法とか、いろいろいっぱいあるんですよ。一つ一つについて、こういう配慮が必要で

すと説明するにはあまりに多すぎて…もし配慮は無理で、自分で頑張って書いてくださいとか、

筆談したりとかは、情報が足りないし、書く時間でどんどん遅れていくので、結果的に情報を収

集できないですし。薬の名前を言われても間違って受け止めてしまって、別の薬を出してしまっ

たりとか、そういう問題が発生したときに、だれが責任を持つのかなぁと。普通は病院になる、

私を雇っている病院が責任をもちますよね。雇っていますからね。そしたら当然私は怒られるなぁ

と思いますけど、最後、患者さんに謝罪するのは病院ですよね。病院が責任をもつ、「病院の方で

責任もって！」とは言えない立場、雇ってもらっている立場ですから、だから、まぁ、そのあた

りが難しいなぁと思って。 

引用箇所(02-10:331-336)  論文引用： 

質問 話の中で少し最初の方に、最初は助けてもらうことが、あんまり得意じゃなかった、まぁいやっ

だったんですか？ 

02 なんかね、まぁ自分の家庭関係も良くなかったのもあるんですけど、人に迷惑をかけるとか、っ

ていうのがもう精神的に無理なので、いろんなことを自分で抱えちゃうところがあったので、う

～ん。なんかこう悩みとかも言えないし、うん。なんかね、そうだったのそうだったの。そうだっ

たの。 

引用箇所(02-10:352-355)  論文引用：＊ 

02 なんか支援をしてもらうこと自体が、申し訳ないと思ってたんですよね。文字は必要だってわかっ

てるんですけど、そういうことをさせているのがなんか申し訳なくって、うん。自分なんか特に

大体聞こえているのに、なんか本当に申し訳ないなっていう気持ちがずーっとあって。 

引用箇所(08-2:71-74)  論文引用：＊ 

08 必要は時は、もうしょうがないから、紙とペンを持っていて、それらを取り出して、「筆談をお願

いします」ってやっていましたね。必要な時はもうしょうがないんです。でも相手に対して、「相

手は面倒だろうなぁ」、「申し訳ないなぁ」という気持ちがありましたね。遠慮をしてしまうこと

が多かったですね。 

引用箇所(10-8:269-271)  論文引用： 

10 最初は書いてもらうって大変ですので、負担もかかりますし、すごく申し訳ないっていう気持ち

が大きかったんですね。本当に小さくなりながら、書いてくれているのを見ていました。 

引用箇所(06-7:240-243)  論文引用： 
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06 そうですね。なんといいますか、私のためだけにやってもらうというのは、学校に申し訳ないと

いいますか、目立ってしまうのも嫌でしたし、手話通訳がないと私は生きられないみたいな感じ

で見られてしまうというか、聞こえる人の中で生活しているのに、そこに参加できないみたいな

ことが、可視化されてしまうんじゃないかという悩みがあったと思います。 

引用箇所(02-7:246-248,260-262)  論文引用： 

02 あ、まぁ、んーまぁ本人がやっちゃダメってのは学生の時に経験しているので、良くないのはわ

かってるんですけど、そこは、そこはね、頼れなかったっていうのがある。自分で「良いやでき

る」って思っちゃった部分もあるし… 

(中略) 

でもやっぱり。ね。あの～通常の仕事以外の仕事になっちゃうから、それをじゃあだれだれさん

お願いともいえず、自分でやっちゃいましたね。 

対極例  

類似例 

10/26 

明言はされていないが、自分があるべきとする合理的配慮の形と実際が違ったことで、このまま

自分はこの合理的配慮を受けても良いのかと悩んでいる可能性がある。 

引用箇所(03-9:309-314) 

なんかみんなと同じ課題を、その文字情報に置き換えるじゃなかったので、多分高校とかだと同

じ課題をちょっと別な方法でやるっていうのがスタンダードかなと思うんですけど。何かこうテ

ストのときにちょっとスクリプトを渡してもらうとか、何かそういうのじゃなくて、全く内容が

違うものを提示されると、ちょっと「これは合理的配慮なのか？」みたいな。成績をつける上で

は多分必要な配慮だったとは思うんですけど。スペイン語を身に付けるっていう目的にはかなっ

てたと思うんですけど、そうなんですよ 。 

原因例  

結果例  

理論的

メモ 

10/19 

これまでは、支援を受け入れるまでの初期段階における、支援を受けてもよいのかなぁという気持ち(デー

タ)を抽出してきたが、 

この気持ちは初期段階だけに限定されるものなのだろうか？(要検討) 

↓ 

11 の大学で支援を受けている(受け入れている)にもかかわらず、アルバイト場面で揺らぎが生じている事

例 

10/19 

支援を受けたいという気持ち、 

支援を受けても本当に大丈夫なのか？受けない方がいいのではないかという思い 

二つの板挟みで悩む 

12/28 

・過大責任感による押しつぶされ 

・与迷惑への拒否反応 

統合 

 

概念 21［解決できない違和感事例への直面］ 

起票日  ：2022年 9月 20日(火) 

最終修正日 ：2022年 12月 28日(水) 

人数：6 2,3,4,5,6,11 

概念名 

支援提供側の困難さへの気づき 

成功できない事例への苦悩 

解決できない事例への苦悩 

解決できない違和感事例への直面 

定義 

分析焦点者が、相手にとって、支援を提供することは決して簡単なことではないことに気づく。 

分析焦点者が、支援は欲しいが、相手がなかなか支援を提供できない事情も見えてきて、悶々とする。 

分析焦点者が、支援は欲しいが、相手がなかなか支援を提供してくれない事態に直面して、悶々とする。 

分析焦点者が、今までは上手くいっていたのに、相手が支援を提供してくれない事態に直面して、悶々と

する。 

分析焦点者が、今までの方法がうまくいかず、必要な支援が提供されない事態に直面して、悶々とする。 

分析焦点者が、自分が持つ解決策が通用しない状況に直面し、どうすればいいんだと悶々とする。 

分析焦点者が、「これは違う」と違和感はあるのに、上手く解決できない事態に直面して悶々とする。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

引用箇所(11-9:307-313)  論文引用： 

11 まぁやっぱり入った時に、自分の障害をどう伝えようかということを考えていて、もちろん伝え

てはいるんですけれども、やっぱりそうなかなか大学のように、じゃあこの支援をつけようかと

か、案をくれるわけではないんですよね。で、やっぱり周りの方々も、仕事で忙しいですし、こっ

ちに気を遣う暇もないくらい忙しい時もあったので、なかなか、なんでしょう…いい方法ってい

うもの。やっぱり合理的配慮の中にもあると思うんですけれども、いかに建設的な対話をするか、

建設的な案を出すか、っていうのをすごい考えさせられた。 

引用箇所(02-1:20-25)  論文引用： 
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例) 02 やっぱり外部の、あの～研修の時に、やっぱり通訳を認めてもらえなかったって言うのがあるの

で、そこがやっぱりなんだろう、自分の中では壁にぶち当たって、で、異動して 2 個目の学校の

中でもやっぱり同僚に「通訳なんかいらないだろ」みたいなことを言われたこともあるので、そ

こが二つ目の山場というか。こう、なんだろう、一筋縄ではいかないというか、そういうところ

が私の中では二つの目の山場であったかなぁと思います。 

引用箇所(02-6:181-184)  論文引用： 

02 だけど、所謂初任研の時に、通訳は認められないし、なんか一緒におんなじ学校で初任の子と一

緒に行きましたけど、特に何かって、情報保障も無かったので、はい。なんか本当に難しいなぁっ

て思って、はい。そのギャップがね、ありましたね。 

引用箇所(02-12:420-426)  論文引用：＊ 

02 えっとね、まずね。あの～学校っていうシステムがそもそもわかんなかったんだよね。だから、

初任研の研修に行くって言っても、情報保障を誰を相手に交渉したらいいかもわからないし、実

際自分が交渉していいのかもわからないし、っていうのがあったし。どうやって交渉したらいい

か、なんだろう、手段としても分からないし、そういうところで通訳を欲しいって言ってた割に、

私は誰に向かって言ってたんだろうって今でも思うし、でもまぁ、教育委員会から情報保障認め

ませんって言われたときはさすがにショックだったし、そうだねぇ。だからやっぱりわかんない

のが一番つらかったかなぁ。 

引用箇所(04-6:191-199)  論文引用：＊ 

04 とりあえず、インターンが終わった後、その看護婦長の人たちと会って、話をしたんです。前もっ

てメールで終わった後に話がしたいですと伝えておいて、相手もわかりましたということで、会

いました。どうでしたか？と聞かれて、私は、そうですね、もし手話通訳が無かったとしたら、

いろいろと思うところは向こうにもあったと思いますけど、情報が分からない、漏れてしまって

いて、問題が起こってしまわないように、わたしはやっぱり手話通訳が一緒にいる方がよいです

と、皆さんに話をしたんです。けれどもその方たちはみんな、「え？ 通訳をつける？ お金は？」

と。お金は？と言われたら、病院持ちですかねぇと。そしたら、無理かなぁと思って…ちょっと

難しい…全く無理かぁと分かってしまった時、心が折れてしまいましたね。どうしようって。 

引用箇所(05-3:85-95)  論文引用： 

05 手話を覚えたのが 5 月、で、ノートテイクが来たのが秋、だから自分的にはいろいろなことを知

り始めた時に、自分がはたらきかけて「手伝ってくれないか？」って言う前に、先にボランティ

アが来た。ということは、どうしていいかわからない。何故かというと、高校の時までは、自分

がはたらきかけて、相手を変えるというプロセスが多かった。「僕な、耳聞こえないからな、わか

らんとこ教えてな」とかね、「ゆっくり喋ってな」とか、「宿題どこか教えてな」っていう、自分

のペースで助けを求めるっていうやり方をしてきた。だから、自分が前に進む時はとりあえず自

分の力で、人の力を自分なりに采配して、調整していた。不十分ではあるけどね。ところが今回

ボランティアがワーって来たってことは、今までの自分の価値観、方法論では通用しないパター

ン。要するに自分…自分が思ってもみない形で助けられるというような状態。だから調整しよう

がない。という風になって、「ん～…」っていうのがあって、 

引用箇所(06-4:127-131)  論文引用： 

06 例えば、手話通訳…私が帰ってきた後、自分の職場では健聴の人に囲まれている感じで、研修に

手話通訳をつけてくださいと言ったんです。そのあと、上は考えてみるって言ってくれたんだけ

ど、結局お金がないというのと、守秘義務があるって言われて…この問題は多いんですよね。結

局研修日には間に合わなくて、私は手話通訳がないまま参加したんです。 

引用箇所(03-9:297-307)  論文引用：＊ 

03 実際に合理的配慮を私が受け始めて、難しい…難しいというか、これが私が引き受けていく苦労

なのかなって思ったことが…例えばスペイン語のリスニングの課題をみんなは毎週解いているけ

れども、私は代替課題でスペイン語の何か映画を見て、スペイン語の書かれた質問を読んで、ス

ペイン語で答えるみたいな、筆記のワークを解いていく課題に変わったんですけど、なんか、私

だけしかその課題をやっていないので、困ったときにあの課題のここってどういう意味だったっ

ていうふうに周りに聞けないんですよ。みんなと同じことをしてるわけじゃないから、困ったと

きに、ちょっと頼りづらいっていう。配慮を受けることでなんか寂しいなってちょっと思ったの

は、ありますね。それは、映画見て「すごく面白かったんだよ」っていうふうに伝えたいんだけ

ど、その映画見てないから、なんかこうちょっと悔しかったり、「私だけかぁ」みたいなのがあり

ました 。 

引用箇所(03-9:318-325)  論文引用： 

03 あのパソコンテイクを受けたこともあって、パソコンテイクだと座席は固定なので。多分今いろ

んな方法があって、手元のタブレットで見れるとか、ちょっと発達してきてる部分あると思うん

ですけど、当時受けたのはそのパソコンが置いてあるところに私が座りに行くっていうとこだっ

たので、結局高校のときと同じで座席固定になってしまうから、流れの中で友達と一緒に座って

「これでこれであーで」みたいな休憩時間のちょっとしたお喋りが楽しいのにそこで引き離され

てしまう。何か授業受けるっていう目的はかなってるんだけど、その合間合間のことが、何かそ

の授業を優先させるために私が動かなきゃいけないので、それはちょっとしんどかったかもしれ

ない。 

引用箇所(04-5:175-178)  論文引用： 

04 私が健聴だったら、ほとんどの大学の中から、これ行きたいと選ぶことができたと思いますけど、

私はろうだからほんのわずかな選択肢から選んで…だからろうだからだと思いますね。本当はい

ろいろ選べるはずよね。いろいろあるのに、これだけ？っていう風には思いましたけど、 

引用箇所(05-4:124-128)  論文引用：＊ 
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05 だから残念ながら、その人は、まぁ多分その先生の面白さを理解できなかったのか、伝えきれな

かったのかわからないけども、少なくとも僕にとって全く面白くなかった。かと言ってどうして

いいか僕にもわからない。いきなり大学入って、いきなり手話覚えて「僕は聞こえないんだ～」

という自覚がない、まだね。そういう状況。「どうしたものかぁ」とストレスがいっぱい。 

引用箇所(06-4:131-135)  論文引用： 

06 その時に、研修では本社に行ったんですけど、その本社に聞こえない人がいて、支援してくれるっ

て言ってくれたんです。わかりましたということで、二人で行ったんですけれども、彼も聞き取

れなかったんですね。けれど、前に研修を受けたから大体のことはわかるということで、「あ～あ

れは～」みたいな感じで説明してくれたんですけれども、情報量は全然少ないですよね。 

引用箇所(03-9:309-314)  論文引用： 

03 なんかみんなと同じ課題を、その文字情報に置き換えるじゃなかったので、多分高校とかだと同

じ課題をちょっと別な方法でやるっていうのがスタンダードかなと思うんですけど。何かこうテ

ストのときにちょっとスクリプトを渡してもらうとか、何かそういうのじゃなくて、全く内容が

違うものを提示されると、ちょっと「これは合理的配慮なのか？」みたいな。成績をつける上で

は多分必要な配慮だったとは思うんですけど。スペイン語を身に付けるっていう目的にはかなっ

てたと思うんですけど、そうなんですよ。 

引用箇所(06-2:61-66)  論文引用：＊ 

06 そしたら、「いやいや、受かるはずだよ！ 私より点数高いよ！」って言われて、私の方が上？ 私

が落ちたのはなんでだろうと思って。そのあと、学校の先生に聞いたら、「あぁ、あの学校は聞こ

えない子を断ってきたことが今まで何度かあるね」って言われて、はぁ…と。先生も仕方ないっ

ていう感じで…難聴学級の先生なんですよ！ 難聴の子どもたちを教えている先生が「そうそう、

仕方ないよね」って言ってきて、私はすごくショックで。ショックだよね。 

引用箇所(06-12:426-430)  論文引用： 

06 でも普段のコミュニケーションが取れない場合は、その人間関係を作るということに苦しいとこ

ろがあると思います。そうですよね。例えばお昼ごはんとか、お互いに会って世間話をするよう

な機会がないから、何というか人間関係を作る場がないので、そのあたりが聞こえない人にとっ

ては見えない格差があるんじゃないかなぁと思います。難しいところだと思います。 

対極例  

類似例 

10/27 

支援の提供に関する話ではないが、自分でどれだけ頑張っても上手くいかず、悩んでいるデータ。 

引用箇所(10-5:160-162)  論文引用： 

当時周りの人たちってみんな頑張れ頑張れって言うだけなんですよ。でも、どんなに頑張っても

聞こえないものは聞こえないし、聞こえるようにもならないし、これ以上何を頑張ればいいのか

わからないという状態だったんですね。 

原因例  

結果例 
10/24 

落ち込んだ後にどうなっているのかを、生データから再検討すべき？  

→自分調整や他者の協力を得て踏みとどまることなどに繋がっている 

理論的

メモ 

10/24 

・場所が変わったことで、上手くいかなくなった(11-9:307-319)等 

・今までの自分の方法が通用しない場面に直面(05-3:85-95) 

12/28 

・解決できない事例への苦悩 

・理想・現実ギャップへの苦悩 

を統合 

9/21 

「悩み」要素があってもいいかも 

やってほしいんだけど、相手がなかなか理解してくれなくて、しんどいみたいな 

どうしようもない事情との対峙 

相手側の事情と自分のニーズとの間での板挟み 

10/4 

そもそも支援提供がない場面しか体験していなければ、悶々とすることもないのではないか、 

今まである程度うまくいっていただけに、それが通じない場面に直面して、苦しむというイメージかな？ 

10/5 

相手について、組織だけでなく、支援担当者との間のいざこざも、結局は自分のこれまでの方法がうまく

いかずに悩むという点で同じかもしれない 

10/27 

類似例の存在から、必ずしも環境調整提供事例だけとは限らず、問題に対して、じぶんではどうしようも

なくて苦しむという動きとした。 
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概念 22［環境調整しない自分の正当化］ 

起票日  ：2022年 10月 26日(水) 

最終修正日 ：2023年 1月 7日(土) 

人数：5 2,3,4,6,11 

概念名 環境調整しない自分の正当化 

定義 
分析焦点者が、環境調整をしない自分に対し、それを正当化できる理由をみいだす。 

分析焦点者が、何らかの壁にぶつかったときに、環境調整をしない自分に対して、それを正当化できる理

由を見いだそうとする。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(03-4:122-124)  論文引用： 

03 で、先生に関しては、高校みたいに担任の先生と密な関係があるってわけでもないから、「伝えて

も何が変わるん？」「何も意味がないやろう」ぐらいには思ってたので、そんなに何かこう伝えた

記憶がないですね。 

引用箇所(02-7:246-248)  論文引用：＊ 

02 あ、まぁ、んーまぁ本人がやっちゃダメってのは学生の時に経験しているので、良くないのはわ

かってるんですけど、そこは、そこはね、頼れなかったっていうのがある。自分で「良いやでき

る」って思っちゃった部分もあるし… 

引用箇所(06-2:437-43)  論文引用： 

06 卒業式、高校の卒業式の時に、私の母が「卒業式くらいは手話通訳をつけたらいい」と言ってき

た時に、私は提案に対して「いやいやいや、いらないいらないいらない」って言いました。なん

か特別な配慮…あ、合理的配慮のイメージは、みんなよりもずるい、優遇されるみたいなイメー

ジを持っていたため、対等でありたいと。本当は、もともと私が不利な立場にあるから、それを

是正するためだけど、その時はわからなかった。対等な立場から、さらに優遇されるからいらな

いみたいな気持ちをもっていて、「手話通訳？ いらないいらない」 

引用箇所(06-3:75-80)  論文引用： 

06 入学した後、母は(入学を拒否した)1 校目が「許せない！ 変えたい！」って言っていて、私は

「でも受かったから大丈夫、大丈夫」って言ったけど、母は「いやいやいやいや」と。私はもう

忘れたい、考えたくないって感じだったんですけど、母は「いやいや、これはおかしい。交渉し

ないと」って言っていて。私が「いらない」って言っても、母は「新聞に載せたらどう？」って

聞いてきてくれて、でも私はいやいや、目立ちたくないって感じでしたね。 

引用箇所(04-10:329-332)  論文引用： 

04 これまでもお話したことと似ていると思いますが、私的には無理、諦める時は諦めるっていう気

持ち。できる！ 成功する！ と過剰な期待はしないです。提案して、提案してみて、成功した

ら OKって感じですし、難しいって場合は「そうですよね～」と引き下がる。という心の準備と、 

引用箇所(11-10:341-347)  論文引用：＊ 

質問 ありがとうございます。なるほどなるほど、先生じゃあ、逆になんですけれども、この雇ってい

ただいた恩があるということで、何か起こっても自分が我慢しちゃえばいいやみたいな。恩があ

りますからみたいな考え方も、やってしまうかもしれないと思うんですけれども、それまた違う

んですかね。 

11 でもぶっちゃけ初めはありましたね。そういうこと。やっぱり我慢しながらやってた部分があっ

たので。それこそ経験の繰り返しじゃないですけど、特に初めの居酒屋さんのアルバイトの時は、

結構自分の中で我慢してた部分もあったし。 

引用箇所(03-4:126-133)  論文引用： 

03 今コロナでそんなことないと思うんですけど、一部屋にもうぎゅうぎゅうに人がたくさん座って

いて、「じゃあ隣の人とお話してください。」「ちょっと考えてみてください」みたいなときに、同

じ学部の友達じゃなくて全然知らない初対面の人と喋るみたいなときが結構あった気がしてい

て、それが一対一だとなんか「ごめんなさい。もうもう 1 回言ってください」って言えるんです

けどが集団だと「今何て言いましたか？」っていうふうに 3、4 人いる場でなかなか聞けないと思

うので、それはディスカッションのときの周りのうるささとか、なかなか質問しづらさみたいな

のは、多分あったんだろうなと思ってます。 

引用箇所(03-10:338-346)  論文引用： 

03 ただ、支援ルームのスタッフさんもたくさん具体的な支援を考えてくださるからこそ、あのちょっ

と言えない部分も出てくるんですよね。「パソコンテイクありがたい。でもお友達と一緒にいた

い」っていうのは素直に言えたときと、せっかくこんなに具体的に支援を考えてくださってるの

にそれを無下にしてというか、パソコンテイクしているからこそ寂しいんですみたいなことは、

やってもらってる相手には言いづらいので、何て言ったらいいんだろう。せっかく私のためにい

ろいろ考えてくださってるのに、それを、「これはちょっとこの方法合わなかったです」とか「こ

の方法だと授業は受けられるんですけどちょっと面白くないです」みたいな、なんかそこまでは

若干言えず、言いにくかったので、 

引用箇所(03-15:511-518)  論文引用：＊ 
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03 我慢してます。我慢してるというか、言わなくても、なんとかなってしまう部分もあるので、仕

事をする上で直接聞かなくても、書面でわかるから、そこから補えばいいやっていう、結局、多

分高校のときと同じような思考回路になっている気もする、だなぁと思っていて。もっと多分相

手にきちんと伝えれば、さっきの 8 を超えた理解とかパフォーマンスができるのかもしれないけ

れども、その相手が忙しい、働いてると。で、大学の先生とかだと、それが義務というか配慮し

てもらうための考える時間って、当然としての義務としてあると思うんですよ。けど、お忙しい

同じスタッフの方々に私の何かするための時間をとってもらうっていうのが、ちょっと気が引け

る。本当は必要なんだろうけど。 

対極例  

類似例  

原因例  

結果例 概念 23 

理論的

メモ 

10/27 

参考情報として 

 

引用箇所(09-8:285-288)  論文引用： 

そうですね。逆に私と比べて耳で聞くことができる難聴の学生の場合は、自分に合う方法だと決めるまで

に時間がかかります。そうそう。わかるところもあるから、決めかねてしまうんですね。私は完全に口形

読み取りだけで、無理とはっきりわかっていたので、方法の転換がスムーズだったんだと思います。 

 

12/28 

・気遣いを盾にした我慢を吸収 

 

概念 23［自分調整によるその場しのぎ］ 

起票日  ：2022年 10月 4日(火) 

最終修正日 ：2022年 12月 28日(水) 

人数：6 3,5,6,7,9,10 

概念名 

するしかない自助努力 

自分調整によるその場回避 

自分調整によるその場しのぎ 

その場の解決を目指す自分調整 

定義 

分析焦点者が、たとえしんどくても、自分が力を発揮するために自分ができることを、精いっぱい考え、

実行していく。 

分析焦点者が、他者を頼ることができず、自助努力で何とかその場をやり切ろうとする。 

分析焦点者が、困っている状況に対して、自分ができる範囲内の工夫で、何とか解決しようとする。 

分析焦点者が、他者を頼ることができず、自分にできる範囲の工夫で何とかその場をやり切ろうとする。 

分析焦点者が、自分にできる範囲の工夫で何とかその場をやり切ろうとする。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(03-2:46-52)  論文引用： 

03 まず、大学って結構友達作るの難しい…大人数でバーってなると思うけど、私がいた学部はたま

たまあの 2 クラスしかなくて、あの 60 人ぐらい、あの本当に高校の延長みたいな感じだったの

で、1 人で授業を受けに行くっていうよりは、友達がもう既にいて、あの一緒に受けに行くって

いう形が多かったので、授業でわからないことが出てきても、友達に聞く、友達の隣に座ってノー

トちょっと見せてもらう、まぁある意味盗み見みたいなことをしながら、前のパワーポイントを

見てっていう、自分で何とか視覚情報で補うっていうことはしていたかなと思います。 

引用箇所(03-2:53-55)  論文引用：＊ 

03 また、席取りをちょっとここ聞こえにくいなっていうのを自分で判断して、できるだけ早めに授

業に行って、自分の希望するところに座れるようにするっていう、何とか自分で受けやすい環境

を整えるっていうことだったかなと思います。 

引用箇所(03-5:149-151)  論文引用：＊ 

03 私が話を回す、場をまわす。なんとなく司会者になると、話をちゃんとわかっていないと司会が

できないので、「何とかさん、こう言いましたか？」みたいな感じでちょっと質問を投げかけるこ

とで、やり過ごす。 

引用箇所(03-5:157-168)  論文引用：＊ 

03 あの、あんまり言うとから皮肉とか自慢みたいになるから嫌なんですけど。 

それはあるかな。なんか英語のディベート大会とかも、なんか率先してリーダーになるみたいな

のは、あのリーダーになりたかったわけじゃなくて、リーダーになった方がその場に参加しやす

いっていうふうに多分徐々に思ってたんだと思います。 

質問 はぁ、なるほど。そういった形でなんでしょうか。リーダーになって、頑張ってこられて、今振

り返るとその経験って、どうですかね、やっぱり生きてきてますかね。 
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03 生きてはいると思います。ただもうちょっと手抜きしても、その場にいられるだけでいいみたい

な環境が欲しかったなあっていうふうには思いますけど。絶対リーダーになることで、その場へ

のコミットメントみたいなのが絶対高くなるので、生きてはいると思う。できないからこそ、そ

こに関わろうとしなきゃその場に居れないみたいな、なんかどういうモチベーションって言った、

名付けたらいいかわかんないですけど。 

引用箇所(03-6:187-190)  論文引用：＊ 

03 そうですね、自分でやる…何か自分でやるとかっていう、前向きな姿勢じゃなくって、もうとり

あえずやるしかないぐらいの。授業数多いし、大学の授業は面白いから、なんか誰かに頼むって、

人・プロセス必要だから面倒くさいっていうのもあって、何かこう自分で乗り越えたいとかって

いうよりも、何かこう頼むとか伝えるって面倒いよなっていう。 

引用箇所(05-3:87-92)  論文引用：＊ 

05 何故かというと、高校の時までは、自分がはたらきかけて、相手を変えるというプロセスが多かっ

た。「僕な、耳聞こえないからな、わからんとこ教えてな」とかね、「ゆっくり喋ってな」とか、

「宿題どこか教えてな」っていう、自分のペースで助けを求めるっていうやり方をしてきた。だ

から、自分が前に進む時はとりあえず自分の力で、人の力を自分なりに采配して、調整していた。

不十分ではあるけどね。 

引用箇所(10-5:178-184)  論文引用： 

10 そうですね。聞こえないのは見て分からないというのは、私にとって盲点だったというか、毎日

毎日本当に困ることばっかりだったので、いつもいつも体全身を耳にして聞こうと一生懸命頑

張っている状況の中で、周りのクラスメイト達は青春を楽しんでいるんですよね。みんな楽しい

生活をしているのに、どうして自分だけがこんなに苦しんだりとか、悩まなければならないんだ

ろうってずっと一人で考えていたんですけれども、そういうことも周りから見ればわからないん

だなって初めて分かって、あぁやっぱりこの状態は自分から言わないといけないって思いました

ね。 

引用箇所(06-1:12-14)  論文引用：＊ 

06 手話通訳を求めるとか、文字通訳を求めるとかは無かった、やっている人はいなかったです。と

なりの友達にノートを見せてもらうとか、わからない時に自分から質問するくらいでした。 

引用箇所(09-8:261-266)  論文引用：＊ 

09 私は小さい時からずっと聞こえる環境の中にいて、話す時は声で喋っていましたし、相手が話す

時も耳、補聴器ではなくて口の形を読み取るだけでした。補聴器で聞くことは私にとっては効果

が無かったんですね。だから口形読み取りだけで、でも子供の時から、口形読み取りだけでは限

界があると思っていたんです。だから小中校の時は、先生の話が分からなくても構わないと切り

捨てて、教科書だけを読んで理解できるという方法になっていました。 

引用箇所(07-5:149-151)  論文引用： 

07 そうですね。小中高も、ボーっとしてたというか、自分の聞こえにくさについてはあまり深く考

えた経験がなかったわけですよね。ただ目の前の課題を乗り越えることだけで精一杯だったわけ

ですよ。 

対極例  

類似例  

原因例 

10/25 

自分調整を選択した理由 

【肯定的理由】 

・従来の方法が使える環境だった 

大学の環境が高校のそれと似ていた(03-2:46-52) 

・以前使った方法の効果が良かった 

 司会者だと話をまわせるので、それで頑張る(03-5:149-151) 

【否定的理由】 

・環境調整、人へ頼むことへの否定的感情、或いは発想がない 

 人に頼むのは面倒くさい(03-2:46-52) 

 なんで自分だけ…と思い悩む(10-5:178-184) 

 周りにしている人がおらず、発想がない(10-5:178-184) 

 聞こえについて考えた経験がない(07-5:149-151) 

・自分のできることを頑張る(09-8:261-266) 

・その環境に合った環境調整が考えつかなかった 

結果例  

理論的

メモ 

10/5 

もしかしたら概念「過大責任感による押しつぶされ」の自己責任のイメージで重なるかも 

10/19 

これまでは、支援を受け入れるまでの初期段階における、自分で頑張ればいいんだという気持ち(データ)

を抽出してきたが、 

この気持ちは初期段階だけに限定されるものなのだろうか？  

↓ 

10/24 

支援を受け入れた後も、相手の忙しさ等に影響されて、自分調整を中心とした解決を図るデータがあった

(11-11:376-381) 

↑ 

これは独立した概念として作成することにする。 
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10/19 

他者を頼ることができず(その方法を知らず)、自分で何とかその場をやり切るという概念であるため、頼

ることがどうしても憚られて、自分で何とかするしかないというデータである概念 13 と統合できる可能

性がある。 

10/19 

自分調整 

環境調整と対比する言葉 

環境に対して働きかけていく環境調整に対し、 

自分の中の問題として、自分だけで解決していこうとすること。 

 

概念 24［聞こえの諸悪の根源化］ 

起票日  ：2022年 10月 13日(木) 

最終修正日 ：2023年 1月 18日(水) 

人数：4 4,6,10,11 

概念名 
聞こえない自分の否定 

聞こえの諸悪の根源化 

定義 
分析焦点者が、聞こえない/聞こえにくい自分に対し、否定的なとらえ方をする。 

分析焦点者が、直面する諸問題に対し、自分の聞こえを原因ととらえ、諦めや絶望の感情を抱く。 

分析焦点者が、直面する諸問題に対し、自分の聞こえを原因ととらえ、何とか自分を納得させようとする。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-3:76-79)  論文引用： 

11 あの～、その、ちょうど中学校くらいまでは、どちらかというと自分の聞こえにくさということ

を、すごい悩んでいて。なんかその、前を向けないって言うんですかね。自分から何かをしよう

とか、行動しようということは考えられなかったんですけど。 

引用箇所(06-7:229-233)  論文引用：＊ 

質問 そうですよね。なかなかそういう方法使っていただいてってなってもわからないことって多いと

思うんですよね。高校生のときは、そういう授業の形に対してどんなふうに思ってましたか。 

06 わからなくてもしょうがない。聞こえない自分が悪い。聞こえないから仕方ない、自分が悪いみ

たいな考え方でいていたと思います。 

引用箇所(10-2:63-68)  論文引用： 

10 具体的に言うと、高校生までの私は、聞こえないために毎日毎日さまざまな場面でバリアを感じ

ていたんですね。コミュニケーションだとか、学校の授業を受けるだとか、病院に行くとか、普

通の何でもないおしゃべりとか電話とか、そうしたことが少しずつ聞こえなくなっていく中でで

きなくなっていくという現実があって、いろんなバリアがあって、それが全部聞こえない自分が

悪いんだって思い込んでましたし、聞こえないことが原因だと思っていたんですね。 

引用箇所(10-1:21-25)  論文引用： 

10 その時、私は行きたいと思っていた専門学校が 2つあったんですけれども、この 2 つの学校から、

「聞こえない人を受け入れた前例がない」という理由で拒否されたんです。当時は「聞こえない

自分が悪いんだ」って思って、聞こえないから仕方ないとあきらめたんですね。そういった経験

があって、その時には、何だろう…聞こえる人が中心の社会なんだなぁって思ったんですね。 

引用箇所(04-6:199-201)  論文引用： 

04 2 つ病院の就職試験は受けたんですけど、どちらも落ちてしまって…同級生はほとんど合格して

いるんですけど、ろうだからかなぁと思って。仕方ないなぁとは思いましたね。 

対極例  

類似例  

原因例 

10/27 

周りに自分と同じと思える人がいないことが原因の一つ 

引用箇所(10-4:131-134)  論文引用： 

そうですよね。ずっと聞こえる人だけの中で育ってきましたので、途中で聞こえなくなってしまっ

た時に周りに自分以外に聞こえない人がいなかったというのもありますね。だからとにかく聞こ

える人と同じくしなければと、自分も周りも思い込んでいる部分があったと思います。 

10/27 

聞こえない自分を真っ直ぐ見てくれる人がいないことも原因の一つ 

引用箇所(10-4:137-142)  論文引用： 

う～ん、やっぱり周りの先生方も私の家族も、聞こえる人と同じようにするために努力をしなけ

ればならないみたいなことは言われたことはありましたね。 

そうなんですね。 

聞こえないから人一倍努力が必要だとか、聞こえる人に合わせなければいけないみたいな、それ

を言ったのは悪気はないと思うんですけれども、それが自然みたいな感じだったと思いますね。 

結果例 概念 25 の原因になっている。(10-1:21-25) 

理論的

メモ 

10/19 

この後に、何らかの形で自分を肯定的にとらえるうごきに繋がるはず。 

→概念 10 へとつながるはず 

10/27 

ある意味、もやもやに対する自己防衛機制とも言えるかも。 
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10/31 

04 の例のように、必ずしも初期段階に陥るのではない。 

周りに助けてくれる人がいなくなった時の最終的な防衛機制としての機能があると言える。 

 

概念 25［聴者社会への呪縛的同化］ 

起票日  ：2022年 9月 29日(木) 

最終修正日 ：2023年 1月 18日(水) 

人数：4 2,6,8,10 

概念名 
聴者社会への同化 

聴者社会への呪縛的同化意識 

聴者社会への呪縛的同化 

定義 
分析焦点者が、聴者のように聞き、話すことを当然と思い、そのようになろうとする。 

分析焦点者が、聴者のように聞き、話さなければならないと自分を追い詰めていく。 

分析焦点者が、聴者のように聞き、話さなければならないと自分を追い詰め、実践していく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(02-2:62-66)  論文引用：＊ 

02 私ずっと大学に入る前まで、手話も知らないし、なんだろう、それこそ難聴の人は読話の練習を

するとかも知らなかったし、文字に頼るとかっていうこととかも全然知らないで育ってきている

ので、なんだろうなぁ、聞こえないんだけど、聞こえる人と同じようにっていうよりかは、聞こ

えるように生活しなきゃいけないのが当たり前だったので、 

引用箇所(08-1:5-11)  論文引用：＊ 

08 私は子供の時、私は聞こえる学校にいたんです。昔々はろう学校にいたんですけれども、小学校

の 3 年生から聞こえる学校になりました。そうして転校した後、私だけが聞こえない、喋れない、

コミュニケーションがとれないということで、孤独感がありました。で、私が聞こえないという

のはどういう意味なのか、社会の中で自分がどんな存在なのかもわからなかったです。で、子ど

もの時に、私は聞こえないということを隠そうとしました。私は聞こえる人になりたいと思った

んです。聞こえるみんなに対して、私だけ聞こえないということを伝えることは大変で心苦しかっ

たんです。だから頑張って声で話そうとしました。 

引用箇所(10-1:12-18)  論文引用： 

10 私は小学校 4 年生で右耳が聞こえなくなって、当時右耳が聞こえないってことが理由で、クラス

メイトからからかわれたりいじめられたりした経験があったんですね。そういった経験から、聞

こえないことは恥ずかしいことだとか、そういう風に思い込んで、この先自分を守るためには絶

対隠していこうって決めたんですよ。それが 11 歳の時です。だから、小学校、中学校、それから

高校 2 年で左耳も全く聞こえなくなったんですけれども、それまでずっと聞こえないということ

を誰にも言うことができずに、ずっと隠し続けていたんですね。だから周りから支援を受けるこ

ともできなかったんですよ。 

引用箇所(10-1:21-25)  論文引用： 

10 その時、私は行きたいと思っていた専門学校が 2つあったんですけれども、この 2 つの学校から、

「聞こえない人を受け入れた前例がない」という理由で拒否されたんです。当時は「聞こえない

自分が悪いんだ」って思って、聞こえないから仕方ないとあきらめたんですね。そういった経験

があって、その時には、何だろう…聞こえる人が中心の社会なんだなぁって思ったんですね。 

引用箇所(10-2:41-43)  論文引用： 

10 (以前は)聞こえないのは恥ずかしいこととずーっと思い込んでいたんですよ、それとあとはみん

なと同じくしなくちゃとすごく一生懸命だったんですね。周りが笑えば自分も一緒に笑うとか。 

引用箇所(06-7:242-243)  論文引用： 

06 聞こえる人の中で生活しているのに、そこに参加できないみたいなことが、可視化されてしまう

んじゃないかという悩みがあったと思います。 

対極例  

類似例  

原因例 
10/26 

同じく聞こえない仲間がいない(02-2:62-66)(08-1:5-11) 

結果例  

理論的

メモ 

9/29 

特に分析テーマの中でも初期段階の概念 

10/19 

本当に初期段階だけなのか？ データがあるかどうかの検討をしておくべき 

→データの中にはなかった。 
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概念 26［モヤモヤ感の具体化］ 

起票日  ：2022年 9月 19日(月) 

最終修正日 ：2022年 12月 28日(水) 

人数：8 2,3,4,6,7,9,10,11 

概念名 

困り感の自覚 

困り感の明確な自覚 

自分の困った感の自覚整理 

モヤモヤ感の具体化 

定義 

分析焦点者が、自分の困り感を明確に自覚する。 

分析焦点者が、ケースごとに、自分の困り感を明確に自覚する。 

分析焦点者が、自分の困り感の特徴を自覚する。 

分析焦点者が、自分の困り感や必要としている措置の特徴を自覚、整理していく。 

分析焦点者が、自分の困り感やその原因、必要としている措置の特徴を自覚、整理していく。 

分析焦点者が、現在抱えているモヤモヤした困った感を具体化していく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-11:367-372)  論文引用：＊ 

11 例えば、居酒屋さんの注文の時に、僕お酒を作る係だったんですよ。で、僕が入ったばかりの時

は、やっぱり居酒屋さんのイメージにもあると思うんですけれども、例えば「ビール 1 丁！」と

か、大声で言うわけですよ。ワーっとね。それも聞こえる時は聞こえるんですけれども、店が静

かな時とかね。だけどやっぱりうるさくなったら聞こえないし、ビールはまだわかるんですけれ

ども、カクテルとか、変な名前がいっぱいあるんですね。変じゃないな、いろんな名前が。 

引用箇所(02-14:500-514)  論文引用： 

02 あの～全然意図してやってたわけじゃないんだけど、それもね、面白い時代に私はいて、ちょう

ど補聴器がアナログからデジタルに変わったの私。 

質問 変わったんですね。 

02 変わった時代なの。だから、すっごい聞こえ方が変わったんだよね。だから研究室の外からなん

か音が聞こえたんだよね。で、その音が何なのかが分からなくて、「え？何の音？何の音？」って、

友達によく聞いて、「あ、それね」って、「研究室の外の音だよ」って言われて、「へぇ！」って。

そんな音聞こえるんだ！って思って。それが面白くって、いろんななんか自分が知らない音が聞

こえた時に、「え？これは何？これは何？」っていろいろ聞いたりしたのもあるし、あと友達が

やっぱり頭がいいっていうか、そういうのが良くできる人たちだったから、私を見て「今わかっ

てないよね。」って。って言ってたの。今わかんないって、教えてって言えば教えてはくれるんだ

けど、「今わかんないよね」って、なんだろう、ばれてたことがあって、ずーっと一緒にいるとわ

かってくれるんだなっていうのと、自分が分かんない状況とかがだんだん整理できるようになっ

て、こう言うところはやっぱり苦手とか、こういうところは聞こえるっていう、ある程度の整理

ができるようになって、うん、よかったなぁって思いますね。 

引用箇所(03-10:332-338)  論文引用：＊ 

03 困ったときに、あの何かこう伝えに行くんですけど、まだ何か困ってるんだろうけど何が困って

るかわかんないとか、ちょっとモヤモヤするんだけど、なんか、どうこの困り感を伝えていけば

いいかわかんないってその段階で、もうモヤモヤした段階で、支援ルームに行ってたので、支援

ルームに行くことでスタッフさんと喋る、で、「あぁ私ここ困ってるんだ」というふうなことをそ

こで結構発見できることが多かったかなと思うので。スタッフさんの本当に温かいサポートとい

うか、話を聞いてくれる存在だったっていうのが大きかったなって思うのと。 

引用箇所(07-4:127-131)  論文引用： 

07 そうですね。つまり自分のニーズって何やねんというのを自分の中でいろいろ振り返って相手に

伝える経験になるわけですよね。自分ってどういうときに困って、どういうときにどんな方法で

支援を求めたらいいのかというのを考える貴重な機会を作ってくれてるわけですよ。そういう意

味で、まともに対応していただける提供者との交渉って非常に大事だということです。 

引用箇所(09-8:271-275)  論文引用：＊ 

09 で、聞こえる友達に教える時は、お互いに視線を合わせて、ゆっくりと話してもらえると、私は

理解できるんですね。つまり、私にとって聞こえる人とのコミュニケーションでは、うまくいく

条件が少ないということです。はっきりとわかりやすく口の形を見せて話してくれたら、口形読

み取りで理解できるという、厳しい条件が私にはあるんです。私にはそういった条件があること

が分かりました。 

引用箇所(03-10:346-349)  論文引用：＊ 

03 そのモヤモヤした気持ちを自分の手帳に書くだとか、言えないなっていう感覚をしっかりこう

持っておくというか。言えなかったことをどこかに吐き出すっていうことは、それは他人に喋るっ

てだけじゃなくて、自分の中で振り返るっていうのをしてたかなとは思います 。 

引用箇所(10-7:232-241)  論文引用：＊ 
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10 それは、多分私の父親の影響も大きいと思うんですよ。理由は父はいつも自分を客観視して、例

えば病気になった時も、病気の状態を常に記録しているんですね。それも、普通…なんだろうな

…ちょっとこう…ユーモアがあって、読んでいて楽しいんですよ。病気のことなのに読んでいて

面白いんですよ。いつもいつも客観視して書いているので、その影響もあったと思うんですよね。

だから私も常に聞こえなくなっていく自分を客観視するように努力しながら、父親をイメージし

て。そうやって少しずつ自分の心の中にあるモヤモヤしたものとか、当時は怒りも不満も恨みも

いろんなマイナスの気持ちがいっぱいたまっていたんですけれども、それを言葉で表現したらど

ういうふうにできるのか、常に考えて言葉に直すのが面白いって思えるようになったと思うんで

すね。そういうことの積み重ねで、多分今の語彙力とか、あとは言語化する力っていうのが身に

ついたんだと思います。 

引用箇所(06-5:152-161)  論文引用： 

06 で、例えば会社の説明会で、参加が義務のものはこれまでも通訳がついていたんですけど、任意

参加で参加したい人はどうぞ～という感じの説明会は、私が参加するかどうか確認して、前もっ

て私が参加したいと申し込んでから通訳を準備する方法でした。しかし、ほかの職員は当日欠席

することができる、はじめは行く予定だったけどなんか忙しくなったから欠席するということが

ありますね。それとコロナ禍が始まってから、録画を始めたんです。任意参加だけど、録画が保

存されるから後で見られますよっていう感じに大きく変わって、その時に私達はどうする？って

ことになりまして。私たちが参加するしないに関係なく、職場全体としてどうぞという説明会や

研修の場合は、通訳をつけてほしいと言ったらわかりましたということで、今は、参加するしな

いにかかわらず通訳をつけてくれるっていう形になりました。 

引用箇所(02-11:361-365)  論文引用：＊ 

02 さっき言った全部自分でやっちゃうと、自分しかできないから、そうなった時に、例えばこれか

ら続いていく後輩が困るから、自分だけできる方法でやっていくっていうことは意味がないから、

やっぱり後輩たちもできるようになっていかないといけないから、そういう意味で体制づくりっ

ていうか、そこはやっていかないといけないんだなって思うようになってますね。 

引用箇所(03-2:55-59)  論文引用：＊ 

03 そのリスニングの課題が、結構毎週 2、3 時間こう聞いて、オンラインで出すみたいな、なんか

ずっとあったので、それがちょっと影響してっていうのと、大学に入ってすごく環境がばっと変

わったっていうこともあって、ちょっと聴力が落ちたので、このままじゃ授業を受けられないっ

ていうふうにちょっと危機感を覚えた。 

引用箇所(04-10:348-349)  論文引用： 

04 病院の中での体制整備が大事、それなしに私だけで頑張るのは難しいので、そういうところを先

に言ったんです。 

対極例  

類似例  

原因例 

10/24 

モヤモヤ感が整理できた原因・きっかけは何だろう？解決 

→・モヤモヤの具体化の成功者の存在(10-7:232-241) 

 ・自分での吐き出し、振り返り、分析(03-10:346-349)等→概念 7 

 ・支援提供者との交渉(07-4:127-131) 

 ・信頼して相談できる人の存在(支援職員、友人)(03-10:332-338)等 

 ・等身大の自己の把握(概念 11)(06-5:152-161) 

結果例  

理論的

メモ 

9/19 支援を受けることを肯定的にとらえる基盤の一つと考えられる 

10/13 肯定的にとらえるのは重要②のほうと思われる 

   この概念は具体的な支援申請のきっかけのイメージ 

10/13 

この裏に、困り感と聞こえが結びつかず苦しんでいるような状態もありそう 

10/24 或いはモヤモヤした困り感がはっきりせずにしんどい状態 

↑ 

10/27 

モヤモヤを全部自分の責任として、ある意味解決(納得)している例 

引用箇所(06-7:229-233)  論文引用： 

そうですよね。なかなかそういう方法使っていただいてってなってもわからないことって多いと思うんで

すよね。高校生のときは、そういう授業の形に対してどんなふうに思ってましたか。わからなくてもしょ

うがない。聞こえない自分が悪い。 

聞こえないから仕方ない、自分が悪いみたいな考え方でいていたと思います。 

10/24 

・自分の聞こえや困り感がはっきりしないモヤモヤ、受けている支援・現状に対するモヤモヤ(03-10:332-

338)、いろいろな自分が抱えているモヤモヤを整理する動き 

・モヤモヤを整理することで、ある意味一つの成功体験となり、これからもやっていこうと思えることに

繋がるデータもある(10-7:232-241) 

→必要で適切な環境調整を求めていく動きに繋がる。 

12/28 

概念「自分調整の限界発見」の統合 
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概念 27［改善法の模索］ 

起票日  ：2022年 9月 13日(火) 

最終修正日 ：2023年 1月 7日(土) 

人数：9 1,2,3,5,6,8,9,10,11 

概念名 

失敗からの有力手段の発見 

失敗からうまくいく方法の模索 

失敗からの改善法模索 

改善法の模索 

定義 

分析焦点者が、良かれと思って行った行動の失敗から、より有力な手法を見いだす。 

分析焦点者が、自分がやったことがなぜかうまくいかなくて、どうすればいいのかと考える。 

分析焦点者が、自分がやったことがなぜかうまくいかなくて、それをきっかけにどうすればいいのかと考

える。 

分析焦点者が、失敗や成功体験をきっかけに、うまくやるにはどうすればいいのか考えていく。 

分析焦点者が、主に失敗経験をきっかけに、うまくやるにはどうすればいいのか考えていく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-5:171-183)  論文引用：＊ 

11 やっぱり初めは僕も初めて関わる人に対してはちょっと言い難いから、ちょっと関わってから説

明しようかなって思ったりもしたんですけど、やっぱりそれだったら、なんでしょう。上手くい

かなかったというか、どちらかというと、仲良くなる前からちゃんと説明したらよかったなぁと

か、そういう風な経験があったので、そういう感じでしたね。 

質問 ありがとうございます。今その初めての人と最初ちょっと言いにくいということで、仲良くなっ

てから～ってことを考えたけれども、ちょっとそれが難しかったっていうお話をね。 

11 そう。ちょっとわかりにくかったかもしれないんですけれども。僕ちょっと特に耳、聞こえが軽

いってことがあったので、普通な感じで関わっていると、後から「それ聞こえにくい」って感じ

の説明をしても、ちょっとなかなか相手の心に入ってこないというか、そういう難しさもあった

ので、どちらかというと初めに言った方が良かったなっていうことが結構ありましたね。 

引用箇所(11-6:186-194)  論文引用： 

11 それはさっき話したエピソードの一つで、大学で初めて友達…初めてじゃないけど、初めて知り

合った人と、に、関わるときに、さっきみたいな、僕初めは何も言わなかって、自然に友達になっ

たんですけれども、やっぱり聞こえにくいこととかをなかなか言い難くて、友達と深まった時か

ら言ったら、なかなかそれまでの僕との関わりの経験があるので、なかなかその…なんでしょう。

まぁ支援してもらえなかったわけじゃないですけど、ちょっと、そうですね… でそのあとに、

その経験を糧にして、次関わる人には、ちょっと早めに言うようにして、どちらかというと早め

に言った方が、僕の聞こえに対する理解っていうのがちょっと意識してくれるようになったって

いうのを、経験があるので、それがきっかけかなぁ 

引用箇所(02-1:9-17)  論文引用：＊ 

02 初めてノートテイクっていうのを知って、大学の先生に、自分はノートテイクをつけて、講義を

受けたいっていう話をしたときに、私が言うと断られる。断られるんだけど、ろうの先輩が説明

すると「いいですよ」と言われることが多くて、そういう経験をしたので、何回もしたので、私

の中では、やっぱり自分の説明がダメなのか、何がダメなのかっていうのを、卒論の研究をした

のが一つあって、はい。そこで、やっぱり、ろうの人とか、重度の人だと、見て、あぁ配慮が必

要だってわかるらしいんです。先生たちは。だけど、軽度だと、その～資料が欲しいとか、ノー

トテイクが必要だということは、わからないっていう結果が分かって、じゃあやっぱり自分は言

わなくちゃいけないんだって言うことをそこで学んだんですね、私は。 

引用箇所(02-2:39-43)  論文引用： 

02 うん。でもそのやり方なんて誰も教えてくれないし、とにかく自分でノートテイク付けたいって

言ったんですけど、いや、あなた喋れるし、あなただけ特別扱いはできないって言われてたので、

で、困って、で、ろうの先輩に一緒に行ってもらって、先輩がしゃべると、「じゃあいいですよ」

みたいに言ってたので、う～ん違いは何だろうっていうのがよくありました。 

引用箇所(02-7:251-256)  論文引用：＊ 

02 私が大学生の時に、教育実習があって、教育実習の時も、なんかその説明の時だけっていうので、

ノートテイクを派遣してたんですよ。で、それを、なぜか自分がコーディネーター担当の時に、

通訳者が行けないって、なんかハプニングが起きて、その時に私はもう実習の学校にいたので、

コーディネートの結局変更ができないっていう状況が起きて、まぁまぁ、大変だった経験があっ

て。やっぱり当事者がやるって、そういうトラブルが起きた時に対応できないよねっていう話に

なって、まぁ確かにって思って。 

引用箇所(02-12:431-436)  論文引用： 

02 そう。そうですよね。だから私が採用されてから、障害者差別解消法ができるまでの何年くらい

だろう、6 年くらいは、本当に、なんだろう、なんにもできないっていうか、なんかぜんぜん闇雲

にやってたから、うん。なんか、うん…なんだろうね。でも、その間に、やっぱり学校で働くっ

ていう経験を積んできてるから、あぁ管理職とも上手くやっていかなくちゃいけないし、交渉す

る時はやっぱり資料を作った方がいいんだなっていうことは、学びましたけどね。そうですね。

なかなか難しいというか、難しいと思います。 

引用箇所(03-4:108-113)  論文引用：＊ 
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03 ただ、そういうなんか根回し的なやり方を嫌う他の生徒さんっていうか、あいつだけ何か先生に

取り入りやがってみたいななんかちょっと恨みではないけど、周りと足並み揃えるみたいなこと

はちょっと苦手だったかもしれないなと思っています。周りの子と喋ってどうにかするっていう

横の関係じゃなくて、縦の関係をすごく重視してしまうと、それもそれで何か学校生活には問題

が起きるかなって思うので。大学入ってからは先生に直接聞きに行くだけじゃなくて、横の関係

をなるべく保つようにはしてたんですけど。 

引用箇所(03-13:441-451)  論文引用： 

03 本当に細かいことなんですけど、マイクを持って喋ってくださいって言うだけじゃ、さっき言っ

たように耳からのフィードバックがないから、入っているかどうかわからないってことなんです

けど。持つだけじゃ駄目なんですよね。最初はこのマイク自体に何も、見えるかな、つけずに、

机に置いてたんですけど、これをとって喋るってなると、受信機が受信の方向が上か下なのかみ

たいなのがぱっと判別できなくて、それで、どうしようっていうふうになったんですよね。毎回

授業に出席してくるとわかるんだけど、先生とか忘れっぽいから、その相手の中にもいろいろあ

るから、忘れっぽい先生にも、ぱっと見て、「これはこういうふうに使うんだな」ってもう自動的

にわかるように何か印とかをつけた方がいいかなと思って、それであのマイクのこの上の部分に

シールを付けるっていう工夫を支援ルームの人と考えたんです。私だけじゃ多分思いつかなかっ

たと思うんですけど。 

引用箇所(05-5:174-184)  論文引用： 

05 それはね、その時は、自分が失敗したとあんまり思ってなくて、みんなに問題意識がないとか、

問題意識の薄いやつらばかりが来てたとか、そんな感じですよね。だから「もう少しわかりやす

く説明するようにしたらよかったんちゃうか～」みたいなことを反省するだけで、その時は自分

のスキルという意識は薄かったです。ただ、学生懇談会に入って、全国の集いとかね、全国聴覚

障害学生の集いとかに行くと、いろんな大学の手話サークルが集まってくる。だから、いろんな

スキルをもったサークルもあるし、その時はねぇ…早稲田大学とか、千葉大学とか、どういうと

ころが情報保障進んでたかなぁ…佛教大学も進んでたかなぁ…あくまで公的じゃなくてね、自主

的に。ほんで、その時に同じ分科会で、A さん。盲聾者。盲聾の有名な人ですね。あの人は東京都

立大学で、分科会が一緒だった。話をしたら、「なるほど。こんなやりかたがあるなぁ」というこ

とで、ちょっとそれをやってみようというようになったっていうのがある。とかね。 

引用箇所(10-11:376-384)  論文引用： 

10 なるほど。実は私は、20 代くらいの頃は怒りをエネルギーにして生きてきていたんですよね。そ

のころ、フリーになったのが 24歳か 25 歳ごろの時ですので、当時から社会に対する怒りが沢山

あって、なんでこんなに聞こえる人と聞こえない人とで対応が違うんだとか、そういった怒りだ

らけで、怒りをエネルギー、原動力として仕事をしていたんですね。でも本当に怒るってエネル

ギーを使うんですよね。疲れるんですよね。そういう状態だとやっぱり私は続けることはできな

いなって思いましたし、怒るよりは、なんだろう、もっともっと楽しみながら解決していきたいっ

て思うようになったんですね。そのころから、怒りを伝えるだけではなくて、相手との繋がりを

すごく大事にするように変わりました。 

引用箇所(01-9:290-296)  論文引用： 

01 それだったらね…私の友達がね、考え方の問題、意見がズレることがありました。私は友達が言っ

てきたことを、「全部間違っている」と、「それは違う！」と、なんで間違っているのかというこ

とを詳細に説明して、論破していました。形式上は私が勝ちましたけど、その友達は、やっぱり

不満が残りました。不満がね。当然、そのあとの関係が、ぎこちなくなって、そんなぎこちない

関係が長く続いてしまいました。彼と議論する時に一方的に打ち負かせてしまうだけではなくて、

相手の話も聞いてあげる姿勢が必要だったかなぁということを、考えたことがあるかもしれませ

んね。 

引用箇所(01-9:298-304)  論文引用：＊ 

01 でも、まだ読み始めたばっかりだったので、すぐに実践することはできなかったんです。だから、

議論の時に、相手を一方的に打ち負かす、相手を打ち負かしてしまった結果、その関係が気まず

くなってしまった経験があったので、その経験と、本に書いてあったこと、まずは相手の話を聞

くことが必要ということを、合わせて学んだという意味です。なるほど。やっぱり相手の話を聞

く姿勢が私には必要だった。相手の気持ちはどうなのかなぁ、どうして相手はそのように考える

のかなぁ、そのあたりを考えることが大切だったと、本を読んで得た知識を初めて身をもって理

解することができたということです。 

引用箇所(01-9:321-330)  論文引用： 

01 例えばね、説明してみて、私には配慮が必要だということがわかっても、予算がないから難しい

ということで、簡単に受け入れられないことも度々ありました。最初にお話した通り、難しいと

言われる理由は、予算がないからなんですよね。本当にお金がないとよく言われるんです。結局

予算が無いことが大きな壁になっていたんです。だから、なんだろうなぁ、予算をとるためには、

本当に事前の準備が必要なんです。予算は、どこから来るのかと言ったら、国民の税金ですよね。

だから国民に対してきちんと説明できるだけの根拠が必要なんです。だから、そのあたりも含め

て、しっかりと説明できるような対応が必要だと考えたことがあるんですね。だから、結果的に、

私の配慮は私のためだけじゃなくて、税金を納めてくれているお客さんのためになるんですとい

う論法で説明することが必要だったんです。 

引用箇所(05-8:271-275)  論文引用： 

05 で、前の大学の反省で、手話を覚えに来たんだけどやめた人っていうのは、手話が嫌なんじゃな

くて、僕が嫌だったかも。人間だから相性がありますね。小難しいことを言うやつと一緒に勉強

するのは嫌やろなぁっていうね、反省もあって、でも僕もキャラクターを急に変えれないので、

いろんな大学のやつを呼んだ。 

引用箇所(06-4:123-127)  論文引用： 
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06 そのあと、日本に帰ってきたときに、アメリカの文化といいますか、個人主義で、強く求めて、

権利を主張して、みたいなことを日本でもやった時に、日本は違うっていうのがわかったんです。

はじめは「必要なんだ！！！」みたいな強い言い方をしていたんですけど、今はだんだん、なる

ほど、建設的な対話が必要で、言い方や提案の仕方が大事というのがわかってきまして… 

引用箇所(06-14:468-475)  論文引用： 

06 2 つ目の強く求めないということを身につけたのは、日本に帰って、アメリカでやったのと同じ

ように「当たり前でしょ！ お願いします！」と言っちゃった後に、相手の反応というか、関係

性が少し崩れてしまったんですね。怖いとか、距離をとろうという風になったのを見て、方法を

変えたほうがいいのかなぁと思い始めたんです。また、これは普段の生活の中でも、合理的配慮

だけではなく、友達同士の時も私は意見をはっきりと言ってしまうんですけれども、それをした

ときに友達が怖がってしまうみたいなことがあって、「あぁそうか。文化の違いを知る必要がある

なぁ」と、じゃないと職場だけじゃなくて、個人の生活の中でも人間関係を作れないということ

が分かったんです。 

引用箇所(11-12:417-421)  論文引用： 

11 あとやっぱり、何だったかなぁ…自分がこうしてもらいたいっていうことを言った時に、さっき

の居酒屋もそうですけど、「それはちょっと」「その方法は無理だよ」と断られることもある。あ、

じゃあ自分だけのことを考えた意見ってやっぱり上手くいかないのかなって思うことがあった。

こういう経験が相手の事を考えたりとか、建設的っていうことを考えるきっかけにはなっている

のかなぁと思いますね。 

引用箇所(01-8:255-267)  論文引用： 

01 まぁね、議論では最初は強く言いすぎて関係を壊したり、自分の意見を拒絶されたりしたと思い

ますね。で、私は、まぁ相手ですよね、相手に議論で打ち負かされてしまうのが嫌、負けず嫌い

だったので、どうしたらいいかと考えて、中学生の時だったと思うんですけれども、本屋に行っ

て、説得術の本を買って、読んだんです。中学生の時に。普通中学生は読まないですよね。本屋

に行って、ビジネス本コーナーに僕は行って、本を探していると説得術の本があるって気づいて、

へぇと思って手に取って読んだんです。自分の意見を通すためには、まず相手の話を聞くとか、

そういう説明技術を高める技術が載っていたんです。読んで読んで、何回も読んで、このような

ビジネス関係の本も僕は読んだんです。生徒の時に読んだんです。実際に会社の社長になった人

の話とか、普通は生徒は読まないですよね。そういうのを読んだんです。そういうのも、まぁ自

分の意見を通すためには、強く言うだけではだめ、硬軟入り混じらせて話すことが大切だという

ことが、だんだん…私は衝突してしまったりとか、跳ねのけられたりとかしてきましたけど、本

を読んで、そういうことを積み重ねて学んだと思いますね。 

引用箇所(10-3:98-103)  論文引用：＊ 

10 だからこうした授業がきっかけで、私がこの 2 年間の授業の中で学んだことは何かというと、一

番大きかったのは、聞こえないために普段の生活の中で不満とか怒りとかはたくさんあるんです

けれども、そういった不満や怒りを訴えるだけではなくて、どうすればよくなるのか、それを提

案していくことが大切だということを学びました。そうすれば社会を変えていくことができるん

だってわかったんですね。 

引用箇所(09-7:247-249)  論文引用： 

09 だから私は自然に、他の人とコミュニ―ションをとるときに、無理やり自分の考え方を主張する

のではなくて、相手は自分とは別であり、相手の考えも自分の考えも両方尊重して対話を進める

方法を身に付けてきました。 

引用箇所(11-8:257-265)  論文引用：＊ 

11 実際に支援を受けてみて、やっぱり必要ないなと思うこともありましたし、だけれども、こうい

うところは必要だなって思うところもあって、例えば分かりやすい例で言うと、この先生の声は

聞きやすいけど、この先生の声は聞きにくいわとか、そういう違いによっても、自分に必要な支

援は変わってくると思ったので、それが一つと。あとは、支援の使い方。例えば、パソコンテイ

クを受ける時でも、ずっとパソコンテイクを見るのがいいのか？と考えていた時もあったんです

けれども、やっぱり僕の場合は、音声である程度入ってくるので、音声をメインに漏れていると

ころをパソコンテイクのところで見る。そういう使い方、自分に合った使い方というものも、大

学の時にいろんな方法とか、いろんな場面で支援を受けさせてもらったことによってわかったこ

との一つかなぁと思います。 

引用箇所(08-4:141-157)  論文引用：＊ 

08 例えば、法科大学院に入った時、私は手話も少しできるようになっていました。けれども、手話

通訳じゃなくてノートテイクをお願いしたんです。その理由は、法律の言葉は難しいからです。

法律の言葉を手話通訳で表してもらっても、その当時の私には分からなかったかもしれません。

ノートテイクの場合は言葉をそのまま書いてもらえますよね。書いてもらったものをそのまま見

て考えることができます。だから、その当時の私としては、ノートテイクが必要と判断できたん

です。そうできたのも、経験があったからだと思います。手話を使ってやりとりをするよりも、

ノートテイクの方が、その当時の私としてはコミュニケーションがとりやすかったんです。 

だからその当時の私としては、ノートテイクの方がいい、手話通訳よりもノートテイクの方がい

いと判断できたんだと思います。 

08 例えばそのころ私は、難聴の団体にいたんです。役員になっていました。役員会に参加して、そ

こで議論をする時に、手話通訳も来たんですけれども、手話通訳と要約筆記の両方が来てくれて

いたんです。その頃の私は手話通訳よりも要約筆記を見ていたんです。その頃の私は手話がまだ

まだ分からなくて、スクリーンに映し出された要約筆記を見た方が理解できたんです。そのよう

な経験があったから、法科大学院に入った時に、手話通訳ではなくてノートテイクをお願いしま

すと言えたんだと思います。そういう経験があったからだと思います。 

引用箇所(08-5:164-169)  論文引用： 
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08 そうですね。大学院を卒業した後、弁護士になって、そのあと手話通訳と一緒に仕事をすること

になったんですね。なぜなら、電話が必要になったからです。ノートテイクでは電話には対応で

きないんですね。今は電話リレーサービスという方法がありますけど、ちょっと前までは電話リ

レーサービスはなかったんです。だから電話のためには手話通訳が必要で、かつ裁判所に行くと

きや警察署に行くときなど、いろいろな場所に行くときに、ノートテイクでは無理で、手話通訳

が必要になったんです。 

引用箇所(09-9:296-304)  論文引用：＊ 

09 まず一つ目は、ここ、○○大学では、私が大学生の時に、全国でもトップレベルの通訳者が二人

いたんです。一人はＡさんで、コーダの人です。もう一人もコーダの人で、Ｂサン。Ａさんは、

音声から手話への通訳がとても上手で、ミヤザワさんは読み取り通訳がとても上手くて、日本で

トップレベルの二人だったんです。この二人の通訳の様子を、地元でいつも私は見ていたんです

ね。二人がいたから、他の通訳者と比較したときに、差がはっきりとわかりました。この人たち

は全然違うということが分かりました。二人以外の通訳者はまだ成長途中で、つっかえてしまう

ところがあったんです。二人と比較して足りないところは何か分析していくことでわかったんで

す。 

引用箇所(09-9:311-317)  論文引用： 

09 大学院生の時から日本手話学会とか日本特殊教育学会とかに参加していて、これらの学会でもぼ

ちぼち手話鬱訳がつくことが増えてきた状況で、学会はレベルが高いから、それに合った上手な

通訳者が来るんですね。東京都か大阪の方が来るんです。こういった通訳者の通訳を見て、「お～

学会研究レベルでは、こんな感じの通訳がいるんだな」と思って、それを自分でさらに考えて整

理して、言葉にかえて、「私はこのような通訳が欲しいです」と通訳派遣センターに手紙を書いて

渡したんです。 

引用箇所(10-2:68-72)  論文引用： 

10 でも、技大に入ってから、そういったバリアというのが全く感じないんですよね。大学の授業で

は先生が手話を使ったりとか、また手話通訳や文字通訳もありますし、聞こえなくて困るという

ことは全くありませんよね。 

友達とのコミュニケーションも、手話を少しずつ覚えていく中でコミュニケーションができるよ

うになっていきましたし、そのころから「バリアって何だろう？」と考え始めるようになりまし

た。 

対極例  

類似例  

原因例 

10/25 

引用箇所(11-10:357-360) 

あ、でも、そこは、本当に高校の経験があったからだと思います。小中学校でちょっと躓いて、

高校でちょっと自分の自信というものを、自己肯定感、を持てたので、それがあったから、ちょっ

とした、アルバイトで上手くいかなかったことでも、もっといい方法を探したりとか、くじけな

かったという気持ちが持てたのかなぁっていう風に思いますね 。 

10/25 

どうして失敗から落ち込まずに、上手くいく方法を探すことができたのか？ 

↓ 

10/26 

それまでの成功経験から、「失敗」の原因は、自分のスキルが足りないことである(＝自分がダメ

な奴ということではない)と知っており、スキルを変えたら成功できるという確信も持っている

からというデータ。 

→概念 11 や概念 43,44 がきっかけになっていると言える。 

引用箇所(05-14:478-483)  論文引用： 

05 それともう一つ、学生の時の成功体験は大事ですよ。 

質問 あ、大事ですか。 

05 大事ですねぇ。今ここでこけてるのは、自分のスキルが足りないからやっていう風に包括で

きる。スキルを変えたことで、成功したわけやからね、前はね。ということは今回上手くいかな

いのは絶対これはどう見てもスキルの問題だなぁと思うか、ということになってくると思いま

す 。 

結果例 

10/25 

方法を模索した結果、どうなったのか？ 

・自分にとって必要な知識を習得した例(02-1:9-17) 

 →概念 12のきっかけ 

理論的

メモ 

10/24 

・具体例は上手、下手は問わず、環境調整をしようと試みた際の失敗から、どうしたらいいのかを考えて

いっている(答えも見つけているものも多い)ものが多い 

・一方で、(03-4:108-113)や(02-7:251-256)の例のように、自分調整を行う際の失敗から、どうすればい

いのか？と考え始める、或いは環境調整の必要性(自分だけでは難しい)に気づく例もある。 

→「失敗から上手くいく方法の模索」は、環境調整の力の向上に加え、環境調整への志向、自分調整の力

の向上のきっかけとなっていると言える。 

12/28 

概念「独りよがりから建設的への転換」を統合 

概念「良質経験に基づく必要支援方法の検討」を統合 

＆ 

改善法模索に検討 
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9/29 

どうして失敗したのだろう？と本人が考えていることが分析プロセス上大切な要素ではないだろうか？ 

有力方法の発見は結果だが、それよりも失敗から考えることのほうが大切？ 

 

概念 28［知識技術の試運転］ 

起票日  ：2022年 12月 28日(水) 

最終修正日 ：2023年 1月 7日(土) 

人数：10 2,3,4,5,6,7,8,9,10,11 

概念名 知識技術の試運転 

定義 
分析焦点者が、必要と考えた知識や技術の実践に挑戦していく。 

分析焦点者が、必要と考えた知識や技術の実践に挑戦し、これらを習得していく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(11-11:386-391)  論文引用：＊ 

11 そうですね。やっぱり建設的な案っていうのも、それがすべての場面において使える案かと言わ

れると、やっぱりそうではないと思いますよね。さっきの居酒屋の例だったら、忙しい時あれば、

忙しくない時あるし、忙しくなかったらやってくれるけど、やっぱり忙しい時はどうしても難し

い時がある。なのでじゃあその時は、他の案、他の方法っていうものを予め準備しておいた方が

いいかなって思って、そういう工夫というか、そういうものは考えるようにしてたと思います。 

引用箇所(03-11:372-379)  論文引用： 

質問 いやいやいや、ありがとうございます。そういったサポートですかね、そのサポート、合理的配

慮というよりもその話し合いのサポートですかね。があって、やはりそれは、今はその合理的な

配慮を求めるってことに、何か役立っている、そういうものってありますか。 

03 やっぱり具体的に私が感じていることとか困ってることを相手に伝えないと何も始まらないなっ

ていう実感を得られたのと、こちらも、あのこういう方法があるんじゃないかっていう引き出し

をたくさん持っておいた方が、スムーズに話し合いが進むだろうなっていうことが、徐々にわかっ

てきたので、いろんな支援機材とか方法を試すことで、環境に適応していく力を身につけなきゃっ

ていう意識は出てきてたかなと思います。 

引用箇所(04-10:333-336)  論文引用： 

04 あと 3 つ目は何だろうなぁ…まぁ情報は必要で、そのことを交渉、説明する時に、相手が難しいっ

てなった時は、こういう方法がありますよって提案する、相手が言ってきたことに合わせていろ

んな提案をするよう、情報量が多い方がいいですよね。しっかりと前もって調べておいてね。3 つ

目は情報ですね。 

引用箇所(07-8:260-268)  論文引用： 

07 おそらく、お金の問題とか知識が足りないということに起因する問題とかいろいろあると思うの

で、からまっている問題を解きほぐす努力はできるかなと思ってるんだけど。そのお金の問題に

してみれば、使えるリソースというものを、もういろいろと調べるという行動が次に必要になっ

てくるんだけど、そのあたり、簡単に調べられるケースと、なかなか難しいケースと、いろいろ

わかれてはくると思うんですね。その辺りも、もし難しかった場合、次の方法として、何かこち

らから提案できる方法というのをね、並行して考える。本来、なんというか本命はこれなんだけ

ど、これがなかなか難しかったら、次の事前の策として、こっちの方も、手立てとしてはちょっ

と候補として用意しておく。そういったことができるのかなと第三者的にね、思うんだけどね。 

引用箇所(09-2:44-48)  論文引用：＊ 

09 ○○大学に合ったノートテイクの方法や技術、マナーや、活動の運営方法とか、いろいろ決めて

いきました。活動の資料みたいなものも残していて、それがあれば、大学が支援をやると言って

きたときにその資料を渡せばスムーズにできると思っていました。みんなで一緒に議論して、資

料を少しずつを作って、積み上げていったんです。 

引用箇所(04-3:73-80)  論文引用：＊ 

04 でも私がその大学に入学する前に、情報保障のお金をどうしようということで、「日本私学支援機

構」だったかな。多分、忘れちゃったけど。まぁ私立の大学に障害学生がいれば、その機構から

補助金がもらえるというものがあるんです。私は高校生の時、インターネットでいろいろ方法と

かを調べていく中で、これを知りました。情報提供をして、大学も申し込んだらいいですよって

言ったんです。これは、ろう学生の手話通訳とかに使うだけじゃなくて、幅広く使うことができ

るんです。車いすの学生が入学したときに、スロープ。階段にかえてスロープを作るためにお金

が必要だとか、いろんな使い道が認められているんです。 

引用箇所(06-5:167-171)  論文引用： 

06 そこでテレビの場合、これまでは保存しても字幕がなかったんです。でも基本的に今の日本では

字幕が必ずありますよね。ほとんどのテレビに字幕が用意されるようになりました。だからテレ

ビを保存するときに字幕もできるはずと思って、字幕も一緒に保存できる？と聞いてみたら、やっ

ぱり字幕データも一緒に保存できるってなって、今は字幕付きのデータを保存するようになりま

したね。 

引用箇所(11-9:307-319)  論文引用： 
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11 まぁやっぱり入った時に、自分の障害をどう伝えようかということを考えていて、もちろん伝え

てはいるんですけれども、やっぱりそうなかなか大学のように、じゃあこの支援をつけようかと

か、案をくれるわけではないんですよね。で、やっぱり周りの方々も、仕事で忙しいですし、こっ

ちに気を遣う暇もないくらい忙しい時もあったので、なかなか、なんでしょう…いい方法ってい

うもの。やっぱり合理的配慮の中にもあると思うんですけれども、いかに建設的な対話をするか、

建設的な案を出すか、っていうのをすごい考えさせられた。それも、場所場所によって違うんで

すよね。居酒屋で必要なことと、居酒屋でできること。マクドナルドで必要なことと、マクドナ

ルドでできること。そこもまた違うので、そこをすごい考えながら、案を伝えてみたりとか、も

ちろん「それは無理だね」って言われることもありましたし、我慢しながらつづけた部分はある

と思うんですけれども、そういう…なんでしょう…案を出しては上手くいかなかったりとか、伝

え方が良くないなぁとか、この案はこの場所にとっては難しすぎるかなぁとか、そういうところ

を考える。繰り返していろいろ工夫をする時期だったかなぁと思います。 

引用箇所(11-11:372-376)  論文引用：＊ 

11 なので、その時に言ったのは、「ビールは僕聞こえるので大丈夫です」と、「だけどカクテルの時

だけ書いてほしい」と。なんか書いていってほしいと。それも正式名じゃなくていいので、僕が

分かるような略称でいいので、ちょっとパパっと書いて、紙を渡してほしいと。それくらいだっ

たら、やってもらえるんじゃないかなぁってことがあったので、それをお願いしたりとか。 

引用箇所(04-10:350-358)  論文引用： 

04 手話通訳を提案してもお金がないから難しいと言われるのはわかっていましたので、まず病院の

皆さんの一緒に働くという理解といいますか、私が聞こえなくて漏れてしまった部分を病院が補

うことができる関係性を作りたいですと。そのあたりをはじめに提案したんです。本当は通訳と

かたくさん必要なことはあるけれど、それはいったん置いておいて、はじめに相手ができると思

えるようにハードルを下げて提案したんです。けれども、病院も提案を受けて「う～ん…」って

感じで、「どうするの？ 病院の職員をみんな集めて研修でもするんですか？」と言ってきて。想

像が難しいんじゃないかな。だからまぁ、一応私としては相手ができることを提案したと、順番

を考えてやっていたんですけどね…難しかったね… 

引用箇所(10-4:111-116)  論文引用：＊ 

10 聞こえる状態と聞こえない状態、両方を比較して初めて課題を発見することができますし、そう

やって聞こえる人とも一緒に協力しながら課題を発見して、それを分析したり深堀したり、また

改善案を作って提案して相手の意見を聞いて、また相手の都合もいろいろありますよね、現実的

にできることできないこと、予算の問題とかもありますし、システムの問題もありますし、そう

いった企業側の意見も聞いて、さらにブラッシュアップして、最終プレゼンをして実現する。 

引用箇所(02-5:173-181)  論文引用：＊ 

02 で、じゃあ職場の情報保障どうするって相談をしたときに、手話をできる人が 4 人もいたんです

よ、その学校に。だけど、でもそれだと、まぁ情報保障できるけど、職場の中で配慮するってこ

とにはならないよねって。やっぱりみんなにわかってもらって、みんなができる方法でやった方

がいいねってことになって。じゃあやっぱりノートテイクだよねっていうことになって、で、大

きい学校だったので、まぁそういう通訳が欲しいんですっていう話をして、協力してくれる人は

～ってことで集めて、簡単に、本当に簡単にノートテイクの説明をして、こんな感じですって、

はい。できる人たちでやって、まぁ会議の時に書いてもらったりってことを、やってたので。コー

ディネートは自分でしたんですけれども。 

引用箇所(02-6:196-203)  論文引用： 

質問 そうですよね。すごく珍しい環境だと思うんです。そういう環境だと、やはりちょっとお話にも

ありましたけども、その 4 人に任せるというか、頼るという。自分としても頼りがちですし、そ

の他の人もこの 4 人にもうお願いみたいになりがちだと思うんですね。そうはならなかったんで

すよね。 

02 そうならなかったの。あのね、この 4 人のうちのこの 2人って、今教育委員会にいる人たちなん

です。若いのに。まだ 40代なんだけど、本当に素晴らしい人たちで、将来的なことを、私の将来

のことをきちんと考えてくれて、自分たちだけが背負ってはいけないって言うことで、言ってく

れてたので、はい。 

引用箇所(02-7:222-227)  論文引用： 

02 ずっと大学時代は、自分が難聴でやっぱり、ろう免をとるコースにもいたので、周りが聴覚障害

にまず理解のあるメンバーばっかりで、私は生活してきてたので。だけど、やっぱり、ろう学校

の卒業生とか、ろう学校の実態とかもよく聞いてたので、わかっている人だけじゃないとか、やっ

ぱりその一部分だけに頼ってもだめだとか、っていうのが頭ではわかっていたので、現実を見て、

やっぱりそうなのかなぁっていうのがありましたね。 

引用箇所(05-1:31-35)  論文引用： 

05 なので、学生の話に戻すと、大学と話を、交渉をしないといけないんだけれども、その前に大学

と交渉するということに「なるほど！」という仲間を増やす必要がありますね。ということは、

その仲間にとっては、大学と交渉するということはそんなにメリットはない。自分の生活とは関

係ないからね。だけども、「うん。なるほど。それは大事だな」と思ってもらう必要がある。だか

ら共感を、まぁ言うたら、勝ち取るための交渉が必要だと思います。 

引用箇所(08-4:120-127)  論文引用： 

08 う～ん。会社の中では特にないかも。なぜなら私が会社に入った時に、聞こえない人がもう既に

何人かいらっしゃったからです。だから会社のみんなが(聞こえない人に)慣れていたんです。後

は筆談、冗談を含めた筆談も、私の同僚 1 人 2 人と一緒に筆談で冗談を言い合って可笑しくやっ

ている様子を、みんなに見てもらっていたんですね。みんなが見てくれることで、「へぇ、A は聞

こえないけど、筆談で冗談を言い合える、笑い合えるんだ」という理解が当たり前になって、筆

談することも当たり前になっていくんです。他の人も筆談で冗談をしてくれるようになるんです。

そのような、みんなの理解が進んでいた会社だったということが大きかったのかもしれません。 
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引用箇所(09-2:37-41)  論文引用： 

09 その後、学部を卒業したときに、私よりも歳が 1 個下の聞こえる学生がいて、彼が「A さん。情

報保障について一緒に活動しませんか？」と言われたんです。「お～素晴らしい」と思いましたね。

拍手です。実際、私一人だけでは無理です。聞こえる学生も覚悟を決めて、「活動していくぞ！」

という気持ちが必要です。私は今までそういった学生を待っていて、「ようやく出てきてくれた！ 

やった！ いいね！」と思いましたね。 

引用箇所(09-1:29-37)  論文引用：＊ 

09 そのあと、大学 3 年生の時に、情報保障の問題やろうの問題について一緒に考えてくれる、共有

してくれる人が必要だと思いました。なぜなら、手話サークルでは、来てくれる人たちの考え方

はそれぞれバラバラなんです。本当に頑張って手話を勉強する人もいれば、趣味で終わっても構

わないと思っている人もいたりと、マチマチなんですね。なので、そういった人たちを無理やり

まとめるようなことはしないで、その中で積極的に情報保障を考えてくれる人、仲間を上手く育

てていく場を作ったらいいと思ったんです。学生だけによる、ろう教育や情報保障について考え

る研究会を私は立ち上げて、そこに学生を呼んで、そこで情報保障とは何かといった研究をした

り、情報を収集して勉強したりという形で進めていきました。 

引用箇所(10-8:281-290)  論文引用： 

10 そうですよね。当時私はすごく仲がいい親友がいたんですけれども、この親友が、絵心がある人

だったんですよ。ですから、いつも私は隣に座って、席替えがあっても親友は必ず私の隣と決め

ていて、彼女が授業中、先生が言っている内容を全部書いてくれたり、ノートを見せてくれたり

したんですけれども、彼女は筆談の方法がちょっと変わっていて、文字で書くだけではなくて、

先生たちの似顔絵を描いて、マンガみたいな筆談をする方法なんですよ。本当にいい友達で、普

通の筆談というと、すごく大変なイメージがあると思うんですけれども、そうではなくて楽しみ

ながら筆談をして、もう授業中ずっと笑っているみたいな、そういう状況だったんですね。楽し

く筆談をしている、そういう状況を見ると周りの友達も興味をもって来ますし、同じような方法

が広がっていくんですね。本当にいい友達だったなぁって思いますね。 

対極例  

類似例 

10/27 

支援に関係するかどうかは別として、幅広くいろんな情報を仕入れておくことが重要とするデー

タ 

引用箇所(07-11:395-402)  論文引用： 

いろいろな立場の人のお話を聞くというのは、うん、学生の時にやってよかったなと思います。

例えば自分だったら、聴覚障害教育という専攻にいたんだけれど、昔から聴覚障害教育っていう

と、手話口話の問題があったというのをいろいろ本で読んだり実際にいろいろな人の話を聞いて

思うこともありますよね。その考え方にしろ、ずいぶんなんか、こっち方面の人あっち方面の人

中間寄りの人、いろいろな立場の人がいろいろ書いたり発表したりしてるので、そういったとこ

ろの議論をちょっと知っておくというのは、良いことというか、支援を求めるということに直接

繋がってるかどうかはね、ちょっと置いといて、考え方のベースとしてはね必要なことなのかな

と思いますね。 

原因例  

結果例 
10/27 

概念 19 ができるきっかけの一つになっている。 

理論的

メモ 

10/27 

実際に支援を求める際のこちらが持つべき前提条件でもあるとするデータ 

引用箇所(08-9:306-310)  論文引用： 

求める時に大事なことは、何が必要かということと、どこに頼めばいいのか、具体的には手話通訳をどこ

に頼めばいいのか、ノートテイクの場合はどこに頼めばいいのか、さらに一時間当たりどのくらい費用が

かかるのか、データをしっかりとつけて提示することが大事だと思います。それが無いと、知識が無くて

わからない。わからないと、難しいという言葉が浮かんでしまう。  

12/28 

・支援の引き出しの確保 

・できる・できない境界の必死の探索 

・支援当事者の輪の拡大 

を統合 

 

概念 29［知識確信体験］ 

起票日  ：2022年 9月 27日(火) 

最終修正日 ：2022年 12月 29日(木) 

人数：4 1,2,10,11 

概念名 

高揚感溢れる確信 

知識を自分のものにする確信 

知識体得の確信 

成功から生まれる自信 

知識技術の正しさの確信 

知識確信体験 

分析焦点者が、交渉することで支援を得られたなどの成功体験を通して、知識として学んだことが確かに
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定義 

できるということを確信する。 

分析焦点者が、知識として学んだことに対して、実際にそれが大成する体験を通して確信する。 

分析焦点者が、自分で考えたり学んだりした知識・技術について、実際にそれがうまくいく体験を通して

その良さを確信する。 

分析焦点者が、自分で考えたり学んだりした知識技術について、実際にそれがうまくいく体験を通してそ

の正しさを確信する。 

分析焦点者が、勇気を出して実践してきた行動が成功することで、習得した知識技術の正しさを確信して

いく。 

分析焦点者が、自分で考えたり学んだりした知識や技術について、実体験を通してその正しさを確信し、

前向きな気持ちになっていく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(01-4:140-147)  論文引用：＊ 

01 当然、入学した後、初めから手話通訳をつけるためのいろいろな交渉をしましたよ。母から聞い

た話と、先輩から聞いた話を基にして、大学と交渉しました。ずっと。結果、大学の 3 年生になっ

た時に、手話通訳をつけることができました。これはどういう意味があるかというと、成功体験

という意味です。わかる？成功、成功体験という意味です。ただ知識、交渉が必要と知識として

持っているだけではなくて、実際にその知識を使って交渉した結果、成功した！これは自分にとっ

ての自信に繋がるのです。しっかりと自分の望むものをきちんと説明をして、交渉すれば成功で

きるんだっていう自信…というか確信が生まれたんです。 

引用箇所(10-2:36-40)  論文引用：＊ 

10 その話を聞いて、すぐ私は学校の校長先生の所に行って、自分は実は聞こえないこと、聞こえな

くて困っていること、でもどうしたらいいのかわからない、そういった状況を全部正直に話をし

たんですよ。そのすぐ後の授業から、少しずつ担当の先生のサポートがつくようになって、自分

が打ち明けることでやっと変わっていったというのがありますよね。 

引用箇所(11-6:202-205)  論文引用：＊ 

11 人によりますけど、僕がお願いしたことは気をつけるようにはしてくれましたし、僕もそんなで

きないことをお願いしていることはあまりないので、あくまでも友達の話で言うと、友達関係な

ので、ちょっと意識してくれそうなことをお願いしたら、ある程度は皆さん優しかったので意識

してくれるようにはなったのかなぁとは思います。 

引用箇所(02-7:222-227)  論文引用：＊ 

02 ずっと大学時代は、自分が難聴でやっぱり、ろう免をとるコースにもいたので、周りが聴覚障害

にまず理解のあるメンバーばっかりで、私は生活してきてたので。だけど、やっぱり、ろう学校

の卒業生とか、ろう学校の実態とかもよく聞いてたので、わかっている人だけじゃないとか、やっ

ぱりその一部分だけに頼ってもだめだとか、っていうのが頭ではわかっていたので、現実を見て、

やっぱりそうなのかなぁっていうのがありましたね。 

引用箇所(02-11:376-388)  論文引用：＊ 

02 え～っと。障害者差別解消法じゃなくて、自立支援、自立支援法の後に総合支援法になったね。

そう。その時代に私大学生だったんです。だから、障害者総合支援法が始まった年に、私が大学

4 年生になったんだよね。だから、大学側として支援をしなくちゃいけなくなった。今まで学生

の団体だけで協力してやってたのを、今度はやっぱり大学が入ってきますよっていう時にいたの

で、「え～障害者総合支援法って何？」みたいな、「今までは何だったの？」みたいな。今までは

それこそ自立支援法だったのが、総合支援法に変わったんだぁみたいな。なんかそういう、やっ

ぱり法律が変わった時代もそこだったので、なんかやっぱりそういうところで、多分なんか研修

会とかセミナーみたいなのがあったんだと思うんですけどね。全然覚えてないけど。 

質問 その研修とかセミナーとかに参加される中で？ 

02 そういう風に法律が変わるから、現場も変わってるんだっていうのを、実際経験させてもらって

いるので、はい。 

対極例  

類似例 
 

原因例 

10/25 

・そもそも知識の習得に至った経緯 

・成功できる環境にしてくれた要因 

 

結果例 
10/24 

自分の行動に対して、肯定的な評価を得ることができ、次の行動を起こす原動力になっていると

考えられる。 

理論的

メモ 

９/27 

交渉すれば環境を変えられるという知識を、自分のものにした、実感したという面を強調するか、 

とてもテンションの上がる体験をしたという面を強調するべきか 

9/27 

すごい！ 交渉って環境を変えられるんだ！っていうとても高揚する感じがあるはず 

うまく表現したい 

10/4 

自分の成功体験だけでなく、さまざまな知識全般に広げたほうがよさげ 

11/23 

良さというよりも、知識技術の正しさを確信するイメージのほうがデータに近い 
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概念 30［成功体験による知識技術アプデ］ 

起票日  ：2022年 10月 6日(木) 

最終修正日 ：2022年 12月 31日(水) 

人数：5 1,2,5,9,10 

概念名 
成功体験の知識化 

成功体験による知識技術アプデ 

定義 
分析焦点者が、成功体験から、新たな知識や技術を見出だす。 

分析焦点者が、成功体験を踏まえて、知識や技術の更なる高度化を図っていく。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(09-4:110-119)  論文引用：＊ 

09 例えば通訳派遣センターに通訳を頼む時に、単に「通訳が欲しいです」と言うだけでは足りない

んです。私は博士課程の学生だから、さまざまな条件を丁寧に説明する必要がありました。知識

が必要とか、通訳の方法を気をつける必要があるとか、いろいろと詳しく説明しました。これも、

見方を変えれば、通訳派遣センターに対して意思の表明をしているという風に考えることができ

ると思いますね。「このような合理的配慮をやってください」と通訳者にお願いするイメージにな

ると思います。お願いをしたら、センターも「わかりやすく説明してもらえた！ ありがとうご

ざいます！ おかげで通訳者として誰を派遣したらよいのかかんがえやすくなりました！」と

言ってくれたので、私は「なるほど。相手の立場を考えて、丁寧に説明して交渉していくという

関係が大切なんだぁ」と知ることができました。 

引用箇所(09-4:123-143)  論文引用： 

09 私が代表を担って、高校や大学を訪問して、校長先生らと会って交渉をしたんです。どうして通

訳支援をつける必要があるのかを説明したんです。その時も、単に「通訳が必要」と言うだけじゃ

なくて、まず私が支援を希望しているろうの生徒、学生に会って、「どんな支援を希望している

の？ どうしてそれが必要なの？」と詳しく話してその人のニーズを知って、そのあとニーズと

それが必要な理由を整理してから、高校や大学の学長(校長)先生や事務長先生に会って、「彼には

こんなニーズがあるんです。もしニーズに対して支援をしてもらえない場合は、いろんな壁で躓

いてしまって、就職した後も苦労することになると思います。彼について考えることが必要なん

です」と詳しく説明してあげました。相手も「でも配慮って、特別扱いになるんじゃないですか？」

と言ってくることもあったんですけれども、私が「例えば授業の時に、その場では聞こえる生徒、

学生がたまたま多いので声を使うことになっていますよね。しかし、音声を使わなければ、教育

目標や評価に影響はありますでしょうか？」と聞いたら、皆さんは「音声が使えないと評価に影

響がある…？ いやそんなことはありません」と言ってくれたので、「そうですよね。大切なのは

先生の話を聞いて、内容を理解することですよね。基本は意見を説明できるかどうかが大切です

よね。その場合、方法は音声にこだわる必要はないですよね。ノートテイクや手話通訳であって

も構いませんよね。だから、通訳をつけて初めて対等に出席して、発表したり、意見を聞いたり

考えたりと、いろいろな活動ができるようになるのではないでしょうか」と説明してあげたんで

す。その時、先生方も「なるほど。そういう考え方なら理解できます」と言ってくれました。上

手く合意を導いて、通訳をつけていくいろいろな経験をしてきたので、建設的対話の進め方もさ

まざまなバリエーションを習得していくことができたと思っています。 

引用箇所(10-3:94-103)  論文引用：＊ 

10 私たちがバリアフリーの提案をしたことがきっかけで、ディズニーランド側もバリアフリーを推

進していくようになったんです。それを 2年間ぐらいずっと研究して、最終的には東京ディズニー

ランドを運営している会社、株式会社オリエンタルランドまで行って、副社長とか社員のみなさ

んの前でプレゼンテーションする機会があったんですね。そのあと具体的な実現に繋がったとい

うプロセスがありました。だからこうした授業がきっかけで、私がこの 2 年間の授業の中で学ん

だことは何かというと、一番大きかったのは、聞こえないために普段の生活の中で不満とか怒り

とかはたくさんあるんですけれども、そういった不満や怒りを訴えるだけではなくて、どうすれ

ばよくなるのか、それを提案していくことが大切だということを学びました。そうすれば社会を

変えていくことができるんだってわかったんですね。 

引用箇所(01-12:399-408)  論文引用： 

01 今、職場定着支援というものがあって、そういう仕事をしていく中で、仕事を紹介して採用が決

まった障害者に対して、会社に行って職場定借支援をすることがあるんです。だけど、上手くいっ

ていないところと、上手くいっているところの違いを比べると、やっぱり基本的な挨拶ができて

いるかどうかとか、普段からお互いに支え合うように意識しているかどうかとか、そのあたりが

違いますね。失敗するところは、挨拶もしてないとか、普段のコミュニケーションがないとか、

一方的に配慮を求めるだけですね。でも上手くいく方は、お互いに仲間として協力し合う関係が

ありますね。配慮が必要だとなった時に、上司とうまく関係ができているからスムーズにいって

いると思いますね。そういう普段からの関係づくり、それをもう少し意識してほしいと思います。 

引用箇所(02-15:538-545)  論文引用： 

02 学生の団体の中で、もちろん手話通訳の依頼であったり、例えばイベントをするから部屋を借り

ますとか、っていうなんだろう、やり方とかは、先輩方からちゃんと教えてもらって一緒にやら

せてもらってたので、そういう意味では、他の団体との関わり方であったり、依頼の仕方であっ

たり、そういうのはそこで経験させてもらってたので、人に頼む時は、依頼文が必要なんだなぁ

とか、今となっては当たり前すぎることなんだけど、知ってる人同士でもちゃんと依頼文って、

紙に出して送んないといけないんだなとか、っていうのははい、そこで勉強しました。 

引用箇所(02-5:157-162)  論文引用：＊ 
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02 あの～それが、私が卒業する時に、やっぱりその～当事者が説明、伝えなきゃいけないっていう

のと、やっぱり大学側としても配慮しなきゃいけないっていうのがあったので、あの A 先生と協

力して、え～とね。え～と、マニュアルを作ったんですよね。聴覚障害学生の支援のための何と

かマニュアルみたいなのを作って、まぁ大学の先生方に配付をするっていうのをやったりしたの

で、はい。まぁで、後に私の自分のガイドブックを作るって言うところに繋がっていくので。そ

うです。 

引用箇所(05-9:317-322)  論文引用：＊ 

05 やっぱりサークルを作るっていうのはね、聞こえない学生にとったらね、とってもマネジメント

のものすごい勉強になります。今までいろんな意思決定のプロセスから疎外されてきましたで

しょ。だけれども、サークルを作るということは、自分がいろんなことを決めていかなくちゃい

けない。いろんな気配りもしなくちゃいけない。みんなのモチベーションにも配慮しないといけ

ないですよね。という意味では、非常に勉強になりました。 

引用箇所(09-12:414-416)  論文引用： 

09 対等になることが必要なのはなぜか、ということを含めて説明していくことを繰り返したおかげ

で、自分の言葉として説明する力がついたと思いますし、「特別扱いでしょ？」と言われても、「い

やいや違いますよ」と説明できるように変わっていったんだと思います。 

引用箇所(09-10:339-344)  論文引用： 

09 私もお願いをしてみて、空間を同じ場所ではなくて分けて、広い場所に各表現を配置してもらっ

たのを見て、私も少しずつ分かるようになっていきました。そこで「この方法よかったよ！」と

伝えると、通訳者も「そうなんですね。これからも気をつけて通訳しますね」と言ってくれて、

その繰り返しで通訳技術も少しずつ変わっていきましたね。こういうのを見ていて、利用者の立

場から具体的に発信していくことが大事だと思いましたね。 

対極例 

10/25 

成功したのに知識化していない例 

失敗したことから知識を見いだしている例はそれぞれ存在するか？ 

→見当たらなかった 

類似例  

原因例  

結果例 
10/24 

・勉強したことを、今後の自分の行動に生かしていっている。 

理論的

メモ 

10/12 

もしかしたら概念 30 と近いかも 

 

概念 31［過去の内省的整理］ 

起票日  ：2022年 10月 5日(水) 

最終修正日 ：2022年 11月 3日(木) 

人数：6 2,6,7,8,10,11 

概念名 
過去の肯定的内省 

過去の内省的整理 

定義 

分析焦点者が、自分の過去について、こんなこともできたかもしれないなどと、肯定的に内省する。 

分析焦点者が、今持っている知識を踏まえて、自分の過去について、肯定的に内省する。 

分析焦点者が、今持っている知識を踏まえて過去を内省し、自分の価値や今後必要な技術などを再確認す

る。 

ヴァリ

エ ー

ション

(具体

例) 

引用箇所(07-4:138-145)  論文引用：＊ 

07 なので言うても小学校中学校高校大学といろいろな経験を積み重ねてきて、大学では聴覚障害の

ことを専門に学んで、自分の中で小中高のね、振り返りをして、自覚が足りなかったという気づ

きもそのときに得ることができたわけで。よく考えてみればあのときは、もう少しこういうとこ

ろを求めていれば、さらに良い結果が得られたのかなというふうな気付きも、自分が経験を積み

重ねる中で得ることができるわけですよね。そういう経験をベースにして、まともに提供してい

ただける方との交渉のところでそういう部分を作るときにそういうふうな、今までの経験をもと

に文を作るということに繋がる。そういう流れがあるのかなと思いますね。 

引用箇所(08-4:112-114)  論文引用：＊ 

08 不思議なんだけど、子どもの時は筆談をお願いすることそのものが大変だったけれども、今振り

返って考えると、不思議ですね。子どもの時から遠慮せずに筆談をお願いしておけばよかったと

思いますね。 

引用箇所(10-3:79-83)  論文引用：＊ 

10 だから改めて振り返ってみると、高校生までの私は、医学モデルと社会モデルという言葉があり

ますよね。この医学モデルの考え方が私の中にずっとあったんだなって思うんですね。原因は本

人の方にあるって思いこんでいたんです。でも大学の授業を受ける中で、社会モデルという考え

方を学んで、すごく驚いて、これまで自分が悪いと思っていたけれど、そうではないとはっきり

と分かったんですよ。 

引用箇所(11-4:128-130)  論文引用： 
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11 そうですね。やっぱりこの三年間が無かったら、多分今のように、合理的配慮じゃないですけど、

健聴者の中で上手くやっていくという力は多分身につかなかったんじゃないかなぁって言う風に

思いますね。 

引用箇所(11-10:352-354)  論文引用： 

11 居酒屋だけを見ると、多分最後までうまくいかなかったと思います。だけどそういう経験を、じゃ

あ次のアルバイトの時に、何か変えてみるとか、そういう意味では役に立ってるのかなとは思い

ますけど。 

引用箇所(02-13:459-463)  論文引用：＊ 

02 第 3 分科会っていうのが、所謂職場の情報保障について考える分科会があるんだけど、そこで所

謂難聴の先生方とかが集まるようになって、そこでいろんなそれこそＡ先生との出会いもそこ

だったし、大阪のＢ先生とかともそこでお世話になってるし、そこは本当に諦めないで、全聴教

に通ってよかったなぁって思ってますね。 

引用箇所(06-7:250-254)  論文引用：＊ 

06 卒業できたことがうれしかったということもあって、そこまで(手話通訳のことは)考えてなかっ

たですけれども、今思うと、あれはよかったなぁと。全く分からなかった、全部わからなかった

ことが、一部わかったんです。話を見ていてわかった部分もあったんです。なのでよかったとい

うのと、必要だったんだなぁと思いましたね。今思えば文字通訳も欲しかったなぁと思いますね。 

引用箇所(02-2:49-51) 

02 もうね、覚えてないんだよね。でも、やっぱり全然言葉も足りなかっただろうし、多分聞こえに

くいのでとにかく資料が欲しいんですとか、ノートテイクをつけたいんですとか、なんかほんと

に、そんなね、幼稚な話しかできなかったと思います。 

対極例  

類似例  

原因例 概念 29 

結果例 概念 26、概念 27 

理論的

メモ 

10/31 

対極例にもあるように、肯定的でない内省もある。 

↓ 

・そもそも肯定的内省を通して、分析焦点者は何を得ているのか？ 

・↑は肯定的内省でなければ成立しないのか？ 

(過去の自分の価値の再発見、知識技術の整理など) 

10/5 

知識として得たことの活用の一つ 

過去を振り返っている際に、こんなこともできたかも、こうすればもっとたのしかったかもと、過去を肯

定的にとらえなおしているところが重要な気がする 

10/12 

過去の失敗を現代知識を用いて内省することに加え、 

過去に自分が頑張った点を、現代知識から改めて肯定的に内省することも重要ではないか？ 

「あの時、怖かったけど、良く自分は頑張った！えらい！」みたいな 

11/3 

肯定的に内省するのではなく、否定的に内省しているデータもあった。 

大事なのは、過去を整理することで、今後必要な技術や自分の価値を再確認することだと考えられる。 
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